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遺跡周辺の地形（手前は白倉下原遺跡、中央は天引向原遺跡、奥は天引狐崎遺跡、西方から）

石器出土状況（粘土層上部に A T が堆積している）

基本層序 局部磨製石斧出土状況



白倉下原遺跡 A 区の石器

白倉下原遺跡 A 区の接合資料



白倉下原遺跡 A 区の接合資料 (GAn-4 、 GAn-7)

GAn-4 、 GAn-7 個体別接合資料



白倉下原遺跡 B 区の石器

白倉下原遺跡 B 区の接合資料



天引向原遺跡 A 区の石器

天引向原遺跡 A 区の接合資料



序
関越自動車道の藤岡ジャンクションより分岐して新潟県の上越市にぬける高速

自動車道の上信越自動車道は平成 5 年 3 月に長野県佐久市までが開通しました。

この上信越自動車道の建設に伴い、数多くの埋蔵文化財が発掘調査され、記録保

存されました。

甘楽郡甘楽町白倉の字下原と同町天引の字向原に所在する旧石器時代から奈

良•平安時代にかけての複合遺跡である白倉下原遺跡・天引向原遺跡もその一つ

であります。両遺跡は西毛地域で初めて明らかとなった AT 下層の旧石器時代の

遺跡であり、また甘楽の谷において同時代の遺物が本格的に出土した遺跡です。

その調査成果は、群馬県の旧石器時代の研究を進める上で貴重な資料との評価を

得ています。

この度、両遺跡の旧石器時代の遺構・遺物について、調査報告書を刊行します

が、発掘調査から報告書刊行に至るまで日本道路公団東京第 2 建設局、同高崎工

事事務所、群馬県教育委員会、甘楽町教育委員会、地元関係者等には種々お世話

になりました。報告書を上梓するに際し、これら関係者の皆様には衷心より感謝

の意を表し、併せて本報告書が群馬県の旧石器時代を解明するための資料として

十分活用されることを願い序とします。

平成 6 年 3 月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 ．、•寺,,,.と





例 言

しらくらしもはら

1 本書は関越自動車道（上越線）建設工事に伴い事前調査された「白倉下原遺跡」（事業名称原西 I 、原西
あまびきむかいはら

II遺跡）、「天引向原遺跡」（事業名称原西、原西 I 遺跡）の発掘調査報告書である。
本書は白倉下原遺跡、天引向原遺跡の旧石器時代編である。

2 白倉下原遺跡は群馬県甘楽郡甘楽町大字白倉字下原地内、天引向原遺跡は同大字天引字向原地内に所在

し、遺跡名は大字名と小字名を採用している。

3 本遺跡の発掘調査は、日本道路公団の委託を受けた群馬県教育委員会が財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団に委託して実施されたものである。

4 実際の発掘調査及び整理事業は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団内に上越線地域埋蔵文化財調査

を目的に設置された、関越自動車道上越線調査事務所（多野郡吉井町南陽台に所在）が担当した。

5 調査期間及び担当者

(1) 発掘調査

調査期間

調査担当者

平成元年 4 月 1 日～平成 3 年 8 月 20 日

右島和夫（平成元・ 2 年度、専門員）

藤巻幸男("元年度、主任調査研究員）

飯田陽一 (II 2•3 年度、主任調査研究員）

内木真琴("元年度、調査研究員、現群馬県立高崎北高等学校教諭）

小島達夫("元・ 2 年度、調査研究員、現渋川市立渋川中学校教諭）

小林裕二 (II 2•3 年度、調査研究員）

木村収(" 2 年度、調査研究員）

亀山幸弘(" 3 年度、調査研究員、現伊勢崎市立北小学校教諭）

関口博幸("元年度、調査研究員）

桜井美枝(" 3 年度、調査研究員）

飯塚初子("元・ 2 年度、調査研究員、現群馬県教育委員会事務局）

外山政子("元～ 3 年度、嘱託員、現高崎市教育委員会事務局）

(2) 整理調査整理期間 平成 4 年 4 月 1 日～平成 6 年 3 月 31 日

整理担当者 関口博幸

(3) 事 務常務理事 邊見長雄（平成元～ 4 年度）、中村英一

事務局長 松本浩一（平成元～ 3 年度）、近藤功

管理部長 田口紀雄（平成元・ 2 年度）、佐藤勉

調査研究部長神保侑史

庶務課 課長斎藤俊一

専門員国定均、笠原秀樹、主任須田朋子、柳岡良弘、主事船津

茂、高橋定義、非常勤嘱託員松下登、臨時職員 吉田恵子、並木綾子、

今井もと子、角田みづほ、松井美智代、塩浦ひろみ、内山佳子



関越自動車道上越線調査事務所所長 高橋一夫（平成元・ 2 年度）

総括次長

次長

課長

庶務課

6 報告書作成関係者

編 集関口博幸

阿部千明（平成 3 年度）

吉田肇（平成 4 • 5 年度）

片桐光一（平成元年度）、大沢友治（平成 2 • 3 年度）

徳江紀（平成元・ 2 年度）

鬼形芳夫（平成元・ 2 年度）、依田治雄

係長代理宮川初太郎（平成元・ 2 年度）、主任国定均（昭和63• 平成

元年度）、笠原秀樹（平成 2 • 3 年度）、吉田有光、臨時職員 山崎郁夫、

神戸市四郎、町田康子、本城美樹、田中智恵美、松井留男、後閑令子、

高田千恵、吉田登志子

本文執筆 依田治雄（ 1 - 1) 、飯田陽一•関口博幸・桜井美枝（ 1-2) 、関口博幸 (2~5 章）

遺構写真 右島和夫、藤巻幸男、飯田陽一、内木真琴、小島達夫、小林裕二、木村収、亀山幸弘、

関口博幸、桜井美枝、飯塚初子、外山政子

遺物写真佐藤元彦（当事業団技師）

遺物観察関口博幸

保存処理関邦ー（当事業団技師）

整理補助 中野秀子、霜田恵子、関 正江、田中精子、小林恵美子、高柳哲子、金子加代、大澤亜矢子

委託関係 【遺構測量・遺物写真実測】（株）シン航空、（株）三陽【航空写真】（株）シン航空、（有）青

高館、たつみ写真スタジオ 【遺構トレース】（株）測研

7 遺物分布図の作成に関しては、（株）システム提案の遺物情報システム「MERCH」を導入して迅速化を

図った。

8 石器実測のうち、接合資料に関しては、（株）シン航空への委託による写真実測によって作業の迅速化を

図った。

9 出土した遺物のうち、黒色安山岩製と黒曜石製の石器については、藁科哲男氏（京都大学原子炉実験所）

に蛍光X線分析による原産地分析を御願いした。分析結果については付編のなかに報告した。

10 出土した遺物・図面に関しては、群馬県埋蔵文化財調査センターに一括して保管してある。なお、石器

一覧表についてはフロッピーディスクに保存してある。

11 発掘調査及び報告書作成にあたり、下記の諸機関・諸氏に御教示・御協力をいただいた。記して謝意を

表する次第である。（敬称略、五十音順）

安斎正人、安蒜政雄、井上慎也、角張淳一、小管将夫、佐藤宏之、沢田 敦、須藤隆司、大工原豊、堤

隆、長崎潤一、藤波啓容、松藤和人、岩宿フォーラム実行委員会、甘楽町教育委員会、石器文化研究会



凡 例

1 図中の方位記号ついては、座標北を示す。（国家座標第IX系）

2 石器実測図の縮尺については、単独品＝ 4/5 • 1/2 • 1/3 、接合資料＝ 1/2 • 1/3 とした。

3 石器写真の縮尺については、 1/2 を基本に 1/3 • 1/4 • 1/5 とした。

4 石材記号については次のように示した。

GAn -Glassy Andesite 一黒色安山岩 An -Andesite ー安山岩

Ob -Obsidian ー黒曜石 Ch -Chert ーチャート

SI -Slate 一粘板岩 HMs -Hard Mudstone 一硬質泥岩

BSh -Black Shale 一黒色頁岩 HSh -Hard Shale 一硬質頁岩・珪質頁岩

Bs -Basalt ー変玄武岩 CS -Cristalline Schistー結晶片岩

GS -Green Schist ー緑色片岩

5 石器実測図の番号の横に付してある小番号は出土したブロックを表す。

6 各石器分布図の縮尺は次の通りである。

ブロック別分布図＝ 1 /40 • 1 /60、それ以外についてはその都度スケールを付した。

7 石器分布図に関しては、必要に応じて遺物分布のドット図を作成したが、シンボルマークは各図面の中

に凡例を付した。

8 ブロック別石器分布図に記した断面基準線は、いずれも海抜標高を表す。

9 ブロック別分布図中の石器実測図に付してある番号については、石器一覧表のNo．と対応する。

10 母岩別石器分布全体図及び個体別石器分布全体図中のシンボルマークに関しては、それぞれ一回り大き

いマークは石核であることを表す。

11 「二次加工のある剥片」については、挿図中及び石器一覧表のなかでレイアウトの関係上、「R剥片」と

も表記している。
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抄録

1 遺跡の概略

本遺跡は、群馬県甘楽郡甘楽町大字白倉・天引に所在する。本遺跡の発掘調査は平成元年 4 月 1 日から開

始され、平成 3 年 8 月 20 日をもって終了した。遺跡地は県西部地域を東流する鏑川によって形成された河岸

段丘面に立地する。この地域は「甘楽の谷」と一般にいわれ、群馬県下でも有数の遺跡地帯として名高い。

本遺跡に隣接する地域にも各時代にわたる遺跡が多数存在し、その内容は徐々に明らかになってきている。

本遺跡は、旧石器、縄文、弥生、古墳、奈良、平安、中近世の遺構・遺物が検出された複合遺跡である。

本書では、このうち旧石器時代の遺構・遺物に関して所収し、旧石器時代編として報告した。

2 遺構・遺物数量

白倉下原遺跡

調査区 数量 備 考

A区 403 ナイフ形石器、台形様石器、局部磨製石斧、石刃、石核、剥片、敲石

石 器 B 区 120 ナイフ形石器、台形様石器、局部磨製石斧、石刃、石核、剥片、敲石

C 区 3 台形様石器、剥片

A 区 6 計 6 ヶ所のブロックで構成される径18mほどの環状ブロック群。
プロック

B 区 4 計 4 ヶ所のブロックで構成される径18mほどの環状ブロック群。

天引向原遺跡

調査区 数量 備 考

A 区 268 ナイフ形石器、台形様石器、楔形石器、石核、剥片、敲石、台石
石 器

C 区 10 台形様石器、剥片

A 区 13 計13 ヶ所のプロックで構成される長径44mほどの環状ブロック群。
ブロック

C 区 1 6 点の石器で構成される小規模なプロック l ヶ所を検出。

3 まとめ

白倉下原遺跡・天引向原遺跡は、これまで旧石器時代遺跡の分布が空白であった鏑川地域で検出された。

今回調査された旧石器時代の遺構・遺物は、広域火山灰である姶良 Tn 火山灰 (AT) の下層から検出された。

これは、石器群の時間的位置関係を求めるとき、全国レベルでの対比が可能となる点で重要である。

本報告書では、検出された石器群を分析した結果、次のような重要なデータを抽出し提供することができ

た。一つには、石器群に多数の接合資料が確認され、石器製作技術を研究していく上で良好なデータを提供

できたこと、二つには、石器群は環状ブロック群を形成して検出され、母岩別資料と接合資料の検討から特

にAT 降灰以前の遺跡構造研究を行う上で重要なデータを提供できたこと、である。

今後、「甘楽の谷」という地域史的研究だけではなく、全国的な旧石器時代研究をさらに進めていく上で、

重要な資料およびデータを提示することができた遺跡として期待される。
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第 1 節発掘調査に至る経緯

関越自動車道上越線（上信越自動車道）は首都圏と上信越地方とを結ぶ高速自動車国道として、日本道路

公団によって建設される。起点を東京都練馬として新潟県上越市まで総延長280km （内練馬～藤岡間は関越自

動車道新潟線と併用）である。平成 5 年 3 月 27 日開通した藤岡インター～佐久インター間は約69kmで、群馬

県藤岡市 (5.6km) 、吉井町 (6.3km) 、甘楽町 (4.3km) 、富岡市 (11.6km) 、妙義町 (2.5km) 、松井田町 (19.5 

km) 、下仁田町 (5.3km) 、長野県佐久市 (11. 9km) の各市町を通過する。

群馬県藤岡市～長野県佐久市間の基本計画は昭和47年に策定され、同54年建設大臣により日本道路公団が

施行命令を受けている。同56年群馬県藤岡市・吉井町・甘楽町・富岡市・下仁田町（東部） •松井田町（東部）、

同57年松井田町（西部）・下仁田町（西部） •長野県佐久市までの路線が発表された。

関越自動車道上越線全体にかかる埋蔵文化財の取り扱い及び調査経過は次のとおりである。

昭和49年度 藤岡市～下仁田町間に存在する埋蔵文化財について、群馬県教育委員会は県企画部幹線交通課

に対し文化財保護法の遵守、国・県・市町村の指定文化財をさけること、文化財に関係する事項は県教委文

化財保護課と協議すること等の考え方を示した。

昭和55年度 県教委文化財保護課は路線通過地周辺の埋蔵文化財包蔵地の調査を行い、その結果は同年 3 月

藤岡～松井田間、同年11月松井田～下仁田間について、「関越自動車道上越線関連公共事業調査報告書」とし

て群馬県（企画部交通対策課）より報告された。

昭和59年度 建設工事の具体化に伴い、路線内の埋蔵文化財についてより具体的な調査の依頼が道路公団よ

り県教育委員会にあり、県教委文化財保護課は包蔵地の詳細分布調査を行った。

昭和60年度 県教育委員会は分布調査の結果、包蔵地を濃い分布地・淡い分布地・試掘調査を必要とする地

域に区分し、発掘調査必要面積を約100万m' と想定し、 55遺跡を認定した（後の試掘により 52遺跡に変更）。

そして、埋蔵文化財発掘調査にかかる基本方針を次のように策定した。

•発掘調査終了年度を昭和65年度末（平成 2 年度末）とする。

・群馬県埋蔵文化財調査事業団を中核機関とし、対応できない部分に調査会方式を導入、関係市町村には

進捗状況を考慮しながら協力を求める。

・事業団の出張所（上越線調査事務所）を開設し、整理作業も併せ行う。

・機関別対応面積は次のとおりとする。

埋文事業団 約76万m' 富岡市以東を受け持つ。面積は変動の可能性あり。

調査会約22万面妙義町・下仁田町・松井田町。面積は変動の可能性あり。

なお、調査実施方法は次のとおりである。

日本道路公団東京第二建設局は群馬県教育委員会に調査の依頼を行い、年度毎に委託契約を締結する。県

教育委員会はそれを受け、群馬県埋蔵文化財調査事業団及び、各遺跡調査会等に再委託のかたちで委託契約

を締結し、調査を実施する。

昭和61年度 4 月、埋文事業団上越線調査事務所を吉井町南陽台3-15-8に設置し、 4 班15人体制で発足し
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て調査を開始する。以後、 6 班22人体制（昭62) 、 9 班36人体制（昭63) 、 12班45人体制（平元）、 12班45人体

制（平 2 ）。平成 2 年度までに一部を残し発掘調査は終了した。

整理事業は昭和63年度より併行して実施していたが、平成 3 年度からは本部においても整理事業が始まり、

現在 2 か所11班体制で実施している。調査事務所は平成 5 年度で事業を終了し、以後本部のみで実施され、

平成 8 年度全事業終了予定である。

第 2 節調査の方法と経過

1 グリッドの設定

白倉下原遺跡・天引向原遺跡は甘楽パーキングエリアと西方の本線部分が発掘調査範囲である。建設工事

用測量杭の STA-153~158がこれにほぽ該当する。この範囲内について、調査区北東端の国家座標

X =26, 950、 Y= -79,320を白倉下原遺跡の座標原点、 X =26,950、 Y =-79,100 を天引向原遺跡の座標原

点として、 5m四方のグリッドを設定した。グリッドは北東コーナーの杭を基準にして、南方向及び西方向

に 1 、 2 、 3 、…と両方向とも算用数字で呼称した。なお、グリッドの設定、水準点の移動は（株）三陽に

委託した。

2 旧石器時代の調査方法

本事業団では、ローム台地上に立地する遺跡の場合、発掘調査事業は旧石器時代の試掘調査をもってすべ

ての事業を終了させる方法をとっている。文化層、すなわち生活跡が確認されれば、本調査の面積、期間、

方法等を改めて関係機関と協議して旧石器時代遺跡の本調査を行うこととなっていた。本遺跡もこの方法に

従って行うこととした。

白倉下原、天引向原遺跡を包括する原西地区は、調査対象地がパーキングエリア本体及び本線部分にあた

るため、その面積は広大なものであった。よって、各遺跡の中をいくつかの調査区に分割して、各調査区毎

に調査を行うこととした。旧石器時代の試掘調査も各調査区毎に行った。遺跡全体の縄文時代以降の調査終

了をまって、遺跡全面に試掘調査を行うよりも、各調査区ごとに試掘を入れる方が合理的であったし、工事

工程の関係も絡んでこの方法を取らざるをえなかった。このため、まだ残りの調査区に遺構が多数あっても、

文化層の確認された調査区から、本来は別期間枠であるはずの旧石器時代本調査を含めた調査を遂行せざる

をえなかった。よって、平成 2 年度をもって原西地区の発掘調査をすべて終了させるという計画に無理を来

たすことは明白であった。

試掘調査は、文化層の数、位置、深度、範囲を確認するべく遺跡全体に試掘坑を入れることとした。つま

り、どこに石器群が分布し、逆にどこには分布がないのかを明確にし、遺跡全容を解明することを目的とし

た。石器の出土した隣接部分のみを拡張調査しても、遺跡全容を解明することはできず、また文化層がない

ことを確認することも大きな調査成果であると考えたからである。

試掘方法は、基本的に 2X4mの試掘坑を 4m もしくは 5m間隔で設定した。一般的にブロックは大体 5 X 

5mの大きさであることから、この間隔で調査すれば、まずブロックを見逃すことはないと考えたからであ

る。深度は AT より大体30cm程下層までで、これより下層は礫層に移行することから文化層はないものと判

断した。発掘用具にはジョレン、スコップを用いた。また、地形的条件をみて、文化層の存在が濃厚な所と

希薄な所を判断して、この間隔を広げるなど柔軟性を持たせた合理的調査も行ったが、白倉下原遺跡B 区で

4 
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は谷から相当奥に入った台地でも文化層が存在することが判明したため、試掘精度を極端に落とす訳にはい

かなかった。しかし、試掘調査を重ねていくににつれて、層位的には文化層は AT 下層に限定されることが

次第に明らかとなってきた。

こうした試掘調査の結果、文化層は AT 下層の 1 枚だけであることがわかったが、面積的には相当な広が

りを持つことが予想された。

本調査は、試掘調査によって確定した発掘深度と面積をもとにして行った。文化層は AT 下層だけである

ことが確定していたので、石器包含層の上のローム層まではバックフォーで除去して効率化を図った。その

後は文化層の全容を解明するべく調査を進めていった。しかし、石器包含層は粘土層で、降雨が連続すると

湧水し、反対に乾燥するとジョレンでは全く歯が立たないほど硬化してしまい、撥鍬を用いることとした。

このため、石器を傷つけることなく慎重に精査せねばならず、調査は難航した。

3 調査経過

白倉下原・天引向原遺跡の発掘調査は、平成元年 4 月から平成 3 年 8 月までの 2 年半にわたって実施され

た。平成元・ 2 年度は事業名原西 I 、原西 II遺跡の 2 班体制、平成 3 年度は原西遺跡の 1 班体制で行われた。

(1)白倉下原遺跡の調査経過

白倉下原遺跡の発掘調査は平成元年 4 月より、原西 I 遺跡と原西 II遺跡の 2 班体制で開始された。遺跡は

東西が380m程の長さに及ぶため、南北に走る道路を境界として便宜的に東より A·B·C 区の 3 調査区に区

分し、 A区を原西 I 遺跡班が、 B·C 区を原西 II遺跡班が担当して行うこととなった。

原西 I 遺跡の発掘調査は 9 月より急逮、中高瀬観音山遺跡（事業名光厳寺裏遺跡）の調査支援体制に組み

込まれたため、平成 2 年 2 月までの 6 カ月間調査を中断することとなった。その後、 3 月より調査を再開し、

縄文時代以降の調査終了部分から順次試掘坑を設定して試掘調査を行った。その結果、 A区の AT 下層の粘

土層から台形様石器や局部磨製石斧、剥片類が多数出土したことから、本調査が必要となった。

その後、公団より調査区北側に工事用道路を建設したい旨打診があり、調査事務所ではこれを受けて道路

部分を先行して調査することとなった。このため、道路部分以外にも石器群の分布が試掘によって判明して

いたが、工事工程との絡みから、環状に分布するブロック群をちょうど両断するかたちで調査を行わざるを

えなかった。なお、調査は工事用道路部分を平成 2 年 6 月まで、それ以外を平成 2 年12月まで行われた。

また、 B 区の調査は縄文時代以降の調査終了後、試掘調査と本調査を併せて平成 2 年 9 月から 10月 31 日ま

で行われた。 C 区では平成 2 年 1 月に行われた。

以上、白倉下原遺跡での旧石器時代調査面積は、 A区では1,590m'、 B 区では750m', C 区では950面で、合

計3,290面に達した。

(2) 天引向原遺跡の調査経過

天引向原遺跡の調査も白倉下原遺跡と同様、 A~F 区の 6 調査区に分割して行ったが、まず工事用道路部

分を先行調査しなくてはならなかった。 A区は台地先端部という立地からみて、文化層が存在することは濃

厚であった。試掘調査の結果、やはり AT 下層に石器群の分布が確認され、緊急に工事用道路部分のみを本

調査することとなった。このため、石器分布域が工事用道路南側にも分布することは確実であったが、白倉

下原遺跡A区と同じように、分断して行わねばならなかった。工事用道路部分については試掘調査から本調

査までを平成 2 年 6 月に行った。

白倉下原遺跡と天引向原遺跡を含む原西地区の調査は先にも述べたように、旧石器時代の本調査を取り組
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んだこと、光厳寺裏遺跡の調査支援のため 6 ヶ月間調査が停止したことから、平成 2 年度内の終了は無理で

あった。このため、関係機関と協議し調査期間は平成 3 年 8 月まで延期されることとなった。しかし、工事

工程の関係から、平成 3 年 3 月までにパーキングエリア北側半分を調査終了させて引き渡すことが条件で

あった。この決定を受けて、調査の主眼をこの北側部分に置き、平成 2 年度中に終了させるべく全力を尽く

すこととなった。

まず、平成 3 年 1 月から再びA区の残りの部分の本調査と遺構調査終了個所から順次試掘調査を併行して

行った。しかし、パーキングエリア半分とは言っても相当な面積があり、試掘調査だけでも多くの労力と期

間を必要とすることは明らかで、原西班だけでは到底調査終了できうるものでもなく、他の調査班の支援が必

要であった。平成 2 年度は関越道上越線の調査最終年度であり、いずれの調査班も自班の調査で手一杯であっ

たが、それでも余力のある班は原西班の支援体制に入ることとなった。実際、平成 3 年 2 • 3 月には調査担

当者10名以上、作業員100名以上という時もあった。このような状況のもと、調査事務所総力を挙げた調査体

制によって平成 3 年 3 月までにパーキングエリア北側部分の調査は無事終了した。

平成 3 年度は残りの C 区と呼称したパーキングエリア南側部分の調査となったが、台地本体部分であるこ

とから縄文時代以降の遺構量は相当に多く、旧石器時代の試掘調査になかなか入れなかった。それでも、 8

月 20 日までに調査終了という最終ラインが確定していたので、順次試掘を行い文化層の有無を確認していか

ねばならなかった。しかし、梅雨とその後の盛夏が重なり調査の進行は思うように捗らなかった。

こうした打開策として、従来の調査によって文化層は AT 下層に限定されると考えていたので、この文化

層の広がりを確認することに主眼を置き、上層のローム層をバックフォーで除去して効率化を図るなどの方

法が求められた。ところが、 5 月に吉井町多胡蛇黒遺跡の調査で、室田軽石層上層の暗褐色ローム層から文

化層が検出され、本遺跡でもこの層準に石器群が存在する可能性が残されていることから、この方法は断念

した。それでも、次のような方法で効率化を図った。まず、 As-BP 下面と As-MP 上面までの試掘坑を市

松状に設定して精査し、途中に粘土上面までバックフォーで除去して、再び AT 下層で精査する。これが、

調査時点で考えられた最も効率的かつ最大限の成果をもたらす方法であった。もし、これ以上粗くすれば、

文化層有無の確認という、試掘調査が持つ本来の目的すら達成できないと考えたからであった。

この結果、 C 区では (35-47) グリッド、 (34-49) グリッド、 (42-51) グリッドの AT 下層から石器が

検出された。本調査は、分布が散漫であることから改めて行う必要はないと判断し、個々の試掘坑周辺を拡

張して行うこととした。前二者については、周辺部を拡張したが他に出土はなく単独出土であった。後者は

拡張した結果、散漫ながら 1 ヶ所プロックを検出した。このように C 区では石器の分布は希薄であったが、

先端部から奥に入った台地にも石器が分布することを確認したことは大きな成果であった。

このような経過のもと、天引向原遺跡の旧石器時代調査面積は、試掘調査面積も含めて2,840m乃こ達した。

以上のように、白倉下原遺跡、天引向原遺跡を包括する原西地区の発掘調査は様々な経過を経て終了した

が、特に旧石器時代に関しては多くの知見を得ることができた重要な遺跡として評価できる。
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第 1 節地理的環境

白倉下原遺跡、天引向原遺跡は、群馬県南西部に位置する富岡市街地東方の、甘楽郡甘楽町大字白倉・天

引両地内にそれぞれ隣接して立地している。この二つの遺跡は鏑川によって形成された上位と下位の二つの

河岸段丘面のうち、高位の段丘面である上位段丘面に立地している。

鏑川は群馬・長野県境の八風山麓に源を発し、途中下仁田町本宿付近で、同じく群馬・長野県境の荒船山

麓に源を発する市野萱川と合流した後、富岡市、甘楽町、吉井町、藤岡市の群馬県南西部地域を東に流れ下

り、その後高崎市阿久津町付近で利根川の一支流である烏川へと合流する。鏑／ 1| が東流するこの地域一帯は、

従来より「甘楽の谷」、あるいは「かぶらの谷」と呼称される歴史的に由緒ある地域である。「甘楽の谷」を

上流に遡っていくと、内山峠を越えて長野県佐久市へと抜けることができ、古くから中部地方と関東地方と

を結ぶ交通の要衝的機能を持った地域である。

鏑川右岸（南岸）一帯には上位段丘面と下位段丘面の二段の河岸段丘が形成されているが、特に富岡市東

部から藤岡市にかけての中下流域では、特に上位段丘面の発達が著しい。逆に、左岸（北岸）では上位・下

位とも河岸段丘の発達はほとんど見られない。こうした経緯については、右岸地域の地盤の隆起によって、

鏑川の流路が次第に南から北へと移動したことに起因していると言われる。つまり、鏑川は最初に南側から

上位段丘面を形成させて、その後下位段丘を形成させながら、流路を北へと次第に移動させた結果であると

捉えられている。この流路移動自体は自然史的なタイムスケールのなかで現在でも進行中であり、今では下

位段丘面を10m程浸食した河床を鏑川は流れている。

上位段丘面には、北西約40kmのところに従える浅間山を給源とした、浅間室田軽石層（As-MP) をはじ

めとする複数の軽石層群と風化ローム層とが互層となって、 2m程の厚さで堆積している。さらに、ローム

層の下層には風化した暗褐色粘土層が堆積し、この上部には鹿児島湾を給源とする姶良 Tn 火山灰 (AT) が

l~2 cmの厚さで純層ないしブロック状に堆積していることから、遅くとも 22,000年前頃には上位段丘面の

形成が終了したことは確実で、さらに白倉下原遺跡や天引向原遺跡の旧石器時代の石器群が AT 下層から出

土していることを考え併せれば、この年代をさらに遡ることは間違いないであろう。

これに対して、下位段丘面にはほとんどの地域でローム層の堆積が見られないことから、上位段丘にロー

ム層が堆積している頃には、この面の何れかを鏑川が流れていたことが推測される。

白倉下原・天引向原遺跡が立地するのは上位段丘面で、南側地形は丘陵地帯が続いたのち、稲含山や牛伏

山をはじめとする標高1,200~1,500m程の山地が東西に連なってひかえている。この山地に源を発する雄川、

白倉川、天引川、大沢川、矢田川、土合川などの中小河川が段丘面を開析しながら北流し、鏑川に直交する

ように合流している。さらに、これらの中小河川に注ぐ支谷が樹枝状に発達して、上位段丘面を東西に分断

し、いくつもの舌状に延びる台地を形成している。このような台地の先端部あるいは縁辺部に旧石器時代遺

跡は立地している。

白倉下原と天引向原の両遺跡は、大きく見ると東側を天引川、西側を白倉川の中小河川によって大きく開

析された上位段丘面に立地する。白倉下原遺跡は、東を天引向原遺跡との間を流れる小支谷、西を白倉川に
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よって画される。天引向原遺跡は東を三途川、西を小支谷によって画された台地上に立地する。三途川の東

側の台地には天引狐崎遺跡が立地する。

これらの遺跡は各河川に注ぐ支谷によって分断され、遺跡の北側1,000mのところには上位と下位の段丘面

を画する比高差20m程の崖線が東西に走っている。

第 2 節歴史的環境と周辺の遺跡

1 歴史的環境

「甘楽の谷」は、従来より群馬県でも有数の遺跡濃密地帯として著名である。なかでも、上位と下位の二つ

の河岸段丘面が形成されている鏑川右岸には、各時代にわたって数多くの遺跡が残されている。例えば、縄

文時代では大規模な環状列石が検出された田篠中原遺跡、弥生時代では多数の後期の住居跡が重複して検出

された中高瀬観音山遺跡などが挙げられる。古墳時代については、三角縁神獣鏡が出土した富岡市北山茶臼

山古墳や同北山茶臼山西古墳などの前期古墳、藤岡市七輿山古墳や白石稲荷山古墳、甘楽町笹森稲荷古墳な

どの大型前方後円墳、吉井町安坪古墳群や同神保古墳群、同多胡古墳群などの群集墳の存在は従来より著名

である。また、奈良時代、和銅 4 年の「多胡郡」の建郡を記念して建立された、日本三古碑の一つである「多

胡碑」も吉井町に存在する。このような遺跡濃密地帯をちょうど東西に貫くように関越自動車道上越線は通

過することとなり、当然の結果として各時代にわたって文化層の複合する遺跡が多数調査されることとなっ

た。特に、これまで不明な部分を多く残していた旧石器時代の様相については、今回の発掘調査によって多

数の遺跡が調査されるとともに、多くの知見を得ることができた。

2 周辺遺跡

ここでは旧石器時代について述べる。群馬県を俯廠すると、ちょうど県土を東西に分断するかのように県

中央部を利根川が途中、片品／ 1| 、吾妻川、烏／ 1|、神流川などのいくつもの支流を集めながら南流している。

この利根川を挟んだ西側には榛名山が、東側には赤城山が対峙するかのように県中央部に登えている。

利根川左岸（東岸）の赤城山南麓や西麓では、関越自動車道新潟線や上武国道、あるいはその他の大規模

開発に伴う膨大な発掘調査量も起因して、旧石器時代遺跡は多数調査されている。代表的なところでは、径

50m程の大規模な環状ブロック群が姿を現し、集落研究に格好の資料を提供した赤堀町下触牛伏遺跡をはじ

め、同町堀下八幡、笠懸町和田、県内で初めて北方系細石刃石器群の良好なセットが出土した前橋市頭無、

北橘村房谷戸、同分郷八崎、赤城村勝保沢中ノ山、月夜野町後田などの研究上欠かすことのできない重要な

遺跡が多数調査されている。

赤城西南麓地域のなかでも特に赤城山南麓地域は、故相沢忠洋によって精力的に踏査された地域で、考古

学史上重要な位置を占める地域でもある。例えば、我国における旧石器時代遺跡をはじめて発見し、その文

化の存在を立証した岩宿遺跡は東南麓の笠懸町に所在し、戦後の日本考古学史上に革命的な画期をもたらし

た遺跡としてあまりにも著名である。ほかにも新里村武井遺跡、藪塚町藪塚遺跡、伊勢崎市権現山遺跡、大

間々町桐原遺跡、宮城村桝形遺跡など、旧石器時代研究初期に調査され、相沢の業績と共に研究史上に忘れ

ることのできない重要な遺跡が多数ある。

一方、利根川右岸（西岸）に目を転じると、これまでの大規模開発の少なさもあって、発掘調査された遺

跡は安中市古城遺跡、藤岡市北山遺跡、渋川市行幸田山遺跡などが挙げられるのみで、遺跡数は極めて少な

8 
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第 1 表 鏑川流域における旧石器時代の周辺遺跡

Nu I 遺跡名 所在地 出土層位 遺跡の概要 参考文献

AT 下層 本報告の遺跡。 10 

AT 下層 本報告の遺跡。 10 

AT 下層 三途川を挟んで天引向原遺跡の東側台地に立地。 7 ヶ所のプロック 9 • 10 

が環状ブロック群を構成。石器群は台形様石器、ナイフ形石器、ス

クレイパーを含む597点が出土。石材は黒色安山岩を主体とする。
ながねあづぽ

4 I 長根安坪 多野郡吉井町大字長根 ローム層天引川を挟んで天引狐崎遺跡の東側の上位段丘上に立地。 As-YP I 

付近から黒曜石製の剥片、砕片が10数点出土。
じんぼふじづか

5 I 神保富士塚 多野郡吉井町大字神保 ローム層 As-YP 付近から黒曜石製の男女倉型彫器、槍先形尖頭器未製品が I 6 

1 白倉下原

2 天引向原
あ●びききつねざき

3 天引狐崎

たごじゃぐろ

6 I 多胡蛇黒

甘楽郡甘楽町大字白倉

甘楽郡甘楽町大字天引

甘楽郡甘楽町大字天引

多野郡吉井町大字多胡 1 ローム層

AT 上層

AT 下層

た
田

ゃ
矢7
 

多野郡吉井町大字矢田 IAT 下層

たいらおつべの

8 I 多比良追部野 I 多野郡吉井町大字多比良 I AT 下層

くろくまはちまん

9 黒熊八幡
のがみしおのいり

10 野上塩之入
しもたかせてらやま

11 下高瀬寺山
きたやま

12 北山

きたやま

13 I 北山 B

多野郡吉井町大字黒熊

富岡市野上

富岡市下高瀬

藤岡市藤岡

藤岡市藤岡

AT 下層

ローム層

ローム層

ローム層

AT 下層

ローム層

AT 下層

出土。

遺跡東端の矢田川を望む東台地で 3 枚の文化層を検出。 As-MP の I 8 

上層からは、ナイフ形石器、エンドスクレイパー、彫器を含む10数

点の石器群、 AT 上層からは黒曜石製のナイフ形石器が 1 点、 AT 下

層からは基部加工ナイフ形石器が 1 点それぞれ出土。遺跡西端の

台地のAT 下層でも 2 点石器が出土。

プロック 1 ヶ所と礫群 l ヶ所を検出。黒曜石製、黒色安山岩製の台 I 7 

形様石器を含む10数点の石器群が出土。

環状プロック群を構成。台形様石器、ナイフ形石器を含む石材は黒 I 3 -10 

曜石と黒色安山岩が多い。

黒曜石製のスクレイパーと剥片の 2 点が出土。 3 

As-MP 上層よりスクレイパーが 1 点出土。 5 

黒曜石製細石刃核が 1 点出土。 2 

AT 下層から台形様石器を含む420点の石器が現状プロック群を構 10•ll·l2 

成して出土。

ローム層からは槍先形尖頭器が出土。 AT 下層からも多量の石器群 I 4 

が出土。

註） 10~13については第 1 図中には表記されていない。
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3 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1991 「年報」 10号 （財）群馬県埋蔵文化財調在事業団

4 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1992 「年報J 11号 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

5 新井 仁 1991 「野上塩之入遺跡・塩之入城遺跡j （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

6 小野和之 1993 「神保富士塚遺跡」 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

7 富田一仁 1993 「矢田遺跡N 」 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

8 中沢 悟 1993 「多胡蛇黒遺跡」 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

9 関口博幸 1993 「天引狐崎遺跡 I J （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

10 関口博幸・桜井美枝・津島秀章 1993 「環状ブロック群が発見された群馬県内の遺跡」 第 1 回岩宿フォーラムシンポジウム「環状プ

ロック群J資料集 笠懸野岩宿文化資料館
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10 



祁l
# 

l
-

□三
日

o
o
z

0 



] 2  
渫 2 憐 港 涸 菩 ・ 酒 汗 菩 澁 涵 k 画 氾 涵 睾



第 2 節歴史的環境と周辺の遺跡 第 3 節基本層序

いのが現状であった。特に、鏑川流域では、藤岡市竹沼遺跡をはじめこれまでいくつかの遺跡で槍先形尖頭

器などの旧石器時代に帰属すると考えられる石器が表面採集されてはいたが、発掘調査自体は藤岡市北山遺

跡で行われたのみで、従来より「甘楽の谷」は旧石器時代遺跡の分布が極めて希薄な地域という印象が大勢

を占めていたといえる。

しかし、今回この関越自動車道上越線建設に伴う発掘調査で、ここに報告する白倉下原遺跡、天引向原遺

跡の他、多数の遺跡が調査された。鏑川上流から、下仁田町下鎌田、富岡市野上塩之入、同下高瀬寺山、甘

楽町天引狐崎遺跡、吉井町長根安坪、同神保富士塚、同多胡蛇黒、同矢田、同多比良追部野、同黒熊八幡、

など多数の遺跡が調査され、旧石器時代においても「甘楽の谷」は遺跡が濃密に分布する地域であることが

判明したのである。しかも、これらの遺跡立地のあり方から考えて、上位段丘面のいたるところにいまだに

多くの旧石器時代遺跡が残されていることは確実であろう。今後、上位段丘面を発掘調査すれば必ず何らか

のかたちで遺跡、すなわち文化層が発見されるはずである。

これらの遺跡の石器群のほとんどが AT よりも下層から出土していること、 AT より上層から石器群が出

土したのは長根安坪、神保富士塚、多胡蛇黒の 3 遺跡のみであることを考え併せると、特に AT 下層で旧石

器時代遺跡が発見される確率は極めて高いといえる。

第 3 節基本層序

白倉下原・天引向原遺跡は鏑/II右岸の上位段丘面に立地している。上位段丘面では基本的に表土層（耕作

土）、ローム層、粘土層、礫層の堆積が認められる。表土層中には、 1783年（天明 3 年）に噴出した浅間A軽

石 (As-A) 、 ll08年（天仁元年）に噴出した浅間B軽石 (As-B) を含んでいる。しかし、純層での堆積は

確認できなかった。ローム層中には、同じく浅間山を給源とする浅間板鼻黄褐色軽石 (As-YP) や浅間板鼻

褐色軽石 (As-BP) 、浅間室田軽石 (As-MP) などの軽石層と風化ローム層が互層となって堆積している。

さらに、粘土層中には鹿児島湾の姶良カルデラを給源とし、 22,000年前頃噴出したといわれる姶良 Tn 火山灰

(AT) が堆積している。石器群は粘土層 (XIII層）に包含され、 AT 直下から大体30cm程の垂直幅を持って出

土しており、 AT にパックされた状態であった。石器群を包含する粘土層は小礫を含み、この下層には礫層が

堆積していることから、鏑川が上位段丘面から離水して間もない頃に白倉下原遺跡、天引向原遺跡の文化層

が残されたものと考えられる。

第 I 層 黒褐色土層（表土層） 耕作土である。攪拌された浅間A軽石を多く含んでいる。浅間A軽石は

純層では認められないが、畠跡の畝間等では純層で堆積している。浅間B軽石は台地部では認められなかっ

たが、谷部では堆積している部分もある。また、浅間 C軽石の堆積はいずれの部分でも認められなかった。

第 II層 暗褐色土層 漸移層で、遺構確認面である。縄文包含層でもある。

第 III層 明黄褐色ローム層 堅く締まるローム層で、浅間板鼻黄褐色軽石 (As-YP) を多く含む。場所に

よってはブロック状に堆積している。

第N層 黄褐色ローム層 III層に比較してやや軟質で、粘性を持つ。また、色調もオレンジ色を帯びるロー

ム層である。浅間白糸軽石 (As-SP) の可能性がある白色の軽石を含む。

第 v層 黄褐色ローム層 浅間板鼻褐色軽石（As-BP) をプロック状に含む。

第VI層 明黄褐色軽石層 明黄褐色を呈する浅間板鼻褐色軽石（As-BP) の純層で、堅く締まる。

13 



第 2 章 地理的・歴史的環境と周辺遺跡

第 VII層灰褐色軽石層灰褐色を呈する As-BP の

純層で、堅く締まる。

VI • VII層とも場所によっては純層をなさずブロック状

に堆積することもある。

第VIlI層 暗褐色ローム層 粘性のあるローム層で、下

半部では As-MP を少量含んでいる。締まりは弱く、場

所によって炭化物を含むこともある。

第IX層 明赤褐色軽石層 明赤褐色を呈する浅間室田

軽石 (As-MP) の純層である。粒子は平均10mm程で、層

厚は大体30cm程である。赤城山西南麓では浅間板鼻褐色

軽石層群 (As-BP グループ）で一括されるが、鏑川流域

をはじめとする西毛地域では独立した軽石層として観察

される。

第 x 層灰白色軽石層 IX層と同じ As-MP の純層

であるが、粒子は細かい。水成作用によって色調が変化

し、下半部では一部粘土化している。

第 XI層暗褐色粘土層堅く締まる粘土層で、色調も

XIII層と同様であるが、礫の混入は少ない。

第XII層乳白色火山灰層姶良 Tn 火山灰 (AT) の純

層である。非常にきめ細かいガラス質の粒子である。層

厚は 1~2 cm程で、場所によってはブロック状に堆積す

る。

第XIIl層 暗褐色粘土層堅く締まる粘土層で、石器包

含層である。平均 2 cm程の小礫を多く含む。場所によっ

℃層厚0.5cm程の非常に堅く凝結した鉄分沈澱層が幾層

か堆積し、こうした層を挟んで石器が出土する。斜面部

や降雨が連続すると本層で湧水する。

第XIV層青灰色粘土層 きめ細かい粒子で構成され

る。特に台地中央部では堆積が確認されたが、反対に台

地縁辺部などでは本層の堆積がみられずに直接礫層に移

行している。

第xv層礫層礫は比較的小型のものを主体とし、 30

cmを越えるような大型のものはほとんどみられない。礫

種は結晶片岩とチャートを主体とする。

w層以下は礫と青灰色粘土層が互層となって厚く堆積

している。

ヽ 9 ^ J. p ̀ ‘` :‘· •‘`9: :‘ 

" :9 :ｷ'.  ~’~ 3 、’'., :.2 ;'̀ i', i, 9. 
• •,“‘. 5:,' 、:、 9、ミ．、 9

• 9 、: • ; -:, ~ ｷ, < • _~, 9 
`9,',  -9口，ぶー ’2, _ - ; 
、▲ ’·9_•• XIV' 、,

181.00m 

III 

IV 

> 

180.00m 

ト石器出土層

179.00m 

第 4 図基本層序

14 



白倉下原遺跡

m 





第 1 節 白倉下原遺跡A 区

第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査

白倉下原遺跡は甘楽郡甘楽町大字白倉字下原に所在する。東を三途川に注ぐ小支谷、西を白倉川によって

画された上位段丘面に立地する遺跡で、旧石器時代以降、縄文、弥生、古墳、奈良、平安、中近世の各時代

に亘る生活跡が残された複合遺跡である。遺跡調査部分はパーキングエリア西端部とそれに接続する西側本

線部分より構成され、東西およそ350mの長さを持った範囲を調査した。このため、調査は便宜的にA· B • 

C の 3 調査区に分割して効率的に行った。

旧石器時代の文化層が確認されたのはA·B·C 区の 3 調査区で、いずれも AT 下層の暗褐色粘土層から

石器群が出土した。

A区では、三途川に注ぐ二本の小支谷に挟まれた舌状台地から、 6 ヶ所のブロックが環状ブロック群を構

成して検出された。 B 区では、 A 区から 100m程西側で、谷頭部よりも 60~80m程奥に入った平坦な台地上か

ら 4 ヶ所のブロックが環状ブロック群を構成して検出された。 C 区では、同じく谷頭部から40m程奥に入っ

た台地上から、 3 点の石器群が出土した。

A区の東側台地には、天引向原遺跡が立地しており、 A区と C 区の 2 ヶ所で AT 下層から石器群が出土し

ている。このうち、 A 区では、 13 ヶ所のプロックが現状ブロック群を構成して検出された。 C 区では、小規

模なブロックが 1 ヶ所検出された。

なお、各調査区とも文化層は AT 下層に限定され、それよりも上層のローム層からは検出されなかった。

また、下層については、礫層及び青灰色粘土層であることから、文化層の存在はないものと判断し調査を行っ

ていない。

旧石器時代以外の遺跡の概要についてみてみると、縄文時代では、住居跡約30軒（このうち敷石住居跡 7

軒）、土坑約250基、埋甕約10基の遺構が検出されている。住居跡は加曽利E3 ～堀之内 2 式期を中心に、前

期諸磯 b 式期のものも少数ある。土坑は有尾・黒浜期をそれぞれ主体とする。埋甕は加曽利E3 ～堀之内 2

式期のものである。ほぼ各時期にわたった集落が認められるが、時期によって集落を占地する地点に変化が

あることが興味深い。また、遺物でもミニチュアの石棒や石皿など興味深い遺物が多数ある。

弥生時代では、中期の土坑群、後期の住居跡、方形周溝墓などがある。特に、住居跡には古墳時代移行期

のものもあり、弥生後期から古墳前期にかけての集落展開の様子を追える格好の遺跡として重要である。ま

た、 C 区に展開する住居跡ではそれぞれ磨製石鏃の製作を行っていた。その良好なセットはその製作技法や

機能を解明するうえで重要な資料である。

古墳時代後期以降では、住居跡数が著しく増加し、集落展開が活発化していく。また、平安時代では、そ

れまで集落が営まれていなかった台地縁辺部や斜面部にも集落が展開するようになる。

白倉下原遺跡では、旧石器時代以降の鏑川流域という一地域内で展開された人間活動の様子が、一遺跡内

に凝縮しているようであり、その展開と消長を歴史的に跡付けていくうえで重要な遺跡であるといえる。

第 1 節 白倉下原遺跡A区

1 概要

白倉下原遺跡A区は、遺跡東端に位置し、二本の小支谷に挟まれた北東方面に向かって張り出す舌状台地

17 
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第 7 図 A区石器分布全体図

に立地している。小支谷を挟んだ東側台地が天引向原遺跡である。台地頂部からは、三途川に注ぐ小支谷に

よって形成された狭長な低地部が見おろせ、さらに東前方には三途川と天引川とによって形成された広大な

低地部を見渡すことができる。

A区ではこのような立地環境からみて、旧石器時代の文化層が存在することが濃厚と判断され、台地全面

に 2X4mの試掘坑を設定し、すべて AT 下層の難l層の暗褐色粘土層まで掘り下げて試掘調査を行うことと

した。この結果、低地部を望む傾斜変換部にあたる (15~19-14~19) グリッドにかけての AT 下層の暗褐

色粘土層から石器群の分布が認められた。

なお、石器の分布はこの範囲内に収束しており、小支谷に沿った台地部縁辺部や台地奥部の平坦部では石

器は全く検出されなかった。また、文化層も AT 下層のみに限定されており、これよりも上層では検出され

なかった。

出土した石器は総数403点で、他に礫が 4 点出土した。ブロックは 6 ヶ所確認され、いわゆる環状ブロック

群として評価でき、 AT 下層の一時期に展開された旧石器時代の集落跡を確認することができた。
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第 1 節 白倉下原遺跡A区

第 2 表 A区ブロック別器種別石器組成表

ナイフ台嗜 賃胃, スクレ R剥片 石 核石刃剥片砕片敲石礫器台石
形石器石 イパー

計 礫 合計

Al ブロック 1 8 3 7 2 123 56 7 207 2 209 

A2 プロック 1 1 22 14 38 38 

A3 プロック 1 2 2 10 6 1 22 22 

A4 プロック 1 1 6 7 1 16 16 

A5 プロック 1 2 5 2 39 15 2 1 1 68 2 70 

A6 プロック 2 3 2 27 , 1 44 44 

A 2 プロック周辺 1 1 1 

A4 プロック周辺 1 1 2 2 

A5 プロック周辺 1 1 2 4 4 

プロック外 1 1 1 

合 計 2 13 3 2 7 17 6 232 107 1 1 1 2 403 4 407 

第 3 表 A区ブロック別母岩別石器組成表

GAn-1 GAn-2 GAn-3 GAn-4 GAn-5 GAn-6 GAn-7 GAn-8 GAn-9 GAn-lOGAn-11 An-1 Ch-1 Ch-2 Ch-3 Ch-4 Ch-5 Ch-6 Ch-7 計

Al プロック 6 39 1 122 5 7 3 3 3 , 1 199 

A2 ブロック 15 5 12 1 3 2 38 

A3 ブロック , 1 7 1 18 

A4 プロック 2 6 1 1 1 3 14 

A5 プロック 22 2 1 24 2 51 

A6 プロック 1 34 1 4 2 1 43 

A2 プロック周辺 1 1 

A4 プロック周辺 1 1 

A5 プロック周辺 1 1 

ブロック外 1 1 

合 計 21 41 7 207 , 14 31 3 3 1 8 1 , 4 2 3 1 1 1 367 

Ch-8 Ch-9 Ch-10 BSh-1 HMs-1 HMs-2 HMs-3 HMs-4 HMs-5 HMs-6 Bs-1 Bs-2 CS-1 CS-2 CS-3 小計 台石礫 合計

Al プロック 1 7 207 2 209 

A2 プロック 38 38 

A3 プロック 1 1 1 21 1 22 

A4 ブロック 1 1 16 16 

A5 プロック 1 1 1 10 2 1 67 1 2 70 

A6 プロック 1 44 44 

A2 ブロック周辺 1 1 

A4 ブロック周辺 1 2 2 

A5 プロック周辺 1 1 1 4 4 

プロック外 1 1 

合 計 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13 2 7 1 1 401 2 4 407 

21 



第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査

2 石器

A区からは403点の石器が出土した。その内訳はナイフ形石器 2 点、台形様石器13点（接合後11点）、局部

磨製石斧 3 点（接合後 1 点、刃部破片 1 点）、スクレイパー 2 点、二次加工のある剥片 7 点、石刃 6 点、石核

17点、剥片232点、砕片107点、敲石11点（接合後 4 点）、礫器 1 点、台石 2 点である。次に各石器について観

察していく。

ナイフ形石器（第 8 図 1 • 2) 

l 黒色頁岩製で、比較的薄手の石刃を素材とする。上半部は欠失してしまっている。微細な調整加工が左

右両側縁の基部に数回施されているのみで、打面は除去されることなく残置されている。打面は一枚の平坦

な剥離面で構成され、打面調整は施されていない。打面周縁部には微細な頭部調整が施されている。背面は

主要剥離面と同一加撃方向の 4 枚の剥離面で構成され、器体両側縁に平行した稜線が走っていることから、

素材となる石刃は明らかに石刃技法によって獲得されたことが理解される。 A4 ブロック出土。

2 黒色安山岩製で、横断面形が三角形状の厚手の縦長剥片を素材とし、左半部には大きく自然面を残して

いる。急斜な調整加工＝ブランティングが右側縁下半部に施されているのみである。先端部は尖鋭で、素材

形状を巧みに利用し、調整加工はそれを補うかたちで施されていることが看取される。 Al ブロック出土。

台形様石器（第 8 図 3 ～第 9 図13)

3 黒色安山岩製の横長剥片を素材とする。器体に併行する調整加工は器体に併行するかたちで左右両側縁

に施されている。左側縁には素材打面を打面として平坦な調整加工が背面と主要剥離面に施されている。こ

の調整加工はバルブを取り除くように施されているが、概して粗くステップフレイキングを起こしている。

右側縁には縁辺部を潰すような調整加工が施されている。 Al ブロック出土。

4 硬質泥岩製で、厚手の横長剥片を素材とする。左側縁は打面を取り除くように折断されているが、バル

ブは依然一部残っている。右側縁に粗い調整加工が施されている。 A5 ブロック周辺出土。

5 黒色安山岩製で、比較的厚手の寸詰まりの縦長剥片を素材とし、これを横位に利用している。調整加工

はV字形に左右両側縁に施されているが、ブランティングによる急斜なもので、平坦な調整加工は全く施さ

れていない。素材打面はこの調整加工によって除去されている。 A5 ブロック出土。

6 黒色安山岩製の寸詰まりの縦長剥片を素材とする。背面側右側縁にやや平坦で鋸歯状の粗い調整加工が

施されている。打面部には微細な頭部調整が施されている。後者の調整加工が素材剥離後に施されたかどう

かは判然としないが、台形様石器に整形する際の調整加工の一部と考えられる。 A3 ブロック出土。

7 黒色安山岩製で、薄手の横長剥片を素材とする。器体は三つに欠損している。左側縁には縁辺部を潰す

かたちでブランティングによる調整加工が背面側から施されている。右側縁にはバルブを取り除くように主

要剥離面側から折断するような粗い調整加工が施されている。 GAn-2 個体A に帰属し、接合関係を持って

いる。 Al ブロック出土。

8 黒色安山岩製で、薄手で幅広の寸詰まりの縦長剥片を素材としていると思われる。右半部（素材上半部）

は折断されている。縁辺を潰すような微細な調整加工が左側縁下半部に施されている。また、右側縁には折

断面を打面として微細な調整加工が背面に数回施されている。 Al ブロック出土。

9 黒色安山岩製で、薄手の縦長剥片を素材とする。左右両側面は折断面で、右側縁にはこの折断面を打面

として微細な調整加工が施されている。 Al ブロック出土。
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10 黒色安山岩製で、上半部を欠損した基部資料である。素材は寸詰まりの縦長剥片を素材としていると考

えられる。左側縁にはやや平坦な調整加工が、主要剥離面には平坦な調整加工がそれぞれ施されている。右

側面は二回に亘って折断されており、主要剥離面側の調整加工はこれを切っている。 A6 ブロック出土。

l1 黒色安山岩製の小型の横長剥片を素材とする。左側面は折断面かどうか判然としないが、背面及び主要

剥離面に直交する二枚の剥離面が認められ、この剥離面と素材打面を打面として主要剥離面側と背面側に平

坦な調整加工が施されている。しかし、これらの調整加工はステップフレイキングを起こしており、概して

粗い。 Al ブロック出土。

12 チャート製の横長剥片を素材とする。微細な調整加工が右側縁に施されている。左側縁はニヶ所折断さ

れているが、これによって器体を整形していると思われる。 A6 ブロック出土。

13 チャート製で、比較的薄手の縦長剥片を素材とする。左側縁は折断した後、鋸歯状の微細な調整加工が

施されている。また、主要剥離面にはバルブを取り除くように平坦な調整加工が施されている。打面は残置

され、一枚の平坦な剥離面である。 Al ブロック出土。

局部磨製石斧（第 9 図14～第10図16)

14 変玄武岩製で、局部磨製石斧の刃部破片である。 15 • 16 と同一母岩別資料であるが、接合関係はない。

表裏両面には面取りされた刃部研磨痕が残り、さらにこの面を切る調整加工が施されている。 A5 ブロック

出土。

15 変玄武岩製で、 16の刃部破片であり接合する。器体には刃部研磨痕は認められない。本刃部破片や刃部

再生剥片を含めた一群の資料は16の接合図（第47図）の下端部に集中していることから、本遺跡内では15の

刃部が主に機能していたと考えられる。 A5 ブロック出土。

16 変玄武岩製で、 15の刃部破片が接合する。プロポーションは楕円形で、いわゆる「わらじ形」を呈する。

上端刃部に研磨痕が若干残存していることから、局部磨製石斧と判断した。この研磨痕の残存状況から、本

来の製作当初の器体は相当に大きく、再生を繰り返した結果最終的にこの大きさで廃棄されている。素材は、

自然面が一部残っていることと、同一母岩別資料のなかに背面に大きく自然面を残す作出剥片を素材とした

資料 (18のスクレイパー）があることを考え併せると偏平な礫であった可能性が大きい。 15の刃部欠損後に

刃部再生を行っている。 A4 ブロック出土。

スクレイパー（第10図17 • 18) 

17 黒色安山岩製の横長剥片を素材とする。ヒンジフラクチャーを起こした素材端部にスクレイパーエッジ

が、背面と主要剥離面の両面に連続して作出されている。右側面は折断面である。 A2 ブロック出土。

18 変玄武岩製の横長剃片を素材とし、上半部と下端部の一部を欠損している。スクレイパーエッジは左右

両側縁の背面及び主要剥離面の両面に作出されている。局部磨製石斧と同一母岩別資料で、この石斧製作の

際の作出剥片を素材としているものと考えられる。背面が自然面で覆われていることから、リダクションを

繰り返した際のものを素材としているのではなく、石斧製作のなかでも初期工程において作出された剥片を

利用していると考えられる。また、主要剥離面側の打面付近に施されている調整加工はスクレイパーエッジ

の調整加工の一部ではなく、石斧の刃部を作出した際の剥離面である。なお、器体には刃部研磨の痕跡は認

められない。 A5 ブロック周辺出土。
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石刃（第11図19～第12図24)

19 硬質泥岩製の大型の石刃である。左右縁辺部には使用痕と判断される微細な剥離痕が認められ、特に左

側縁部では主要剥離面側と背面側に連続している。しかし、この微細剥離痕は比較的大きめで連続すること

からスクレイパーエッジとして作出された可能性もある。背面は主要剥離面と同一加撃方向と 180度加撃方向

の異なる 3 枚の剥離面によって構成されていることから、 180度両設打面石核から石刃技法によって生産され

たものと考えられる。打面は一枚の剥離面で構成されるが、平坦ではなく湾曲している。打面調整、頭部調

整とも全く施されていない。 A5 ブロック出土。

20 硬質泥岩製の薄手の石刃で、端部を欠損する。背面は主要剃離面と同一加撃方向の二枚の剥離面で構成

され、中央部にその稜線が走る。風化が著しいため、細部までは撮めないが、頭部調整が施されている。打

面は一枚の剥離面で構成され、打面調整は施されていない。 A3 ブロック出土。

21 チャート製の比較的幅広の石刃で、端部はヒンジフラクチャーを起こしている。背面は主要剥離面と同

ー加幣方向の二枚の剥離面と節理面で構成され、打面は一枚の平坦な剥離面で構成される。頭部には若干調

整が見られる。左右縁辺部には使用痕と判断される微細な剥離痕が認められ、特に右側縁部の背面側では頭部

から端部まで連続している。 A3 ブロック出土。

22 硬質泥岩製の比較的厚手の石刃で、右半部のみの資料である。加撃がコントロールされていないためか、

発達したバルブを残し、しかも器体中央部で同時割れを起こしている。背面は主要剥離面と同一加撃方向の

剥離面で構成される。打面は一枚の剥離面で構成され、打面調整は施されていない。また、頭部調整は若干

疇な調整加工がみられるが、稜を取り除くほどではない。 A5 ブロック出土。

23 黒色安山岩製で、加撃がコントロールされていないため、石核底面まで抜けている。背面は主要剥離面

と同一加撃方向、 180度異なる加撃方向の三枚の剥離面によって構成され、その稜線が器体中央部に、側縁に

平行して走っている。打面は二枚の剥離面で構成されるが、調整打面ではない。 Al ブロック出土。

24 黒色安山岩製で、加撃がコントロールされていないため、石核底面まで抜けている。背面は主要剥離面

と同一加撃方向、 90度異なる加撃方向、 180度異なる加撃方向の三枚の剥離面で構成され、その稜線は器体中

央部に側縁と平行して走っている。打面は二枚の剥離面で構成されるが、調整打面ではない。 Al ブロック

出土。

なお、 23 • 24の石刃とも背面構成等の属性を見る限り、石刃技法によって生産された可能性が大きいと判

断される。母岩別資料的には GAn-2 に帰属させたが、 1 点厚手の縦長剥片があるのみで、この 2 点以外に

石刃はない。石核を見ても石刃石核はないし、石刃が剥離された剥離面も残っていない。さらに、接合資料

の剥片生産工程を見ても石刃技法が展開された痕跡は認められない。このことから、当初別母岩と考えたが、

石材の諸属性を比較検討した限り、やはり GAn-2 に属すると判断した。ここでは、母岩別資料のなかに、

石刃技法が適用された別個体が共存し、しかもそれは遺跡外で展開され、石刃のみが本遺跡内に搬入された

と考えたい。

二次加工のある条l片（第12図25～第13図31)

25 チャート製で、バルブが発達した比較的厚手の寸詰まりの縦長剥片を素材とする。剥片端部に急斜なニ

次加工が施されている。 A6 ブロック出土。

26 チャート製で、縦長剥片を素材とする。右側縁の背面側と主要剥離面側に微細な二次加工が施されてい

る。 Al ブロック出土。
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27 チャート製の縦長剥片を素材とする。右側縁端部に微細な二次加工が連続して施されている。Al ブロッ

ク出土。

28 チャート製で、下半部を欠損した縦長剃片を素材とする。右側縁部の主要剥離面側に平坦な二次加工が

折断面を切って施されている。 Al ブロック出土。

29 黒色安山岩製で、寸詰まりの縦長剥片を素材とする。二次加工は左側縁部の背面側と右側縁部の主要剥

離面側に施されている。前者の二次加工は急斜であるが、後者は平坦である。 A6 ブロック出土。

30 黒色安山岩製で、幅広の縦長剥片を素材とする。ステップフレイキングを起こした端部に二次加工が施

されている。 A4 ブロック周辺出土。

31 黒色安山岩製で、厚手の縦長剥片を素材とする。二次加工は左側縁の主要剥離面と背面に施されている。

二次加工は背面側では比較的急斜であるが、主要剥離面側では平坦である。 A6 ブロック出土。

石核（第13図32～第17図45)

32 黒色安山岩製で、 GAn-4 個体E に帰属する。中央部付近で 2 点に破損する。 A6 ブロック出土。

33 黒色安山岩製で、 GAn-11に帰属するが接合関係はない。折断した剥片を素材とし、折断面に打面を設

定して小型の横長剥片を生産している。 A3 ブロック出土。

34 黒色安山岩製で、同様に GAn-llに帰属するが、接合関係はない。折断した横長剥片を素材とし、打面

と作業面を180度入れ換えて剥片生産を行っている。 A3 ブロック出土。

35 チャート製で、 Ch-2 に帰属する。 90度打面転移を頻繁に繰り返しながら、寸詰まりの縦長剥片あるい

は横長剥片を生産している。他に 3 点の母岩別資料があり、 2 点が接合する。 A2 ブロック出土。

36 黒色安山岩製で、 GAn-4 個体A に帰属する。 A 1 ブロック出土。

37 黒色安山岩製で、 GAn-4 個体C に帰属する。 Al ブロック出土。

38 黒色安山岩製で、 GAn-7 個体A に帰属する。 A5 ブロック出土。

39 黒色安山岩製で、 GAn-4 個体B に帰属する。 A 1 ブロック出土。

40 黒色安山岩製で、 GAn-2 個体A に帰属する。厚手の横長剥片を素材とした石核で、打面と作業面を180

度入れ換えながら剥片生産を行っている。 7 の台形様石器が接合する。 3 点に折断されているが、すべてA

1 ブロック出土である。

41 黒色安山岩製で、 GAn-2 に帰属する。縦長剥片を素材とし、主要剥離面側で左側面を打面に設定して

2 枚の剥片生産を行っている。 A 1 ブロック出土。

42 チャート製で、 Ch-3 に帰属する。偏平な礫を素材としている。 A5 ブロック出土。

43 黒色安山岩製で、 GAn-7 個体B に帰属する。 A5 ブロック出土。

44 黒色安山岩製で、 GAn 7 個体C に帰属する。 A5 ブロック出土。

45 黒色安山岩製で、 GAn-4 個体D に帰属する。 A5 ブロック出土。

剥片（第18図46～第25図108)

46 はチャート製の幅広縦長剥片で、背面には大きく自然面が残っている。 Al ブロック出土。 48 は黒色安

山岩製の分厚い幅広の縦長剥片で、背面には丸みを持った自然面が大きく残る。 Al ブロック出土。 49 は黒

色安山岩製の幅広縦長剥片で、器体中央部で横位に折断されている。 Al ブロック出土。 53 は黒色安山岩製

の横長剥片で、ブロック外から出土している。 62 は黒色安山岩製の幅広縦長剥片で、縦位に同時割れを起こ
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している。 A 2 ブロック出土。 69は黒色安山岩製の横長剥片で、 A3 ブロック出土。 70 はチャート製の小型

の縦長剃片で、 A4 ブロック出土。 74 は黒色安山岩製の縦長剥片で、左右両側縁とも折断されている。 A5

ブロック出土。 91 はチャート製の縦長剥片で、下半部は折断されている。背面はすべて主要剥離面と同一加

撃方向の剥離面で構成される。打点は小さく残っている程度である。 A5 ブロック出土。 92 は黒色安山岩製

で小型の幅広寸詰まりの縦長剥片で、 A2 ブロック出土。 93~96 は黒色安山岩製で、寸詰まりの縦長剥片で

ある。 93 はA3 、 94·96 はAl 、 95 は A5 ブロック出土。 99 は黒色安山岩製の横長剥片でA5 ブロック出土。

98、 100 、 103 は変玄武岩製の横長剥片で、 Bs-1 に帰属する局部磨製石斧の刃部再生剥片であるが、本体と

の接合関係は認められなかった。 3 点とも A5 ブロック出土。 101 は硬質泥岩製の寸詰まりの縦長剥片で、 A

3 ブロック出土。 102 はチャート製の小型の縦長剥片である。 A4 ブロック出土。 104 はチャート製の幅広縦

長剥片で、打面は一枚の平坦な剥離面で構成される。 A5 ブロック周辺出土。 105 はチャート製の縦長剥片で、

A4 ブロック出土。 106 はチャート製の縦長剥片で、 Ch- 1 に帰属するが接合関係は認められなかった。 Al

ブロック出土。 107は硬質泥岩製の横長剥片で、上半部は折断されている。 A4 ブロック周辺出土。 108 は黒

色安山岩製の横長剥片で、端部は折断されている。 Al ブロック出土。

礫器（第25図109)

109 結晶片岩製で、節理によって分割された偏平な角礫を素材とし、その鋭利な縁辺部を活かすように右側

部に刃部を作出している。 A5 ブロック出土。

敲石（第26図110~113)

110 結晶片岩製で、バラバラに破損した状態で出土したが、接合後器体に敲打痕が認められることから敲石

とした。やや偏平な棒状の礫を素材とし、下端部には平坦面がある。この平坦面と左右縁辺部、上端部に敲

打痕が認められる。なお、破損が敲打によるものかは判然としない。すべてAl ブロック出土。

111 結晶片岩製で、大型の偏平な楕円礫を素材とする。上半部は欠損している。敲打痕は周縁部を全周する

かたちで認められ、また一部には剥離痕も認められる。 A6 ブロック出土。

112 変玄武岩製で、偏平な棒状の礫を素材とする。表裏面に凹石状の敲打痕が顕著に認められる。 A5 ブロッ

ク出土。

113 安山岩製で、拳大の球状の礫を素材とする。敲打痕は礫の半分ほどを覆うかたちでに認められるが、全

面に点在するかたちで敲打痕があるわけではない。 A4 ブロック出土。

台石（第27図114 • 115) 

114 結晶片岩製で、大型の偏平な亜円礫を素材とする。 A3 ブロック出土。

115 安山岩製で、大型の比較的厚みのある偏平な礫を素材とする。 A5 ブロック出土。
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査
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第 1 節 白倉下原遺跡A区

3 接合資料と剥片生産工程

検出された403点の石器のうち 178点の石器に接合関係が確認された。接合率は約44％である。母岩別資料

毎に剃片生産工程について観察していく。なお、接合して完形になる剥片等の接合資料はここでは省略した。

GAn-1 （第28図•第29図 1~5)

剥片14点（接合後11点）の接合資料から構成される。偏平な礫を石核素材とする。剥片生産は打面と作業

面を順次180度入れ換えて、次第に奥へと進行してチョッピングトゥール状に行われる。礫表皮は打面と作業

面を入れ換えて順次剥離されているが、これが石核調整かどうかは判別できない。なお、母岩別資料のなか

には台形様石器など二次加工が施された定型石器はない。また、石核も出土しておらず遺跡外に搬出されて

いると考えられる。剃片生産は次のように行われる。

第28図 l の自然面の剥離 • 打面と作業面を180度入れ換えて、第28図 2 の自然面の剥離 • 打面と作

業面を180度入れ換えて第28図 3 の剥離（打点中央部で同時割れを起こしている） • 打点を移動して第28

図 4 の剥離 • 打点を移動して第28図 5 の剥離 • 〇 • 打面と作業面を180度入れ換えて第28図 6

の剥離 • 打点を移動して第29図 1 の剥離 • 〇 • 〇 • 打点を移動して第29図 2 の剥離 • 

打点を第29図 2 の奥に移動して第29図 3 の剥離 • 〇 →打面と作業面を180度入れ換えて第29図 4 の剥

離 • 打面と作業面を入れ換えて第29図 5 の剥離（横長剥片で、剥離後に左右両端部が折断されている）

• 石核の遺跡外搬出。

GAn-1 の接合資料はAl ブロックと A2 ブロックに分布しているが、それは剥片生産の工程順に対応す

る。すなわち、第28図 1 • 2 はAl ブロックに分布し、それ以後に剥離された第28図 3 ～第29図 4 はA2 ブ

ロックに分布し、そして最後に剥離された第29図 5 はAl ブロックに分布しているのである。このことは最

初に Al ブロックで剥片生産が遂行され、その後A2 ブロックヘと石核が移動してまた剥片生産が行われ、

そして再びAl ブロックヘと石核が移動して、第29図 5 が剥離されたことを示唆している。つまり、特定の

ブロックで剥片生産が行われて、そこから剥片がA 1 • A 2 ブロックに移動したのではなく、石核自体がA

l と A2 ブロックを移動し、そこで剥離された剥片がそのままそのブロックに廃棄されたと考えられる。

GAn-2 （第29図 6 ～第31図 3)

GAn-2 には横長剥片を素材とした個体Aの接合資料＝GAn-2 (1) とそれ以外＝GAn- 2 (2)~(4) 

の計 4 例の接合資料がある。接合資料はすべてAl ブロックから出土している。

GAn-2 (1) 個体A （第29図 6~8 、第30図 1 • 2) 

台形様石器 3 点（接合後 1 点）、石核 3 点（同 1 点）、剥片 4 点（同 3 点）の計10点の接合資料から構成さ

れる。他の接合資料との接合関係は確認できなかった。比較的厚手の盤状の横長剥片を石核素材としている。

背面には大きなネガティブの剥離面が 1 枚残ることから、母岩を幾つかの個体に分割していると考えられる。

剥片生産は打面と作業面を 180度入れ換えてチョッピングトゥール状に行う工程で次のように行われる。

背面を作業面に設定して第29図 6 の剥離 • 打点を移動して第29図 7 の剥離 • 打点を移動して第29

図 8 の剥離（台形様石器に加工） • 打面と作業面を180度入れ換えて第30図 1 の剥離（なお、これに先行

して作業面縁辺部に細部調整加工が施されている） • 石核の廃棄 (3 点に折断されている）。

GAn-2 (2) （第30図 3 • 4) 

剥片 4 点（接合後 2 点）の接合資料から構成される。 3 の横長剥片の剥離（器体中央部で縦位に同時割れ
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査

を起こしている） • 端部がステップフレイキングを起こした厚手の横長剥片の剥離 (3 点に折断されて

いるが、中央部に接合する資料はない）。

GAn-2 (3) （第30図 5 • 6) 

縦長剥片と厚手で寸詰まりの縦長剥片の 2 点の接合資料から構成される。

GAn-2 (4) （第31図 1~3)

石核 1 点、剥片 3 点（接合後 2 点）の接合資料から構成される。 1 の剥離→ 2 の厚手の縦長剥片の剥離

（石核素材で、主要剥離面側で 1 枚剥片が剥離されている） • 打面を90度転移して 3 の縦長剥片の剥離。

GAn-3 （第31図 4 • 5) 

2 点の幅広縦長剃片の接合資料から構成される。背面構成から、接合資料を含めて 4 点以上の剥片が作業

面を固定して連続して剃離されていることが看取される。先行して剥離された 4 はA6 ブロックから、 5 は

Al ブロックから出土している。

GAn-3 の母岩別資料はスクレイパーを含む 7 点の大型剥片類から構成されており、これらは遺跡内で剃

離されたと見るよりも、遺跡外で剥離された内の大型剃片類のみを選択的に搬入していると考えられる。

GAn-4 （第32図～第39図 3)

GAn-4 は計207点の資料で構成される。接合資料は GAn- 4 (1) と GAn- 4 (2) があり、ほかにこ

こでは省略した接合資料が 2 例（第21図66• 第22図73) があり、計 4 例の接合資料が確認された。

GAn-4 (1) （第32図～第38図）

62点の接合資料で構成される。個体A•B•C•D·E に帰属する資料と個体には帰属しない資料から構

成され、もとの母岩の 1/2 ほどを復元することができた。その接合状況から長さ約15cm、幅約9.5cm、厚さ

約10cmほどの若干楕円形を呈する球状の礫を素材として用いていることが理解できる。剥片生産は大型剥片

を作出し、それを個体A~E の 5 個体に分割した後に各個体から行われている。個体の剥離順序は① （個体

A+E) →② （個体B+C) →③ （個体D) で（第33図）、①は素材となる大型縦長剥片が横位に分割され、

上半部が個体A、下半部が個体Eである。②は大型横長剥片が縦位に分割され、右半部が個体B、左半部が

個体C である。次に各個体毎に剥片生産について観察していく。

個体A （第34図）

石核 l 点、剥片 9 点（接合後 7 点）の計10点の接合資料から構成される。厚手の縦長剥片を素材とする。

正面は素材主要剥離面で、上面は分割面である。分割面には個体Eが接合する。剥片生産は次のように行わ

れる。 1 • 2 • 作業面を正面に設定して 3 の剥離 • 打面を裏面に移動して 4 の剥離 • 打点

を移動して 5 の剥離（中央部で横位に折断される） • 打面を上面に移動して 6 の剥離（中央部で縦位に同

時割れ） • 打点を移動して 7 の剥離 • 石核の廃棄。

このように個体Aで生産される剥片は 6 のように縦長剥片もあるが、某本的には小型の横長剥片あるいは

寸詰まりの縦長剥片などの不定形剥片を主体としている。

個体B （第35図 l ～第36図 2)

石核 l 点、剃片13点（接合後12点）の計14点の接合資料から構成される。右側面と上面は個体分割面で、

右側面には個体C、上面には個体Eがそれぞれ接合する。剥片生産は次のように行われている。 1 の剥離 • 

2 の剥離 • 3 の剥離 • 打面を上面、作業面を裏面に転移して 4 の端部尖頭形の縦長剥片の剥離（中
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央部で横位に折断） • 打点を移動して 5 の剥離（打撃がコントロールされていないため「し」の字状に

剥離が及んでいる。 6 はその際の同時割れ剥片） • 打面を右側個体分割面に90度転移して 7 → 8 → 9 →

10→11の連続剥離 • 石核をさらに分割するように第36図 1 の剥離 • 石核の廃棄。

このように個体B で生産される剥片は 4 のように縦長剥片もあるが、基本的には小型の横長剥片あるいは

寸詰まりの縦長剥片などの不定形剥片である。なお、 1 • 2 • 3 については個体C に帰属するが、個体A+

E を剥離した際に同時割れを起こした剥片である可能性もある。

個体C （第36図 3~11)

石核 1 点、剥片 8 点の計 9 点の接合資料で構成され、分割面には個体Bが接合する。主に小型の剥片を生

産しており、それは次のような工程で行われる。 3 の剥離 • 〇 • 打面を180度転移して 4 の剥離 • 

打点を移動して 5 → 6 → 7 の連続剥離 • 打面を右側自然面に180度転移して 8 の剥離 • 打面を90度

転移して 9 の剥離 • 打点を移動して 10の剃離 • 石核の廃棄。

このように個体C で生産される剥片は小型の寸詰まりの縦長剥片が主体的である。

個体D （第37図 1~3)

石核 1 点、剥片 2 点の計 3 点の接合資料で構成される。剥片はAl ブロックから、石核はA5 ブロックか

ら出土している。剥片生産は次のように行われる。 1 の剥離 • 0 • 2 の剥離 • 石核の廃棄。

個体E （第37図 4~7)

石核 2 点（接合後 1 点）、剥片 4 点（接合後 3 点）の計 6 点の接合資料から構成される。 6 の下半部がA3

ブロックから出土している他はすべてA6 ブロックから出土している。上面は分割面で個体B に接合する。

また、正面にも分割面が残り、個体A に接合する。主に小型の剥片を生産しており、それは次のように行わ

れる。自然面を打面に設定して 4 の剥離 • 打点を移動して 5 の剥離 • 〇 • 打面を上面に90度転

移して 6 の剥離（横位に折断される） • 石核の廃棄。

このように個体E では、剥離された剥片は小型の寸詰まりの縦長剥片を主体とし、 6 のような比較的大型

の縦長剥片もあるものの折断されて小型化している。

個体外（第38図）

石核調整剥片と個体A~E への帰属が不明な剥片類である。 1·4·6·9 は石核調整剥片で、 4 につい

ては剥離後に 4 点に折断されている。

GAn-4 (2) （第39図 l~3)

剥片 4 点（接合後 3 点）の接合資料から構成される。作業面を固定して連続的に剥片生産が行われている。

1 の寸詰まりの幅広縦長剥片 • 2 の横長剥片（同時割れ） • 3 の横長剥片。

GAn-6 （第39図 4~6 、第40図）

GAn-6 には（ 1) と（ 2) の 2 例の接合資料があるが、それぞれの間で接合関係は確認できなかった。

GAn-6 (1) （第39図 4~6)

剥片 3 点の接合資料から構成され、剥片生産は次のように行われる。 4 の横長剥片の剥離 • 打点を移

動して 5 の厚手の縦長剥片の剥離 • 打点を 180度移動して 6 の寸詰まりの縦長剥片の剥離。

GAn-6 (2) （第40図）

剥片 4 点の接合資料から構成され、剥片生産は次のように行われる。 1 の縦長剥片の剥離 • 2 の幅広

縦長剥片の剥離（上半部は折断されている） • 3 のバルブの発達した幅広縦長剥片の剥離 • 打点を
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移動して 4 の幅広縦長剥片の剥離。

GAn-7 （第41図～第43図）

石核 3 点、剥片14点の接合資料から構成され、盤状剥片を個体A·B·C に分割した後に、それぞれの個

体から剥片生産を開始している。個体分割までは、次に示す段階を経ている。

①自然面を取り除いて石核調整を施す（第41図 1 → 2 → 3) • ②各個体の素材となる大型の盤状剥片

を作出する • ③盤状剥片の個体分割。

②については 2 枚剥離され、先行して剥離された大型縦長剥片は個体A·B に、後続して剥離された大型

縦長剥片は個体C·D というように各 2 個体ずつ分割されている（第42図）。前者は中央部付近で横位に分割

され上半部を個体A、下半部を個体B とし、また後者について同じく横位に分割され上半部を個体C、下半

部を個体D とした（ただし個体D については、遺跡内には遺存していない）。 GAn-7 はこのような段階を経

た後に各分割個体から剥片生産が行われている。次に各個体での剥片生産について観察していく。

個体A （第42図 1 • 2) 

石核 1 点、剥片 2 点（接合後 1 点）の計 3 点の接合資料から構成される。剥片生産は次のように行われる。

素材背面を打面、素材主要剥離面を作業面に設定して作業面調整を行った後に縁辺部を折断するように 1 の

剥離（同時割れ） • 0 （打面を分割面へ90度転移して横長剥片の剥離） • 石核の廃棄。

個体B （第43図 1~6)

石核 1 点、剥片 5 点の計 6 点の接合資料から構成される。剥片生産は次のように行われる。 0 （分割面を

打面、素材背面を作業面として幅広の縦長剥片の剥離） • 0 （素材背面を打面、素材主要剥離面を作業

面に転移して（打面は90度転移、作業面は180度転移）横長剥片の剥離） • 打点を移動して 1 の剥離 • 

打点を移動して 2 の剥離 • 〇 • 打面と作業面を180度入れ換えて 3 の剥離 • 再び打面と作業面

を 180度入れ換えて 4 の剥離 • 打点を移動して 5 の剥離 • 石核の廃棄。

個体C （第43図 7~10)

石核 1 点、剥片 3 点の計 4 点の接合資料から構成される。剥片生産は次のように行われる。裏面を作業面、

素材打面を打面に設定して 7 の剥離 • 打点を移動して 8 の剥離 • 10の折断 • 石核の廃棄。

GAn-8 （第44図 1 • 2) 

剥片 2 点の接合資料である。両方とも背面が自然面で構成されることから、石核調整剥片と考えられる。

GAn-11 （第44図 3~6)

GAn-11には（ 1) と（ 2) の 2 例の接合例があるが、それぞれの間で接合関係を確認することはできな

かった。

GAn-11 (1) （第44図 3 • 4) 

台形様石器 1 点と剥片 1 点の計 2 点の接合資料である。 3の幅広の縦長剥片を剥離した後、台形様石器の

素材となる寸詰まりの縦長剥片を剥離している。接合資料の背面構成を見ると打面と作業面を固定し、連続

して剥片生産を行っていることが看取される。

GAn-11 (2) （第44図 5 • 6) 

二次加工のある剥片 l 点と剃片 2 点（接合後 1 点）の計 3 点の接合資料である。背面構成から、作業面は
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固定しつつも打面を頻繁に90度転移させて剥片生産を行っていることが看取される。（接合図右側面に打面を

設定して0) • （打点を移動して0 • 90度打面を上面に転移して0) • 打点を移動して 5 の剥

離 • 90度打面を転移して 6 の剥離（横位に折断された後さらに縦位に折断されている）。

Ch-1 （第45図）

二次加工のある剥片 1 点、剥片 5 点の計 6 点の接合資料である。剥片生産は次のように打面と作業面を頻

繁に転移しながら行っている。打面を正面、作業面を上面に設定して 1 の剥離→ 打点を移動して 2 の剃離

• 打面を90度転移して 3 の剥離 • 打面と作業面を90度転移して 4 の剥離 • 打点を移動して 5 の剥

離 • 打点を移動して 6 の剥離。石核の出土はなく、遺跡外に搬出されたものと考えられるが、この時点

で著しく小型化している。 Ch-1 では 5 や 6 に見られるように、縦長剥片生産の指向性が強いことが理解さ

れる。

Ch-2 （第46図 1~3)

石核 1 点、剥片 2 点の計 3 点の接合資料である。剥片生産は次のように行われる。

1 の寸詰まりの縦長剥片の剥離 • 2 の寸詰まりの縦長剥片の剥離 • 石核の廃棄。 Ch-2 は 2 の剥

離以後も打面と作業面を頻繁に転移させながら剥片生産を行っているが、これらは遺跡内から全く出土して

いない。母岩別資料はこの接合資料 3 点と非接合資料 l 点の計 4 点から構成されるのみであることを考える

と、 1 、 2 も遺跡外で剥離された後に搬入されている可能性も考慮される。

Ch-3 （第46図 4 • 5) 

石核 1 点、剥片 1 点の計 2 点の接合資料である。比較的小型の偏平な礫を素材とし、次のように打面と作

業面を180度入れ換えながらチョッピングトゥール状に剥片生産を行っている。

0 • （打面と作業面を180度入れ換えて） 0 • （打点を移動して） 0 • 打点を移動して 4 の横長

剥片の剥離 • （打面と作業面を180度入れ換えて） 0 • 石核の廃棄。

石核からは 4 を含めて 5 点の剥片が剥離されていることが剥離痕から看取されるが、 Ch-3 の母岩別資料

はこの 2 点のみで、他の剥片等は全く出土していない。

Bs-1 （第47図）

局部磨製石斧の接合資料で、局部磨製石斧 2 点（接合後 1 点）、刃部再生剥片 5 点の計 7 点の資料が接合す

る。接合資料は器体下半部に集中しており、下側の刃部が使用部として主に機能していたと考えられる。こ

の局部磨製石斧は遺跡内への搬入から廃棄まで次のようなプロセスを辿っていることが理解される。

接合した状態での遺跡内搬入 • 使用 • 刃部欠損（第47図 1) • 刃部再生（第47図 2 → 3 → 4

• 5 • 6) • （使用） • 廃棄（第47図 7) 。

しかし、刃部再生作業は 4 や 5 の剥離時点で大きくステップフレイキングを起こすなど、製作者の意図す

る方向に至らなかったようで、 6 の剥離時点で刃部再生作業は放棄されている。刃部破片と再生剥片は共に

A5 ブロック南半部に分布しており、この地点で欠損後直ちに刃部再生が行われ、これが放棄された後に器

体本体がA4 ブロックヘと持ち込まれたと考えられる。なお、この他接合はしないが研磨痕を残す刃部破片

が 1 点、刃部再生剥片 4 点が出土している。
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GAn-4 (1) 個体接合状況
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査

4 ブロック

A区では403点の石器と 4 点の礫が出土した。これらの分布状況を見ると、大きくみると一つの遺物集中単

位として認識できる。しかし、ここではより微視的な視点から 6 ヶ所のブロックとして認識し、 Al ブロッ

クから A6 ブロックの 6 ヶ所を設定した（第48図）。それは、 A6 ブロックを中心に取り囲むようにAl から

A5 ブロックが規模や形状を違えながら不整円形に展開する、いわゆる環状ブロック群である。次に各ブロッ

クの詳細について観察していく。

A 1 プロック（第49 • 50図）

調査区最北部の支谷を見おろす舌状台地最先端部の (15•16-15~17) グリッドに位置する。総数207点の

石器と 2 点の礫で構成され、その内訳はナイフ形石器 1 点、台形様石器 8 点、二次加工のある剥片 3 点、石

核 7 点、石刃 1 点、剃片124点、砕片56点、敲石 7 点である。母岩別にみると、 GAn- 1 • 2 • 3 • 4 • 5 • 6 • 

7 • 8 • 9 、 Ch-1 • 5 • 10、 CS-1 の 13種類の母岩別資料により構成される。石材的には黒色安山岩を主

体としているが、そのなかでも中心となるのは GAn-4 で、 122点の石器が分布している。

Al ブロックはA区のなかで最も規模が大きいブロックで、長径12.2m、短径7.9m を測り、東西に長く石

器が分布している。南東にはA2 ブロック、南西にはA5 ブロック、南にはA6 ブロックがそれぞれ隣接し

て位置している。ブロック西半部に集中する傾向がみられるが、特に密集するほどでもなく全体に亘って均

質的に分布している。

また、分布状況を微視的に観察すると、南側 (A 6 ブロック方向）に向かって弧状に張り出す部分とこの

内側（北側）に分布が希薄となる部分がある。さらに、母岩別に見た場合に接合関係がこの張り出した中心

部を境に、東半部と西半部にほぼ二分されて看取される点は注意される。東半部では GAn-1 、 Ch-l 、 CS

-1 （破損した敲石）を主体として構成される（なお若干ではあるが GAn-4 も分布するが、接合は見られ

ない）。接合関係を見ると、 Ch-1 と CS-1 はブロック内で収束するが、 GAn-1 は南東側に隣接する A2

ブロックと頻繁に接合関係を持っており、この部分と A2 ブロックとの密接な関係が窺える。

一方、西半部では GAn- 2 • 4 を主体として構成される。特に GAn-4 の分布が著しく、個体A•B•C•

D の 4 個体の資料が分布している。接合関係を見ると GAn-2 はブロック内で収束し、 GAn-4 の各個体も

基本的にはこの部分内で収束しているが、一部にA5 、 A6 ブロックと接合関係を持っている。また、個体

帰属外の資料も頻繁にA5 、 A6 ブロックと接合関係を持っており、この部分と A5 、 A6 プロックとの密

接な関係が窺える。つまり、 Al ブロックの東半部と西半部の二つの領域とでは、各母岩別資料が偏在して

分布し、しかも接合関係は互いに重複することなく、 A2 ブロックと A 5 • A 6 ブロックの 2 方向に明確に

二分されて表現された（第50図）。

このように、一見視覚的にブロックとして一括される資料も、母岩別資料の分布や接合関係を通じて観察

した結果、先に述べたような現象が理解できたことはブロックの形成過程を探る上で改めて注意しなければ

ならない。

A 2 プロック（第51 • 53図）

調査区東寄りの(17-14·15) グリッドに位置し、南側にはA3 ブロック、西側にはA6 ブロックが隣接

している。長径6.6m、短径3.lmの東西に長い長楕円形を呈して分布している。総数38点の石器群で構成さ

れ、その内訳はスクレイパー 1 点、石核 1 点、剥片22点、砕片14点である。母岩別には GAn-1 • 3 • 4 • 
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5 • 7 、 Ch-2 の 6 種類の母岩別資料で構成される。 GAn-1 • 4 が分布の主体で、前者がAl ブロックと

頻繁に接合関係を持っている。 Ch-2 は西側に隣接する A6 ブロックと接合関係を持っている。

A3 プロック（第52 • 54固）

調査区南東よりの (18-15 • 16) グリッドに位置し、北側にはA 2 ブロック、西側にはA4 ブロック、北

西側にはA6 ブロックがそれぞれ隣接している。長径6.0m、短径2.Smの東西に長い長楕円形を呈して分布

している。総数22点の石器群で構成され、その内訳は台形様石器 1 点、石核 2 点、石刃 2 点、剥片10点、砕

片 6 点、台石 1 点である。母岩別にみると、 GAn-4 • 6 ·11 、 Ch-7 、 HMs-3 • 6 、 Bs-1 の 7 種類の

母岩別資料があり、 GAn-4 と 11 を主体として構成される。 GAn-11 はA4 ブロック周辺出土の二次加工の

ある剥片とやや離れた位置で接合関係を持つが、ブロック内で収束するとみてよい。 GAn-4 はA6 ブロッ

ク間で接合関係を持っている。
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査

A4 プロック（第55 • 56図）

調査区南寄りの (18-16 • 17) グリッドに位置し、東側にはA3 ブロック、北側にはA5 、 A6 ブロック

が隣接している。長径5.0m、短径3.8mの円形に分布している。分布状況をより微視的にみれば、北西部と

南東部の二つの集中単位に分離することも可能だが、ここでは一つのブロックとして認識した。総数16点の

石器群から構成され、その内訳はナイフ形石器 1 点、局部磨製石斧 1 点、剥片 6 点、砕片 7 点、敲石 1 点で

ある。母岩別資料別にみると、 GAn-2 • 4 • 6 • 7 、 An-1 、 Ch-4 、 BSh-1 、 Bs-1 の 8 種類の母岩

別資料で構成される。 Bs-1 は局部磨製石斧の本体で、 A5 ブロックに分布する刃部再生剥片と接合関係を

持っている。また、 GAn-6 はAl と A6 ブロックとの遠距離間で接合関係を持っているが、特に北側に対

向して位置する Al ブロックと接合している点は注意される。

A5 プロック（第57 • 58図）

調査区西寄りの (16~18-17•18) グリッドに位置し、北東側にはAl ブロック、東側にはA6 ブロック、

南東側にはA5 ブロックが隣接している。長径9.5m、短径5.4mの南北長い楕円形を呈して分布している。

総数68点の石器群と 2 点の礫から構成され、その内訳は台形様石器 1 点、局部磨製石斧 2 点（破片資料）、石

核 5 点、石刃 2 点、剥片39点、砕片15点、敲石 2 点、礫器 1 点、台石 1 点である。母岩別にみると、 GAn-4 • 

5 • 6 • 7 、 Ch- 3 • 8 、 HMs-1 • 2 、 Bs-1 • 2 、 CS-2 の11種類の母岩別資料で構成される。その

なかでも、 GAn-4 と 7 を中心にしており、これらはAl ブロックと頻繁な接合関係を持っている。GAn-7

には個体A·B·Cがあり、ブロック中心部からやや南寄りの部分に分布している（ただし、個体B につい

てはAl ブロックに分布するものもある）。

Bs-1 は局部磨製石斧の刃部破片と刃部再生剥片で、 10点の資料が出土しているが、その分布はブロック

南半部に集中している。これらはA4 ブロックに分布する局部磨製石斧本体と接合関係を持っており、 A5

ブロックで刃部再生が行われたものと考えられる。

A 6 プロック（第59 • 60図）

調査区中央の (16~18-16) グリッドに位置し、四方をAl ブロックから A5 ブロックの 5 ヶ所のブロッ

クが取り囲んでいる。長径6.7m、短径3.6mの南北に長い楕円形を呈して分布している。総数44点の石器群

で構成され、その内訳は台形様石器 2 点、二次加工のある剥片 3 点、石核 2 点、剥片27点、砕片 9 点、敲石

1 点である。母岩別にみると、 GAn-3 • 4 • 5 • 6 、 Ch- 2 • 6 、 CS-3 の 7 種類の母岩別資料で構成され

る。 GAn-4 が34点で数量的に最も多く、 Al ブロックと A3 ブロックとの間で頻繁に接合関係を持ってお

り、その状況は、分布の主体を持つAl ブロックとそこから派生する A3 ブロックとを繋ぐ通過点に位置し

ているかのようである。

プロック外（第48因）

ブロック外では、各ブロック周辺から出土しているものが 7 点ある。このほかブロック外のAl ブロック

の東側の (16~ 14) グリッドから剥片が 1 点出土した。他に石器の出土はなく、各プロックにまとまりを持っ

て石器は分布している。
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第 61 図 器種別石器分布全体図（ナイフ形石器、台形様石器、石刃）

5 器種別石器分布
ナイフ形石器（第61図）

ナイフ形石器は黒色安山岩製 (GAn- 9) と黒色頁岩製 (BSh-1) の 2 点が出土している。前者はAl ブ

ロックに、後者はA4 ブロックに分布している。特に、後者はブロックのなかでも他の石器とは離れて分布

している。

台形様石器（第61図）

破片資料も含めて計13点が出土している。その詳細についてみると、 Al ブロックに 8 点、 A3 ブロック

に 1 点、 A5 ブロックに 1 点、 A6 ブロックに 2 点、 A5 ブロック周辺に 1 点である。 A 2 、 A4 ブロック

での分布はない。 Al ブロックに多く分布しており、各ブロックの石器数量にほぼ比例して分布する傾向が

ある。 Al ブロックでの分布をみると、西半部に偏在している傾向が看取できる。 GAn-2 個体Aから製作
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第 62 図 器種別石器分布全体図（局部磨製石斧、スクレイパー、 R剥片）

された台形様石器（第 9 図 7) は他の個体A に帰属する石核、剥片類とほぽ同様の位置に分布している。

石刃（第61図）

石刃は計 6 点が出土している。 Al ブロックに 2 点、 A3 ブロックに 2 点、 A5 ブロックに 2 点が分布し

ており、特に偏在して分布することはない。これらの石刃は遺跡内で生産されたものではなく、遺跡外から

の搬入品である。

局部磨製石斧（第62図）

刃部破片を含めて 3 点が出土している。器体本体はA4 ブロック、刃部破片はA5 ブロックに分布してい

る。また、刃部破片の周辺には刃部再生剥片が分布しており、遺跡内搬入後A5 ブロックで機能し、その後

刃部欠損後に連続して刃部再生作業が行われたものと考えられる。器体本体は最終的にA4 ブロックに移動
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第 63 図器種別石器分布全体図（石核）

して廃棄されている。

スクレイパー（第62図）

2 点出土している。 A2 ブロック、 A5 ブロック周辺の (17-18) グリッドに分布している。

二次加工のある条IJ片（第62図）

7 点が出土している。 Al ブロックに 3 点、 A6 ブロックに 3 点、 A4 ブロック周辺に 1 点が分布してい

る。 Al ブロックでは、いずれも Ch-1 に帰属しプロック中央付近に分布している。

石核（第63図）

17点が出土している。その詳細については、 Al ブロックで 7 点、 A2 ブロックで 1 点、 A3 ブロックで
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第 64 図 器種別石器分布全体図（礫器、敲石、台石）

2 点、 A5 ブロックで 5 点、 A6 ブロックで 2 点である。 Al ブロックでは、ブロック西半部でA6 ブロッ

クに近い範囲に偏在している。これらは GAn-2 個体A と GAn-4 個体A·B·C に帰属するものである。

A5 ブロックでは、 GAn-7 個体A•B·C に帰属するものが分布している。

礫器（第64図）

1 点出土している。 A5 ブロックに分布している。

敲石（第64図）

破損資料を含めて 11点出土しているが、接合後は 4 点となる。その詳細については、 Al ブロックに 7 点

（接合後 1 点）、 A4 ブロックに 1 点、 A5 ブロックに 2 点（接合後 1 点）、 A6 ブロックに 1 点である。

台石（第64図）

2 点出土している。 A3 ブロックに 1 点、 A5 ブロックに 1 点が分布している。
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6 母岩別資料の構成と分布．接合関係
A区からは403点の石器が出土したが、それらは台石を除いて34種類の母岩別資料に分類された。その内訳

は黒色安山岩が11、安山岩が 1 、チャートが10、黒色頁岩が 1 、硬質泥岩が 6 、変玄武岩が 2 、結晶片岩が

3 である。接合関係はAl ブロックを基軸として、 A2 ブロック方向、 A6 ブロック方向、 A5 ブロック方

向の 3 方向に亘っている。次に各母岩別資料毎にその構成と分布、接合関係について観察していく。

GAn-1 （第66図）

剥片20点、砕片 1 点の計21点の資料で構成される。 Al ブロックと A2 ブロックに分布し、両ブロック間

で接合関係を持っている。前者については中央付近に集中して分布し、後者については全体に亘って東西に

長く分布している。その距離は最短で 7m、最長で13mである。

また、両ブロックに分布する石器については、剥片生産順序に対応している。つまり、初期に剥離された

剥片はAl ブロック、後続して剥離された剥片はA2 ブロック、そして最終的に剥離された剥片は再びAl

ブロックというように分布している（つまり、石核がAl ブロックと A2 ブロックとの間を往復移動しなが

ら剥片生産が行われたことが理解される）。

GAn-2 （第67 • 68図）

台形様石器 5 点（接合後 3 点）、石刃 2 点、石核 4 点（接合後 2 点）、剥片23点、砕片 7 点の計41点の資料

で構成される。 A4 ブロックに 2 点分布するほかは、すべてAl ブロック西半部に集中して分布しており、

その範囲は GAn-4 個体A~D と重複しているが、GAn-4 個体A~Dが東西方向に長く分布しているのに

対して、 GAn-2 は南北方向に長く分布している点が微妙に異なる。また、 GAn-2 には厚手の剥片を素材

とした個体Aがあるが、 Al ブロック西半部の (15·16-17) グリッドのX軸＝ 16付近の 2X2m弱の範囲

内に集中して分布し、 GAn-4 個体C·D と重複している。接合関係もブロック内で収束する。

GAn-3 （第67図）

スクレイパー 1 点、剥片 6 点の計 7 点の資料で構成される。 Al ブロックに 1 点、 A2 ブロックに 5 点、

A6 ブロックに 1 点が分布する。接合資料は 2 例あり、 A2 ブロックに分布する石器はブロック内で収束し、

Al ブロックと A6 ブロックに分布する石器は両ブロック間での遠距離間で接合する。

GAn-4 （第70 • 71 図）

台形様石器 3 点、二次加工のある剥片 1 点、石核 6 点、剥片112点、砕片85点の計207点の資料で構成され、

本遺跡のなかで最も多い母岩別資料である。Al~A6 ブロックの全ブロックに分布しているが、 Al ブロッ

クに 122点、 A2 ブロックに 12点、 A3 ブロックに 9 点、 A4 ブロック 6 点、 A5 ブロック 22点、 A6 ブロッ

ク 34点というように、 Al ブロックでの分布が半数以上を占めている。接合関係はAl ブロック西半部と A

5 、 A6 ブロックとの間で集中しており、分布は全ブロックに亘るものの、接合関係は偏在している。

GAn-4 は個体A·B·C·D·E の 5 個体に分割した後に剥片生産されているが、それぞれに帰属する

資料は次のように分布している。個体A はAl ブロックに 9 点、 A6 ブロックに 1 点、個体B はAl ブロッ

クにすべて、個体C はAl ブロックにすべて、個体D はAl ブロックに 2 点、 A5 ブロックに 1 点、個体E

はAl ブロックに 1 点、 A3 ブロックに 1 点、 A6 ブロックに 5 点が分布している。
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次に、個体毎に分布と接合状況についてみていく。

個体A （第71図）

石核 1 点、剥片 9 点の計10点の資料で構成される。 Al ブロックに 9 点、 A6 ブロックに 1 点が分布する

が、そのなかでも特にブロック西半部 (16-17) グリッド北東部の 2Xlm弱の範囲に集中している。接合

関係はこの範囲内と A6 ブロック間で確認された。

個体B （第71図）

石核 l 点、剥片13点の計14点の資料で構成される。すべてAl ブロックに分布するが、そのなかでも特に

ブロック西半部の (16-17) グリッド東端部の 4X2mの範囲内に集中している。接合関係はこの範囲内で

収束している。分布範囲は全体的にみれば、個体A と重複しているが、主体となる分布範囲は個体A よりも

東側に偏っている。

個体C （第71図）

石核 1 点、剥片 8 点の計 9 点の資料で構成される。すべてAl ブロックに分布するが、そのなかでも特に

プロック西半部 (15·16-17) グリッドのX軸＝ 16付近の 2X2m強の範囲内に集中している。分布範囲は

全体的にみれば、個体A·B に重複しているが、主体となる分布範囲は個体A よりも西側にある。接合関係

はこの範囲内で収束している。

個体D （第71図）

石核 1 点、剥片 2 点の計 3 点の資料で構成される。石核はA5 ブロック北半部、剃片 2 点はAl ブロック

西半部に分布する。後者の分布範囲は個体C と重複している。

個体E （第71図）

石核 2 点、剥片 4 点の計 6 点の資料で構成される。 A3 ブロックに剥片が 1 点、 A6 プロックに石核を含

む 5 点が分布している。特に後者ではブロック南半部に集中している。個体A~E とは分布範囲が全く異な

る。 A3 ブロックに分布する剥片は折断された縦長剥片の下半部である。

このように、個体A~D では分布範囲はAl ブロック西半部に集中し、個体E ではAl ブロックには全く

なくて A3 、 A6 ブロックに分布することが看取された。さらに、 Al ブロックではより微視的に観察する

と、何点か外れるものがあるが、それぞれ個体の分布範囲に違いがあることがわかった。すなわち、個体A

の分布範囲を中心に挟むように、東側には個体B の分布範囲があり、西側には個体C•D の分布範囲がある。

また、特に個体B の分布範囲には石核調整剥片が分布している。しかし、第38図 1 • 6 のように大きく自

然面を残す石核調整剥片については、この分布範囲から外れてA5 ブロックに分布している。

GAn-5 （第69図）

台形様石器 l 点、剥片 6 点、砕片 2 点の計 9 点の資料で構成される。 Al プロックに 5 点、 A 2 • A 6 ブ

ロックに各 l 点、 A5 ブロックに 2 点が分布する。接合関係は確認できなかった。

GAn-6 （第69図）

二次加工のある剥片 1 点、剥片13点の計14点の資料で構成される。 Al ブロックに 7 点、 A3•A4•A

5 ブロックに各 l 点、 A6 ブロックに 4 点が分布する。接合資料は 2 例あり、 1 例はAl ブロックと A6 ブ

ロックとの間で、もう 1 例はAl ブロック、 A4 ブロック、 A6 ブロックとの間で接合関係を持っている。特

に、 Al ブロックに対向する A4 ブロックとの遠距離間で接合する点は注意される。

90 



第 1 節 白倉下原遺跡A 区

GAn-7 （第72 • 73図）

石核 3 点、剥片21点、砕片 7 点の計31点の資料で構成される。 Al ブロックに 3 点、 A 2 ブロックに 3 点、

A5 ブロックに 24点、 A4 ブロックに 1 点が分布しており、主体的分布はA5 ブロックにある。接合関係は

Al ブロックと A5 ブロック間で認められたが、 A 2 ブロック間では確認できなかった。

GAn-7 は個体A·B·C の 3 個体に分割した後に剥片生産されているが、それぞれに帰属する資料は次

のように分布している。個体A はすべてA5 ブロック、個体B はAl ブロックに 3 点と A5 プロックに 3 点、

個体C はすべてA5 ブロックに分布している。石核調整剃片はすべてA5 ブロックに分布している。

個体A （第73図）

石核 1 点、剥片 2 点の計 3 点の資料で構成される。剥片 2 点はA5 ブロック中央付近に分布するが、石核

はA5 ブロック南端部に分布している。

個体B （第73図）

石核 1 点、剥片 5 点の計 6 点の資料で構成される。石核はA5 ブロックに、剥片の内 3 点はAl ブロック

に、 2 点はA5 ブロックにそれぞれ分布している。後者については、初期に剥離された剥片はA5 ブロック

に、後続して剥離された剥片はAl ブロックというように、剃片生産順序に対応して分布している。それぞ

れの分布位置の距離は最短で 4m、最長で 8mである。 A5 ブロックに分布するものについては個体A·C

の分布範囲と重複している。

個体C （第73図）

石核 1 点、剥片 3 点の計 4 点の資料で構成される。すべてA5 ブロックの中央付近に集中して分布してい

る。分布範囲は個体A·B と重複している。

石核調整剥片（第73図）

石核調整剥片は 3 点出土しているが、いずれも A5 ブロック中央付近に分布している。分布範囲は個体A ・

B·C と重複している。

GAn-8 • 9 • 10 （第74図）

GAn-8 は剥片 3 点で構成され、 3 点とも Al ブロックの東端部に分布している。接合資料は 1 例ある。

GAn-9 はナイフ形石器 1 点、剥片 2 点の計 3 点の資料で構成される。接合資料はない。ナイフ形石器は遺

跡外からの搬入品と考えられる。 GAn-10は剥片 l 点の単独資料で、遺跡外からの搬入品である。プロック

群から外れた (16-14) グリッドに単独で分布している。

GAn-11 （第74図）

台形様石器 1 点、二次加工のある剥片 1 点、石核 2 点、剥片 4 点の計 8 点の資料で構成される。すべてA

3 ブロックとその周辺の (19-16) グリッドに分布する。接合関係は 2 例あり、いずれもブロック内及びそ

の周辺で収束している。

An-1 （第79図）

敲石 1 点のみの単独資料で、 A4 ブロックに分布している。
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Ch-1 （第75図）

二次加工のある剥片 3 点、剥片 6 点の計 9 点の資料で構成される。すべてAl プロックに分布しているが、

特にプロック中央部付近に集中している。接合関係もそのなかで収束している。分布範囲は GAn-1 と重複

している。

Ch-2 （第75図）

二次加工のある剥片 1 点、石核 1 点、剥片 2 点の計 4 点の資料で構成される。剥片類は本遺跡内で剥離さ

れたものではなく、遺跡外から搬入されたものと考えられる。 A2 ブロックに 2 点、 A6 ブロックに 2 点が

分布し、両プロック間で接合関係を持っている。その距離は 7m弱である。

Ch-3 （第76図）

石核 l 点、剥片 1 点の計 2 点の資料で構成される。 2 点とも A5 ブロック南半部に分布し、接合関係を持っ

ている。

Ch-4 （第76図）

剥片 2 点、砕片 1 点の計 3 点の資料で構成される。 3 点とも A4 ブロックに分布する。接合関係はない。

Ch-5 • 6 • 7 • 8 • 9 • 10 （第76図）

Ch-5 は台形様石器 l 点の単独資料で、 Al ブロックに分布する。Ch-6 は台形様石器 1 点の単独資料で、

A6 ブロックに分布する。 Ch-7 は石刃 1 点の単独資料で、 A3 ブロックに分布する。 Ch-8 は剥片 1 点の

単独資料で、 A5 ブロックに分布する。 Ch-9 は剥片 1 点の単独資料で、ブロック周辺の (17-19) グリッ

ドに単独で分布する。 Ch-10 は剥片 1 点の単独資料で、 Al ブロックに分布する。

BSh-1 （第78図）

ナイフ形石器 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 A4 ブロックに分布している。

HMs-1 • 2 • 3 • 4 • 5 • 6 （第78図）

HMs-1 • 2 は共に石刃 l 点の単独資料で、いずれも A5 ブロックに分布する。 HMs-3 は石刃 1 点の単

独資料で、 A3 ブロックに分布する。 HMs-4 は台形様石器 1 点の単独資料で、 A5 ブロック周辺部の (16

-17) グリッドに分布している。 HMs-5 は剥片 1 点の単独資料で、 A4 ブロック周辺部の (19-17)

グリッドに分布する。 HMs-6 は剥片 1 点の単独資料で、 A3 ブロックに分布している。

Bs-1 （第77図）

局部磨製石斧 3 点（内刃部破片 2 点）、スクレイパー 1 点、剥片 5 点、砕片 4 点の計13点の資料で構成され

る。器体本体はA4 ブロックに、刃部破片と刃部再生剥片はA5 ブロック南半部に集中して分布しており、

両ブロック間で接合関係を持つ。局部磨製石斧は刃部欠損後、 A5 ブロックで刃部再生が行われ、最終的に

器体本体はA4 ブロックに移動して廃棄されたと考えられる。
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第 65 図 A 区接合関係全体図

Bs-2 （第77図）

敲石 2 点（接合後 1 点）の資料で構成され、 2 点とも A5 ブロックに1. 5m程の距離を持って分布し、接合

関係を持っている。

CS-1 • 2 • 3 （第79図）

CS-1 は破損した敲石 7 点（接合後 l 点）の資料で構成され、すべてAl ブロック中央東寄りに集中して

分布している。分布範囲は GAn-1 、 Ch-1 と重複している。 CS-2 は礫器 1 点の単独資料で、 A5 ブロッ

クに分布する。 CS-3 は敲石 1 点の単独資料で、 A6 ブロックに分布している。
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査
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第 66 図 母岩別石器分布全体図 (GAn-1)
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第 67 図 母岩別石器分布全体図 (GAn- 2 • 3) 
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査
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第 68 図 GAn-2 個体別石器分布全体図（個体A)
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第 69 図母岩別石器分布全体図 (GAn-5 • 6) 
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査
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第 70 図 母岩別石器分布全体図 (GAn- 4) 
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第 71 図 GAn-4 個体別石器分布全体図
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査
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第 72 図母岩別石器分布全体図 (GAn- 7) 
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第 73 図 GAn-7 個体別石器分布全体図（個体A•B·C• 石核調整剥片）
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査
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第 74 図母岩別石器分布全体図 (GAn- 8 • 9 • 10 • 11) 
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第 75 図 母岩別石器分布全体図 (Ch- 1 • 2) 
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調究
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第 76 図 母岩別石器分布全体図 (Ch- 3 • 4 • 5 • 6 • 7 • 8 • 9 • 10) 
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第 77 図 母岩別石器分布全体図(Bs-1 • 2) 
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査
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第 78 図 母岩別石器分布全体図(HMs- 1 • 2 • 3 • 4 • 5 • 6 、 BSh-1)
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査

第 2 節 白倉下原遺跡B 区

1 概要
白倉下原遺跡B 区はA区と同一台地上にあり、 A区石器出土地点から約100m程西側に立地する。 B 区西端

部には北側に向かって走る谷頭部があり、この谷頭部を挟んだ、東側台地の (28~31-35~39) グリッドに

かけての AT 下層の暗褐色粘土層から石器群が出土した。なお、この分布域以外では、石器は全く出土して

いない。また、文化層もこの AT 下層のみに限定され、これよりも上層からは検出されなかった。

石器群が出土した地点は、谷頭部から比較的離れた平坦な台地上であり、当初文化層の存在は希薄であろ

うと考えていた。しかし、今回 B 区において谷地部よりも比較的奥に入った平坦な台地にも石器群が残され

ていることが確認され、台地縁辺部のみに遺跡の立地が偏るという従来の傾向と異なることが判明した。こ

のことは、旧石器時代の選地・居住パターンを考えていくうえで重要な発見であったといえる。

出土した石器は総数120点で、他に礫が 2 点出土した。石材についてみると、 A区の石器群では黒色安山岩

を主体的に利用していたのに対して、 B 区の石器群では黒曜石を主体的に利用しており石材構成は全く対照

的である。石器群は散漫な分布状況を呈していたが、 4 ヶ所のブロックが設定された。これらのブロックは

環状ブロック群の範疇で捉えられる。

2 石器

B区からは120点の石器と 2 点の礫が出土した。その内訳はナイフ形石器 5 点、台形様石器 10点、局部磨

製石斧 1 点、スクレイパー12点、ドリル 2 点、二次加工のある剥片 6 点、石核 6 点、石刃 9 点、剥片43点、

砕片25点、敲石 1 点である。

ナイフ形石器（第82図 1~5)

1 黒色安山岩製で、尖頭形の石刃を素材とする。素材石刃は左右対称形で尖鋭な先端部を持ち、この素材

形状を巧く活かすように背面側の左右両側縁の基部にブランティングによる調整加工が施されている。しか

し、これによって打面を除去するまでには至っていない。打面は一枚の平坦な剥離面で構成され、また頭部

調整は若干施されている。背面は主要剥離面と同一加撃方向の剥離面、 180度加撃方向の異なる剥離面、 90度

加撃方向の異なる剥離面によって構成される。 B4 ブロック出土。

2 黒色安山岩製の石刃を素材とする。素材形状は左右対称ではなく、左側縁がやや張り出している。調整

加工は背面側の左右両側縁の基部から下半部にかけて施されているが、打面は残置されている。この調整加

工はブランティングであるが、縁辺部を潰すような微細なものである。背面は主要剥離面と同一加撃方向の

剥離面と 180度加撃方向の異なる剥離面によって構成され、その稜線が器体中央部に平行して走っていること

から、素材は石刃技法によって獲得されたものと考えられる。打面は一枚の刻離面で構成されているが、頭

部調整はその部分が欠失しているため、施されていたかは不明である。 B4 ブロック出土。

3 黒色安山岩製で、先端部を一部欠損する。素材は石刃で、調整加工は背面側の左右両側縁基部に施され

ている。打面は残置し、一枚の平坦な剥離面で構成され、また頭部調整は顕著に施されている。背面は主要

剥離面と同一加撃方向の三枚の剥離面で構成され、その稜線が器体両側縁に平行するように中央部に走って

おり、石刃技法によってこの素材が獲得されたことが示唆される。 B4 ブロック出土。
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査
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第 81 図 B 区石器分布全体図

4 黒色安山岩製で、下半部と先端部を欠損する。素材は比較的幅広の縦長剥片で、右側縁は折断されてい

る。調整加工は背面側の左右両側縁に施されているが、左側縁の調整加工はやや平坦で、インバース状に施

されている。これに対して、右側縁の調整加工は折断面を切って急斜に施されている。 B4 ブロック出土。

5 黒色安山岩製で、上半部を欠損する。素材は縦長剥片と思われる。左側縁は折断面で、右側縁に急斜な

調整加工が施され、打面はこれによって除去されている。 B4 ブロック出土。

台形様石器（第82図 6 ～第83図15)

6 黒曜石製で、石刃を素材とする。本遺跡出土の台形様石器のなかでは最も大型品である。調整加工は左

右両側縁に施され、それはほぽ器体を全周している。特に基部を中心に調整加工が施されているが、素材打

面を全て除去するまでには至っていない。残置された打面を見る限り、 1 枚の平坦な剥離面で構成されてい

る。調整加工について見ると、右側縁の背面側では下半部を中心に施されている。主要剥離面側では先端部

から打面部に亘った全体に施されているが、この調整加工は平坦なものである。一方、左側縁の調整加工に
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第 2 節 白倉下原遺跡B 区

第 4 表 B 区ブロック別器種別石器組成表

ナイフ台噌 賃部農 スクレドリル R剥片石核石刃剥片砕片敲石
形石器石 石 イパー

計 礫 合計

B 1 プロック 1 1 3 6 3 14 14 

B2 プロック 1 5 3 11 2 1 23 1 24 

B3 プロック 4 2 2 4 1 1 15 7 36 36 

B4 プロック 5 3 5 1 1 3 11 11 40 40 

B 1 ブロック周辺 2 2 2 

B2 プロック周辺 2 1 3 3 

B3 プロック周辺 1 1 2 2 

B 4 プロック周辺 1 1 

合 計 5 10 1 12 2 6 6 , 43 25 1 120 2 122 

第 5 表 B 区ブロック別母岩別石器組成表

Ob-1 Ob-2 Ob-3 Ob-4 Ob-5 Ob~6 Ob-7 Ob-8 GAn-1 GAn-2 GAn-3 GAn-4 計

B 1 ブロック 1 , 1 11 

B2 プロック 1 3 1 6 3 1 1 16 

B3 プロック 1 18 2 2 23 

B4 プロック 24 2 2 1 1 1 1 1 33 

B 1 プロック周辺 1 1 2 

B2 プロック周辺 2 1 3 

B3 プロック周辺 2 2 

B4 プロック周辺

合 計 2 3 1 1 62 , 4 4 1 1 1 1 90 

GAn-5 GAn-6 GAn-7 GAn-8 An-1 Sl-1 Ch-1 CS-1 HMs-1 HMs-2 小計 礫 合計

B 1 プロック 3 14 14 

B2 プロック 1 1 1 1 1 2 23 1 24 

B3 プロック 13 36 36 

B4 プロック 1 3 1 1 1 40 40 

B 1 ブロック周辺 2 2 

B 1 プロック周辺 3 3 

B3 プロック周辺 2 2 

B4 プロック周辺 1 1 

合 計 1 1 6 15 1 1 1 2 1 1 120 2 122 
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査

ついては、背面側では先端部から打面部にかけて全体に施されている。主要剥離面側では下半部に施されて

いるが、主要剥離面側の調整加工が平坦であるのに対して、背面側の調整加工は急斜なブランティングによ

るもので、下半部では若干インバース状に施されている。素材は比較的大型の石刃で、背面は主要剥離面と

同一加撃方向の 3 枚の剥離面で構成され、その稜線が器体中央部に平行して走っており、石刃技法によって

生産された可能性を示唆している。 B3 ブロック出土。

7 黒曜石製で、横長剥片を素材とする。「精製石器」の範疇で捉えられる台形様石器で、器体はほぽ左右対

称形に仕上げられている。平坦な調整加工が左右両側縁の背面と主要剥離面の両器面を覆い尽くすように施

され、素材形状を大きく変形させている。主要剥離面側の比較的大きめの調整加工はバルブを除去している

ものと思われるが、若干ステップフレイキングを起こしている。この調整加工以外は全て入念な平坦調整で

ある。刃部は一次剥離で得られた扶入状の縁辺部を利用しているが、背面側には微細剥離痕と若干大きめの

剥離痕が刃部全体に亘って連続している。折断面は確認できない。 B 1 ブロック周辺出土。

8 黒曜石製で、バルブの発達した寸詰まりの縦長剥片を素材とする。調整加工が左右両側縁に施されてい

る。右側縁の調整加工は、ヒンジフラクチャーを起こした素材剥片端部を潰すように、背面側を打面として

主要剥離面方向にブランティングによって施されている。調整加工の施された右側縁部は直線状にはならず、

やや鋸歯状になっている。一方、左側縁の調整加工は、素材打面と主要剥離面を打面として背面方向に、一

部平坦な部分があるものの、全体的にブランティングによって施されている。このような調整加工によって、

プロポーションは左右対称形のペン先形に仕上げられている。刃部には微細剥離痕が認められる。なお、背

面は 1 枚のポジティブ面で構成され、剥片素材の石核から剥離されたことが看取される。リングの状況から

みて、小型剥片を石核として素材は剥離されたことが理解される。 B 1 ブロック周辺出土。

9 黒曜石製で、バルブの発達した寸詰まりの縦長剥片を素材とする。調整加工は左右両側縁に施されてい

る。右側縁の調整加工は、背面側と主要剥離面側に施されているが、前者の調整加工はブランティングによっ

て、後者の調整加工はバルブを除去するように平坦に施されている。左側縁の調整加工は、ほとんど主要剥

離面側に施され、中央下半付近ではブランティングであるが、それ以外は平坦で微細な調整加工である。な

お、右側縁の上部は折断されているが、右側縁及び左側縁の調整加工を全て切っており、この折断が器体整

形の最終段階で行われたことが看取されるとともに、これによってプロポーションを左右対称形にしている

ことが理解できる。 B4 ブロック出土。

10 黒曜石製で、扇状に末広がりになる幅広の縦長剥片を素材とし、端部はヒンジフラクチャーを起こして

いる。調整加工は左右両側縁の縁辺部に施されているのみで、器面を広範囲に覆うことはなく、素材を大き

く変形するほどではない。左側縁では、主要剥離面側の基部には平坦な調整加工が、背面側中央部には微細

なブランティングによる調整加工が施されている。一方、右側縁では左側縁基部の調整加工に対向するかた

ちで、上半部の主要剥離面側に平坦な調整加工が、背面側に微細な調整加工が施されている。背面は基本的

に主要剥離面と同一加撃方向と 180度異なる加撃方向の剥離面で構成される。90度直交する剥離面がないこと

から、素材剥片が剥離された石核には石刃技法が適用されていた可能性が大きい。 B4 ブロック出土。

11 黒曜石製で、比較的バルブに発達した寸詰まりの縦長剥片を素材とする。本石器も 7 と同様、「精製石器」

の範疇で捉えられる。平坦な調整加工が左右両側縁の主要剥離面側と背面側の両器面の広範囲を覆っている。

素材打面付近にも調整加工が施されているが、打面を全て除去するまでには至っていない。なお、折断面は

認められず、器体整形の際に折断は用いていないようである。 B3 ブロック出土。

12 黒曜石製で、寸詰まりの縦長剥片を素材とする。左側縁では、素材打面は折断されて残置せず、この折
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断面を切って平坦な調整加工が施されている。また、これに対向する左側縁は縁辺部を潰すように微細な調

整加工が施されている。 B4 ブロック出土。

13 黒曜石製で、バルブの発達した小型の石刃を素材とする。背面は主要剥離面と同一加撃方向の 2 枚の剥

離面によって構成され、その稜線が器体中央部に走っている。ピンポイントによる加撃かあるいは加撃の際

に打面が弾け飛んだかで、打面は残置せずに打点として残っている。調整加工は左右両側縁の下半部にそれ

ぞれ平行するように施され、器体を左右対称の尖頭形状に仕上げている。右側縁では、背面側を打面とし主

要剥離面方向へとブランティングによって施されている。一方左側縁では、欠損部分があるものの、主要剥

離面側を打面として背面方向へと右側縁と同様ブランティングによって施されている。右側縁刃部には微細

剥離痕が認められる。 B3 ブロック出土。

14 黒曜石製で、端部がヒンジフラクチャーを起こした小型の縦長剥片を素材とする。左右両側縁に調整加

工が施されている。右側縁の調整加工は、主要剥離面側からブランティングによって施されている。また、

左側縁の調整加工は主要剥離面側からの折断によるもので、これを補うように微細な調整加工が施されてい

る。折断は 2 回に亘っている。 B3 ブロック出土。

15 黒曜石製で、素材については調整加工によって素材形状を大きく変形しているため判然としない部分が

あるものの、僅かに残存するポジティブ面から、バルブの発達した横長剥片と考えられる。調整加工は、一

部微細なブランティングが見られるが、基本的には平坦なもので、左右両側縁から中心部に向かって施され、

背面と主要剥離面の両器面を広範囲に覆っている。 B3 ブロック周辺出土。

局部磨製石斧（第83図16)

16 粘板岩製で、プロポーションはいわゆる洋梨形を呈し、上半部が先細りになる。横幅は一定ではなく、

端部付近に最大幅を持っている。厚さについても同様で一定ではなく、上端部付近に最大厚を持っている。

刃部には研磨痕が表裏面に残っているが、打製の調整加工による刃部再生加工によってほとんど切られてい

る。左右両側縁の上半部に施されている調整加工は、器厚を減ずるものではなく、側縁幅を減ずるもので急

斜に施されている。器体最大厚を持つ周辺の表裏面の稜線は摩滅している。なお、本石器は砕片類を伴うこ

とのない単独の母岩別資料で、遺跡内では刃部再生加工を行った痕跡は認められない。 B2 ブロック出土。

スクレイパー（第84 • 85図）

17 黒曜石製で、幅広縦長剥片を素材とする。背面右側に作業面調整が自然面を打面として施されているが、

自然面側には全く施されていない。スクレイパーエッジは左側縁上半部の背面側と主要剥離面側の両面に、

平坦な調整加工によってノッチ状を呈して作出される。右側縁には微細剥離痕が認められる。 34の稜付き石

刃と接合する。 B4 ブロック出土。

18 黒曜石製で、バルブの発達した幅広の石刃を素材とし、端部は折断されている。スクレイパーエッジは

平行する左右両側縁に作出され、右側縁では主要剥離面側に端部から打面側にかけて連続して作出される。

一方、左側縁では背面側の下半部に作出されている。両者のスクレイパーエッジも鋸歯状で、平坦な調整加

工によって作出されている。また、端部背面側には折断面を打面とした二次加工が認められる。背面は打点

が離れているが、主要剥離面と同一加撃方向の 2 枚の剥離面と自然面とで構成され、その稜線が器体中央部

に走っている。打面は調整打面であるが、概して粗い。 B3 ブロック出土。

19 黒曜石製で、バルブの発達した縦長剥片を素材とする。下半部は折断されている。スクレイパーエッジ

113 



第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査

は右側縁部と折断面に作出される。右側縁のスクレイパーエッジは連続する急斜な調整加工によるもので、

ブランティングとほとんど区別できない。また、折断面に作出されるスクレイパーエッジは平坦な調整加工

によるもので、ノッチ状に作出される。左側縁部には全体に亘って微細剥離痕が背面側と主要剥離面側とに

連続して認められる。 B4 ブロック出土。

20 黒曜石製で、端部に最大厚を持つ石刃を素材とし、この端部をエッジとして機能させてエンドスクレイ

パーとして用いていたものと考えられる。端部縁辺部の右半部には、使用痕と思われる微細剥離痕が連続し

て認められる。右側縁部の背面側と主要剥離面側にも微細剥離痕が連続して認められる。背面は主要剥離面

と同一加撃方向の剥離面と自然面で構成され、その稜線が左右縁辺部に平行して器体中央部に走っている。

端部は旧石核底面で、調整加工が見られることから打面であったと考えられ、この素材が180度両設打面石核

から生産された可能性を示唆している。本石器は技術形態学的にはエンドスクレイパーとしての条件を満た

していないが、端部にみられる微細剥離痕を使用痕と積極的に評価して、機能形態学的観点からエンドスク

レイパーとした。 B3 プロック出土。

21 黒曜石製で、幅広の縦長剥片を素材とし、端部は折断されている。スクレイパーエッジは、ノッチ状に

扶れる左側縁の主要剥離面側中央部のみに限定して、平坦な調整加工によって作出される。また、微細剥離

痕が左側縁では全体に亘って、右側縁では上半部は欠失して不明であるが下半部に、それぞれ認められる。

特に、後者では背面側に顕著である。 B2 ブロック出土。

22 黒曜石製で、比較的薄手で幅広の縦長剥片を素材とし、下半部は折断されている。スクレイパーエッジ

は左側縁の背面側上半部に、比較的微細な調整加工によって作出される。背面と主要剥離面の縁辺部全体に

亘って微細剥離痕が連続して認められる。背面は自然面と主要剥離面と同一加撃方向の 3 枚の剥離面で構成

され、縁辺部に平行して稜線が走っており、石刃技法によって作出された可能性がある。 B4 ブロック出土。

23 黒曜石製で、縦長剥片を素材とする。スクレイパーエッジは右側縁の背面側中央部に作出される。右側

縁にはスクレイパーエッジの他、全体に亘って微細剥離痕が認められる。背面は自然面と主要剥離面と同一

加撃方向と 180度異なる加撃方向の 2 枚の剥離面によって構成される。端部は旧石核底面で、調整されている。

45の石核と接合する。 B2 ブロック出土。

24 黒曜石製で、石刃を素材とする。上半部は折断されている。スクレイパーエッジは左右両側縁に平行し

て作出される。右側縁では背面側から連続するブランティングに近い急斜な調整加工によって、また左側縁

でも同様に背面側から連続するブランティングに近い調整加工によって、若干鋸歯状に作出されている。背

面は主要剥離面と同一加撃方向の 3 枚の剥離面で構成されている。 B 2 ブロック出土。

25 黒曜石製で、横長剥片を素材としているものと思われるが、上半部と左側縁部が折断されているため、

判然としない。スクレイパーエッジは、端部に主要剥離面側からの加撃によって、ノッチ状に作出されてい

るが、ブランティングに近い急斜な調整加工によるものである。 B4 ブロック出土。

26 黒曜石製で、比較的厚手の横長剥片を素材とする。スクレイパーエッジは素材剥片の端部縁辺部の背面

側に、若干鋸歯状を呈して作出されている。縁辺中央部の1.5cmほどに限定され、端部縁辺部全体に連続する

ことはない。左側縁の主要剥離面側にもスクレイパーエッジと考えられる加工が見られる。両スクレイパー

ェッジとも平坦な調整加工である。縁辺部全体には使用痕と考えられる微細剥離痕が連続して認められるが、

特に背面側に顕著である。 B4 ブロック出土。

27 黒曜石製で、横長剥片を素材とする。スクレイパーエッジは左側縁の主要剥離面側上半部にノッチ状に

作出される。石核を転用しており、 66の剥片が右側縁部に接合する。 66の剥離によって形成された右側縁部
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から端部にかけての縁辺部背面側と主要剥離面側には微細剥離痕が連続して認められるが、特に背面側に顕

著である。 B2 ブロック出土。

28 結晶片岩製で、 86の敲石に接合する。素材は敲石を敲打した際に剥出された縦長剥片を利用している。

スクレイパーエッジは敲石の右側縁中央部に作出されたノッチ状の部分を用い、さらにその部分を補うよう

に若干の調整加工を加えている。 B2 ブロック出土。

石刃（第86図）

29 黒曜石製で、端部はステップフレイキングを起こしている。左右両側縁は平行するが、厚手である。背

面には、 1 枚細身の石刃を剥離した痕跡があり、また大きく自然面で覆われるが、この面を 2 枚に画する稜

線が器体右側に側縁と平行して走る。主要剥離面は節理面で、 56が接合する。自然面を見ると、その稜線に

は潰れや摩滅がないことから、角礫を母岩としていると考えられる。 B 1 ブロック出土。

30 黒曜石製で、左右両側縁はほぼ平行する。打面は調整打面であるが、ステップフレイキングを起こして

おり概して粗い。端部は自然面で、旧石核底面である。背面は自然面と主要剥離面と同一加撃方向の 2 枚の

剥離面で構成され、その稜線は両側縁に平行して走っており、石刃技法によって生産されたことを示唆する。

左側縁部には連続して微細剥離痕が認められる。 B3 ブロック出土。

31 黒曜石製で、左右両側縁は平行する。端部はヒンジフラクチャーを起こし、背面まで及んでいる。背面

は主要剥離面と同一加撃方向の 3 枚の剃離面で構成され、その稜線が両側縁に平行して走っており、石刃技

法によって生産されたことを示唆する。打面は調整打面で、左右縁辺部には微細剥離痕が認められる。 B2

ブロック周辺出土。

32 黒曜石製で、左右両側縁は平行するが、バルブが発達している。下半部は欠損している。背面は主要剥

離面と同一加撃方向の剥離面で構成される。また、右側面は一見同時割れによる剥離面に捉えられるが、本

石器の剥離に先行した剥離面である。打面は自然面で、左右縁辺部には微細剥離痕が認められる。 B4 ブロッ

ク出土。

33 黒曜石製で、左右両側縁は平行する。端部はヒンジフラクチャーを起こしている。背面は自然面、主要

剥離面と同一加撃方向の剥離面、 180度加撃方向の異なる剥離面で構成される（この面についてはヒンジフラ

クチャーによる剥離面の可能性もある）。打面は調整打面で、左右両側縁部には微細剥離痕が認められる。 B

1 ブロック出土。

34 黒曜石製で、稜付き石刃である。背面は自然面と主要剥離面と同一加撃方向の 3 枚の剥離面で構成され、

自然面と剥離面を画する稜線が器体中央部に縁辺部と平行して走る。 17のスクレイパーと接合し、作業面調

整は17に連続するもので、自然面を打面として稜右側のみに施されている。 17を剥離した後、新たに作業面

調整は行っていない。右側縁には微細剥離痕が認められる。 B4 ブロック出土。

35 黒曜石製で、若干バルブが発達する。背面は自然面で構成されるが、器体中央部には自然面を画する稜

線が側縁に平行して走っている。左右縁辺部には微細剥離痕が認められる。 B2 ブロック周辺出土。

36 黒色安山岩製で、端部が尖頭形になる。背面は主要剥離面と同一加撃方向と 90度加撃方向の異なる剥離

面によって構成され、器体中央部にその稜線が走る。打面は自然である。縁辺部には微細剥離痕が認められ

るが、風化が進行しているため判然としない。 B4 ブロック出土。

115 



第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調奎

二次加工のある剥片（第87図37~42)

37 黒曜石製で、厚手で端部はヒンジフラクチャーを起こしているが、石刃とも言い得る縦長剥片を素材と

する。二次加工は左側縁中央部の主要剥離面側に平坦な調整加工によって施されている。打面は自然面で、

縁辺部には頭部調整が施されている。左右縁辺部には微細剥離痕が認められる。 B 1 ブロック出土。

38 黒曜石製で、背面が自然面で構成される横長剥片を素材とする。端部はヒンジフラクチャーを起こし、

背面まで剥離が及んでいる。二次加工はこれを切って、急斜な調整加工によって施されている。また、主要

剥離面を切る樋状剥離痕が 2 条看取されるが、意図的かあるいは偶発的なものかは判然としない。 B3 ブロッ

ク出土。

39 黒曜石製で、左側縁には急斜な調整加工による鋸歯状のスクレイパーエッジが作出されていることから、

スクレイパーを転用しているものと考えられる。二次加工は主要剥離面側に施されているが、比較的大きめ

の剥離痕であることから、小型剥片を生産した石核の可能性もある。下半部はスクレイパーエッジと二次加

工を切って折断されている。打面は 1 枚の剥離面で構成され、縁辺部には頭部調整が施されている。素材は

石刃で、背面は主要剥離面と同一加撃方向の 4 枚の剥離面で構成されており、素材は石刃技法によって作出

されたことを示唆する。 B3 ブロック出土。

40 黒曜石製で、縦長剥片を素材とする。二次加工は右側縁上端部の主要剥離面側に施されている。ノッチ

状のスクレイパーとも考えられる。縁辺部には微細剥離痕が認められる。 B3 ブロック出土。

41 黒曜石製で、縦長剥片を素材とする。二次加工は右側縁端部の背面側と左側縁上半部の背面側のニヶ所

に施されている。縁辺部には微細剥離痕が認められる。 B3 ブロック出土。

42 黒曜石製で、縦長剥片を素材とする。左右両側縁は折断されている。二次加工は素材打面を除去するよ

うに、上端部の主要剃離面側に施されている。折断面の縁辺部には微細剥離痕が認められる。 B4 ブロック

出土。

ドリル（第87図43 • 44) 

43 黒曜石製で、小型で不整形な横長剥片を素材とする。一次剥離で得られた左側縁の尖鋭部にさらに調整

加工を施してドリルに仕上げている。 B 3 ブロック出土。

44 黒曜石製で、小型の寸詰まりの縦長剥片を素材としている。一次剥離で得られた素材打面の縁辺部にノッ

チ状の調整加工を施してドリルに仕上げている。しかし、この調整加工が素材剥離の前後いずれかで行われ

たかは判然としない。 B3 ブロック出土。

石核（第87図45～第88図49)

45 黒曜石製で、 23のスクレイパーが接合する。接合状況の自然面のあり方から見て、偏平な角礫を素材と

しいることが看取される。 23を生産後に 1 枚縦長剥片を生産し、その後打面再生を行い縦長剥片を生産して

いる。加撃方向は全て同じで、打面と作業面を入れ換えることはない。最終の剥片生産によってできた右側

縁部には微細剥離痕が認められる。これは石核としての機能を終了した後も、最終的にスクレイパーとして

機能させていることを示唆する。 B 2 ブロック出土。

46 黒曜石製で、小型の石核である。表面では、寸詰まりの縦長剥片を生産している。 B 1 ブロック出土。

47 黒曜石製で、厚手でバルブの発達した横長剥片を素材としている。剥片生産は、背面を打面として右側

面側で行われているが、生産された剥片は小型の横長剥片である。 B 2 ブロック出土。
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48 黒曜石製で、いわゆる賽子状の石核である。 44のドリル、 67の剥片が接合する。打面と作業面を頻繁に

転移させながら剥片生産を行っているが、剥離面の属性から生産された剥片は寸詰まりの縦長剥片か横長剥

片であることが看取される。石核には右側面や左側面の縁辺部に調整加工が施されおり、石核としての機能

を終了した後も、エッジを作出してスクレイパーヘと転化させていると考えられる。 B3 ブロック出土。

49 黒曜石製で、いわゆる賽子状の石核である。打面と作業面を頻繁に転移させながら剥片生産を行ってい

る。剥離面の属性を見る限り、寸詰まりの縦長剥片であることが看取される。 B4 ブロック出土。

石核素材（第88図50)

50 黒曜石製で、比較的小型の角礫を素材としている。右側面はポジティブ面で、個体分割面である。石核

調整が自然面と個体分割面に施されているのみで、剥片生産は全く行っていない。上面には、割れ円錐が 5 ヶ

所認められる。 B2 ブロック出土。

剥片（第89図51～第92図85)

51 は幅広の黒曜石製の縦長剥片で、剥離の際に破損した 3 点の接合資料から構成される。いずれも B 2 ブ

ロック出土。 52 も黒曜石製の幅広の縦長剥片で、左右両側縁には微細剥離痕が認められる。 B 1 ブロック出

土。 53~55 は黒曜石製の縦長剥片で、 53 • 54の背面には大きく自然面が残る。 53 • 54 は B 2 ブロック、 55 は

B3 ブロック出土。 56 は黒曜石製の縦長剥片で、下半部は欠損する。左右両側縁には微細剥離痕が認められ、

特に左側縁の背面側で顕著である。 B3 ブロック出土。 57 は黒曜石製で、バルブが発達した寸詰まりの縦長

剥片で、縁辺部に微細剥離痕が認められるが、特に左側縁の主要剥離面側に著しい。 B4 ブロック出土。 58·

60 は黒曜石製の横長剥片で、共に B3 ブロック出土。 59 • 61 • 62 • 63 は黒曜石製の縦長剥片で、 61の左右両

側縁、 62の左側縁には微細剥離痕が認められる。 59•61·62 は B4 ブロック、 63 は B2 ブロック出土。 64~69

は黒曜石製の縦長剥片、横長剥片類で、 64·69 は B 4 ブロック、 65 は B 1 ブロック、 66 は B2 プロック、 67•

68 は B3 ブロック出土。 70は黒色安山岩製の幅広の縦長剥片、 B4 ブロック出土。 71 も黒色安山岩製の縦長

剥片で、背面構成を見ると同一打面から縦長剥片が連続して剥離されていることが看取される。 B 4 ブロッ

ク出土。 72 は黒色安山岩製の縦長剥片で、原位置は不明。 73 は黒色安山岩製の厚手の横長剥片で、背面構成

を見ると縦長剥片を 2 枚剥離している。 B 1 ブロック出土。 74は黒色安山岩製の横長剥片で、 76 と接合す

る。 B3 ブロック出土。 75 は厚手の寸詰まり縦長剥片で、 B 2 ブロック出土。 76~79 は黒色安山岩製の縦長

剥片である。 77 は B2 ブロック、他は B3 ブロック出土。 80 は黒色安山岩製の横長剥片で、右側縁と端部に

折断面が見られる。 B3 ブロック出土。 81 は黒色安山岩製の縦長剥片で、 B 1 ブロック出土。 82 は硬質泥岩

製の縦長剥片で、 B4 ブロック出土。 83 はチャート製の寸詰まりの縦長剥片で、 B 2 ブロック出土。 84 は安

山岩製の縦長剥片であるが、風化が著しいため剥離面については不明な部分が多い。 B 2 ブロック出土。 85

は硬質泥岩製の縦長剥片で、左右両側縁は折断されている。 B4 ブロック出土。

敲石（第92図86)

86 結晶片岩製で、偏平な亜角礫を素材とする。 28のスクレイパーが接合する。敲打痕は上端部と下端部の

両端部に認められる。上端部では敲打痕は顕著で、スクレイパーはこの際剥出された剥片を素材としている。

一方、下端部ではそれほど顕著ではない。また、左右両側縁の中央部には調整加工によって扶りを入れて、

器体を整形している。 B2 ブロック出土。
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3 接合資料と剥片生産工程

B 区から 120点の石器が出土したが、このうち 36点の石器に接合関係が認められた。接合率は約30％である。

ここでは、各母岩別資料の接合資料毎に剥片生産工程を観察していく。なお、同時割れ等の接合資料につい

てはここでは省略した。

Ob-1 （第93図 1 • 2) 

石核 l 点とスクレイパー 1 点の接合資料である。 1 のスクレイパーの背面と 2 の石核の裏面及び底面には

自然面が残ることから、偏平な角礫を素材としていることが理解される。接合資料から、次のように剥片生

産を行っていることが看取される。 1 の剥離 • 〇 • 打面再生 • 〇 • 石核の廃棄。このよう

に作業面を固定して打面再生を行って縦長剥片を剥離していることが看取される。石核は剥片生産終了後に

スクレイパーに転化している。

Ob-5 （第93図 3 ～第95図 4)

Ob-5 には(1 )~(5) までの 5 例の接合資料が確認されたが、各接合資料間で接合関係を確認すること

はできなかった。次に各接合資料について観察していく。

Ob-5 (1)（第93園 3~5)

石刃 2 点（接合後 1 点）、剥片 4 点（接合後 2 点）の計 6 点の接合資料で構成される。剥片生産は次のよう

に行われる。 3 の石刃の剥離（中央部で横位に折断） • 打点を移動して 4 の剥離 • 打点を移動して

5 の剥離（剥離の際に 3 点に破損）。（ 1) では打面と作業面を固定して石刃、幅広縦長剥片を連続して生産

していることが理解される。打面調整は施されていない。

Ob-5 (2) （第94図 1~4)

スクレイパー 1 点、石刃 1 点、剥片 2 点の計 4 点の接合資料で構成される。剥片生産は次のように行われ

る。 1 の寸詰まりの縦長剥片の剥離 • 2 の幅広縦長剥片の剥離（スクレイパー素材） • 3 の石刃の

剥離 • 4 の縦長剥片の剥離。このように、（ 2) でも（ 1) と同様に打面と作業面を固定して石刃及び縦

長剥片を連続して生産していることが理解される。また、これらの剥片生産に先行して、自然面を打面に設

定して稜形成のための作業面調整が施されている。打面調整は施されていない。

Ob-5 (3) （第94図 5~7)

ドリル 1 点、石核 1 点、剥片 2 点（接合後 1 点）の計 4 点の接合資料である。剥片生産は次のように行わ

れる。 5 の寸詰まりの縦長剥片の剥離（ドリル素材） • 90度打面転移して 6 の剥離（上半部は折断） • 

石核の廃棄。 (3) では接合資料と石核の背面構成から頻繁に打面転移を繰り返しながら剥片生産を行ってい

ることが理解される。

Ob-5 (4) （第95図 1 • 2) 

石刃 1 点と縦長剥片 1 点の接合資料である。剥片生産は次のように行われる。 1 の石刃の剥離 • 打点

を移動して 2 の縦長剥片の剥離。背面も同一加撃方向の剥離痕で構成されており、（ 4 ）では打面と作業面を

固定して、石刃及び縦長剥片を連続して生産していることが理解される。打面調整は施されていない。

Ob-5 (5) （第95図 3 • 4) 

剥片 2 点の接合資料である。 3 を剥離した後、打点を移動して 4 を剥離している。

このように Ob-5 には、打面と作業面を固定して石刃あるいは縦長剥片を連続的に生産していることを
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示す接合資料と、90度打面転移を頻繁に行いながら剥片生産を行っていることを示す接合資料の二者がある。

これについては次のような二つの考え方ができる。①＝母岩別資料分類を誤認し、別個の母岩別資料を同一

のものとして帰属させている。②＝実際に同一母岩別資料のなかで異なる剥片生産技術が共存する。①につ

いては確かに黒曜石の場合分類の難しさはあるが、石材属性を肉眼的に比較する限りでは明確な相違は見い

出せなかった。やはり、同一母岩別資料として認識する方が妥当であり、ここでは②のように考えることと

した。すなわち、縦長剥片（石刃）生産技術と 90度打面転移を繰り返しながら不定形剥片を生産する技術が、

剥片生産工程のなかでしかも時間差を持って使い分けられていると考えられる。すなわち、母岩の大きさが

ある程度保障される初期段階では、縦長剥片（石刃）生産技術が適用され、その後母岩（石核）が小さくな

るにしたがって90度打面転移しながら剥片生産を行っているものと考えられる。実際、縦長剥片、石刃の接

合資料である(1 )•(2)·(4) ではいずれかに自然面が残っており、この考えを裏付ける。こうした技術

共存現象は黒曜石という貴重石材を効率的に消費する方法であったと考えられる。また、これは 0b-5 だけ

ではなく、他の黒曜石母岩にも適用されていた可能性があり、特に第86図30の自然面を残す石刃の存在は示

唆的である。

Ob-6 （第95図 5 • 6) 

スクレイパー 1 点と剥片 1 点の接合資料である。 5 は 6 の主要剥離面側を打面に設定して剥離されている。

6 の剥離によって形成された縁辺部には微細剥離痕が残っている。 5 はスクレイパーエッジが作出されてい

るが、この作出が 5 の剥離以前かどうかは判然としない。

GAn-8 (1) （第96図）

GAn-8 には（ 1) ~(3) の 3 例の接合資料があるが、各接合資料間で接合関係を確認することはできな

かった。次に各接合資料での剥片生産について観察していく。

GAn-8 (1) （第96図 1~3)

剃片 3 点の接合資料で、剥片生産は次のように行われる。 1 の寸詰まりの縦長剃片の剥離 • 打点を移

動して 2 の寸詰まりの縦長剥片の剥離 • 3 の縦長剥片。背面にも同一加撃方向の剥離面が残っており、

(1)では打面と作業面を固定して、連続して縦長剥片を生産していることが理解される。

GAn-8 (2) （第96図 4 • 5) 

剥片 3 点の接合資料で、剥片生産は次のように行われる。 4 の幅広縦長剥片の剥離 • 打点を移動して

幅広縦長剥片の剥離（右上端部同時割れ）。（ 2) も（ 1) と同様に打面と作業面を固定して縦長剥片を連続

して生産していることが理解される。

GAn-8 (3) （第96図 6 • 7) 

剥片 2 点の接合資料で、剥片生産は次にように行われる。 6 の小型の横長剥片の剥離 • 打点を移動し

て 7 の剥離。（ 3) も打面と作業面を固定して連続して剥離していることが理解される。

cs-1 （第97図）

スクレイパー 1 点と敲石 1 点の接合資料である。スクレイパーの素材となる縦長剥片は敲打の際に弾け飛

んだものと考えられる。
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査

4 ブロック

B 区からは総数120点の石器群と 2 点の礫が出土した。石器群の分布状況は全体的に散漫ではあったが、 B

l·B2·B3·B4 ブロックの 4 ヶ所のブロックを設定した（第98図）。これらのブロックは南北に平行し

て並んで中央部に空閑部を持っている。かたちは明確な正円形を呈してはいないが、環状ブロック群の範疇

のなかで捉えられる。

B 1 プロック（第99 • 100図）

調査区北東寄りの (28~30-35 • 36グリッドに位置する。長径8.5m、短径4.4mの南北に長い楕円形を呈

し、特に密集する部分はなく、散漫に分布している。総数14点の石器群から構成され、その内訳は二次加工

のある剥片 1 点、石核 l 点、石刃 3 点、剥片 6 点、砕片 3 点である。 Bl ブロックでは他のブロックには分

布している台形様石器などのような定形石器はない（ただし、周辺に 1 点分布している）。母岩別にみると、

Ob-1 • 5 • 6 、 GAn-7 の 4 種類の母岩別資料で構成される。このうち Ob-5 が 9 点と最も多く、 B2 ブ

ロックの北半部に分布している資料と接合関係を持っている。

B 2 プロック（第101 • 102図）

調査区東南寄りの (30 • 31-36 • 37) グリッドに位置している。長径9.2m、短径5.0mの南北に長い楕円

形を呈している。総数23点の石器群と 1 点の礫によって構成され、その内訳は局部磨製石斧 1 点、スクレイ

パー 5 点、石核 3 点、剥片11点、砕片 2 点、敲石 1 点である。局部磨製石斧や敲石などの大型の石器が分布

している点は注意される。母岩別に見ると、 Ob- 1 • 2 • 3 • 5 • 6 • 7 • 8 、 GAn-5 • 8 、 An- 1 、 Sl

-1 、 Ch-l 、 CS-1 の13種類の母岩別資料で構成される。数量的には 0b-5 が 6 点で最も多く、これら

はブロック北半部に偏在して分布している。 B 1 ブロックと接合関係を持っている。他の母岩別資料はほと

んど単独資料で、それらはブロック南半部に偏在して分布しており、 0b-5 とは分布範囲が異なっている。

このように、 B 2 ブロックでは台形様石器のような比較的小型の石器の分布はなく、それとは対照的な局

部磨製石斧や敲石などの大型で重量のある石器が分布している特徴がある。

、 B 3 プロック（第103 • 104図）

調査区南西寄りの (30 • 31-37 • 38) グリッドに位置している。長径6.8m、短径5.2mの円形を呈してい

る。総数36点の石器群から構成され、その内訳は台形様石器 4 点、スクレイパー 2 点、ドリル 2 点、二次加

工のある剥片 4 点、石核 1 点、石刃 l 点、剥片15点、砕片 7 点である。母岩別に見ると、 Ob-4 • 5 • 6 • 

8 、 GAn-8 の 5 種類の母岩別資料で構成される。数量的には Ob-5 が18点で最も多く、ブロック北西部に

偏在して分布している。次いで GAn-8 が13点で多く、ブロック南東部に集中して分布している。他はほと

んど単独の資料である。 Ob-5 と GAn-8 は共に同一母岩別資料が複数ブロックに分布しているが、接合関

係はブロック内で収束しており、ブロック間では認められない。 Ob-5 はブロック北半部に分布しているが、

GAn-8 はブロック南端部に偏在しており、分布範囲は互いに重複していない。

B 4 プロック（第105 • 106図）

調査区北西よりの (28~30-37~39) グリッドに位置している。長径10.4m、短径9.5mの不整円形を呈し

ている。総数40点の石器群から構成される。その内訳はナイフ形石器 5 点、台形様石器 3 点、スクレイパー
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第 98 図 B 区ブロック設定図

5 点、二次加工のある剥片 1 点、石核 1 点、石刃 3 点、剥片11点、砕片11点である。母岩別に見ると、 Ob-5 • 

6 • 7 • 8 、 GAn- 1 • 2 • 3 • 4 • 6 • 7 • 8 、 HMs-1 • 2 の 13種類の母岩別資料で構成される。数量

的には Ob-5 が24点で最も多く、他はほとんど単独の資料である。接合関係はブロック内で収束している。

また、他のブロックには全く分布していないナイフ形石器が本ブロックのみに 4 点まとまって、しかも南東

部に偏在して分布している。また、石刃も 3 点と他のブロックより多く分布していることは石刃素材のナイ

フ形石器の分布状況とあわせて注意される。
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第107図 器種別石器分布全体図（ナイフ形石器、石刃）

5 器種別石器分布

ナイフ形石器（第107図）

5 点が出土している。 5 点とも B4 ブロックに分布し、そのなかでも特にブロック南半部に集中してい

る。いずれも黒色安山岩製で、遺跡外からの搬入品であること、しかも石刃もしくは縦長剥片を素材として

いることは注意される。これらが分布する範囲には台形様石器が 3 点分布している。なお、白倉下原遺跡B

区の石材組成の主体は黒曜石であるが、 B 区からは黒曜石製のナイフ形石器は出土しなかった。

石刃（第107図）

9 点が出土している。詳細については B 1 ブロックに 3 点、 B3 プロックに 1 点、 B4 ブロックに 3 点、

B2 ブロック周辺に 2 点である。石材は B4 ブロックに分布する 1 点が黒色安山岩製である以外はすべて黒

曜石製である。 B4 ブロックでは 3 点と他のブロックより若干多く分布しているが、このプロックに分布す

る石刃素材のナイフ形石器との分布状況も併せて注意する必要がある。
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第108図 器種別石器分布全体図（台形様石器）

台形様石器（第108図）

10点が出土している。その詳細については B3 ブロック 4 点、 B4 ブロックに 3 点、 B 1 ブロック周辺に

2 点、 B3 ブロック周辺に 1 点であり、 Bl ブロック、 B 2 ブロックには分布していない。ナイフ形石器の

分布のように特に一部に集中することはないが、全体的にみると環状ブロック群の西半部に偏在して分布し

ていることが看取される。なお、台形様石器はすべて石材に黒曜石を用いており、ナイフ形石器が黒色安山

岩を用いていることと全く対照的である。

局部磨製石斧（第109図）

粘板岩製の 1 点が出土しており、 B2 ブロック中央部に分布している。大型石器の敲石と同ーブロックに

分布している点は注意される。

スクレイパー（第109図）

12点が出土している。その詳細については、 B2 ブロックが 5 点、 B3 プロックが 2 点、 B4 ブロックが
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第109図 器種別石器分布全体図（局部磨製石斧、スクレイパー、ドリル、 R剥片）

5 点で、 B 1 ブロックには分布していない。

ドリル（第109図）

2 点出土している。いずれも黒曜石製でB 3 ブロックに分布している。 1 点については同ーブロック内か

ら出土した石核と接合関係を持っている。

二次加工のある条IJ片（第109図）

6 点出土しており、いずれも黒曜石製である。その詳細については B 1 ブロックに 1 点、 B3 ブロックに

4 点、 B4 ブロックに 1 点で、 B 2 ブロックには分布していない。

石核（第110図）

6 点が出土している。その詳細についてはBl ブロックに 1 点、 B2 ブロックに 3 点、 B3 ブロックに 1

点、 B4 ブロックに 1 点で、各ブロックに分布が認められる。 B 1 プロックではプロック北端部に分布して
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第110図 器種別石器分布全体図（石核、敲石）

いる。 B 2 ブロックではブロック南半部に集中し、 0b-2 については同ーブロックに分布するスクレイパー

と接合関係を持ち、 0b-3 については剥片生産を行う前段階の石核素材の状態で廃棄されている。 B3 ブ

ロックでは、 0b-5 が同一ブロックに分布しているドリルと接合関係を持っている。 B 4 ブロックではブ

ロック北端部に分布している。

敲石（第llO図）

結晶片岩製の 1 点が出土している。 B 2 ブロックに分布している。同一ブロック内に分布するスクレイパー

と接合関係を持っている。
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第 3 章 白倉下原遺跡の旧石器時代調査

6 母岩別資料の構成と分布・接合関係
白倉下原遺跡B 区からは120点の石器が出土したが、それらは22種類の母岩別資料に分類された。その内訳

は黒曜石が 8 母岩、黒色安山岩が 8 母岩、安山岩が 1 母岩、粘板岩が 1 母岩、チャートが 1 母岩、硬質泥岩

が 2 母岩、結晶片岩が 1 母岩である。

Ob-1 （第112図）

スクレイパー 1 点、石核 1 点の 2 点の資料で構成される。石核は B 1 ブロック、スクレイパーはB 2 ブロッ

クに分布している。接合関係は確認できなかった。

Ob-2 （第112図）

スクレイパー 1 点、石核 1 点、剥片 1 点の計 3 点の資料から構成され、いずれも B 2 ブロックの南半部に

分布している。スクレイパーと石核が接合関係をもつが、その距離は1.5m程である。

Ob-3 （第112図）

石核素材 1 点のみの単独資料で、剥片生産を展開することなく廃棄されている。 B2 ブロックの南半部に

分布している。

Ob-4 （第112図）

台形様石器 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 B3 ブロックの中央部に分布している。

Ob-5 （第113図）

台形様石器 5 点、スクレイパー 6 点、ドリル 2 点、二次加工のある剥片 4 点、石核 2 点、石刃 7 点、剥片

18点、砕片18点の計62点の資料によって構成される。最も資料数の多い母岩別資料である。 B 1 ブロックか

ら B4 ブロックの全ブロックに分布している。分布状況をみると、各ブロックとも特定の範囲に集中して分

布することはなく、散漫に分布している。

Ob-5 には(1 )~(5) の 5 例の接合資料があり、次のように分布している。

(1) は B 1 ブロック南半部と B 2 ブロック北半部に分布し、このブロック間で接合関係を持っている。

3 の石刃は B 1 ブロックに分布している。

(2) は石刃を含む縦長剥片を連続して剥離した接合資料で、 B4 ブロックに分布し、そのなかでもブロッ

ク中央部の (29-38) グリッドに集中しており、接合関係はこの範囲で収束する。 B4 ブロックには黒色安

山岩製の石刃素材のナイフ形石器が分布している。分布範囲は（ 2) の接合資料の方が若干北西部にあり、

互いに重複していない。

(3) は B3 ブロックに分布し、ブロック西寄りの (31-38) グリッドに集中している。

(4) は石刃と縦長剥片の接合資料でB 1 ブロックの南半部と B2 ブロック周辺に分布している。接合距

離は 6m程である。

(5) は剥片 2 点の接合資料で、共に B3 ブロックの中央部に分布している。

このように、 Ob-5 は全ブロックに分布していることが確認された。数量的には B 1 ブロックに 9 点、 B

2 ブロックに 6 点、 B3 ブロックに 18点、 B4 ブロックに24点が分布しているが、特定のブロックに偏在す
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るほどではない。接合関係は B 1 と B 2 ブロック間で認められる他は、ブロック内で収束している。

Ob-6 （第114図）

スクレイパー 1 点、二次加工のある剥片 1 点、石刃 1 点、剥片 4 点、砕片 2 点の計 9 点の資料で構成され

る。 B 1 ブロックに 1 点、 B2 ブロックとその周辺に 4 点、 B3 ブロックに 2 点、 B4 ブロックに 2 点が分

布している。スクレイパーと剥片の接合関係が 1 例あり、 B 2 ブロック内で収束している。

Ob-7 （第114図）

台形様石器 2 点、二次加工のある剥片 1 点、石核 1 点の計 4 点の資料で構成される。台形様石器は B 1 ブ

ロック周辺に 1 点、 B4 ブロックに 1 点が分布している。二次加工のある剥片はB4 ブロック、石核は B 2 

ブロックに分布している。接合関係は確認できなかった。台形様石器は遺跡外から搬入品と考えられる。

Ob-8 （第114図）

台形様石器 2 点、スクレイパー 2 点の計 4 点の資料で構成される。台形様石器はB3 ブロックに 1 点、 B

4 ブロックに 1 点が分布している。スクレイパーはB 2 ブロックに 1 点、 B3 ブロックに 1 点が分布してい

る。接合関係は確認できなかった。台形様石器、スクレイパーはいずれも遺跡外からの搬入品と考えられる。

GAn-1 （第115図）

ナイフ形石器 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 B4 ブロックに分布している。

GAn-2 （第115図）

ナイフ形石器 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 B4 ブロックに分布している。

GAn-3 （第115図）

ナイフ形石器 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 B4 ブロックに分布している。

GAn-4 （第115図）

石刃 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 B4 ブロックに分布している。

GAn-5 （第115図）

剥片 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 B2 ブロックに分布している。

GAn-6 （第115図）

剥片 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 B4 ブロックに分布している。

GAn-7 （第116図）

ナイフ形石器 2 点、剥片 4 点の計 6 点の資料で構成される。 Bl ブロックに 2 点、 B4 ブロックに 3 点、

ブロック外に 1 点が分布している。ナイフ形石器は共に B4 ブロックに分布している。接合関係は確認でき
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なかった。ナイフ形石器、剥片は共に遺跡外からの搬入品と考えられる。

GAn-8 （第116図）

剥片10点、砕片 5 点の計15点の資料で構成される。黒色安山岩の母岩別資料のなかでは最も資料数が多い。

B2 ブロックに 1 点、 B3 ブロックに 13点、 B4 ブロックに 1 点が分布している。分布の主体はB3 ブロッ

クにあるが、そのなかでもプロック南端部の (31-37 • 38) グリッド内の 2X2mの範囲内に集中して分布

している。 Ob-5 の分布範囲とは重複していない。接合資料は 3 例あるが、いずれも B3 ブロック内で収束

している。

An-1 （第117図）

剥片 1 点のみの単独資料で、 B2 ブロックに分布している。

Sl-1 （第117図）

局部磨製石斧 1 点のみの単独資料で、遺跡外での製作後に搬入して廃棄されている。 B2 ブロックに分布

している。刃部研磨痕を切って打製の刃部再生が行われているが、単独資料であることからこの作業は遺跡

外で行われたことが理解される。 B2 ブロックには敲石も分布しており、本石器を含めて大型で重量のある

石器が分布している特徴がある。

HMs-1 （第117図）

剥片 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 B4 ブロックに分布している。

HMs-2 （第117図）

剥片 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 B4 ブロックに分布している。

Ch-1 （第117図）

剥片 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 B2 ブロックに分布している。

CS-1 （第117図）

スクレイパー 1 点、敲石 1 点の計 2 点の資料で構成される。 2 点とも B2 ブロックに分布し、接合関係を

持っている。スクレイパーは敲石の敲打の際に弾け飛んだ剥片を素材としていると考えられるが、接合距離

は lm程である。

このように、 B 区では22種類の母岩別資料が確認されたが、半数以上の13の母岩別資料が単独の資料であっ

た。これらの単独の母岩別資料は遺跡外から搬入されたものである。また、他の複数資料で構成される母岩

別資料も、 Ob-5 や GAn-8 を除けば、すべて10点未満の資料数しか持っていない。

例えば、 Ob-1 • 2 や GAn-7 のように複数資料で構成される母岩別資料も、遺跡内で石器製作作業が展

開された痕跡をもつものは少なく、遺跡外で剥片生産・器種製作を含めた石器製作作業を展開した後に搬入

されたものと考えられる。つまり、遺跡内で石器製作作業が展開された母岩別資料は Ob- 5 • 6 と GAn-8
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の 3 種類の母岩別資料に限定されるのである。このうち、 Ob-6 は 1 点剥片生産が行われているのみで、ま

た GAn-8 も比較的小規模な剥片生産作業である。白倉下原遺跡B 区において、石器製作作業に充当された

母岩は Ob-5 に偏っていることが理解される。しかも、 Ob-5 の分布状況をみると、特定のブロックに偏在

することなく、全ブロックに亘っていることが看取された。このことは石材の消費パターンを考えていくう

えで、非常に示唆的である。

また、 B 区では黒曜石が 8 母岩別資料、黒色安山岩が 8 母岩別資料と母岩数的には同数である。数量的に

は前者が86点、後者が27点と黒曜石が主体を占めており、 B 区では黒曜石を中心に石器製作作業が行われた

ことを示している。しかし、これは視点を変えると、移動前遺跡では母岩数の比率は同様であるが、石器製

作作業には B 区とは対照的に黒色安山岩が主体を占めていたことを想起させる。
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7
 

その他の旧石器時代の石器
B区では、縄文時代以降の遺構覆土や表土から、次に述べる旧石器時代に帰属する可能性の大きい石器が

出土している。

槍先形尖頭器（第118図 1)

黒曜石製で、槍先形尖頭器の未製品である。偏平で棒状の原石を素材とし、直接平坦な調整加工を施して

器種製作を行っている。調整加工は素材上半部のみに限定され、途中完成に至らずに廃棄されている。先端

部には自然面が面的に残っている。素材となる原石は角礫で、いわゆるズリである。縄文時代以降の遺構覆

土からの出土で、周辺部のローム層中に当該石器が帰属する文化層があると考えて調査したが、関連する石

器類は全く出土しなかった。

剥 片（第118図 2 • 3) 

2 は黒色安山岩製の厚手の幅広縦長剥片である。 3 は黒色安山岩製の比較的薄手の幅広縦長剥片である。

2 点とも縄文時代以降の遺構覆土からの出土で、縄文時代に帰属する石器に比較して著しく風化の進行した

ものをここに取り上げてみた。

こ〉

2
 

こ

ーニニ＞
3
 

ロ ゜ 5cm 

第118図 B 区表土出土石器

160 



第 3 節 白倉下原遺跡c 区

第 3 節 白倉下原遺跡c 区

1 概要

白倉下原遺跡c 区は遺跡西端部に立地する。西側は白倉川によって開析された低地部が広がっており、 C

区はこれに向かって緩やかに傾斜する台地である。

C 区からは 3 点の石器が出土した。出土地点は B 区の出土地点よりも小支谷を挟んで西に130mの程の部分

で、谷頭部から50m程西側の地点である。出土層位は暗褐色粘土層の上部で、 AT 付近である。

2 石器

C区からは 3 点の石器が出土した。いずれも黒曜石製であるが、母岩別資料はそれぞれ異なる。

台形様石器（第120図 1)

1 黒曜石製で、縦長剥片を素材とし調整加工は左側縁と背面に施されている。前者では、基部でブランティ

ングで上半部で連続する微細な調整加工である。一方後者では、旧作業面である右側縁のナチュラルバック

を打面として平坦な調整加工が施されている。刃部には微細剥離痕が認められる。

剥片（第120図 2 • 3) 

2 黒曜石製で、厚手に横長剥片である。端部には微細剥離痕が連続して認められるが、特に主要剥離面側

の中央部では比較的大きめのものが連続する。

3 黒曜石製で、寸詰まりの縦長剥片である。端部には微細剥離痕が認められる。

3 その他の旧石器時代の石器
C区では表土及び縄文時代以降の遺構覆土等から、次に示すような旧石器時代に帰属すると考えられる 4

点の石器が出土した。

ナイフ形石器（第121図 4)

4 黒曜石製で、横長剥片を素材とする。ブランティングによる調整加工が端部を断ち切るように右側縁に

施されている。

槍先形尖頭器（第121図 5 • 6) 

5 チャート製で、横長剥片を素材とし背面と主要剥離面の周辺部に平坦な調整加工が施されている。

6 チャート製で、比較的厚手である。調整加工は粗く、ステップフレイキングを起こしている。

細石刃核（第121図7)

7 黒曜石製で、ブランクと考えられる。両面に平坦な調整加工を施している。打面はネガティブな平坦面

である。
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第 1 節天引向原遺跡A区

第 4 章天引向原遺跡の旧石器時代調査

天引向原遺跡は甘楽郡甘楽町大字天引字向原に所在する。東を三途川、西をこれに注ぐ小支谷によって画

された舌状台地部と小支谷によって形成された低地部とによって構成される遺跡で、旧石器時代以降、縄文、

弥生、古墳、奈良、平安、中近世の各時代に亘る生活跡が残された複合遺跡である。遺跡調査部分はパーキ

ングエリア本体部分に相当する。また、遺跡地は台地部や低地部で構成されるため、 A·B·C·D·E·

F の 6 調査区に分割して効率的に行った。このうち、 A·C 区が台地部で、 B•D•E•F区が低地部に相

当する。遺跡内には B 区と呼称した小支谷が入り込んで台地を東西に分断している。この小支谷を挟んで東

側の台地がA区、西側の台地がC 区である。

旧石器時代の文化層が検出されたのはA区と C 区の 2 調査区で、いずれも AT 下層の暗褐色粘土層から石

器群が出土した。 A区では、三途川と B 区の小支谷の挟まれた舌状台地先端部から、 268点の石器群が環状ブ

ロック群を構成して検出された。 C 区では、台地奥部から 10点の石器群がブロック 1 ヶ所とブロック外から

検出された。旧石器時代の調査面積は試掘調査面積を含めて合計2840面に達した（第123 • 124図）。

文化層はA·C 区とも AT 下層に限定され、それよりも上層のローム層では確認されず、下層については

礫層及び青灰色粘土層であることから、文化層の存在はないものと判断し、調査していない。また、 C 区の

x軸＝ 30以南、 Y軸＝ 40以東の部分については、古墳時代の粘土採掘坑が全面に亘って重複しながら掘り込

まれており、文化層があったとしてもすでに攪乱されているものと判断されるため、調査は行っていない。

旧石器時代以外の遺跡の概要についてみると、縄文時代では、勝坂式終末期の住居址が10数軒と土坑が数

基検出されている。弥生時代では、後期の住居址18軒が検出されている。古墳時代では、前期の住居址23軒

が調査され、このうちの 1 軒からは小型佑製珠紋鏡が出土しており特筆される。同様な事例は 3 km東方に位

置する神保下條遺跡でも確認されている。他に粘土採掘坑があり、梯子や曲物などの木製品が出土している。

平安時代では、寺院跡が検出され、瓦や墨書土器などがそこから出土している。中近世では、 As-A 軽石で

覆われた畠跡を調査している。

遺跡を概観すると、隣接する白倉下原遺跡とほぼ同様であるが、天引向原遺跡と白倉下原遺跡とでは、時

代や時期によって集落を占地する地点が変化しており、その展開と変遷過程を考えていく上で興味深い。

第 1 節天引向原遺跡A区

1 概要
天引向原遺跡A区は、遺跡東端に位置する。東を三途川、西を B 区とした小支谷によって挟まれた狭長な

舌状台地に立地している。三途／ II を挟んだ東側台地が天引狐崎遺跡で、 AT 下層から石器群が検出されてい

る。台地頂部からは、北東方向に三途川と天引川によって形成された広大な低地部を見渡すことができる。

A区ではこのような立地環境からみて、旧石器時代の文化層が存在することが濃厚と判断され、台地全面

に試掘坑を設定し、すべて AT 下層の Xlll層まで掘り下げて試掘調査を行った。この結果、台地先端部の (9

~16-15~21) グリッドにかけての AT 下層の暗褐色粘土層で石器群の分布が確認され、この部分を拡張し

て本調査を行った（第123図）。
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第124図 天引向原遺跡全体図

169 



第 4 章 天引向原遺跡の旧石器時代調査

22 21 20 19 18 17 16 15 

·•.· 

. . 、

.. 

.、·
ヽ．

..... .,..., . _,.. • . 
• ;.t..、~.J.

-..19’ ... 
• y 

. , 

.ー 

｀・

... :. 

, 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

•石器
。礫

16 

゜ 10m 
17 

第125図 A区石器分布全体図

石器群の分布はこの範囲内に収束しており、より先端部に近い北側部分や小支谷谷頭部付近の南側部分で

は石器は全く検出されなかった（第124図）。また、文化層も AT 下層に限定されており、これよりも上層の

ローム層では確認されなかった。

出土した石器群は総数268点で、他に礫が 1 点出土している。ブロックは13 ヶ所確認され、これらは環状ブ

ロック群として評価でき、 AT 下層の一時期に展開された旧石器時代の集落跡を確認することができた。
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第 1 節天引向原遺跡A区

第 6 表 A区ブロック別器種別石器組成表

ナイフ 台形様 スクレ 楔形石器 R剥片 石核 剥片 砕片 敲石 台石 計 礫 合計形石器 石器 イパー

Al プロック 1 47 44 1 1 94 94 
A2 ブロック 1 2 , 2 14 14 
A3 プロック 17 2 1 20 20 
A4 ブロック 1 1 3 10 3 18 18 
A 5 プロック 1 4 6 1 12 1 13 
A6 プロック 1 18 4 1 24 24 
A7 プロック 4 8 2 1 15 15 
A 8 ブロック 1 14 1 16 16 
A9 プロック 2 1 1 6 1 11 11 
AlOプロック 5 1 6 6 
Allプロック 2 1 13 3 19 19 
Al2ブロック 1 1 5 1 1 , , 
Al3プロック 1 2 1 1 5 5 
A5 プロック周辺 1 1 1 
A6 プロック周辺 2 2 2 
A7 プロック周辺 2 2 2 

合 計 3 3 4 1 1 20 163 66 3 4 268 1 269 

第 7 表 A区ブロック別母岩別石器組成表

GAn-1 GAn-2 GAn-3 GAn-4 GAn-5 GAn-6 GAn-7 GAn-8 GAn-9 GAn-10 An-1 An-2 An-3 An-4 An-5 Ob-1 Ob-2 Ob-3 Ch-1 Ch-2 Ch-3 Ch-4 計

Al プロック 87 1 1 1 1 91 
A 2 プロック 1 1 6 8 
A3 プロック 1 11 4 2 18 
A4 プロック 1 2 2 7 1 1 1 15 
A 5 プロック 2 2 3 1 1 1 10 
A6 ブロック 3 5 10 18 
A7 プロック 2 2 1 5 
A 8 プロック 8 5 13 
A9 プロック 1 1 5 1 8 
AlOプロック 1 2 3 
Allブロック 4 , 13 
Al2プロック 1 6 1 1 , 
Al3プロック 3 3 
A5 プロック周辺 1 1 
A6 プロック周辺 1 1 
A7 プロック周辺 1 1 2 

合 計 10 7 4 14 2 1 2 6 130 25 4 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 218 

HSh-1 HSh-2 HSh-3 BSh-1 BSh-2 BSh-3 BSh-4 BSh-5 BSh-6 BSh-7 BSh-8 BSh-9 BSh-10 HMs-1 HMs-2 HMs-3 HMs-4 HMs-5 GS-1 小計 台石 礫 合計

Al プロック 1 1 93 1 94 
A 2 プロック 1 1 2 1 1 14 14 
A3 プロック 1 19 1 20 
A4 プロック 1 2 18 18 
A5 プロック 1 1 12 1 13 
A6 プロック 2 1 2 23 1 24 
A7 ブロック 1 2 3 3 1 15 15 
A8 プロック 1 1 1 16 16 
A9 プロック 1 1 1 11 11 
AlOプロック 3 6 6 
Allプロック 1 4 1 19 19 
A12プロック , , 
Al3プロック 1 4 1 5 
A5 プロック周辺 1 1 
A6 プロック周辺 1 2 2 
A7 プロック周辺 2 2 

合 計 1 1 1 1 1 1 1 5 3 10 6 6 3 1 1 1 1 1 1 264 4 1 269 
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第 4 章 天引向原遺跡の旧石器時代調査

2 石器

A区から268点の石器が出土した。その内訳はナイフ形石器 3 点、台形様石器 3 点、スクレイパー 4 点、楔

形石器 1 点、二次加工のある剥片 l 点、石核20点、剃片163点、砕片66点、敲石 3 点、台石 4 点である。

ナイフ形石器（第126図 1~3)

1 黒色頁岩製で、幅広の縦長剥片を素材とする。調整加工は左側縁の一側縁のみに限定して弧状に施され

ているが、側縁を断ち切るようなブランティングではなく、比較的平坦である。右側縁は折断面と思われる

が、判然としない。 A9 ブロック出土。

2 黒色安山岩製で、厚みのある縦長剥片を素材とする。調整加工は左側縁の一側縁のみに限定して弧状に

施されている。右側縁は折断面である。また、裏面はネガティブ面と思われ、分割面の可能性もある。 A9

プロック出土。

3 珪質頁岩製で、厚みのある縦長剥片を素材とする。調整加工は右側縁と素材打面部に施されている。前

者ではナチュラルバックを利用し、それを補完するように部分的に施され、後者ではブランティングによっ

て素材打面を全て取り除いている。 A2 ブロック出土。

台形様石器（第127図 4~6)

4 黒色安山岩製で、厚みのある縦長剥片を横位に折断して素材としており、折断剥片（156図 6) が接合す

る。調整加工は厚みのあるブランティングで左側縁と端部に施されている。右側縁の折断面には調整加工は

加えられていない。 A9 ブロック出土。

5 黒色安山岩製で、幅広の寸詰まりの縦長剥片を素材とする。調整加工は右側縁に施されている。左側縁

は折断され、プロポーションを扇形に仕上げている。 A6 ブロック出土。

6 黒色安山岩製で、幅広の縦長剥片を素材とする。調整加工は右側縁の主要剥離面側に平坦に施されてい

る。 Al2ブロック出土。

スクレイパー（第127図 7 ～第129図10)

7 黒色頁岩製で、幅広の縦長剥片を素材とする。素材端部に連続する微細な調整加工によってスクレイパー

ェッジが作出されている。 A13ブロック出土。

8 黒色頁岩製で、大型で幅広の端部が尖頭形となる縦長剥片を素材とする。スクレイパーエッジは左側縁

の主要剥離面側にノッチ状に作出されている。なお、器体には摩滅している部分が認められるが、これが使

用によるものかあるいは風化なのかは判然としない。 A11ブロック出土。

9 黒色頁岩製で、厚みのある縦長剥片を素材とする。素材端部はステップフレイキングを起こし、その背

面側にスクレイパーエッジが作出されている。 Allブロック出土。

10 チャート製で、厚みのある縦長剥片を素材とする。スクレイパーエッジは右側縁の背面側に連続して作

出されている。左側縁の一部には二次加工が施されている。 A5 ブロック出土。

二次加工のある剥片（第129図11)

11 黒色安山岩製で、縦長剥片を素材としているが、下半部は折断されている。二次加工は左右両側縁に施

されている。 A4 ブロック出土。

172 



第 1 節天引向原遺跡A区

楔形石器（第129図12)

12 黒色安山岩製で、厚みのある縦長剥片を素材としている。両極剥離痕は上下両端部と左右両側縁部に顕

著に認められるが、特に前者で著しく、縁辺が潰れている部分もある。 A4 ブロック出土。

石核（第129図13～第135図32)

13 黒色安山岩製で、 GAn-9 個体G としたが、接合関係は確認されなかった。幅広の縦長剥片を素材とし

て剥片生産が主要剥離面側の端部で行われているが、横長剥片を一枚剥離したのみで剥片生産を終了してい

る。 Al3ブロック出土。

14 黒色安山岩製で、 GAn-9 個体 F としたが、接合関係は確認されなかった。厚手の縦長剥片を素材とし

て左右両側縁で剥片生産が行われているが、そこから剥離された剥片は寸詰まりの縦長剥片である。 A8 ブ

ロック出土。

15 黒色安山岩製で、 GAn-10に帰属し接合関係を持っている。 Allブロック出土。

16 黒色安山岩製で、 GAn-9 個体H に帰属し接合関係を持っている。 Al2ブロック出土。

17 黒色安山岩製で、 GAn-4 に帰属するが、接合関係は確認されなかった。打面と作業面を180度入れ換え

て剥片生産を行っている。 A9 ブロック出土。

18 黒色安山岩製で、 GAn-9 個体D としたが、接合関係は確認されなかった。横長剥片を素材として、打

面と作業面を180度入れ換えながら剥片生産を行っている。 Al3ブロック出土。

19 黒色安山岩製で、 GAn-5 に帰属し接合関係を持っている。 A7 ブロック出土。

20 黒色安山岩製で、 GAn-2 に帰属し接合関係を持っている。大型の横長剥片を素材とする。 A5 ブロッ

ク出土。

21 黒色安山岩製で、 GAn-10に帰属し接合関係を持っている。横長剥片を素材とし、打面と作業面を180度

入れ換えながら、剥片生産を行っている。 A2 ブロック出土。

22 黒色安山岩製で、 GAn-9 個体C に帰属し、縦長剥片が 1 点右側面に接合する。 A5 ブロック出土。

23 チャート製で、 Ch-3 に帰属する。単独母岩で接合関係はない。厚手の横長剥片を素材としている。 A

7 プロック出土。

24 チャート製で、 Ch-1 に帰属するが、単独母岩で接合関係はない。小振りの円礫を素材とし、打面を頻

繁に転移しながら剥片生産を行っている。 Al ブロック出土。

25 黒色安山岩製で、 GAn-7 に帰属する。単独母岩で接合関係はない。節理に沿って分割された盤状の剥

片を素材とする。 A5 プロック出土。

26 黒色頁岩製で、 BSh-9 に帰属し接合関係を持っている。 A4 ブロック出土。

27 黒色頁岩製で、 BSh-8 に帰属し接合関係を持っている。 A7 ブロック出土。

28 黒色頁岩製で、 BSh-10に帰属し接合関係を持っている。拳大の円礫を素材とし、打面と作業面を繰り返

しながら剥片生産を行っている。 A7 ブロック出土。

29 チャート製で、 Ch-4 に帰属するが接合関係は確認されかった。亜角礫を素材とし、平坦な自然面を打

面に設定してチョッパー状に剥片生産を行っている。 A5 ブロック出土。

30 安山岩製で、 An-2 に帰属し剥片が 2 枚接合する。拳大よりも一回り大きい球状の礫を素材とし、打面

と作業面を180度入れ換えながらチョッピングトゥール状に剥片生産を行っている。 A4 ブロック出土。

31 安山岩製で、 An-4 に帰属する。単独母岩で接合関係ない。偏平な円礫を素材とし、平坦な自然面を打
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面に設定して分割するように剥片生産を行っている。 A4 ブロック出土。

32 黒色安山岩製で、 GAn-9 個体E に帰属するが接合関係はない。横長剥片を素材とし、主要剥離面側で

剥片生産を行っている。 A 2 ブロック出土。

剥片（第135図33～第145図108)

33は硬質泥岩製の幅広の縦長剥片で、 Allブロック出土。 34は黒色頁岩製の横長剥片でA6 プロック出土。

44は硬質泥岩製の厚みのある縦長剥片で、 A8 ブロック出土。 48 • 50 は黒色頁岩製の縦長剥片で、 A 7 • A 

4 ブロック出土。 53 は黒色頁岩製の端部尖頭形の縦長剥片で、 A6 プロック出土。 56 は黒曜石製の横長剥片

で、端部に微細剥離痕が認められる。 A9 ブロック出土。 57は珪質頁岩製の横長剥片で、左側縁は折断され

ている。 A9 ブロック出土。 58 は珪質頁岩製の縦長剥片で、 A2 ブロック出土。 59 は黒色安山岩製の幅広の

横長剥片で、右半部は同時割れを起こしている。 Al ブロック出土。 61 は黒色安山岩製の幅広の縦長剥片で、

中央部で縦位に折断されている。 A6 ブロック出土。 62 は黒色安山岩製の縦長剥片で、 GAn-9 個体A とし

た。 6 点の資料に折断されていて、すべてAl ブロックから出土している。 63は黒色安山岩製の横長剥片で

ある。 66は黒色安山岩製の幅広の縦長剥片で、 GAn-9 個体B とした。 3 点の資料に折断されていて、すべ

て A6 プロックから出土している。 68 • 69 • 71 は黒色安山岩製の寸詰まりの縦長剥片で、それぞれAlO • A 

4 • A 4 ブロック出土。 70 は黒色安山岩製の縦長剥片で、 A2 ブロック出土。 76は黒色安山岩製の縦長剥片

で、中央部で横位に折断している。 Al ブロック出土。 77 は黒色安山岩製の横長剥片で、 A5 プロック出土。

78は黒色安山岩製の縦長剥片で、 A5 プロック出土。 80 は黒色安山岩の横長剥片で、左右両側縁は折断され

ている。 A4 ブロック出土。 81 は黒色安山岩製の縦長剥片で、 AlOブロック出土。 82 は黒色安山岩製の横長

剥片で、右半部は折断されている。 A12ブロック出土。 91 は黒色安山岩製の縦長剥片でAlOブロック出土。

93 • 94 は黒色安山岩製の横長剥片で、 A12 • A 3 プロック出土。 98は黒色安山岩製の横長剥片で、右半部は

折断されている。 A8 ブロック出土。 99~107 は黒色安山岩製の小型の縦長剥片類である。 108 は安山岩製の

縦長剥片で、背面は自然面で構成される。 A3 ブロック出土。

敲石（第145図109~111)

109 硬質泥岩製で、棒状の礫を素材とするが上半部は欠損している。左右両側縁の端部に敲打痕が顕著に認

められる。 Al プロック出土。

110 安山岩製で、偏平な円礫を素材とする。上端を除いた周縁部に敲打痕が認められる。 Al2ブロック出土。

111 緑色片岩製で、偏平な楕円礫を素材とする。上下両端部に敲打痕が認められる。 A7 ブロック出土。

台石（第146図112～第147図115)

112 安山岩製で、大型の偏平な礫を用いている。 Al ブロック出土。

113 安山岩製で、大型の偏平な礫を用いている。表面に一部擦痕が認められる。 A6 プロック出土。

114 安山岩製で、大型で偏平な長楕円礫を用いている。 A3 ブロック出土。

115 安山岩製で、大型で偏平な長楕円礫を用いている。 Al3ブロック出土。
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第126図 A区出土石器（ナイフ形石器）
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第127図 A区出土石器（台形様石器、スクレイパー）
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第128図 A区出土石器（スクレイパー）
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第129図 A区出土石器（スクレイパー、 R剥片、楔形石器、石核）
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第130図 A区出土石器（石核）
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第131図 A 区出土石器（石核）
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第132図 A区出土石器（石核）
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第 1 節天引向原遺跡A区

3 接合資料と剥片生産工程

A区からは268点の石器群が出土し、このうち 116点の石器に接合関係が確認された。接合率は約43％であ

る。次に母岩別資料順の接合資料毎に剥片生産について観察していく。

BSh-7 （第148図 1 • 2) 

スクレイパー 1 点、剥片 3 点の計 4 点の接合資料で、 1 の厚手の縦長剥片（スクレイパー素材）を剥離し

た後、 2 の厚手の横長剥片が剥離されている。

BSh-8 （第149図 1 • 2) 

石核 1 点と剥片 1 点の接合資料である。剥片生産は次のように行われる。正面を作業面、上面を打面に設

定して 1 の幅広縦長剥片を剥離 • 石核の廃棄。剥片生産は基本的に上面を打面とし、作業面は周縁を廻

るように行われている。また、 1 の剥離後も何枚か剥片生産が行われているが、これらについては接合関係

は確認できなかった。

BSh-9 （第150図 1 • 2) 

石核 1 点、剥片 1 点の接合資料である。剥片生産は次のように行われる。正面を打面、上面を作業面とし

て 1 の横長剥片の剥離 • 石核の廃棄。剥離痕から剥片生産は打面と作業面を頻繁に転移しながら行われ

ていることが看取される。 1 の剥離によって形成された剥離面を打面として 2 枚寸詰まりの縦長剥片が剥離

されているが、これらの接合資料は確認できなかった。

BSh-10 （第151図 1~3)

石核 1 点、剥片の 2 点の計 3 点の接合資料である。拳大の球状の礫を素材とし剥片生産は次のように行わ

れる。上面を打面、正面を作業面に設定して 1 の幅広縦長剥片の剥離 • 打点を移動して 2 の剥離 • 石

核の廃棄。作業面は左側面から正面へ転移している。また、裏面では作業面調整を行っている。

GAn-1 （第152図 l~3)

剥片 3 点の接合資料である。 1 • 2 の縦長剥片を剥離し、 3 の不定形の剥片を剥離している。

GAn-2 （第152図 4 ～第153図 2)

GAn-2 には（ 1) と（ 2) の 2 例の接合資料が確認されたが、相互の接合関係は確認することはできな

かった。

GAn-2 (1) （第152図 4 • 5) 

石核 1 点と剥片 1 点の接合資料である。大型の縦長剥片を横位に折断し、その後 4 と 5 を縦位に折断して

いる。 5 は石核として用いられ、裏面で横長剥片が剥離されている。

GAn-2 (2) （第153図 1 • 2) 

剥片 2 点の接合である。 1 は小型の縦長剥片、 2 は幅広縦長剥片である。
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第 4 章 天引向原遺跡の旧石器時代調査

GAn-4 （第153図 3~9)

剥片 5 点、砕片 2 点の計 7 点の接合資料から構成される。接合図正面には分割面が残っている。剥片生産

は次のように行われる。自然面を打面に設定して 3 の剥離 • 打点を移動して 4 の剥離 • 打点を移動

して 5 の剥離 • 打点を移動して 6 の剥離 • 7 の剥離 (6 、 7 については同時割れの可能性もある）

• 打点を移動して 8 の剥離 • 打点を移動して 9 の剥離。このように GAn-4 の剥片生産は打面と作業

面を固定して打点を移動させながら行っていることが理解される。

GAn-5 （第155図 1 • 2) 

石核 1 点、砕片 1 点の接合資料である。 1 の小型の縦長剥片が剥離されているが、石核の剥離痕を見ると

比較的小型の剥片が剥離されていることが看取される。

GAn-8 （第154図 1~5)

剥片 5 点の接合資料から構成される。接合資料に残る自然面から球状の礫を素材としていることが看取さ

れる。右側面を打面、正面を作業面に設定して 1 の剥離 • 打面を90度転移して 2 の剥離 • 打点を移

動して 3 の剥離 • 打点を移動して 4 の厚みのある横長剥片の剥離 • 4 の剥離によって形成された剥

離面に打面を90度転移して 5 の剥離（中央部で縦位に同時割れ）。

GAn-9 （第155図 3 ～第159図）

GAn-9 には、第155図～第159図に図示した(1 )~(8) までの 8 例の接合資料、先に第 1 節 2 石器の項

目で説明した個体A （第140図62) と個体B （第140図66) の 2 例の接合資料、剥片と剥片（第140図65•第142

図76) の 2 例の接合資料の計12例の接合資料がある。各接合資料間で相互に接合関係を確認することはでき

なかった。ここでは(1 )~(8) の接合資料の剥片生産について観察していく。

GAn-9 (1) 個体H （第155図 3~6)

台形様石器 1 点、石核 1 点、剥片 2 点、砕片 1 点の計 5 点（接合後 4 点）の接合資料から構成される。剥

片生産は次のように行われる。 3 の剥離 • 4 の剥離（台形様石器素材） • 5 の剥離。作業面と打面

を固定して連続して剥片生産を行っている。 5 は剥離後石核の素材となり、主要剥離面側で 6 の小型の横長

剥片を 1 枚剥離している。

GAn-9 (2) （第156図 l~4)

剥片 6 点、砕片 1 点の計 7 点（接合後 4 点）の接合資料で構成される。剥片生産は次のように行われてい

る。正面を打面、上面を作業面に設定して 1 の剥離 • 打点を移動して 2 の剥離 • 打面を上面、作業

面を正面に設定して 3 の剥離 • 打面を90度転移して 4 の剥離（上半部は縦位に同時割れ後中央部で横位

に折断されている）。

GAn-9 (3) （第156図 5 • 6) 

台形様石器 1 点、剥片 1 点の接合資料である。厚みのある縦長剥片を横位に折断しその左半部を台形様石

器の素材としている。

GAn-9 (4) （第157図 1~8)

剥片 9 点、砕片 3 点の計12点の接合資料である。正面には平坦で大きな剥離面が残っており、分割面と考

えられる。上面から右側面にかけての自然面を打面を設定し、 1 から 8 までを連続的に剥離している。
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GAn-9 (5) （第158図 l~5)

剥片 5 点の接合資料である。打面を正面に設定して 1 の剥離 • 打面を90度自然面に転移して 2 の剥離

• 3 の剥離 • 打面を90度転移して 4 の剥離 • 打面を90度転移して 5 の剥離。

GAn-9 (6) （第158図 6 • 7) 

剥片 2 点の接合資料である。 6 を剥離した後、打面を90度上面に転移して 7 を剥離している。

GAn-9 (7) （第159図 1~5)

剥片 2 点、砕片 3 点の計 5 点の接合資料である。正面を打面、上面を打面に設定して、 1 → 2 → 3 → 4 の

小型剥片を連続して剥離し、その後打面と作業面を90度転移して 5 を剥離している。

GAn-9 (8) （第159図 6 • 7) 

石核 1 点と剥片 1 点の接合資料である。上面を打面、右側面を作業面に設定して 6 の縦長剥片が剥離され

ている。石核の剥離面構成から打面と作業面を頻繁に転移させて剥片生産を行っていることが看取される。

GAn-10 （第160図 1 ～第161図 3)

GAn-10には (1)~(3) の 3 例の接合資料が確認されたが、各接合資料間で互いに接合関係を確認する

ことはできなかった。次に各接合資料の剥片生産について観察していく。

GAn-10 (1) （第160図 1 • 2) 

剥片 2 点の接合資料である。上面に打面を設定し、 1 と 2 を連続して剥離している。

GAn-10 (2) （第160図 3~9)

石核 1 点、剥片 6 点（接合後 5 点）、砕片 1 点の計 8 点の接合資料である。裏面は 1 枚のポジティブ面であ

ることから、分割個体を素材としていることが看取される。剥片生産は次にように行われる。上面に作業面

を設定し、自然面を取り除くように 3 → 4 → 5 と小型剥片の剥離 • 打面を正面、作業面を裏面に転移し

て 6 の剥離（同時割れ） • 再び作業面を上面に転移して 7 → 8 の小型剥片の剥離 • 石核の廃棄。こ

のように GAn-10 (1) では小型剥片を主体的に連続して生産していることが理解される。

GAn-10 (3) （第161図 1~3)

石核 1 点と剥片 2 点の計 3 点の接合資料である。裏面には分割面が認められ、また石核にはポジティブ面

が残ることから分割された大型剥片を素材としていることが理解される。剥片生産は次のように行われてい

る。素材背面を作業面に設定して 1 の剥離 • 打点を移動して 2 の剥離 • 石核の廃棄。 2 の剥離後も

何枚か剥片生産が行われているが、接合する資料は確認できなかった。

An-1 （第161図 4~6)

剥片 3 点の接合資料である。剥片生産は次のように行われる。 4 の剥離 • 打面を90度転移して 5 の剥

離 • 打点を移動して 6 の剥離。

An-2 （第162図）

石核 1 点と剥片 2 点の計 3 点の接合資料である。球状の礫を素材とし、剥片生産は次のように行われる。

打面を正面、作業面を裏面に設定して 1 の剥離 • 打面、作業面をそれぞれ180度入れ換えて〇 • 打点

を移動して 2 の剥離 • 石核の廃棄。このように An-2 では剥片生産は打面と作業面を180度入れ換えな

がらチョッピングトゥール状に行われていることが理解される。
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第 1 節天引向原遺跡A区

4 ブロック
A区では北側に延びる狭長な舌状台地の先端部から268点の石器群と 1 点の礫が出土している。それらは

13 ヶ所のブロックを形成して分布し、環状ブロック群として評価できる。ブロックの数量的規模はAl ブロッ

クが94点で最も多く、反対に最も少ないのはA13ブロックで 5 点である。 Al ブロック以外のブロックはす

べて30点未満の小規模なプロックで、平面的に若干の違いはあるものの、皆同じような規模である。

A 1 プロック（第164 • 165図）

調査区北寄りの (10 • 11-17 • 18) グリッドに位置している。長径7.lm、短径5.0mの東西に長い楕円形

を呈し、東側に分布の中心がある。また、この中央部に分布の希薄となる部分がある点は注意される。

総数94点の石器群から構成され、その内訳は石核 1 点、剥片47点、砕片44点、敲石 1 点、台石 1 点である。

石核と台石は中心から離れて西側に分布している。母岩別にみると、 GAn-9 • 10、 An-3 、 Ob-2 、 Ch

-1 、 BSh-9 、 HMs-5 の 7 種類の母岩別資料で構成される。数量的には GAn-9 が87点で圧倒的に主体

を占めている。

GAn-9 の接合資料はブロック内で収束しているものが多いものの、 GAn- 9 (4) の接合資料はA6 ブ

ロックと Allブロックとの間で接合関係を持っている。また、 GAn-9 は剥片、砕片類がほとんどであるが、

本ブロックからは石核は全く検出されなかった。プロックから唯一出土している石核はチャート製(Ch-1)

である。この石核は単独の母岩別資料であることから、剥片生産を行わずに廃棄されたと考えられる。

A2 プロック（第168 • 170図）

調査区最北端部の (9 -16 • 17) グリッドに位置し、南側にはAl ブロック、南東にはA3 ブロック、南

西にはAl2ブロックがやや距離をおいて隣接している。長径5.9m、短径3.9mの東西に長い楕円形を呈して

いる。分布は散漫で、微視的にみると中央部に空閑部を持っており、東群と西群に分離可能だが、ここでは

一つのブロックとして扱った。

総数14点の石器群から構成され、その内訳はナイフ形石器 l 点、石核 2 点、剥片 9 点、砕片 2 点である。

母岩別にみると、 GAn- 2 • 9 • 10、 HSh- 2 • 3 、 BSh-5 • 7 、 HMs-2 の 8 種類の母岩別資料で構成

される。数量的には GAn-10が 6 点と最も多い他は、すべて 2 点以下である。

接合関係は GAn-2 と GAn-10に確認され、前者はA5 ブロック間の遠距離間で認められ、後者はブロッ

ク内で収束している。

A3 プロック（第166 • 167図）

調査区東寄りの (10 • 11-15 • 16) グリッドに位置している。西側にはAl ブロック、北西側にはA2 ブ

ロック、南側にはA4 ブロックが隣接している。長径6.9m、短径6.5mの不整円形を呈している。

総数20点の石器群から構成され、その内訳は剥片17点、砕片 2 点、台石 1 点である。母岩別にみると、 GAn

-2 • 4 、 An-1 • 2 、 HMs-4 の 5 種類の母岩別資料で構成される。分布状況は散漫で、 An-1 と HMs

-4 は北側にやや離れて分布している。数量的には GAn-4 が11点で最も多いほかは、すべて 4 点以下の資

料である。

接合関係は GAn-2 がA7 ブロック周辺と遠距離間で、 GAn-4 がブロック内で収束して、 An-2 はA4

ブロックと隣接して接合関係を持っている。
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A4 プロック（第172 • 173図）

調査区東寄りの (11 • 12-15 • 16) グリッドに位置し、北側にはA3 ブロック、南側にはA5 ブロック、

西側にはA13ブロックが隣接している。長径6.5m、短径5.7mの不整円形を呈している。

総数18点の石器群から構成され、その内訳は楔形石器 l 点、二次加工のある剥片 1 点、石核 3 点、剥片10

点、砕片 3 点である。母岩別にみると、 GAn- 1 • 4 • 9 • 10 、 An- 2 • 4 、 Ob-3 、 BSh- 7 • 9 の 9 種

類の母岩別資料で構成される。数量的には GAn-10が 7 点で最も多い他はすべて 2 点以下である。

接合関係は An-2 の石核がA3 ブロックに分布する剥片 2 点と接合し、ブロック北寄りから出土した

BSh-9 の石核がA5 ブロックと接合する。 GAn-10はブロック内で収束して接合する。

A5 プロック（第169 • 171図）

調査区東寄りの (12 • 13-16 • 17) グリッドに位置し、北側にはA4 ブロックと A13ブロック、南西側に

はA6 ブロックが隣接している。長径7.2m、短径3.lmの東西に長い長楕円形を呈している。微視的にみる

と中央部に空白部分を持って、東群と西群の 2 群にすることもできるが、ここでは一つのブロックとして捉

えることとした。

総数12点の石器群と 1 点の礫で構成され、その内訳はスクレイパー 1 点、石核 4 点、剥片 6 点、砕片 1 点

である。石核はA7 ブロックに並んで多いが、剥片・砕片は併せて 7 点であり、剥片生産を集中的に行った

痕跡は認められない。母岩別にみると、 GAn-2 • 7 • 9 • 10、 Ch- 2 • 4 、 BSh- 7 • 9 の 8 種類の母岩

別資料で構成される。数量的には GAn- 2 • 7 • 9 がそれぞれ 2 点・ 2 点• 3 点で構成される他はすべて単

独の資料である。

接合関係は GAn-9 がブロック内で認められ、 GAn-2 がA2 ブロック、 BSh-9 がA4 ブロックと比較

的遠距離間で認められる。

A6 プロック（第174 • 175図）

調査区南東寄りの (13 • 14-17 • 18) グリッドに位置し、北東側にはA5 ブロックが隣接し、対向する北

側にはAl ブロックが位置している。長径8.2m、短径5.0mの東西に長い楕円形を呈している。

総数24点の石器群で構成され、その内訳は台形様石器 l 点、剥片18点、砕片 4 点、台石 1 点である。母岩

別にみると、 GAn- 3 • 8 • 9 、 BSh- 5 • 7 • 8 の 6 種類の母岩別資料で構成される。数量的には GAn-9

が10点で最も多いほかはすべて 5 点以下の資料で構成されている。

接合関係は、 GAn-9 では 2 例あり一方はブロック内で、もう一方は北側に対向して位置する Al ブロッ

クと北西側に位置する Allブロックとのブロック間で認められる。 GAn-8 では本ブロック西側周辺部に離

れて分布する石器との間で認められる。特に、 GAn-9 では対向して位置する Al ブロックとの間で接合関

係が確認された点は注意される。

A7 プロック（第176 • 178図）

調査区南寄りの (15·16-21) グリッドに他のブロックとはやや離れて位置している。長径4.2m、短径2.2

mの南北に長い楕円形を呈している。

総数15点の石器群で構成され、その内訳は石核 4 点、剥片 8 点、砕片 2 点、敲石 1 点である。母岩別にみ

ると、 GAn- 2 • 5 、 Ch-3 、 BSh- 1 • 7 • 8 • 10 、 GS-1 の 8 種類の母岩別資料で構成される。数量的
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には BSh-8 • 10が共に 3 点で、他は 2 点以下の資料である。

接合関係は GAn-5 と BSh-8 • 10の 3 例で認められるが、すべてブロック内で収束している。

A8 プロック（第177 • 179図）

調査区西寄りの (13 • 14-20 • 21) グリッドに位置し、北東側にはA9 ブロック、やや離れた北側にはA

10ブロックが隣接している。長径6.0m、短径4.2mの東西に長い楕円形を呈している。

総数16点の石器群で構成され、その内訳は石核 l 点、剥片14点、砕片 1 点である。母岩別にみると、 GAn

-1 • 9 、 HMs-3 、 BSh- 8 • 9 の 5 種類の母岩別資料で構成される。数量的には GAn-1 が 8 点、 GAn

-9 が 5 点である他はすべて単独の資料である。

接合関係は GAn-1 で 2 例、 GAn-9 で 1 例の計 3 例あり、 GAn-1 ではブロック内で収束し、 GAn-9

ではA7 ブロック周辺の(15-20) グリッドに分布する石器と遠距離間で認めれられる。

A9 プロック（第180 • 181 図）

調査区西寄りの (12 • 13-19 • 20) グリッドに位置し、北側にはAlO と A11ブロック、南東側にはA6 ブ

ロック、南西側にはA8 ブロックが取り囲むように隣接している。長径6.4m、短径3.lmの南北に長い楕円

形を呈している。

総数11点の石器群から構成され、その内訳はナイフ形石器 2 点、台形様石器 l 点、石核 l 点、剥片 6 点、

砕片 l 点である。母岩別には GAn-4 • 6 • 9 、 Ob-1 、 HSh-1 、 BSh- 3 • 5 の 7 種類の母岩別資料で

構成される。数量的には GAn-9 が 5 点で最も多く、他はすべて単独の資料である。

接合関係は GAn-9 に台形様石器と折断した剥片との 1 例があり、それらはブロック内で収束している。

A 10プロック（第182 • 183図）

調査区西寄りの (11 ・ 12-20 • 21) グリッドに位置し、東側にはA9 ブロック、南東側にはA11ブロック、

南側にはA8 ブロックが隣接する。長径4.8m、短径3.9mの不整円形を呈し、石器群は中央部に空白部分を

持って散漫に分布している。

総数 6 点の石器群で構成され、その内訳は剥片 5 点、砕片 l 点である。母岩別にみると、 GAn-3 • 9 、

BSh-6 の 3 種類の母岩別資料で構成される。数量的には BSh-6 が 3 点、 GAn-3 が 1 点、 GAn-9 が 2

点である。接合関係は認められない。

A 11プロック（第184 • 186図）

調査区中央寄りの (11 • 12-18 • 19) グリッドに位置し、北側にはA12ブロック、北東側にはAl ブロッ

ク、南側にはA9 ブロックが隣接している。長径5.0m、短径3.2mの南北に長い楕円形を呈している。

総数19点の石器群で構成され、その内訳はスクレイパー 2 点、石核 1 点、剥片13点、砕片 3 点である。母

岩別にみると GAn-9 •10 、 HMs-1 、 BSh- 2 • 7 の 5 種類の母岩別資料で構成される。分布状況をみる

と、 GAn-10 は北側に偏在し、 BSh-7 が南側に偏在している。数量的には GAn-9 が 4 点、 GAn-10が 9

点、 BSh-7 が 4 点で、他はすべて単独の資料である。

接合関係は GAn-9 で 1 例、 GAn-10で 1 例、 BSh-7 で 1 例の計 3 例あり、 GAn-9 ではAl ブロック

と A6 ブロックとのブロック間で認められる。 GAn-10 と BSh-7 ではそれぞれ北側と南側に偏在したなか
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第 4 章 天引向原遺跡の旧石器時代調査

で収束している。

A 12プロック（第188 • 189図）

調査区北寄りの (9 ・ 10-18 • 19) グリッドに位置し、東側にはAl ブロックと A2 ブロックが隣接してい

る。長径7.3m、短径3.5mの南北に長い楕円形を呈している。

総数 9 点の石器群で構成され、その内訳は台形様石器 1 点、石核 1 点、剥片 5 点、砕片 1 点、敲石 l 点で

ある。母岩別にみると、 GAn-1 • 9 •10、 An-5 の 4 種の母岩別資料で構成される。数量的には GAn-9

が 6 点で、他はすべて単独の資料である。

接合関係は GAn-9 の 1 例のみで、それはブロック内で収束している。

A 13プロック（第185 • 187図）

調査区中央寄りの (11 • 12-16 • 17) グリッドに位置している。北側にはAl ブロック、北東側にA3 ブ

ロック、東側にはA4 プロック、南側にはA5 ブロックが隣接している。長径3.7m、短径2.lmの東西に長

い楕円形を呈している。

総数 5 点の石器群で構成され、その内訳はスクレイパー 1 点、石核 2 点、砕片 1 点、台石が 1 点である。

母岩別にみると、 GAn-9 と BSh-4 の 2 種の母岩別資料で構成される。数量的には GAn-9 が 3 点、 BSh

-4 が 1 点である。接合関係は認められない。
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第 4 章 天引向原遺跡の旧石器時代調査
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第 4 章 天引向原遺跡の旧石器時代調査
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第 4 章 天引向原遺跡の旧石器時代調査
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第 4 章 天引向原遺跡の旧石器時代調査

5 器種別石器分布

ナイフ形石器（第190図）

黒色頁岩製 (BSh- 3) 、黒色安山岩製 (GAn-9) 、珪質頁岩製 (HSh-3) の 3 点が出土している。 HSh

-3 のナイフ形石器はA2 プロックの中央に分布している。 BSh-3 と GAn-9 のナイフ形石器は共にA9

プロック南半部に分布している。

A区から出土したナイフ形石器はいずれも厚手の縦長剥片を素材として、一側縁に限定して弧状に調整加

工を施したものである。特に、 A9 ブロックではこのようなナイフ形石器 2 点と厚手の剥片を素材とした台

形様石器とが共伴して検出されている。

台形様石器（第190図）

いずれも黒色安山岩製 (GAn- 8 • 9) のものが 3 点出土している。 A6 ブロック、 A9 ブロック、 A12

ブロックにそれぞれ分布している。 A9 ブロックでは、ナイフ形石器 2 点と共伴してブロック南半部の 2 X 

2m弱の範囲に分布している。 A12ブロックでは、同じブロックに分布する石核、剥片と接合する。

スクレイパー（第190図）

チャート製（Ch-2) が 1 点と黒色頁岩製(BSh- 2 • 4 • 7) が 3 点の計 4 点が出土している。 Ch-2

はA5 ブロックに分布している。黒色頁岩製のものは 2 点がAllブロックに分布し、 1 点はA13ブロックに

分布しており、前者ではブロック北端部と南端部に離れて分布している。

楔形石器（第190図）

黒色安山岩製 (GAn-10) の 1 点が出土し、 A4 ブロックに分布している。

二次加工のある剥片（第190図）

黒色安山岩製 (GAn-10) の 1 点が出土し、 A4 ブロックに分布している。

石核（第191医）

計20点が出土している。各ブロックでの分布状況は次のようである。 Al ブロックでは、チャート製 (Ch

-1) のものが 1 点分布しているが、ブロック西端部の (11-18) グリッドに他の石器群とは離れて分布し

ている。また、同じような位置には台石も分布している。 Al ブロックでは黒色安山岩製＝GAn-9 が主体

となって分布しているが、 GAn-9 に帰属する石核はこのブロックからは 1 点も出土していない。 A 2 ブ

ロックでは、黒色安山岩製のものがブロック東寄りに 2 点分布している。 1 点は GAn-10で同じブロック内

に分布する剥片が接合する。もう一点は GAn-9 で、これに接合関係を持つ剥片類は確認されなかった。 A

3 ブロックには分布していない。 A4 ブロックでは、安山岩製 2 点（An- 2 • 4) と黒色頁岩製 1 点(BSh

-9) の計 3 点が分布している。 An-2 にはA3 ブロックに分布する剥片が接合する。

BSh-9 にはA5 ブロック西端部に分布する剥片が接合する。 A5 プロックでは、黒色安山岩製 3 点 (GAn

-2•7•9) とチャート製 1 点 (Ch-4) の計 4 点が分布している。 GAn-2 • 7 と Ch-4 の 3 点はブロッ

ク東寄りに偏在している。 GAn-2 はA 2 ブロックに分布している剥片と比較的に遠距離間で接合する。

GAn-9 はブロック西端部に分布し、同じブロックに分布する剥片と接合する。 A6 ブロックには分布して
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第190図 器種別石器分布全体図（ナイフ形石器、台形様石器、スクレイパー、楔形石器、 R剥片）

いない。 A7 ブロックでは、黒色安山岩製 1 点 (GAn- 5) 、黒色頁岩製 2 点 (BSh- 8 • 10) 、チャート製

1 点 (Ch- 3) の計 4 点が分布している。 GAn-5 がプロック南端部に分布し、同じくブロック南端部に分

布する剥片と接合する。 BSh- 8 • 10 と Ch-3 の 3 点はブロック北寄りに偏在し、 BSh- 8 • 10に帰属する

母岩別資料は互いに lXlm程の範囲に重複して分布し、この石核と比較的狭い範囲内で接合する。 A8 プ

ロックでは、黒色安山岩製の 1 点 (GAn-9) が分布する。同じブロックに分布する GAn-9 の剥片類とは

接合関係は確認されなかった。 A9 ブロックでは、黒色安山岩製の 1 点 (GAn-4) が分布する。 AlOブロッ
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第191図 器種別石器分布全体図（石核）

クには分布していない。 Allプロックでは、黒色安山岩製の 1 点 (GAn-10) が分布する。同じブロックに

分布する剥片類と接合する。 Al2ブロックでは、黒色安山岩製の 1 点 (GAn-9) が分布する。同じブロッ

クに分布する台形様石器は剥片と接合する。 Al3ブロックでは、黒色安山岩製の 2 点 (GAn- 9) が分布す

るが、接合関係は確認されなかった。
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10m 

敲石（第192図）

硬質泥岩製 1 点 (HMs-5) 、安山岩製 1 点 (An-5) 、緑色片岩製 1 点 (GS-1) の計 3 点が、 Al ブ

ロック、 Al2ブロック北端部、 A7 ブロック中央部にそれぞれ分布している。

台石（第192図）

安山岩製の 4 点がA 1 • A 3 • A 6 • A 13ブロックに分布している。 Al ブロックでは石器の集中する部

分から外れたプロック西端部に分布している。
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第 4 章 天引向原遺跡の旧石器時代調査

6 母岩別資料の構成と分布・接合関係
天引向原遺跡A区からは268点の石器と 1 点の礫が出土したが、台石を除く石器は41種類の母岩別資料に分

類された。その内訳は黒色安山岩が10、安山岩が 5 、黒色頁岩が10、珪質頁岩が 3 、チャートが 4 、黒曜石

が 3 、硬質泥岩が 5 、緑色片岩が 1 である。白倉下原遺跡A·B 区や天引狐崎遺跡と比較して、黒色頁岩の

母岩数が多い。次に各母岩別資料毎に構成と分布、接合関係を観察していく。

GAn-1 （第194図）

剥片 9 点、砕片 1 点の計10点の資料で構成される。 A4 ブロックに 1 点、 A 8 ブロックに 8 点、 Al2ブロッ

クに 1 点が分布している。接合関係は 2 例あり、いずれも A 8 ブロック内で収束している。

GAn-2 （第194図）

石核 1 点、剥片 6 点の計 7 点の資料で構成される。 A 2 • A 3 ブロックに各 1 点、 A 5 • A 7 ブロックに

各 2 点、 A7 ブロック周辺に 1 点が分布している。接合関係はA 2 ブロックと A5 プロック間、 A3 ブロッ

クと A7 ブロック周辺間の 2 例あり、両者とも遠距離間で接合している。

GAn-3 （第195図）

剥片 4 点の資料から構成される。 A6 ブロックに 3 点、 AlOブロックに 1 点が分布している。接合関係は

1 例あり、 A6 ブロック内で収束している。

GAn-4 （第195図）

石核 1 点、剥片11点、砕片 2 点の計14点の資料から構成される。 A3 プロックに 11点、 A4 ブロックに 2 点、

A9 ブロックに 1 点が分布し、 A3 ブロックに分布の主体がある。接合関係は 1 例あり、 A3 プロック内で

収束している。

GAn-5 （第196図）

石核 1 点、砕片 l 点の計 2 点の資料で構成される。 2 点とも A7 ブロックに分布し、接合関係を持ってい

る。接合距離は lm程である。

GAn-6 （第196図）

剥片 1 点の単独資料である。 A9 プロックに分布している。

GAn-7 （第196図）

石核 1 点、剥片 1 点の計 2 点の資料で構成され、 2 点とも A5 ブロックに分布している。接合関係は確認

できなかった。

GAn-8 （第196図）

台形様石器 1 点、剥片 5 点の計 6 点の資料で構成される。いずれも A6 ブロックとその周辺部に分布し、

なかでもプロック西側に偏在する。接合関係は 1 例あり、ブロック周辺部と接合する。
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GAn-9 （第197図）

ナイフ形石器 1 点、台形様石器 2 点、石核 6 点、剥片71点、砕片50点の計130点の資料で構成される。 A区

で分類された母岩別資料のなかで最も数量の多い母岩別資料である。 Al ブロックに87点、 A2 ブロックに

1 点、 A4 ブロックに 2 点、 A5 ブロックに 3 点、 A6 ブロックに 10点、 A8 ブロックに 5 点、 A9 ブロッ

クに 5 点、 AlOブロックに 2 点、 Allブロックに 4 点、 Al2ブロックに 6 点、 Al3ブロックに 3 点、 A5 ブ

ロック周辺に 1 点、 A7 ブロック周辺に 1 点が分布している。 Al ブロックに全体の66％が分布している。

接合関係は12例が確認され、ブロック間に亘るものとして GAn-9 (4) があり、 Al ブロック、 A6 ブロッ

ク、 Allブロックとの間で接合している。また、 GAn- 9 (5) ではA8 ブロックと A7 ブロック周辺部と

の遠距離間で接合している。他の接合資料はブロック内で収束している。

GAn-10 （第198図）

楔形石器 1 点、二次加工のある剥片 1 点、石核 2 点、剥片15点、砕片 6 点の計25点の資料で構成される。

Al ブロックに 1 点、 A2 ブロックに 6 点、 A4 ブロックに 7 点、 A5 ブロックに 1 点、 Allブロックに 9

点、 Al2ブロックに 1 点が分布している。接合関係は 3 例確認されたが、すべてA2 ブロック、 A4 ブロッ

ク、 Allブロックで収束している。

An-1 （第199図）

剥片 4 点の資料で構成される。すべてA3 ブロックに分布し、特に東側に偏在する。接合関係は 1 例ある。

An-2 （第199図）

石核 1 点、剥片 2 点の計 3 点の資料で構成される。前者はA4 ブロック、後者はA3 ブロックに分布し、

両ブロック間で接合関係を持っている。

An-3 （第199図）

剥片 1 点のみの単独資料で、 Al ブロックに分布している。

An-4 （第199図）

石核 1 点のみの単独資料で、 A4 ブロックに分布している。

An-5 （第199図）

敲石 1 点のみの単独資料で、 Al2ブロックに分布している。

Ob-1 • 2 • 3 （第203図）

Ob-1 は剥片 1 点のみの単独資料で、 A9 ブロックに分布している。 Ob-2 は砕片 1 点のみの単独資料

で、 Al ブロックに分布している。 Ob-3 は砕片 1 点のみの単独資料で、 A4 ブロックに分布している。

BSh-1 （第200図）

剥片 1 点のみの単独資料で、 A7 ブロックに分布している。
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BSh-2 （第200図）

スクレイパー 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 Allブロックに分布している。

BSh-3 （第200図）

ナイフ形石器 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 A9 プロックに分布している。

BSh-4 （第200図）

スクレイパー 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 A13ブロックに分布している。

BSh-5 （第200図）

剥片 4 点、砕片 l 点の計 5 点の資料で構成される。 A 2 ブロックに 2 点、 A6 ブロックに 2 点、 Allブロッ

クに 1 点が分布する。接合関係は 2 例あり、それぞれA 2 ブロック内、 A6 ブロック内で収束している。

BSh-6 （第201図）

剥片 2 点、砕片 1 点の計 3 点の資料で構成される。すべてAlOプロックに分布する。接合関係はない。

BSh-7 （第201図）

スクレイパー 1 点、剃片 8 点、砕片 l 点の計10点の資料で構成される。 A2 プロックに 1 点、 A4 ブロッ

クに 1 点、 A5 ブロックに 1 点、 A6 ブロックに 1 点、 A7 ブロックに 2 点、 Allブロックに 4 点が分布し

ている。接合関係は 1 例が確認され、 Allブロック内で収束している。

BSh-8 （第201図）

石核 1 点、剥片 4 点、砕片 l 点の計 6 点の資料で構成される。 A6 ブロックに 2 点、 A7 ブロックに 3 点、

A8 ブロックに 1 点が分布している。接合関係は 1 例あり、 A7 ブロック内で収束している。

BSh-9 （第201図）

石核 1 点、剥片 5 点の計 6 点の資料で構成される。 Al·A5·A8 ブロックと A6 ブロック周辺部に各

1 点、 A4 ブロックに 2 点が分布している。接合関係は 1 例あり、 A3 と A5 ブロック間で接合している。

BSh-10 （第201図）

石核 1 点、剥片 2 点の計 3 点の資料で構成される。すべてA7 ブロックに分布し、 3 点とも接合関係を持っ

ている。

HMs-1 （第202図）

剥片 1 点の単独資料で、 Allブロックに分布している。

HMs-2 （第202図）

剥片 1 点の単独資料で、 A2 ブロックに分布している。
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HMs-3 （第202図）

剥片 1 点の単独資料で、 A8 ブロックに分布している。

HMs-4 （第202図）

剥片 1 点の単独資料で、 A3 ブロックに分布している。

HMs-5 （第202図）

敲石 1 点の単独資料で、 Al ブロックに分布している。

Ch-1 （第203図）

石核 1 点のみの単独資料で、 Al ブロックの中心部から外れた西端部に分布している。

Ch-2 （第203図）

スクレイパー 1 点のみの単独資料で、 A5 ブロックに分布している。

Ch-3 （第203図）

石核 1 点のみの単独資料で、 A7 ブロックに分布している。

Ch-4 （第203図）

石核 1 点のみの単独資料で、 A5 ブロックに分布している。

HSh-1 （第203図）

剥片 1 点のみの単独資料で、 A9 ブロックに分布している。

HSh-2 （第203図）

剥片 1 点のみの単独資料で、 A2 ブロックに分布している。

HSh-3 （第203図）

ナイフ形石器 1 点のみの単独資料で、遺跡外からの搬入品である。 A2 ブロックに分布している。

GS-1 （第202図）

敲石 1 点のみの単独資料で、 A7 ブロックに分布している。
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第 2 節天引向原遺跡c 区

1 概要

第 2 節天引向原遺跡C 区

天引向原遺跡c 区は、 A 区の西側台地に位置する。東を B 区の小支谷、西を三途川に注ぐ小支谷に開析さ

れた舌状台地に立地している。北側に向かって張り出す台地先端部から文化層が検出される可能性が大きい

と期待されたが、傾斜があるためか石器群は確認されなかった。しかし、白倉下原遺跡と天引向原遺跡とを

画する西側の小支谷を望む台地中央部の (42-51) グリッドでブロックが 1 ヶ所確認された。他に同じく台

地中央部の (34-49) グリッド、 (35-47) グリッド、 (43-45) グリッドで石器が検出された。

第 8 表 c 区ブロック別器種別石器組成表

ナイフ 石台形様器 スクレ 楔形石器 R剥片 石核 剥片 砕片 敲石 台石 計 礫 合計形石器 イバー

C 1 プロック 1 4 1 6 6 

プロック外 1 3 4 4 

合 計 2 7 1 10 10 

第 9 表 c 区ブロック別母岩別石器組成表

GAn-1 GAn-2 GAn-3 Ob-1 Ch-1 Ch-2 計 礫 合計

Cl プロック 2 2 2 6 6 

プロック外 1 2 1 4 4 

合 計 2 2 1 2 2 1 10 10 

2 石器

c区からは合計10点の石器が出土している。このうち 6 点の石器が小規模なブロックを構成していた。

次に各石器について観察していく。

台形様石器（第204図 1 • 3) 

1 黒曜石製で、折断した石刃を素材としている。折断面に急斜な調整加工を施しているが、素材打面には

調整加工は加えられていない。素材となる石刃は比較的小型で、頭部調整が施されている。打面は平坦な自

然面である。 2 はこの台形様石器と折断剥片の接合図である。

3 黒色安山岩製で、貝殻状の寸詰まりの縦長剥片を素材とする。左右両側縁に調整加工が施されている。

剥片（第204図 4 ～第205図 9)

4 はチャート製の縦長剥片で、一部稜上調整と考えられる剥離痕が認められる。打面は自然面で、背面に

残る自然面とのあり方からみて、母岩は小型であったことが理解される。 5 は黒色安山岩製の寸詰まりの縦

長剥片で、打面部に最大幅がある。 6 は黒色安山岩製の縦長剥片。 7 はチャート製の幅広の縦長剥片で、 (34-

49) グリッドから単独で出土。 8 は黒色安山岩製の横長剥片で、端部はステップフレイキングを起こしてい

る。 9 は黒色安山岩製の横長剥片で、 (35-47) グリッドから単独で出土している。
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第205図 C 区出土石器（剥片）

3 ブロック
C 1 プロック（第206図）

調査区南よりの (42-51) グリッドに位置する。長径2.3m、短径l. lmの楕円形を呈する。総数 6 点の石

器群で構成され、その内訳は台形様石器 1 点、剥片 4 点、砕片 1 点である。母岩別にみると、 GAn-1 • 2 、

Ch-1 の 3 種類がある。ブロック内での接合関係は確認できなかった。南西側に農道が走っていたため、ブ

ロック全体は調査できなかったが、分布状況からみてこの範囲で収束していると考えられる。

プロック外（第124図•第207図）

ブロック外からは 4 点の石器が出土した。 (34-49) グリッドからはチャート製の剥片が 1 点、 (35-47)

グリッドからは黒色安山岩製の剥片が 1 点、 (43-45) グリッドからは黒曜石製の台形様石器とその折断剥片

の 2 点が出土した。この 2 点は接合関係を持つ（第204図 2) 。

4 その他の旧石器時代の石器

C 区では縄文時代以降の遺構覆土や表土等から、次に示す旧石器時代に帰属すると考えられる石器が出土

した。

槍先形尖頭器（第208図 1 • 2) 

1 黒曜石製で、両面に平坦な調整加工を施し、薄く仕上げている。上下両端部は欠損している。素材は、

器体の反り具合から考えて剥片であろう。粘土採掘坑の覆土より出土。
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2 黒色安山岩製で、横長剥片を素材とし上端部は欠損する。背面と主要剥離面の周辺部に平坦な調整加工

が施されているが、ステップフレイキングを起こしている。住居跡の覆土より出土。

二次加工のある条IJ片（第208図 3)

3 黒色安山岩製で、縦長剥片を素材とし上半部は欠損する。主要剥離面側の左側縁を中心に平坦な調整加

工が施されている。 (35-46) グリッドの表土より出土。

エンドスクレイパー（第208因 4)

4 黒曜石製で、厚みのある寸詰まりの縦長剥片を素材とし、その端部と右側縁に急斜なスクレイパーエッ

ジが作出される。住居跡の覆土より出土。

剥片（第208図 5~9)

5 は緑色片岩製の横長剥片で、 (42-42) グリッド出土。 6 は硬質泥岩製の寸詰まりの縦長剥片で、土坑の

覆土より出土。 7 は硬質泥岩製の横長剥片で、 (40-50) グリッド出土。 8 は黒色安山岩製の横長剥片で、土

坑の覆土より出土。 9 はチャート製の寸詰まりの縦長剥片で、 (42-49) グリッド出土。 5 、 7 、 9 は試掘調

査の際に As-BP 層群よりも上層のローム層から各々単独で出土しているが、周辺には縄文時代の住居跡等

が展開しており、そこから紛れ込んだ石器の可能性もある。
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第 1 節 各遺跡で検出された環状プロック群

第 5 章 まとめと考察

鏑川中流域の甘楽郡甘楽町大字白倉・天引地内で白倉下原遺跡、天引向原遺跡、天引狐崎遺跡の 3 遺跡か

ら合計 6 地点の旧石器時代遺跡が確認された。これらの遺跡は上位段丘面に立地し、各地点の石器群は環状

ブロック群を構成して検出された。比較的狭い地域内から点々と旧石器時代の石器群が、 AT下層段階に特

徴的な環状ブロック群という集落跡を形成して検出されたことは当該期の集落研究を行う上で重要と言えよ

う。本章では、資料整理によって抽出された事象についてまとめ、若干の考察を中心に行っておきたい。

第 1 節 各遺跡で検出された環状ブロック群

白倉下原遺跡で 3 地点 (A· B • C 区）、天引向原遺跡で 2 地点 (A· C 区）、天引狐崎遺跡で 1 地点の計

6 地点から石器群が検出された。このうち、環状ブロック群を構成していたのは、白倉下原遺跡A·B 区、

天引向原遺跡A区、天引狐崎遺跡第 1 ブロック群の 4 地点の石器群である（第209図）。また、第10表は各遺

跡の環状ブロック群を項目的にまとめたもので、ここではそれら環状ブロック群の特徴及び類似点と相違点

について補足的に述べる。

1 形態・規模

全体的な石器の分布形態については、白倉下原遺跡A·B 区、天引狐崎遺跡では円形、天引向原遺跡A区

では楕円形を呈している。次に規模すなわち石器の分布範囲についてみると、白倉下原遺跡A·B 区、天引

狐崎遺跡は長径16~18mでほぼ共通した範囲内に石器が分布している。しかし、天引向原遺跡A区では長径

44mで、他の環状ブロック群よりも 2 倍強の規模を持ち、短径でも 24mで一回り大きいが、この遺跡の場合

どのブロックまでを環状ブロック群の範囲に含めるかが問題ともなろう。

2 構成プロック数

白倉下原遺跡A区と天引狐崎遺跡はそれぞれ 6 ヶ所と 7 ヶ所でほぼ同じである。白倉下原遺跡B 区は 4 ヶ

所と少ないが、石器が分布する範囲は白倉下原遺跡A区や天引狐崎遺跡とほぼ同じ規模を持っている。また、

天引向原遺跡A区は13 ヶ所で他よりも多いが、各ブロックの規模は最大でも長径8.2mで、小規模なブロック

の集合である。但し構成ブロック数については、それを設定する観察者の認識方法によって数量の違いが生

ずるので単純にブロック数から環状ブロック群を議論していくのは困難である。

3 プロックの配置

白倉下原遺跡A区や天引狐崎遺跡では、ほぼ円形に近い形でブロックが展開している。この二つの遺跡に

共通する点として、石器製作跡的様相の強い大規模なブロックが外縁部に 1 ヶ所（天引狐崎遺跡では大小 2 ヶ

所）位置していること、大規模なブロック以外はすべて小規模なブロックであること、散漫なブロックを中

心部に取り囲んでいることの三つが挙げられる。

白倉下原遺跡 B 区では、南北に連続する二つのブロックが東西に並列するように展開している。明確な円

環状を呈していないが、中心部には分布の希薄な部分があり、環状ブロック群の範疇で捉えられる。天引向

原遺跡A区では、長楕円形を呈して展開しているが、離れて配置するブロックもあり不整である。

4 立地環境

白倉下原遺跡B 区が台地縁辺部から奥に入った平坦な台地上に位置する以外は、各遺跡とも低地部を見渡
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第10表各遺跡の環状ブロック群

形態・規模 構成プロック数 プロックの配置 立地環境 石器群の内容 石器石材の特徴 出土層位

白倉下原 A 区 円形 6 ヶ所 5 ヶ所のプロック 低地部か ナイフ形石器 黒色安山岩主体 AT下層

18 X 18m が 1 ヶ所中心に取り ら奥に入っ 台形様石器、局 他にチャート、硬 の暗褐色粘

囲むように不整円形 た舌状台地 部磨製石斧、石 質泥岩。 土層

に展開。大規模なプ の先端部。 刃、剥片。

ロックが 1 ヶ所外縁

部に位置する。

白倉下原 B 区 円形 4 ヶ所（分布 東西各 2 ヶ所のブ 台地縁辺 ナイフ形石器 黒曜石主体、他 AT下附

18 X 18m 状況は全体的に ロックが南北に並列 部から奥に 台形様石器、局 に黒色安山岩。 の暗褐色粘

散漫） して位置する。 入った平坦 部磨製石斧、石 土層

な台地上。 刃、剥片。

天引向原 A 区 長楕円形 13 ヶ所 台地形状に沿って 狭長な舌 ナイフ形石器 黒色安山岩主体 AT下層

44X27m 北東から南西方向に 状台地の先 台形様石器、楔 だが、黒色頁岩も の暗褐色粘

1 ヶ所南西 長い楕円形を呈して 端部。 形石器、剥片。 多い。 土層

に外れるプ 展開するが、配置は

ロックを含 不整である。 1 ヶ所

む。 数量的規模の大きい

プロックを中心に取

り囲む。

天引狐崎 円形 7 ヶ所 6 ヶ所のプロック 低地部に ナイフ形石器 黒色安山岩主体 AT下層

第 1 ブロック群 16X 15m が 1 ヶ所中心に取り 突き出した 台形様石器、剥 他にチャート。 の暗褐色粘

囲むように円形に展 舌状台地の 片、砥石。 土層

開。大規模なプロッ 先端部。

クが外縁部に 1 ヶ所

位置する。

天引向原遺跡 A 区
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第209図 各遺跡の環状ブロック群と主な石器
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第 1 節 各遺跡で検出された環状プロック群

せる舌状台地の先端部に位置している。天引向原遺跡A区では馬の背状の狭長な舌状台地に立地しており、

渫状ブロック群の長軸方向もこの台地の延長方向に沿っており、地形条件に影響されて環状ブロック群の形

態が結果的に長楕円形状を呈したものと考えられる。

またこれらの遺跡が立地する台地は、鏑川によって形成された崖線に面しているわけではなく、崖線より

も天引川を 1 kmほど奥に遡った低地部に面しており、鏑/II の下位段丘面を直接見渡すことはできない。

5 各石器群の内容の時間的位置関係

各遺跡ともナイフ形石器、台形様石器を組成している点で共通する。しかし、型式的にみるとこれらの器

種にも若干の違いがある。ナイフ形石器については、白倉下原遺跡A区では基部加工、白倉下原遺跡B 区で

も基部加工であるが、比較的小型である。天引向原遺跡A区では比較的大型の弧状ー側縁加工、天引狐崎遺

跡では二側縁加工で硬質頁岩という遠隔地産の石材を使っていた。台形様石器については、白倉下原遺跡A

区や天引狐崎遺跡では薄手の剥片を素材としたものが多いが、天引向原遺跡A区では厚手の剥片を素材とし

ていた。また、白倉下原遺跡B 区では黒曜石製のいわゆる精製の台形様石器が多かったが、これには黒曜石

という岩石的属性によるのか、遠隔地産の希少石材という価値観によるのか検討が必要であろう。この他、

白倉下原遺跡A区と B 区では局部磨製石斧や石刃を組成し、天引狐崎遺跡では砥石を組成しており、局部磨

製石斧の存在が示唆される。

しかし、石器組成全体でみると、台形様石器やナイフ形石器をはじめとする器種が占める割合は極一部分

で、主体を占めるのは各遺跡内（現地）で生産された小型剥片類である。これは各遺跡とも共通した石器組

成の特徴である。つまり、台形様石器やナイフ形石器などの器種製作のみがそれらの遺跡内で目的化された

ものではないといえる。これらの小型剥片類は何らかのかたちで使用されていたことは確実であろうし！）単

なる「剥片」として機械的に捨象してしまうのではなく、それらの石器が遺跡内でどのように機能し廃棄さ

れたのかを探っていく必要があろう。

また、各遺跡の石器群はAT下層段階のなかでそれぞれ時間差を持って残されたことは確実であろう。各

石器群の詳細な検討による時間軸への置き換え作業はここではできないが、石器組成やナイフ形石器・ナイ

フ形石器・局部磨製石斧の形態的特徴から、白倉下原遺跡A区・天引狐崎遺跡 • 白倉下原遺跡B 区 • 

天引向原遺跡A区という時間的な流れが想定できる。武蔵野台地の編年観では、白倉下原遺跡A区・天引狐

崎遺跡がX層上部～IX層下部相当、白倉下原遺跡B 区がIX層下部～IX層中部相当、天引向原遺跡A区がIX層

上部相当と考えられる。

6 石器石材の特徴

白倉下原遺跡A区、天引向原遺跡A区、天引狐崎遺跡では黒色安山岩を主体としている点で共通している

が、白倉下原遺跡B 区では不純物の少ない良質の黒曜石を主体としており、他の石器群とは対照的である。

但し、注意しなければならないのは、白倉下原遺跡B 区も母岩数的には黒色安山岩も黒曜石に匹敵して多い

ということである。つまり、本遺跡内での石材消費には主に黒曜石が使用されているということで、黒色安

山岩も利用頻度が高かったことを示している。

また、黒色安山岩と黒曜石については蛍光X線分析による原産地推定を行った。その結果、黒色安山岩で

は、白倉下原遺跡A区GAn-9 、白倉下原遺跡B 区GAn-7 、天引向原遺跡A区GAn-1 • 5 、天引狐崎遺

跡GAn-1 • 3 の試料については「八風山」産という判定が得られたが、残りの大多数の試料については明

確な判定結果は得られなかった。また黒曜石では、白倉下原遺跡 B 区のほとんどの試料に「霧ヶ峰」産とい

う判定結果が得られた。
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7 出土層位

各遺跡とも AT下層の暗褐色粘土層から AT にパックされたような状況で出土している。出土幅は大体A

T付近から出土しはじめ、 30cm ぐらいの垂直幅を持っており、各遺跡とも出土層位にはほとんど違いはみら

れない。このような状況では層位的に各石器群の時間的前後関係を求めることは困難である。また、実年代

的には B P22,000年前を遡ることは確実で、最近ではATの年代観がB P25,000年ほどに遡る年代測定値が

提出されていることを加味すれば、さらに遺跡の年代は古くなることが予想される。

第 2 節環状ブロック群の構造

次に、環状ブロック群の構造とその形成過程について、白倉下原遺跡A区の石器群を中心に他の遺跡の石

器群も交えながら、母岩別資料の検討作業によって導き出された現象を観察し、若干の考察を行っておきた

ぃ。母岩別資料の検討作業は、まず分類と接合の反復作業からはじまり、各母岩別資料の構成内容・分布・

接合関係を中心に行っている。環状ブロック群の構造を検討していく上では、母岩別資料分析を駆使してい

くのが現時点で最も有効な方法と考えられる（栗島1990 • 1991 • 1992) 。

1 母岩別資料の構成とその消費について

(1) 母岩別資料の構成

母岩別資料の構成については、第 3 章 1 節 6 で詳述したので、ここでは簡単に説明しておく。白倉下原遺

跡A区で検出された石器群は総数403点で、母岩別資料は黒色安山岩が11、安山岩 l 、チャート 10、黒色頁岩

1 、硬質泥岩 6 、変玄武岩 2 、結晶片岩 3 の34種類に分類された。このうち遺跡内での石器製作作業に用い

られている母岩別資料はGAn- 1 • 2 • 4 • 7 、 Ch- 1 であり、これらの母岩が石器製作の原料として消費

されていると判断できる。他の母岩別資料は石器製作が行われていても小規模なものであるか、あるいは石

刃・局部磨製石斧などの製品として遺跡外から搬入されたものであり、原料としては機能していない。

(2) 母岩の消費パターン

白倉下原遺跡A区の石器石材については黒色安山岩を主体に、安山岩、チャート、硬質泥岩、変玄武岩、

結晶片岩が使用されていた。総重量は台石を除き 6,964.34gで、数量は401点であり、これらの石器群が本遺

跡に廃棄されていたことになる。石材別には、

黒色安山岩が重量にして2,763.7gで全体の

約40%、数量的には345点で86％を占めて利用

されている。他に安山岩、チャート、硬質泥

岩、変玄武岩が使用されている。しかし、安

山岩は敲石、硬質泥岩の場合はほとんどが石

刃、変玄武岩の場合は局部磨製石斧であり、

それぞれ製品としての搬入品である。従って、

それ自体は原料となる母岩ではない。

このように、本遺跡内では石器製作の原料

となる母岩は黒色安山岩に傾斜し、それに若

干チャートが加わり、それらが石器製作に

伴って消費されていったことが理解できる。
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この集中的に使用される黒色安山岩は11種

類の母岩別資料に分類されたが、それらの母

岩別資料の重量と数量についてみると（第210

図）、 GAn-4 が重量l,00 1. 3gで石器群全体

の36.1%、数羅207点では、同じく 60％を占め

ている。他の石器製作に用いられたGAn

-1 • 2 • 7 は重量282.07g • 292. 42g • 272. 

41gで、それぞれ10.2% • 10.6% • 9.9％で、

10％前後を占めるにすぎない。つまり、 GAn

-4 は他の黒色安山岩母岩を圧倒して消費さ

れていることを示している。

白倉下原遺跡A区では、いくつかの母岩が

均質に消費されているのではなく、ある特定

の母岩が集中的に消費されている姿、換言す

れば石器製作母岩が偏在している姿が浮かび

上がってくる。

この特定母岩の集中消費という現象は白倉

下原遺跡A区だけではなく、環状ブロック群

を形成していた白倉下原遺跡B 区、天引向原

遺跡A区、天引狐崎遺跡の各遺跡でも確認す

ることができた。次に各遺跡の状況について

みてみよう。

まず白倉下原遺跡B 区では（第211図）、石

器石材は黒曜石を主体にし、他に黒色安山岩

が使用されており、他の石器群は石材構成が

対照的である。石器の総重量はl,550.13g、総

数は120点である。重量にして、黒曜石は491.

39gで石器群全体の31. 7%、黒色安山岩は

232.69gで同じく 15％を占めている（なお、一

見両者の比率が少ないのは重量のある局部磨

製石斧＝ S 1-1 と敲石＝ CS-1 を含んで

いるからである）。数量的には、黒曜石は86点

で石器群全体の71. 7％を占めており、集中的

に黒曜石が消費されていることが理解され

る。

さらに、この黒曜石のなかでも、特に Ob-5

が他の黒曜石母岩に比較して集中的に消費さ

れている。重量にして281. 31gであり、黒曜石
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母岩では57.2%、全体では31% 、 S 1-l•CS-l を除けば石器群全体の 1/3 以上の36％を占めている。

数量にしても 62点で51％を占めており、 Ob-5 に消費が集中していることが理解できる。

天引向原遺跡A区では（第212図）、黒色安山岩、黒色頁岩、チャート、硬質泥岩が使用されている。やは

り主体は黒色安山岩であるが、他に黒色頁岩が多い点が他の石器群と異なっており注意される。石器群の総

重量は8,218.6lg（重量のある敲石＝ An-5 •HMs-5 ·GS-1 を除けば6,654.4lg)で、数量は264点

である。石材別には、黒色安山岩が2,152.13gで石器群全体の26.2% （敲石を除くと 32.3%) 、数量にしても

201点で同じく 76％を占めており、主体的に黒色安山岩が消費されていることが理解できる。さらに、黒色安

山岩のなかでも特にGAn-9 がl,083.32gで黒色安山岩母岩の50％を占め、数量的にも 49％で半数近くを

占めて消費されており、 GAn-9 という一つの母岩に消費が集中していることがわかる。

天引狐崎遺跡第 1 ブロック群では、圧倒的に黒色安山岩を主体とし、他にチャートが使用されている。重

量では安山岩が5,632.26gで52.9%、黒色安山岩が3, 773.8gで35.5％と安山岩が占める割合が多いのは安山

岩には敲石などの重量のある石器を含んでいるからである。数量的にみれば、黒色安山岩は493点で、実に石

器群全体の92.7％を占めている。さらに、この黒色安山岩のなかでも、特にGAn-1 が、重量にして3,420.

2gで黒色安山岩母岩の90.6%、数量にしても 464点で同じく 94.1％を占めており、前記遺跡よりもさらに大き

な傾向で特定母岩 (GAn-1) に消費が集中している現象が認められる。

このように、石器製作による原料消費が特定母岩に集中して行われるというはありかたは、一遺跡のみに

確認された特殊な現象ではなく、各遺跡に普遍的に確認できた原料消費パターンとして評価できる。

2 母岩別資料の分布・接合関係について

次に母岩別資料の分類と接合から抽出された分布・接合関係について観察していく。詳細については第 3 章

第 1 節 6 に述べてあるので、それを参照してほしい。

まず接合関係全体（第65図）をみると、ブロック内で収束するものもあるが、ブロック間で頻繁に接合関

係をもっている。その状況はA 1 ブロックを基軸として、放射状に派生していく様子を示していた。プロッ

ク間で接合関係を持っている母岩別資料は、 GAn-6 、 Ch-2 、 Bs-1 など資料数の少ない母岩別資料でも

少数ながら確認されたが、特に遺跡内で石器製作作業の行われたGAn-1 • 4 • 7 では顕著に確認された。

では、 GAn- 1 • 2 • 4 • 7 の石器製作作業の行われた母岩別資料の分布と接合関係についてみておく。

GAn-1 21点の資料から構成され、 A 1 • A 2 ブロックに分布し、隣接する A3•A4•A6 ブロックに

は分布していなかった。接合関係はA 1 ブロック東半部と A2 ブロックの隣接する二つのブロック間で確認

され、両ブロック間での強い結び付きが窺える。

GAn-4 先述したように集中消費される母岩別資料である。 207点の資料から構成され、 A 1~A6 の全ブ

ロックに分布している点が特徴的である。主体はA 1 ブロックにあり、半数以上の122点が分布し、特に A 1 

ブロックの西半部に集中している。個体A~E の 5 個体に分離され、個体A~D は基本的に Al ブロックを

主体としてそれぞれ平面的に重複関係を持ちながら分布していた。個体E はA5 ブロックを中心にして分

布・接合している。接合関係を見てみると、多くの場合ブロック内で収束しているが、ブロック間に亘るもの

も多い。この場合、ブロック群中心よりも西側に位置する A 5 • A 6 ブロックの間で接合関係が頻繁であっ

た。 A 2 ｷA 3 ブロックにも分布しているが接合関係は確認できなかった。なお、各個体別資料については、

ブロック間に亘る接合関係は確認できなかった。

GAn-7 31点の資料で構成され、 Al·A2·A3·A4 ブロックに分布しているが、その主体はA5 ブ

ロックにある。個体A~C に分類され、個体B の接合関係はA 1 と A5 ブロック間で確認された。 Al ブロッ
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クに分布する 3 点はすべて接合関係を持ち互いに隣接して分布していた。

Ch-1 9 点の資料で構成され、 Al ブロックの中心付近に分布しており、接合関係はこの範囲内で収束し

ている。

このように、集中的に消費される母岩別資料＝GAn-4 は全ブロックに分布し、それよりも小規模に消費

される母岩別資料＝GAn- 1 • 2 • 7 • Ch-1 は隣接する二つのブロック間か単ーブロック内に偏って分布

している。つまり、集中的に消費される数量の多い母岩別資料は広域に分布し、数量的に少ない母岩別資料

は分布範囲が小さいという対照的な二つの分布の特徴が確認された。後者については当然の結果かも知れな

いが、ここで重要なのは前者の現象である。すなわち、集中消費される母岩別資料の広域分布という現象は

白倉下原遺跡A区だけではなく、各遺跡に確認できたからである。

白倉下原遺跡B 区では、集中的に消費される Ob-5 に確認された。特に集中して分布する箇所はないが、

B 1~B4 ブロックの全ブロックに分布していた。天引向原遺跡A 区では、 GAn-9 が全ブロックではな

いものの、 Al ブロックを中心にして複数ブロックに分布していた。天引狐崎遺跡では、 GAn-1 が 1 ブ

ロックを主体に 2 • 5 • 6 • 7 ブロックに分布していた。

3 石器の移動について

このように、集中消費される母岩別資料の広域分布という現象が明らかとなったが、広域に分布するとい

うことは何らかの要因で石器が移動しているということである。その要因には人間の動きが介在しているこ

とは確実であろう。では、ブロック間に亘って分布している母岩別資料について、どのような過程を持って

それらのブロックに残されたのかを考えてみたい。

(1) 隣接ブロック間に分布する母岩別資料

GAn-1 では、 A 1 • A 2 ブロックに分布し、両ブロック間で接合関係を持っていた。その分布の在り方

は剥片生産順序に対応していた。つまり、初期段階に剥離された剥片と最終段階に剥離された剥片はAl ブ

ロックに、この途中に剥離された剥片はA2 ブロックにそれぞれ分布していた。こうした現象については、

石核が順次Al と A2 ブロック間を移動し、各ブロックで剥離された剥片がそのブロックに廃棄されたと考

えたZ) (p 47参照）。同様な現象はGAn-7 個体Bでも確認された（第43図）。

(2) 広域のブロック間に分布する母岩別資料

GAn-4 は、 Al~A6 の全ブロックに分布し、特にAl ブロック西半部に集中していた。個体A~D の

個体別資料もこの部分に集中していた。石核もここに廃棄されており、この石器集中部分が石器製作場所（消

費空間）として機能していたと考えられる。 GAn-4 は原料として Al ブロックに搬入され、そこで石器製

作作業（個体分割→剥片生産及び器種製作）が行われ、そこで生産された石器がA2~A6 ブロックヘと持

ち出されたものと考えられる。持ち出された石器の単位は、個体E のように石核単位もあるが、移動先ブロッ

クでの接合関係が極めて少ないことと石核の分布がないことから、主体は剥片単位であったと考えられる。

GAn-4 の広域分布は、特定の石器製作場所からそれを使用するブロックヘの放射状の石器の持ち出しと

いう行為によって形成されたと考えられる（第214図）。

ところで、 GAn-4 の持ち出された石器についてみてみると、台形様石器などの定型的器種ではなく、一

見何の変哲もない小型剥片がほとんどであった。それは我々が判断する限り「単なる剥片」として機械的に

捨象してしまうような石器であった点は注意する必要があろう。

次に天引狐崎遺跡第 1 ブロック群のGAn-1 についても観察してみよう。 GAn-1 は467点の資料で構成

される。 1·2·5·6·7 ブロックに分布し、 3 • 4 ブロックでの分布はなかった。 1 ブロックと 2 ブ
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ロックに集中し、特に前者では301点があり、全体の

64％を占めている。接合関係はブロック内で収束する

ものが多いが、 1 ブロックと 2 ブロック間、 2 ブロッ

クと 7 ブロック間でも確認された。 GAn-1 は個体A

~ I の 9 個体に分離された。個体A~E·G は 1 ブロッ

ク北半部にそれぞれ面的に重複しながら集中してい

た。各個体の接合関係も比較的狭い範囲で収束しブ

ロック間に接合関係が亘るものは確認できなかった。

石核もこの範囲内に集中しており、他のブロックでの

分布はなかった。つまり、 1 ブロックと 2 ブロックは

石器製作空間として機能し、石核単位ではなく剥片単

位で 5 • 6 • 7 ブロックヘと持ち出されたものと考え

られる。また、それらの石器は白倉下原遺跡A区と同

様に特定の器種ではなく、小型剥片類を中心としてい

る。但し、 5 • 7 ブロックに分布する台形様石器につ

いては 1 • 2 ブロックから製品のかたちで持ち出され

たのか、あるいは剥片のかたちで持ち出されたのちに

5 • 7 ブロックで製作されたのかは不明である。

天引向原遺跡A区でも、 Al ブロックがGAn-9 の

石器製作空間として機能し、そこから石器がいくつか

のブロックに持ち出されたものと考えられる。但し、

この遺跡の場合、持ち出された先での接合関係も多い

ことから、剥片単位だけでなく石核単位で持ち出され

たものもあったと考えられる。

このように、白倉下原遺跡A区、天引向原遺跡A 区、

天引狐崎遺跡第 1 ブロック群における同一母岩別資料

の広域分布という現象は、特定の石器製作空間から放

射的な持ち出しという行為による石器の移動によって

形成されたと考えられる（第214図）。

4 環状プロック群の形成過程

白倉下原遺跡A区、天引向原遺跡A·B 区、天引狐

崎遺跡（第 1 ブロック群）で検出された環状ブロック

群には、特定母岩が集中的に消費される姿と、その母

岩別資料が広域ブロック間に分布する姿の二つの特徴

的な現象が抽出された。こうした現象は、母岩＝石器 第214図 各遺跡における石器の広域分布模式図

製作原料を集団単位で管理し、そして特定の場所で消

A I プロック

A5 プロ

A4 プロック
A3 プロック

白倉下原遺跡 A 区GAn-4

A12プロック

ロック

A6 プロック

。

天引向原遺跡A 区GAn-9

4 プロック

6 プロック
l プロック

天引狐崎遺跡第 1 プロック群GAn-1

石器製作プロック

費されるものの生産された石器の使用に際しては特定

の人間に帰することなく共同で行っていことを示唆す
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る。しかし、ではなぜ最終的に環状という石器分布を形成したのであろうか。

これについては、栗島義明による検討があるので（栗島1991）、これについて簡単に触れておこう。栗島は、

環状ブロック群を形状と規模から I 類と II類に分類し、 I 類には群馬県下触牛伏遺跡、千葉県中山新田 I 遺

跡、同池花南遺跡を該当させて、それは複数集団が統合したときの居住跡として認識し「真正」な環状ブロッ

ク群として評価している。 II類については「見掛け上」の環状ブロック群と評価し単一集団の居住跡と説明し

ている。この分類によれば、白倉下原遺跡、天引向原遺跡、天引狐崎遺跡で検出されたすべての環状ブロッ

ク群は II類の環状ブロック群に該当する。また、 II類の形成過程については東京都下里本邑遺跡や多聞寺前

遺跡の分析から、構成する各ブロックが単一の母岩別資料によって構成されている点を重視し、ブロックが

繰り返し利用された石器製作空間ではなく、一過的に利用された空間であったとしている。つまり、ある母

岩の消費には特定の空間を利用し、また別の母岩を消費するときにはまた別の空間を利用する。換言すれば、

石器製作者（一人か二人かあるいはそれ以上かはわからないが）が母岩の消費に際して同一の空間を重複し

て利用せず、違う母岩の消費の度に空間を点々と変えていたと説明している。こうした連続する母岩消費の

結果、「必然的に環状に近い構成」を持つようになり、それは住居構造に規制され、住居空間の存在がそれに

影響を与えていると述べている。

白倉下原遺跡A区の環状ブロック群の形成過程については、母岩別資料の広域分布で見てきたように特定

の石器製作場所＝ Al ブロックからそれを使用するブロックヘの石器の持ち出し、ナイフ形石器・石刃・局

部磨製石斧などの製品の使用と廃棄、 A2~A6 ブロックでの小規模な石器製作、というこれら行為の累積

な結果によって最終的に環状ブロック群が形成されたことは明らかであり、環状という石器分布パターンは

栗島が述べるように住居の構造、配置に影響されていると考えられる。天引向原遺跡A区、天引狐崎遺跡第

1 ブロック群でも同様な過程で形成されたと考えられる。

白倉下原遺跡A•B 区、天引向原遺跡A区、天引狐崎遺跡第 1 ブロック群で確認された環状ブロック群は

単一集団によって形成されたAT下層段階における最も一般的な生活跡であり、そこには集団で原料を管理

し、そこから生産された石器が共同で使用されていた姿が想定できる。

第 3 節ま と め

これまで旧石器時代遺跡の分布が希薄であった群馬県西部の鏑川流域から、白倉下原遺跡A·B·C 区、

天引向原遺跡A·C 区、天引狐崎遺跡から石器群が検出された。これらの遺跡の発見は、ただ単に遺跡分布

の稀薄な地帯にドットマップを作ったということではなく、鏑川流域という地理的に重要な位置で発見され

たことに意味がある。その重要性とは、鏑川を上流に遡り県境の峠（代表的には内山峠）を越えれば、信州

に抜けられ、さらに和田峠方面に進めば男女倉をはじめとする黒曜石産地帯に連絡できること、また鏑川上

流には荒船山・八風山という旧石器時代で最も利用された石器石材である黒色安山岩産地が控えていること、

が挙げられる。

つまり、鏑川流域は旧石器時代で最も利用された黒曜石と黒色安山岩という二つの石器石材を採取するう

えで、関東地方と信州・中部地方とを結ぶ地理的に重要な地域であり、特にAT下層の段階で旧石器時代集

団が活発に往来した地域であったと考えられる。

旧石器時代集団が黒曜石や黒色安山岩などの石器原料を求め往来した痕跡として、白倉下原遺跡、天引向

原遺跡、天引狐崎遺跡の各地点の石器群が残されていったのであろう。旧石器時代、群馬県の西部地域を流
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れる鏑川が地理的に果たした役割について、武蔵野台地、下総台地などの関東地方と信州・中部地方との関

連のなかで今後解明していく必要があろう。

以上、白倉下原遺跡、天引向原遺跡で検出された旧石器時代の石器群ついては、『白倉下原・天引向原遺跡

I ー旧石器時代編―jとしてここに報告書として刊行することができた。平成元年 4 月の発掘調査からはじ

まり、そして平成 5 年 4 月からの整理調査を経て、ここに発掘調査の成果として一冊の報告書としてまとめ

られた。しかし、ここに至るまでにはそれに携わった多くの人たちの協力と努力を忘れることができない。

発掘調査では、連日最高気温を記録する真夏の炎天下なかで、また「浅間おろし」が砂埃をたてながら吹き

すさぶ真冬の寒天のなかで、旧石器時代の発掘調査を進めてくれた担当者と作業員、そして整理調査では、

本報告書が新たな旧石器時代研究に寄与していくために、担当者の要求に答え数多くの実測図や分布図の作

成を適切にこなしてくれた整理補助員の努力があった。こうした経緯のもとに作成された本報告書が今後の

研究に大いに活用されることを期待したい。

註

l) 使用痕分析によってどのように機能していたのか推定していくことも考えられるが、これらの石器は黒色安山岩を石材としているため
に風化が著しく観察は困難である。

2) しかし、栗島義明は、剥片生産順序に対応してプロック間に分布するこうした現象について、特定のプロックで剥離された石器がある

ブロックに持ち出された結果によってもこのような現象が起こりうることをカード実験に基づいて述べている（栗島1992) 。すなわち、
剥離された石器の選択的な取得（抜き取り）という解釈も成り立つことがあるとしている。剥離場所を特定する有力な証拠となる砕片
が特定プロックに集中して存在すれば、石器製作プロックを判定することもできるが、 GAn-1 の場合では砕片はA2 プロックで 1
点確認されたのみであり、 Al 、 A2 のどちらかのプロックが石器製作空間として機能していたかを特定することは困難である。従っ
て、石核のプロック間移動か剥離後の選択的抜き取りなのかは即断できない。
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はじめに

原西 III遺跡出土のサヌカイト、

黒曜石製遺物の原材産地分析

イ寸 編

藁科哲男（京都大学原子炉実験所）

東村武信（関西外国語大学）

自然科学的な手法を用いて、石器石材の産地を客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易および

文化圏、交易圏を探るという目的で、蛍光X線分析法により研究を行っている。当初は、手近に入手できる

サヌカイトを中心に、分析方法と定量的な産地の判定法との確立を目標として研究したが、サヌカイトで一

応の成果を得た後に、同じ方法を黒曜石にも拡張し、本格的に産地推定を行っている 1,2,3)。

サヌカイト、黒曜石などの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有され

る微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行い、これを産地を特定す

る指標とした。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測定の操作も簡単で

ある。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分からないという場

合にはことさら有利な分析法である。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと、遺物のそれを対

比して産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確立を求めて産地を同定す

る。今回産地分析を行った遺物は、原西III遺跡から出土した黒曜石製遺物とサヌカイト製遺物および利根川

流域原産原石のである。これらについて産地分析の結果が得られたので報告する。

サヌカイト、黒曜石原石の分析

サヌカイト、黒曜石両原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍

光X線分析装置によって元素分析を行う。分析元素は Al、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y 、 Zr、 Nb

の12元素をそれぞれ分析した。

塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもって産地を特定する

指標とした。サヌカイトでは K/Ca、 Ti/Ca、 Mn/Sr、 Fe/Sr、 Rb/Sr、 Y/Sr、 Zr/Sr、 Nb/Sr を、

また黒曜石では Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zr をそれぞれ用いる。

サヌカイトの原産地は、西日本に集中してみられ、石材として良質な原石の産地および質は良くないが考

古学者の間で使用されたのではないかと話題に上る産地、および玄武岩、ガラス質安山岩など、合わせて25

ケ所の調査を終えている。図 1 にサヌカイトの原産地の地点を示す。この他に、神奈川県の箱根地方の火打

沢、長野県東部の八風山地区、群馬県の荒船山地域の調査結果も加え、産地を中心に元素組成で分類すると

38の原石群に分類できる。その結果を表 1 に示した。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州、

の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 2 に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてが

つくされている。元素組成の上から、これら原石を分類すると表 2 に示すように83個の原石群に分かれる。
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黒曜石の原産地は、北陸地方では、富山県の魚津、石川県の比那、福井県の三里山、安島の各原産地が調査

されていて、比那、魚津産黒曜石が石器原材として使用されている。中信高原地域の黒曜石産地の中で、霧ヶ

峰群は、長野県下諏訪町金明水、星ケ塔、星ケ台の地点より採取した原石でもって作られた群で、同町観音

沢の露頭の原石も、霧ヶ峰群に一致する元素組成を示した。和田峠地域原産の原石は、星ケ塔の西方の山に

位置する旧和田峠トンネルを中心にした数百メートルの範囲より採取され、これらを元素組成で分類すると、

和田峠第一、第二、第三、第四、第五、第六の各群に分かたれる。和田峠第一、第三群に分類された原石は

旧トンネル付近より北側の地点より採取され、和田峠第二群のものは、 トンネルの南側の原石に多くみられ

る。和田峠第四群は、男女倉側の新トンネルの入り口、また、和田峠第五、第六群は男女倉側新トンネル入

り口左側で、和田峠第一、第三の両群の産地とは逆の方向である。男女倉原産地の原石は男女倉群にまとま

り組成は和田峠第五群に似る。鷹山、星糞峠の黒曜石の中に和田峠第一群に属するものが多数みられる（図

3) 。麦草峠群は大石川の上流および麦草峠より採取された原石で作られた。これら中信高原の原産地は、元

素組成で和田峠、霧ヶ峰、男女倉、麦草峠の各地域に区別される。伊豆箱根地方の原産地は笛塚、畑宿、鍛

冶屋、上多賀、柏峠西の各地にあり、良質の石材は、畑宿、柏峠西で斑晶の多いやや石質の悪いものは鍛冶

屋、上多賀の両原産地でみられる。笛塚産のものはピッチストーン様で、石器原材としては良くないであろ

う。伊豆諸島の神津島原産地は砂糠崎、長浜、沢尻湾、恩馳島の各地点から黒曜石が採取され、これら原石

から神津島第一群および第二群の原石群にまとめられる。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は、風化のためサヌカイト製は表面が白っぼく変色し、新鮮な部分と異なっ

た元素組成になっている可能性が考えられる。このため遺物の測定面の風化した部分に、圧縮空気によって

アルミナ粉末を吹きつけ風化層を取り除き新鮮面を出して測定を行った。一方黒曜石製のものは風化に対し

て安定で、表面に薄い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分

析が可能であると考えられる。

今回分析した遺物の結果を表 3 、 4 に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。サヌカ

イト遺物を例にし、説明を簡単にするため K/Ca の一変量だけを考えると、表 3 の試料番号32027番の遺物

では K/Ca の値は0.275で、八風山群の［平均値］士［標準偏差値］は、 0.274 土 0.028である。遺物と原石群

の差を標準偏差値（(j)を基準にして考えると遺物は原石群から 0. 04CJ'離れている。ところで八風山原産地か

ら 100ケの原石を採ってきて分析すると、平均値から士0.04CJ'のずれより大きいものが96ケある。すなわち、

この遺物が、八風山群の原石から作られていたと仮定しても、 0. 04CJ'以上離れる確率は96％であると言える。

だから、八風山群の平均値から0.04CJ'しか離れていないときには、この遺物が八風山群の原石から作られたも

のではないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を荒船山群に比較すると、荒船山群の平均値からの

隔たりは、約1.25 である。これを確率の言葉で表現すると、荒船山群の原石を採ってきて分析したとき、平

均値から1. 2CJ'以上離れている確率は、 23％で、試料番号32027番の遺物は K/Ca の一変量のみでは、八風山

産原石の可能性は非常に高いが、荒船山群の可能性も否定できない。

実際は K/Ca といった唯 1 ケの変量だけでなく、前述した 6 ケの変量で取り扱うので変量間の相関を

考慮しなければならない。例えばA原産地のA群で、 Ca 元素と Rb 元素との間に相関があり、 Ca の量を計れ

ば Rb の量は分析しなくても分かるようなときは、 A群の石材で作られた遺物であれば、 A群と比較したと
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き、 Ca 量が一致すれば当然 Rb 量も一致するはずである。したがって、もし Rb 量だけが少しずれている場

合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにし

たのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行うホテリングのT2検定であ

る。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を同定する 4.5)。多変量統計により求めた試

料番号32027番の遺物は、「八風山群に 5%、荒船山群に0.003％の確率でそれぞれ帰属される」。各遺跡の遺

物について、この判断を表 1 のすべての原石群について行い、低い確率で帰属された原産地を消していくと

残るのは、八風山群の原産地だけとなり、八風山産地の石材が使用されていると判定される。

原西遺跡より出土した遺物の産地推定の結果を表 5 、 6 に示す。原産地は確率の高い産地のものだけを選

んで記した。原石群を作った原石試料は直径 3 cm以上であるが、小さな遺物試料の測定から原石試料と同じ

測定精度で元素含有量を求めるには、測定時間を長時間掛けなければならない。しかし、多数の試料を処理

するために、 1 個の遺物に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得

られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、ときには、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越え

て大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行ったときに、判定の信頼限界としている0.1％に達し

ない確率を示す場合が比較的多くみられる。原石産地（確率）の欄にマハラノビスの距離D2 の値で記した遺

物については、判定の信頼限界としている 0.1％の確率に達しなかった遺物でこの D2 の値が原石群の中で最

も小さなD叶直である。この値が小さいほど、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ているといえるため、

推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。

今回分析した安山岩遺物の中で原石産地が決定できた遺物は、試料番号32027、 32029、 32030 、 32033、 32036 、

32039、 32041 、 32042、 32055、 31607番で八風山産原石が使用されていることが推定された。そこで多変量統

計の検定で原石産地が同定できなかった他の遺物についてが、図 4 に示す利根川流域地域で採取された原石

(32000~32025) と組成が類似しているか、クラスター分析を試み図 5 に示した。図中組成の似た試料は階

段の低いところでクラスターを組む。不明群と名付けた遺物などは、低いところでクラスターを作り、また

不明群は組成の似た 2~3 個のグループに分類できる可能性が考えられる。不明群の中には利根川流域地域

の原石は含まれず、不明群の遺物の原石産地は本遺跡で主体的に使用された未発見の安山岩原産地であると

推測してもクラスター分析の結果と矛盾しない。

今回分析した黒曜石遺物には霧ヶ峰産と和田峠産原石が使用されていることが明らかになり、本遺跡が中

信高原と交流があったことが証明されたと推測できた。

このことは、石器は日常品であることから、遺跡の住人がこれら原石産地地域の情報を日常的に入手して

いると推考しても産地分析の結果と矛盾しないであろう。
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第14表 原西 III遺跡出土のサヌカイト製遺物および利根川流域産原石の分析結果

試料番号
元 素 比

K/Ca Ti/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Zr/Sr Nb/Sr Al/Ca Si/Ca 

32000 0.172 0.285 0.163 11. 530 0.131 O.llO 0 736 0 027 0.011 0.098 

32001 0.176 0.341 0.118 8.849 0.096 0.069 0 378 0 000 0.012 0.104 

32002 0.145 0 337 0 126 8.626 0.056 0 071 0 407 0 000 0.011 0.099 

32003 0.276 0 444 0.122 3.798 0.110 0.085 0 392 0 004 0.016 0.169 

32004 0 283 0 323 0.087 4.688 0.113 0.100 0.566 0.000 0.015 0.159 

32005 0 240 0 414 0 137 8.917 0.097 0.081 0.507 0.017 0.012 0.133 

32006 0.108 0 235 0.146 11.930 0.065 0.099 0.506 0.008 O.Oll 0.088 

32007 0 182 0 359 0.136 9.184 0.073 0.074 0.446 0.000 0.012 0 114 

32008 0 405 0.411 0.057 4.802 0.118 0.123 0 699 0.019 0.022 0.230 

32009 0.194 0.368 0.127 9.258 0.088 0.086 0.449 0.000 0.011 0.104 

32010 3.560 9.152 0.000 19. 070 1.853 0.462 0 901 0.360 0.675 26.480 

32011 0 262 0 306 0.093 4.973 0.112 0.093 0 551 0.028 0.015 0.153 

32012 0.195 0 380 0.117 8. 726 0.097 0.075 0 423 0.011 0.012 0.115 

32013 0 216 0 360 0.146 6. 781 0.103 0.087 0.410 0.000 0.013 0.129 

32014 0 263 0 288 0.119 7.845 0.202 0.107 0.802 0.023 0.014 0.137 

32016 0 189 0.385 0.115 8 875 0.083 0.108 0.466 0.014 0.010 0.100 

32017 0 220 0.356 0.131 7.282 0.090 0.090 0.537 0.000 0 015 0.128 

32018 0.237 0.320 0.127 9.142 0.158 0.141 0.792 0.010 0 012 0.126 

32019 0.153 0.329 0.129 9.310 0.082 0.085 0.414 0.000 0.010 0.090 

32020 0.243 0.404 0.135 9.540 0.097 0.094 0.500 0.013 O.Oll 0.118 

32021 0.138 0 292 0 135 8.695 0.060 0.066 0 341 0.000 0.011 0.096 

32022 0.138 0 309 0 133 8. 787 0.071 0.088 0 373 0.000 O.Oll 0.093 

32023 0.136 0.305 0.141 9.304 0.053 0. 084 0.343 0.008 0.010 0.088 

32024 0.125 0.288 0.135 10. 010 0.051 0.095 0.409 0.023 0.009 0 085 

32025 0.138 0 236 0.142 10.820 0.079 0.093 0 538 0 012 O.Oll 0 095 

32026 0.288 0.335 0.125 7.884 0.174 0.131 0 911 0 000 0.015 0 142 

32027 0.275 0.347 0.091 5.158 0.106 0.111 0.578 0.007 0.016 0.157 

32028 0.307 0.350 0.114 7.554 0.206 0.130 0.941 0.032 0.015 0.148 

32029 0 280 0 348 0.099 5.393 0 097 0.104 0.585 0.000 0.016 0.155 

32030 0.277 0 354 0.097 5.269 0.101 0.098 0.552 0.009 0.017 0.157 

32032 0.307 0 346 0.125 8.029 0.165 0.150 0.925 0.031 0.015 0.163 

32033 0.273 0.344 0.093 5.220 0.107 0.108 0.551 0.000 0.015 0.152 

32034 0.303 0.344 0 126 7.538 0.201 0.146 0.911 0 016 0.016 0.154 

32035 0.288 0.344 0.130 7.980 0.162 0.145 0.849 0.028 0.015 0 150 

32036 0.269 0.345 0.097 5.338 0.105 0.103 0 596 0 000 0.016 0 154 

32037 0.299 0.343 0.121 7.398 0.177 0.114 0 913 0.000 0.016 0 155 

32038 0.287 0.345 0 123 7.329 0.159 0.120 0 864 0 044 0.015 0.147 

32039 0.274 0 348 0.114 5.225 0.116 0.099 0.556 0.016 0.015 0.150 

32040 0.297 0 336 0.126 7. 997 0.170 0.133 0.849 0.028 0.015 0.153 

32041 0.286 0 333 0.097 5 054 0.125 0.091 0.541 0.010 0.015 0.151 

32042 0.267 0.338 0.093 5.214 0.095 0.100 0.547 0.010 0.015 0.144 

32043 0.309 0.347 0.120 7.675 0.179 0.130 0.869 0.032 0.015 0 153 

32044 0.305 0.349 0.120 7.662 0.162 0.155 0 896 0.000 0.017 0 156 

32045 0.250 0.275 0 113 8.363 0.160 0.127 0 802 0.009 0.015 0.135 

32046 0.318 0.339 0 126 8.030 0.173 0.150 0 953 0.009 0.017 0.162 

32048 0.291 0.338 0.118 7.828 0.165 0.160 0.875 0 018 0.015 0 148 

32049 0.299 0.346 0.121 7.813 0.173 0.158 0.908 0.015 0.017 0 154 

32050 0 327 0.349 0.118 7.477 0.186 0.151 0.968 0 034 0 017 0.163 

32051 0.299 0.333 0.121 7.867 0.184 0.128 0.933 0 019 0 015 0.154 

32052 0.299 0.337 0.117 7.869 0.159 0.133 0.932 0.015 0 016 0.154 

32053 0.308 0.350 0.123 7.872 0 163 0.135 0.894 0.024 0.014 0.154 

32054 0.303 0.354 0.115 7.406 0.178 0.154 0.000 0.000 0.016 0.155 

32055 0.271 0.344 0.084 5.066 0.097 0.113 0.553 0.000 0.015 0.154 

31603 0.291 0.344 0.114 7.414 0.196 0.135 0.870 0.021 0.015 0.156 

283 
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第15表 原西 III遺跡出土のサヌカイト製遺物および利根／ 1|流域産原石の分析結果

元 素 比
試料番号

K/Ca Ti/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Zr/Sr Nb/Sr Al/Ca Si/Ca 

31604 0 307 0.347 0.115 7 222 0.161 0.165 0 913 0 027 0.014 0.155 

31605 0 290 0.337 0.117 7 957 0.170 0.156 0.928 0 013 0 014 0.153 

31606 0.438 0 409 0 095 6.266 0.267 0 173 0 043 0.042 0 016 0.187 

31607 0 278 0.349 0.098 5.209 0.114 0.104 0 569 0 031 0.016 0.154 

31608 0.318 0 347 0 105 7 687 0.162 0.149 0. 941 0.045 0 015 0.154 

31609 0.291 0 342 0 116 7.872 0.170 0.129 0 879 0.031 0.014 0.148 

31610 0.312 0.338 0.112 7.466 0.193 0.125 0.859 0.017 0.015 0.160 

31611 0.301 0.342 0.118 8.027 0.172 0.136 0.928 0.007 0.018 0.158 

31612 0.314 0 345 0 108 7.649 0.176 0.122 0.910 0.032 0.016 0 160 

31650 0.288 0.339 0 124 7.613 0.167 0.148 0.891 0.015 0.016 0 151 

31651 0.308 0.348 0.127 8.010 0.177 0.130 0.932 0.029 0.016 0 156 

31652 0.296 0.331 0.131 7.975 0.169 0.146 0.889 0.015 0.015 0.148 

31653 0.309 0.344 0.110 7.356 0.197 0.124 0.872 0.026 0.015 0.154 

31654 0.309 0.349 0.124 7.656 0.177 0.163 0.876 0.026 0.017 0.154 

31655 0.299 0.339 0.116 7.581 0 200 0.122 0.893 0.016 0.016 0.156 

第16表 原西 III遺跡出土の黒曜石製石器の分析結果

元 素 比
試料番号

Ca/K TI/k Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K 

32056 0 141 0.070 0.120 1.385 1.074 0 348 0 263 0 109 0 021 0.320 

32057 0.135 0.066 0 101 1 346 1.064 0 373 0 305 0 117 0.027 0 348 

32058 0.145 0.690 0 091 1.233 1.055 0 356 0.245 0.121 0.017 0.312 

32059 0 149 0.032 0.137 1.430 2.414 0.024 0 554 0.228 0.021 0 327 

32060 0.131 0.067 0.092 1 267 1.064 0 343 0 230 0.109 0.023 0 323 

32061 0.134 0.066 0 122 1.485 1.038 0 416 0.331 0.155 0.025 0.331 

32062 0 151 0.070 0.103 1.275 1.018 0.340 0. 272 0.089 0.020 0.322 

32064 0 135 0.069 0.107 1.488 1.159 0 368 0 283 0.153 0.022 0 329 

32065 0.144 0.068 0 088 1 296 1.023 0 326 0 317 0.070 0.021 0 325 

32066 0 144 0.069 0 lll 1 395 1.055 0 332 0.270 0.125 0.021 0.338 

32067 0 166 0.071 0.112 1. 414 1.046 0.357 0 248 0.132 0.023 0 321 

32068 0.129 0.069 0 120 1.447 1.058 0 373 0 265 0.082 0.020 0.331 

32069 0 139 0.069 0 107 1.382 1.099 0.354 0. 246 0.094 0.023 0.333 

32070 0 148 0.066 0 107 1 354 1.078 0.370 0. 262 0.123 0.022 0.334 

32071 0 141 0.065 0.120 1.397 1.119 0.336 0 282 0.164 0.022 0.313 

32072 0 127 0.071 0.098 1.236 1.082 0 362 0.239 0.108 0.024 0.309 

32073 0.135 0.069 0 118 1.224 1.024 0 349 0.290 0.132 0.022 0.295 

32074 0 143 0.067 0 105 1.360 1.032 0 349 0.287 0.144 0.023 0.320 

32075 0 148 0.065 0.120 1.324 1.023 0.321 0 256 0.092 0.022 0.332 

32076 0 144 0.065 0.104 1.368 1.092 0 354 0 268 0.135 0.022 0.324 

32077 0 、 183 0.083 0 061 1 294 0.967 0.329 0.170 0.052 0.020 0.322 

32078 0.114 0.058 0.102 1.347 1.160 0 371 0 278 0.085 0.019 0.257 

32080 0.161 0.048 0.140 1.317 1.850 0 052 0 410 0.178 0.024 0.311 

32081 0.136 0.041 0.129 1 350 2 061 0 057 0 447 0.143 0.023 0.332 

32082 0.207 0 060 0.127 1.699 1. 915 0.115 0 410 0 173 0.022 0.323 

32083 0 139 0.039 0.105 1. 241 1. 989 0.046 0.426 0 082 0.023 0.342 

32084 0.138 0 069 0.092 1.351 1.091 0.396 0 281 0 126 0.018 0.330 

32085 0 151 0 045 0.107 1.189 1.875 0.042 0.376 0.136 0.022 0.325 

32086 0 144 0.025 0 101 1.371 1.655 0.113 0.309 0 114 0 020 0.338 

32087 0 138 0.072 0 117 1.404 1.059 0.337 0.293 0.063 0 024 0.330 

32088 0.139 0.068 0.129 1.443 1.118 0.369 0.266 0 102 0.024 0.328 

284 



付 編

第17表 原西 III遺跡出土のサヌカイト製石器の原材産地推定結果

馨閂 名称・位置・層位 原石産地（確率） 判定 遺物品名 備 考 試料提供者

32000 原石•利根川・赤城村 原 石 利根川

32001 原石•第 7 地点 荒船山(19%) 荒船山 II 鏑 /II 

32002 原石•第 2 地点No.87 II II 

32003 原石•第 2 地点 II II 

32004 原石• N 地点 八風山 (78%) 八風山 II 長野県

32005 原石• D地点 荒船山 (7 %) 荒船山 II 鏑 J I I 

32006 原石・白井北中道遺跡礫層 II 利根川

32007 原石• K地点 荒船山 (83%) 荒船山 II 長野県

32008 原石• M地点 II II 

32009 原石• D地点 荒船山 (98%) 荒船山 II 鏑 JII 

32010 原石•第 3 地点 II II 

32011 原石• N地点 八風山 (15%) 八風山 II 長野県

32012 原石• C地点 荒船山 (7%) 荒船山 II 鏑 /II 

32013 原石•第 4 地点 荒船山(D 2=58) 荒船山 II II 

32014 原石•利根川第II［地点 II 利根川

32016 原石• K地点 荒船山 (10%) 荒船山 II 長野県

32017 原石• A地点 荒船山(0 .3%) 荒船山 II 鏑 /II 

32018 原石・利根川第 1［地点 II 利根川

32019 原石•第 3 地点 荒船山 (80%) 荒船山 II 鏑 /II 

32020 原石• C地点 荒船山 (53%) 荒船山 II II 

32021 原石• C地点 荒船山 (4%) 荒船山 II II 

32022 原石• E地点 荒船山 (44%) 荒船山 II II 

32023 原石• E地点 荒船山(14%) 荒船山 II II 

32024 原石• N地点 荒船山(0 .2%) 荒船山 II 長野県

32025 原石•利根川・赤城村 II 利根川

32026 天引狐崎 •GAn-6 、 24-69 、 S156 石 器

32027 天引狐崎 •GAn-3 、 23-69 、 S10 八風山 (5%) 八風山 II 

32028 天引狐崎 •GAn-1 、 26-69、 S4 II 

32029 天引狐崎 •GAn-1 、 24-69、 Sl24 八風山 (6%) 八風山 II 

32030 天引狐崎 •GAn-3、 22-68、 Sl3 八風山 (0.1%) 八風山 II 

32032 天引狐崎 •GAn-1 、 26-69 、 S24 II 

32033 天引狐崎 •GAn-1 、 24-69 、 Sl08 八風山 (4 %) 八風山 II 

32034 天引狐崎 •GAn-4、 26-69 、 S21 II 

32035 天引狐崎 •GAn-2、 27-70、 S5 II 

註）地点名の第 1 ～第10 と A~ Jについては、桜井美枝•井上昌美•関口博幸「群馬県における石器石材の研究（1）」(「研究紀要11」群馬県

埋蔵文化財調査事業団）の第 2 図の地点名に対応する。
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第18表 原西 III遺跡出土のサヌカイト製石器の原材産地推定結果

翡 名称・位置・層位 原石産地（確率） 判定 遺物品名 備 考 試料提供者

32036 天引狐崎 •GAn-1 、 26-69 、 S22 八風山(11%) 八風山 石 器

32037 天引狐崎 •GAn-4、 26-69 、 S16 II 

32038 天引狐崎 •GAn-2、 27-70 、 S4 II 

32039 天引狐崎． GAn-1 、 24-69、 S47 八風山 (0.2%) 八風山 II 

32040 天引向原・ GAn-9、 17-11 、 S3 II 

32041 天引向原 •GAn-5、 21-16、 Sl 八風山 (4 %) 八風山 II 

32042 天引向原 •GAn-1 、 20-13、 S7 八風山 (10%) 八風山 II 

32043 天引向原 •GAn-9 、 20-12 、 S3 II 

32044 天引向原 •GAn-8、 18-13、 S9 II 

32045 天引向原 •GAn-2、 21-15 、 S3 II 

32046 天引向原 •GAn-10、 15-11 、 Sl II 

32048 天引向原• GAn•9、 17-10 、 S52 II 

32049 天引向原 •GAn-3、 18-13 、 S12 II 

32050 天引向原 •GAn-10 、 16-11 、 S2 II 

32051 天引向原• GAn•9、 17-10 、 S38 II 

32052 天引向原 •GAn-4 、 15-10 、 S2 II 

32053 白倉下原B 区•GAn-8、 31-38 、 Sl4 II 

32054 白倉下原 B 区•GAn-8、 31-38 、 S13 II 

32055 白倉下原B 区・GAn-7、 29-36、 S5 八風山 (0.4%) 八風山 II 

31603 白倉下原A 区・GAn·7、 18-17、 S2 II 

31604 白倉下原A区 •GAn-6 、 16-16 、 Sl II 

31605 白倉下原A 区・GAn-4 、 16-15、 S3 II 

31606 白倉下原A区•GAn-1 、 17-15 、 S25 II 

31607 白倉下原A 区・GAn-9、 16-16、 S3 八風山 (1 %) 八風山 II 

31608 白倉下原A 区・GAn-5、 15-16、 S3 II 

31609 白倉下原A 区・GAn-4 、 16-17 、 S35 II 

31610 白倉下原A区•GAn•2 、 16-17 、 S96 II 

31611 白倉下原A 区・GAn-8、 16-16、 S33 II 

31612 白倉下原A 区・GAn-6、 17-16 、 S16 II 

31650 白倉下原A 区・GAn-4、 17-16、 S2 II 

31651 白倉下原A 区・GAn-2 、 16-17 、 S99 II 

31652 白倉下原A区•GAn-11 、 18-15、 S5 II 

31653 白倉下原A区•GAn-7、 17-17、 S36 II 

31654 白倉下原A区•GAn-5、 15-16、 S2 II 

31655 白倉下原A区•GAn-4 、 15-17 、 Sl II 
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第19表 原西 III遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地推定結果

靡 名称・位置・層位 原石産地（確率） 判定 遺物品名 備 考 試料提供者

32056 白倉下原B 区• Ob•3、 31-36、 S7 霧ヶ峰 (77%) 霧ヶ峰 石 器

32057 白倉下原 B 区 •Ob-2 、 31-36 、 S9 霧ヶ峰 (98%) 霧ヶ峰 II 

32058 白倉下原 B 区• Ob•1 、 28-36 、 Sl 霧ヶ峰 (64%) 霧ヶ峰 II 

32059 白倉下原 B 区• Ob·l 、 31-37 、 Sl 和田峠第 2 群 (32%) 和田峠 II 

32060 白倉下原 B 区• Ob·5、 30-36 、 S7 霧ヶ峰 (71%) 霧ヶ峰 II 

32061 白倉下原 B 区 •Ob-5、 29-38 、 S13 霧ヶ峰 (0.1%) 霧ヶ峰 II 

32062 白倉下原 B 区 •Ob·5、 29-38 、 S12 霧ヶ峰 (74%) 霧ヶ峰 II 

32064 白倉下原B 区• Ob·5、 28-38 、 S4 霧ヶ峰 (6%) 霧ヶ峰 II 

32065 白倉下原 B 区• Ob•4 、 31-38 、 S3 霧ヶ峰 (39%) 霧ヶ峰 II 

32066 白倉下原 B 区 •Ob-6、 29-36、 S3 霧ヶ峰 (57%) 霧ヶ峰 II 

32067 白倉下原B 区 •Ob-6、 31-37 、 S3 霧ヶ峰 (3%) 霧ヶ峰 II 

32068 白倉下原 B 区 •Ob-5、 31-38 、 S12 霧ヶ峰(12%) 霧ヶ峰 II 

32069 白倉下原 B 区 •Ob-5、 31-37 、 S4 霧ヶ峰（91%) 霧ヶ峰 II 

32070 白倉下原 B 区 •Ob-5 、 30-38、 S3 霧ヶ峰 (98%) 霧ヶ峰 II 

32071 白倉下原B 区 •Ob-7 、 31-36、 Sll 霧ヶ峰(10%) 霧ヶ峰 II 

32072 白倉下原 B 区 •Ob-7 、 29-37、 Sl 霧ヶ峰 (23%) 霧ヶ峰 II 

32073 白倉下原 B 区 •Ob-6、 29-39、 S2 霧ヶ峰 (32%) 霧ヶ峰 II 

32074 白倉下原 B 区• Ob•6、 31-36 、 S8 霧ヶ峰 (77%) 霧ヶ峰 II 

32075 白倉下原 B 区 •Ob-8 、 31-37、 S2 霧ヶ峰 (25%) 霧ヶ峰 II 

32076 白倉下原B 区 •Ob-8 、 29-37、 S3 霧ヶ峰 (96%) 霧ヶ峰 II 

32077 天引向原A 区 •Ob-1 、 19-12 、 S7 和田峠第 5 群 (74%) 男女倉(36%) 和田峠・男女倉 11 

32078 天引向原A区 •Ob•2 、 17-10 、 S56 霧ヶ峰 (3%) 霧ヶ峰 II 

32080 天引向原A 区• Ob•3 、 15-12 、 S3 和田峠第 3 群 (24%) 和田峠第 1 群 (10%) 和田峠 II 

32081 天引狐崎 •Ob-1 、 25-65 、 Sl 和田峠第 1 群（87%) 鷹山・和田 (71%) 和田峠 II 

32082 多胡蛇黒• F·8、 Sl 和田峠第 3 群 (29%) 和田峠 II 

32083 多胡蛇黒 •G•8、 S7 和田峠第 3 群 (5%) 和田峠第 1 群 (3%) 和田峠 II 

32084 矢田・ 50-88 、 Sl 霧ヶ峰 (64%) 霧ヶ峰 II 

32085 天引向原 C 区 •Ob-1 、 43-45 、 S2 和田峠第 1 群 (66%) 和田峠第 3 群 (34%) 和田峠 II 

32086 白倉下原 c 区• Ob·l 、 38-36 、 Sl 和田峠第 6 群 (89%) 和田峠第 1 群 (20%) 和田峠 II 

32087 白倉下原C 区 •Ob-1 、 40-65、 Sl 霧ヶ峰 (13%) 霧ヶ峰 II 

32088 白倉下原c 区• Ob·3 、 40-65、 S2 霧ヶ峰 (53%) 霧ヶ峰 II 
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第218図 原西III遺跡出土のサヌカイト製遺物および利根川流域産安山岩のクラスター分析

K/Ca 、 T i/Ca 、 Mn/Sr、 Fe/Sr、 Rb/Sr、 Y/Sr、 Zr/Nbの各元素比を用いた。組成

の似た試料は階段の低いところでクラスターを組む。

32000~32025 ：利根／ l|流域産原石

31603~31655、 32026~32055 :サヌカイト製遺物

A: 荒船山産原石、 H: 八風山産原石（マハラノビスの距離を求めて行なうホテ

リングの T2検定での同定結果）、不明群：組成の少し異なる、 2~3 グループから

成る。
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第219図 白倉下原遺跡A区ブロック別石器組成図（ 1)
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第220図 白倉下原遺跡A区ブロック別石器組成図 (2)
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第222図 白倉下原遺跡A区ブロック別石器組成図 (4)
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第223図 白倉下原遺跡A区ブロック別石器組成図 (5)
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第224図 白倉下原遺跡A区ブロック別石器組成図 (6)
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第225図 白倉下原遺跡B 区ブロック別石器組成図（ 1)
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第226図 白倉下原遺跡B 区ブロック別石器組成図 (2)
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ブロック別石器組成図
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第227図 白倉下原遺跡B 区ブロック別石器組成図 (3)
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第229図 天引向原遺跡A区ブロック別石器組成図 (2)
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第230図 天引向原遺跡A区ブロック別石器組成図 (3)
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第231図 天引向原遺跡A区プロック別石器組成図 (4)
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第233図 白倉下原遺跡A区母岩別石器組成図（ 1)
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第234図 白倉下原遺跡A区母岩別石器組成図 (2)

310 



母岩別石器組成図

三口：：〉叩
邑乞ロミ言ご

剥 1 言〖：胃書 9 □ 

片［口：履こ〉こ9 :]ジミ｀） 彎

□ 9 ` 霞肩言
：〉口｀》三ニコ三

こ疇◎ ：庁ミら

食》噂戸攣攣
第235図 白倉下原遺跡A区母岩別石器組成図 (3)
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第236図 白倉下原遺跡A区母岩別石器組成図 (4)
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第237図 白倉下原遺跡A区母岩別石器組成図 (5)
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第238図 白倉下原遺跡A区母岩別石器組成図 (6)
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第239図 白倉下原遺跡B 区母岩別石器組成図（ 1)
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第241図 白倉下原遺跡 B 区母岩別石器組成図 (3)
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第243図 天引向原遺跡A区母岩別石器組成図 (2)
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第244図 天引向原遺跡A区母岩別石器組成図 (3)

320 



母岩別石器組成図

剥

片

ス
ク
レ
イ
パ
ー

ナ
イ
フ
形
石
器

゜
ヽ

ス
ク
レ
イ
ノ
ー

片
こ戸

石

核

石

核 片 : 

剥

片

斤

口
宣第245図 天引向原遺跡A区母岩別石器組成図 (4)
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石器一覧表

第20表 白倉下原遺跡A区石器一覧表（ 1)

Nu 器 種折 石 材 母岩Na 個体NQ ：げ接合 X Y Na N-SE-W X座標 Y座標 Z座標長さ 幅厚さ 重星 挿図Nu

l 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 15 1 458 436 79.58 79.36 178.99 1.6 1.6 0.2 0.84 
2 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 16 1 490 66 79. 90 80. 66 179. 06 4. 4 3. 9 0. 9 13.78 22-71 
3 砕片 ー黒色安山岩 GAn-5 ~ Al - 15 16 2 440 166 79.40 81.66 179.01 1.4 0.9 0.3 0.36 
4 剥片 ー黒色安山岩 GAn-5 - Al - 15 16 3 406 274 79.06 82. 74 178.97 4.0 3 0 1.3 8.91 24-90 
5 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4A Al O 15 16 4 494 414 79.94 84.14 179.09 2.0 2 5 0.9 5. 59 34-1 
6 剥片 〇チャート Chｷl Al O 15 16 5 284 252 77. 84 82. 52 178. 97 3. 4 2. 8 0. 9 10.29 45-1 
7 敲石 ー結晶片岩 CS-I Al O 15 16 6 494 124 79. 94 81. 24 178 88 7 9 5 2 2. 3 131. 83 26-110 
8 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - Al O 15 16 7 460 131 79.60 81.31 178 91 4 2 2 1 0.9 8.16 28-1 
9 敲石 ー結晶片岩 CS-1 Al O 15 16 8 498 172 79.98 81. 72 178 88 8 5 3 5 1.8 81.34 26-110 

10 敲石 ー結晶片岩 CSｷ l Al O 15 16 9 484 184 79 84 81.84 178.91 6.8 2.4 1.2 25. 67 26-110 
11 剥片 ー黒色安山岩 GAn-1 - Al O 15 16 10 495 289 79 95 82 89 178 89 5 8 4 7 1 8 43. 71 28-2 
12 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 16 18 llO 412 76 10 84.12 178 92 1 2 1 5 0.3 0.51 
13 敲石 ー結晶片岩 CS-I Al O 15 16 19 496 180 79.96 81.80 178.86 13.0 5.1 2.3 236.30 26-110 
14 敲石 ー結晶片岩 CS-I Al O 15 16 20 492 170 79.92 81.70 178.85 8 4 3.6 2.5 92. 33 26-110 
15 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al ~ 15 16 21 494 488 79.94 84.88 178.77 2.0 2.1 0.5 1. 74 
16 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 - Al O 15 17 1 454 420 79. 54 89. 20 178. 97 2. 6 2. 0 1.1 3.81 30-3 
17 石核 〇黒色安山岩 GAn-2 GAn-2A Al O 15 17 2 456 400 79. 56 89. 00 178. 94 3. 0 4.1 1. 1 10.39 16-40 
18 砕片 ー黒色安山岩 GAn•4 - Al - 15 17 3 486 374 79.86 88. 74 179.03 0.9 1 6 0.2 0.30 
19 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ Al - 15 17 4 440 364 79 40 88. 64 178. 93 1 3 0 8 0.1 0.16 
20 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 15 17 5 440 372 79. 40 88. 72 179. 00 2. 8 2. 2 1.1 5. 72 35-2 
21 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4C Al O 15 17 6 428 394 79.28 88.94 178.91 1. 7 3.0 0.6 3.07 36-9 
22 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4D Al O 15 17 7 422 384 79.22 88.84 178.88 3.2 3. 7 1 5 19.98 37-2 
23 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 - Al O 15 17 8 400 372 79.00 88.72 179.04 2.4 2.6 1 2 8 44 30-6 
24 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al O 15 17 9 404 418 79.04 89.18 179.00 2.5 3.7 0.8 7. 08 38-12 
25 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ Al ~ 15 17 10 490 366 79 90 88.66 178.94 1.7 0.8 0.4 0.52 
26 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 17 11 480 286 79 80 87. 86 179 06 1 8 0 8 0. 2 0.42 
27 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 17 12 458 270 79.58 87. 70 178.88 1.8 2.3 0. 7 2.94 
28 台形様石器〇黒色安山岩 GAn-2 GAn-ZA Al O 15 17 13 452 312 79 52 88 12 178 99 1 8 1.2 0.4 1.01 9-7 
29 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 17 14 442 316 79 42 88 16 178 94 1 2 0.8 0.5 0.56 
30 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4C Al O 15 17 15 340 370 78 40 88 70 178 _ 94 1 5 L 4 L 1 2.35 36-4 
31 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 - Al - 15 17 16 280 342 77 80 88 42 178.96 1.8 2.6 0.9 2.88 20-60 
32 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 ~ Al O 15 17 17 224 292 77 24 87 92 178 97 2 9 2.1 0. 7 4.83 30-3 
33 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al O 15 17 18 328 308 78 28 88 08 178 93 4.2 4 2 2.0 26. 72 38-3 
34 剥片 ー黒色安山岩 GAn•4 - Al ~ 15 17 19 352 300 78.52 88.00 178 95 1 9 1 8 0.4 1.66 
35 砕片 ー黒色安山岩 GAn-2 - Al - 15 17 20 350 294 78 50 87.94 178 94 1 8 1.3 0.4 0.80 
36 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 17 21 322 274 78 22 87.74 178 96 1 3 1.3 0.7 0.94 
37 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 15 17 22 438 252 79 38 87 52 178 93 1 7 2 2 l _ 2 3.35 35-1 
38 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 - Al O 15 17 23 398 226 78.98 87.26 178.98 2.8 1.9 0.9 5.63 30-4 
39 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 15 17 24 402 222 79 02 87 22 178 99 3.4 1 6 0.8 4.44 35-3 
40 台形様石器ー黒色安山岩 GAn-2 - Al - 15 17 25 422 224 79 22 87 24 179.09 2.6 1. 7 0 5 2. 44 9-11 
41 剥片 〇黒色安山岩 GAn•2 - Al O 15 17 26 426 214 79.26 87.14 179.03 5.3 2.7 1 1 19 71 30-4 
42 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 - Al O 15 17 27 416 178 79.16 86.78 178.99 2.5 0.9 0.4 1. 47 30-5 
43 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 - Al O 15 17 28 424 184 79.24 86.84 178.99 2.3 3.8 1 2 11 08 19-49 
44 剥片 ー黒色安山岩 GAn•4 - Al O 15 17 29 392 194 78. 92 86. 94 179. 02 1. 9 2.1 0 7 2 40 38-8 
45 砕片 ー黒色安山岩 GAn•4 - Al - 15 17 30 450 134 79.50 86.34 179.08 1.3 0.6 0.3 0.22 
46 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al O 15 17 31 452 126 79 52 86. 26 178. 99 2. 8 2. 7 0. 8 4.83 38-10 
47 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 17 32 415 394 79.15 88.94 178.88 1.2 0.7 0 2 0.20 
48 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al O 15 17 33 456 114 79.56 86.14 178.99 4.7 3.0 0.5 11.03 38-7 
49 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4A Al O 15 17 34 498 152 79.98 86.52 178.99 4.5 2.8 1 4 14.94 34-5 
50 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 15 17 35 404 40 79.04 85 40 179.00 2.1 1.2 0.4 0.83 35-6 
51 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 17 36 452 18 79. 52 85.18 179. 06 2. 2 0. 9 0 4 0.54 
52 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4A Al O 15 17 37 476 318 79.76 88.18 178.88 1.5 3.4 0 3 1 80 34-3 
53 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ Al - 15 17 38 438 294 79 38 87. 94 178. 88 1. 3 0. 8 0. 4 0.40 
54 剥片 〇チャート Ch-1 Al O 15 17 39 268 2 77 68 85.02 178.95 2.4 2.7 0.6 4.29 45~2 
55 砕片 ー黒色安山岩 GAn-2 - Al - 15 17 40 448 380 79 48 88.80 178.87 1.1 1.3 0 1 0 32 
56 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 17 41 452 380 79 52 88.80 178.87 1. 7 1.3 0 3 0 66 
57 石核 ー黒色安山岩 GAn•2 - Al O 15 17 42 460 350 79.60 88.50 178.84 6.9 4.3 1.9 57. 70 16-41 
58 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4C Al O 15 17 43 450 300 79 50 88.00 178.84 2.3 2.5 0.5 2.69 36-10 
59 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4C Al O 15 17 44 408 230 79 08 87 30 178 96 2 1 1 7 0_5 1. 53 36-6 
60 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 17 46 498 166 79 98 86 66 178 92 1 3 2 0 0. 7 1.53 
61 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 - Al O 15 17 47 308 252 78 08 87.52 178 83 5 0 3 2 1.1 21.83 31-3 
62 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 17 48 358 298 78.58 87 98 178 93 1.1 0.7 0.4 0.45 
63 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al ~ 15 17 51 482 456 79.82 89.56 178.85 1.6 1.3 0 3 0.64 
64 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 15 17 52 486 356 79 86 88.56 178.85 1.5 1.0 0 5 0 72 
65 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4C Al O 15 17 53 476 336 79 76 88.36 178.78 2.3 2.5 0.5 2 48 36-7 
66 石核 〇黒色安山岩 GAn-2 GAn-2A Al O 15 17 54 470 298 79 70 87 _98 178_ 76 4_2 2_8 1 5 21. 50 16-40 
67 剥片 ー黒色安山岩 GAn-10 - 外ー 16 14 1 166 346 81 66 73. 46 178. 78 4. 3 5. 7 1 5 29 68 20-53 
68 剥片 ー黒色安山岩 GAn•8 - Al O 16 15 1 234 486 82.34 79.86 179.02 4.9 2.2 0 6 8 12 44-1 
69 剥片 〇黒色安山岩 GAn-6 - Al - 16 15 2 284 450 82 84 79. 50 179. 00 2. 9 4.1 0. 8 10. 34 23-84 
70 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al ~ 16 15 3 285 411 82 85 79.11 179 08 1 9 2. 0 0. 3 1.23 
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石器一覧表

第21表 白倉下原遺跡A区石器一覧表 (2)

Nu 器 種折 石 材 母岩No.個体Nu ;7 接合 X Y No. N-S E-W X座標 Y座標 z 座標長さ 幅厚さ 重拡 挿図Nu

71 剥片 ー黒色安山岩 GAn-8 - Al - 16 15 4 214 399 82. 14 78 99 179. 04 3 5 6 3 1 3 19. 99 23-81 

72 剥片 〇黒色安山岩 GAn-5 - Al - 16 15 6 323 376 83. 23 78 76 179.11 3 6 5 5 1 0 14. 69 25-108 

73 剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 - Al O 16 16 1 93 45 80. 93 80. 45 178. 93 2 8 1. 5 1 0 4. 43 40~ 1 
74 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 2 45 175 80.45 81. 75 179.03 2 0 1.2 0 3 0.89 

75 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 16 16 3 125 182 81.25 81.82 178.97 2 3 2.5 0.8 4. 70 24-94 

76 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 4 140 168 81.40 81.68 179 06 2.0 1.0 0.3 0.48 

77 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 16 16 5 300 191 83.00 81.91 179 00 4.7 4.9 3.2 86.14 18-48 

78 砕片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 6 198 226 81. 98 82. 26 178. 96 2. 3 0. 8 0. 4 0.89 

79 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 7 144 232 81.44 82.32 179 06 1.5 0.9 0.2 0.34 

80 台形様石器〇黒色安山岩 GAn-5 - Al O 16 16 8 37 263 80. 37 82. 63 179 07 2. 0 1. 9 0. 3 0 88 9-9 
81 剥片 ーチャート Ch-I Al - 16 16 9 145 304 81.45 83.04 179.14 2.5 2.8 1.2 6. 94 25~ 106 

82 R剥片 〇チャート Ch-I Al - 16 16 10 198 312 81 98 83.12 178 99 2.0 2.5 0.6 4 22 12-28 

83 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - Al O 16 16 11 267 346 82 67 83.46 179 11 2.4 2. 7 1.1 7 21 29-5 
84 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - Al O 16 16 12 138 372 81 38 83.72 179 12 4.9 4.0 1.3 27. 91 28-1 
85 剥片 ーチャート Chｷ ] Al O 16 16 13 122 357 81 22 83.57 179.12 4.7 3.4 1.5 15 89 45-6 
86 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al ~ 16 16 14 156 396 81.56 83.96 179 09 1.2 1.1 0.4 0 46 

87 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 16 16 llO 417 81 10 84.17 179.03 3.7 2.2 1.0 9 36 38-9 
88 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 17 98 407 80 98 84.07 179.06 1.3 2.8 0.7 2. 60 22-80 

89 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 16 18 100 400 81 00 84.00 179.01 2.7 2.9 0.8 5 49 38-13 
90 剥片 ーチャート Ch-I Al O 16 16 19 65 405 80.65 84 05 179.07 3. 7 3.3 0.9 8 08 45-4 
91 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 16 16 20 6 433 80 06 84.33 179 09 3.8 2.2 0.7 5.34 35-8 
92 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 16 21 76 445 80 76 84.45 179.15 2.5 2.7 0.7 6 76 38-5 
93 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 16 16 22 138 463 81.38 84.63 179 13 3.4 2.0 0.4 3 74 35~9 
94 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al ~ 16 16 23 192 455 81 92 84.55 179 07 1.2 0.8 0.4 0 31 

95 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 24 210 446 82 10 84.46 179.07 1. 7 0. 7 0.3 0 30 

96 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 16 16 25 284 396 82.84 83.96 179 18 2.6 3.3 1.0 8 04 35~4 
97 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 16 26 269 463 82 69 84.63 179 12 2.0 3.5 1.1 12.43 38-4 
98 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 16 27 246 468 82 46 84. 68 179. 21 2. 0 2. 7 0. 9 4. 72 38-4 
99 台形様石器〇チャート Ch • 5 Al - 16 16 28 359 497 83.59 84.97 179 06 3.2 1.6 0.4 2.85 9~13 

100 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ Al - 16 16 30 204 499 82. 04 84. 99 179 09 1. 4 1. 0 0 3 0.37 

101 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 32 13 240 80.13 82. 40 178. 99 1. 9 0. 8 0 4 0.56 

102 剥片 〇黒色安山岩 GAn•8 - Al O 16 16 33 360 114 83.60 81.14 179.07 3 1 2 2 0 9 5.52 44-2 
103 剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 - A6 0 16 16 34 484 252 84.84 82 52 179.19 4 8 4 7 1 8 30.14 40-4 
104 剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 ~ Al O 16 16 38 24 208 80.24 82 08 178.90 4 7 4 7 1 5 37. 78 40-2 
105 剥片 ーチャート Ch-1 Al O 16 16 39 20 221 80.20 82 21 178.91 4.1 3.2 2.2 27 95 45-3 
106 R剥片 ーチャート Chｷ l Al O 16 16 40 58 218 80.58 82.18 178.96 4.3 2 6 1.0 13 81 12-26 
107 R剥片 ーチャート Ch-1 Al - 16 16 41 103 238 81.03 82.38 178.92 6.1 3.8 1.5 21 42 12-27 

108 敲石 ー結晶片岩 CS-1 Al O 16 16 42 100 248 81 00 82 48 178.91 10 4 5 7 2.4 150.50 26-110 
109 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 43 88 286 80. 88 82 86 178. 92 0 9 1. 5 0. 3 0 42 

llO 剥片 〇黒色安山岩 GAn-5 - Al O 16 16 44 78 308 80 78 83. 08 178 96 3. 7 4.1 1. 2 24 41 19-50 
lll 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 45 78 321 80 78 83. 21 178. 89 0. 6 0. 3 0.1 0 04 

112 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - Al O 16 16 47 128 354 81 28 83.54 178 89 5.5 4.4 2.0 52. 90 29-5 
113 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 48 73 450 80 73 84.50 179.07 1.4 1.2 0.4 0.59 

114 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 16 49 87 463 80.87 84.63 178 97 2.0 2.3 0.8 3.16 38-14 
115 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al ~ 16 16 50 80 486 80 80 84.86 178 97 1.8 1.6 0.6 1.12 

116 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 51 llO 481 81 10 84.81 178 96 0.8 0 5 0 2 0.10 

117 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 16 16 52 135 476 81.35 84. 76 178 94 3.2 3 3 2 0 15. 20 35-5 
118 砕片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 53 166 447 81.66 84.47 178 92 0 9 2 0 0.5 0 79 

119 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 16 54 150 405 81. 50 84. 05 178. 96 2. 0 2. 7 0 8 4 02 38-5 
120 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 55 193 410 81.93 84.10 179.00 1 2 0 7 0 2 0 19 

121 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 56 175 370 81. 75 83 70 178.99 2 4 2 3 0.6 2 41 21-67 

122 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 ~ Al O 16 16 57 185 355 81.85 83 55 178.98 2 3 3 6 1.3 9. 71 29-5 
123 敲石 ー結晶片岩 CS-1 Al O 16 16 60 166 250 81.66 82 50 178.92 11.8 8.3 3.3 369 90 26-110 
124 剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 - Al - 16 16 61 88 103 80.88 81 03 178.87 4 1 4.7 1.6 31 44 19-51 

125 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 62 159 393 81.59 83 93 178.89 1.5 1.9 0.4 0.81 

126 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 16 63 145 416 81.45 84.16 178 89 1.5 1.7 0 3 0.78 

127 剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 - Al O 16 16 64 217 48 82 17 80.48 179 05 4.9 4.0 1 1 26.40 40-3 
128 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4A Al O 16 17 1 122 132 81 22 86.32 179 08 3. 7 2.3 0 6 4.66 34-6 
129 ナイフ形石器ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 16 17 2 142 214 81 42 87.14 179.14 5.5 1.9 1 1 10. 70 8-2 

130 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 GAn-7B Al O 16 17 3 140 224 81.40 87.24 179 10 1.2 2.5 0 5 1 24 43-3 
131 剥片 ー黒色安山岩 GAn-7 GAn-7B Al O 16 17 4 114 238 81 14 87.38 179 07 1.0 3 8 1 0 5 76 43-5 
132 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4C Al O 16 17 5 96 248 80 96 87. 48 179 09 1 3 2 0 0 5 1.06 36-5 
133 剥片 ー黒色安山岩 GAn-7 GAn-7B Al O 16 17 6 48 24 7 80 48 87. 4 7 179 07 1 2 3. 6 1 2 3 57 43-4 
134 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 7 74 311 80 74 88.11 179.08 2.2 1 2 0 2 0 49 

135 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 - Al O 16 17 8 106 322 81 06 88. 22 179 09 1 3 1 6 0 5 0 68 20-59 
136 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 9 104 324 81 04 88 24 179 09 0 9 1 4 0 8 0. 76 

137 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ A5 - 16 17 10 397 454 83 97 89.54 179 25 1 4 0.9 0.2 0 31 

138 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - AS - 16 17 11 330 498 83 30 89 98 179. 21 1 6 1 9 0. 6 1 30 

139 石核 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4D A5 0 16 17 12 390 393 83.90 88 93 179.19 5 0 5 9 2.1 79 23 17-45 
140 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 ~ A5 - 16 17 13 378 342 83. 78 88 42 179.25 2 7 1.3 0.4 2.08 22-74 
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石器一覧表

第22表 白倉下原遺跡A区石器一覧表（ 3)

Nu 器 種折 石 材 母岩NQ個体Na ;げ接合 X y.Na N-S E-W X座標 Y座標 z座標長さ 幅厚さ 誼旦 挿図N(l

141 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A5 0 16 17 14 365 326 83.65 88.26 179.22 1. 7 1.9 0 3 1. 60 39-2 

142 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - AS O 16 17 15 457 320 84.57 88.20 179.18 2.1 3.5 1 0 7.58 39-3 
143 剥片 ー黒色安山岩 GAn•4 - AS - 16 17 16 224 462 82.24 89.62 179.21 2.4 0. 7 0.5 0.80 
144 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - AS - 16 17 17 223 413 82.23 89.13 179.14 1.4 4.1 0.6 3.61 22-75 
145 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 18 232 300 82. 32 88. 00 179.12 3.1 1. 4 0. 7 2.50 
146 剥片 ーチャート Ch-10 Al - 16 17 19 310 132 83.10 86.32 178.99 7.2 6.2 2.5 82. 98 18-46 

147 石刃 ー黒色安山岩 GAn-2 ~ Al - 16 17 20 298 102 82. 98 86. 02 179. 20 4. 2 1. 8 0. 7 4. 41 12-24 

148 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 21 206 176 82.06 86.76 179.04 1.3 1.4 0.8 0 93 
149 台形様石器ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 22 177 160 81 77 86.60 179.00 3.2 1.5 0.5 2 37 9-8 

150 砕片 ー黒色安山岩 GAn-2 - Al - 16 17 23 208 210 82 08 87.10 179.04 1.2 0.7 0.6 0.37 
151 は ー黒色安山岩 GAn-2 - Al - 16 17 24 151 214 81.51 87.14 179.03 1 5 1.5 0.3 0 71 
152 〇黒色安山岩 GAn-2 - Al O 16 17 25 113 226 81 13 87. 26 178 99 1 3 2 6 0. 9 2.78 31-3 
153 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 GAn-2A Al O 16 17 26 66 266 80.66 87 66 179 00 2.3 2 6 0.9 4.34 30~1 
154 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 27 36 306 80.36 88.06 178.96 1.8 0.7 0 2 0.34 
155 砕片 ー黒色安山岩 GAn-2 - Al - 16 17 28 24 311 80.24 88.11 178.94 1.3 0.6 0 3 0.29 
156 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 29 40 347 80 40 88.47 179.01 2.8 1.8 0 9 3.15 23-87 

157 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 17 30 64 413 80.64 89.13 178.99 3.2 3.7 0.7 6.48 39-2 
158 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 31 16 466 80 16 89.66 179.06 2.1 1.2 1 4 4.83 
159 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 - Al O 16 17 32 35 391 80 35 88.91 179.03 1.5 2.4 0 5 2. 06 20-59 
160 剥片 ー黒色安山岩 GAn•4 - Al - 16 17 33 18 368 80 18 88.68 179.02 2.2 3.0 0.9 5. 33 21-63 
161 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 - Al - 16 17 34 36 376 80.36 88.76 178.95 1 6 1.5 0.9 3.05 
162 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 35 20 358 80.20 88 58 178 93 1.9 1 6 0.6 1.90 
163 台形様石器〇黒色安山岩 GAn-2 GAn-2A Al O 16 17 36 0 390 80. 00 88. 90 178. 97 3. 2 2. 3 0. 5 4.91 9-7 
164 石刃 ー黒色安山岩 GAn-2 ~ Al - 16 17 37 44 200 80. 44 87. 00 178. 97 3. 9 2 1 0. 7 5. 50 12-23 

165 台形様石器ー黒色安山岩 GAn-2 ~ Al - 16 17 38 14 206 80.14 87 06 178 99 5 9 3.4 1.5 24.15 8-3 

166 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4A Al O 16 17 39 19 168 80.19 86.68 179.03 2.1 3.3 1.2 16. 23 34-4 
167 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4A Al O 16 17 40 21 154 80.21 86.54 178.97 2 0 2.5 0.6 3.12 34-7 
168 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 41 41 230 80.41 87.30 179.02 1 2 1.2 0.4 0.50 
169 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 17 42 30 95 80.30 85 95 179.06 2 5 1.0 0.5 1.21 38-4 
170 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 17 43 52 68 80.52 85.68 179.04 4.0 4.0 1.3 27. 01 38-2 
171 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al ~ 16 17 44 50 64 80 50 85 64 179. 04 1 7 1.1 0. 2 0.48 
172 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 45 48 68 80 48 85 68 179 04 1 2 0 7 0. 2 0.23 

173 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 46 45 7 4 80 45 85. 7 4 179. 03 1.1 1. 7 0. 5 0.61 
174 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 47 33 66 80 33 85.66 179.09 1.3 1.5 0.8 2 13 

175 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al ~ 16 17 48 35 60 80.35 85.60 179.07 1.2 1.3 0.8 1.05 

176 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4A Al O 16 17 49 102 120 81.02 86 20 179.04 2.6 2.5 0.5 3.05 34-5 
177 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 50 112 102 81 12 86.02 179.13 1 6 2.7 0.9 4.07 24-96 

178 台形様石器〇黒色安山岩 GAn-2 GAn-2A Al O 16 17 51 68 303 80 68 88.03 178.92 1.9 2.3 0.4 2.13 9-7 
179 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 GAn-ZA Al O 16 17 52 109 238 81.09 87.38 178.96 4 8 3.9 1.3 22.57 29-6 
180 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 16 17 53 63 34 80 63 85 34 179 _ 05 2 6 2 _ 1 0 _ 4 3. 73 35-10 
181 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 16 17 54 46 22 80 46 85.22 179.15 2.8 2.8 0.9 7. 28 35-7 
182 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ Al - 16 17 55 88 21 80.88 85.21 178.99 1.0 0.6 0.2 0.12 
183 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ Al - 16 17 56 94 36 80 94 85 36 178 97 0 9 1. 2 0. 4 0.37 
184 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4A Al O 16 17 57 139 80 81 39 85 80 179.07 3.5 1.5 0.8 4.58 34-6 
185 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ Al ~ 16 17 58 144 72 81.44 85. 72 179.06 1 8 1 8 0.3 1.01 
186 砕片 ー黒色安山岩 GAn-2 GAn-ZA Al O 16 17 59 156 73 81.56 85 73 179 14 1.4 1 3 0.4 0.61 29-7 
187 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 16 17 60 176 42 81 76 85.42 179 19 2.8 3 0 0.7 6.57 35-4 
188 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 61 150 0 81 50 85. 00 179.13 1. 1 2 2 0. 6 1.00 
189 剥片 ー黒色安山岩 GAn•4 - Al - 16 17 62 182 22 81.82 85.22 179.19 1.5 1.8 0.3 0.88 
190 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 16 17 63 190 33 81 90 85.33 179.20 1.1 2.1 0 8 2 43 35-11 
191 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 17 64 184 58 81 84 85.58 179.02 3.8 1.9 1 8 10 37 38-1 
192 砕片 ー黒色安山岩 GAn•4 - Al - 16 17 65 210 52 82.10 85.52 179.19 1.1 0.8 0.2 0.20 
193 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 17 66 238 56 82 38 85.56 179.06 3.9 1. 7 0 9 5 34 38-11 
194 石核 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 16 17 67 226 16 82 26 85.16 179. 03 4. 6 5. 2 2 6 54 10 15-39 
195 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 68 14 238 80 14 87.38 178.89 1.9 1.5 0.3 0.98 
196 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 - Al - 16 17 69 106 378 81 06 88.78 178.86 2.9 2.0 0 7 4. 83 20-54 

197 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 GAn-2A Al O 16 17 70 128 326 81.28 88.26 178.91 1.5 2.4 0.8 2.70 30-1 
198 剥片 ー黒色安山岩 GAn-3 - Al O 16 17 71 86 336 80 86 88.36 178.86 6.3 4.5 1 3 30 97 31-5 
199 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4D Al O 16 17 72 46 312 80 46 88.12 178. 84 1. 3 2 1 0 4 1 18 37-1 
200 石核 〇黒色安山岩 GAn-2 GAn-2A Al O 16 17 73 100 276 81 00 87.76 178.91 4.2 3.5 1.3 16.10 16-40 
201 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 74 21 290 80.21 87.90 178.85 1.3 1.2 0.6 0 80 
202 石核 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4C Al O 16 17 75 22 237 80.22 87.37 178.81 7.5 4 0 3.0 106 75 15-37 
203 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 - Al O 16 17 76 60 228 80 60 87.28 178.92 1.8 3 4 0.6 5. 53 19-49 
204 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 77 56 216 80.56 87.16 178.84 1.4 2.1 0.5 1. 31 
205 剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 ~ Al O 16 17 78 58 148 80.58 86.48 178.90 6.3 7 5 1.0 45 34 39-4 
206 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 - Al - 16 17 79 66 88 80.66 85.88 178.96 2.7 2 1 0.8 3 30 20-58 

207 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - Al O 16 17 80 89 70 80. 89 85. 70 178. 89 1. 3 3. 0 0. 9 3. 82 38-4 
208 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4C Al O 16 17 81 94 18 80. 94 85.18 178. 90 2. 5 2. 0 0 4 2 03 36-8 
209 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al ~ 16 17 82 160 218 81. 60 87.18 178 97 1. 0 1 0 0. 2 0.26 
210 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 - Al - 16 17 83 212 230 82.12 87.30 178.97 2.0 1 3 0.5 1.23 
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石器一覧表

第23表 白倉下原遺跡A区石器一覧表 (4)

Na 器 種折 石 材 母岩No 個体No ;g接合 X Y No N-S E-W X座標 Y座標 z 座標長さ 幅厚さ 重絨 挿因Na

211 台形様石器〇硬質泥岩 HMs-4 - A5周辺一 16 17 87 473 41 84.73 85.41 179 05 5 4 3.6 1.6 21. 00 8-4 

212 石核 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4A Al O 16 17 90 58 118 80. 58 86.18 178. 86 4. 3 6. 6 2. 7 65.61 14-36 
213 石斧刃部破片ー変玄武岩 Bs-1 A5 - 16 17 93 465 322 84.65 88.22 179 07 1 5 2.4 0. 7 2.21 9-14 

214 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4C Al O 16 17 94 28 342 80.28 88.42 178 75 1 8 2.5 1.2 6.06 36-3 
215 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - Al - 16 17 95 88 326 80.88 88.26 178 77 1 2 1.4 0.3 0.57 

216 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 ~ Al ~ 16 17 96 106 236 81.06 87.36 178.78 2.7 1 8 0.5 2 28 22-79 

217 砕片 ー黒色安山岩 GAn•4 - Al - 16 17 97 116 66 81.16 85.66 178 85 1 3 0.7 0.6 0 44 

218 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4B Al O 16 17 98 134 48 81. 34 85. 48 178 81 2 1 5 1 2.1 35 72 36-1 
219 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 - Al O 16 17 99 51 276 80. 51 87. 76 178. 72 1. 9 1 3 0. 3 1.11 31-1 
220 石刃 一硬質泥岩 HMs-1 - A5 - 16 18 1 340 77 83. 40 90. 77 179 15 12 4 5 2 2. 2 135 06 11-19 

221 砕片 ー黒色安山岩 GAn-5 - A5 - 16 18 3 369 137 83.69 91.37 179.22 1.6 0 8 0.2 0 36 

222 台石 ー安山岩 AS - 16 18 4 474 77 84.74 90.77 179.01 12.5 14 5 9.8 2530 00 27-115 

223 剥片 ー黒色安山岩 GAn-1 - A2 0 17 14 6 328 366 88. 28 73. 66 178. 94 4. 5 3. 6 2. 1 23. 95 29-1 

224 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A2 - 17 14 8 320 440 88. 20 7 4. 40 178. 84 1. 3 0 7 0. 3 0 20 

225 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A2 - 17 14 9 364 444 88. 64 7 4. 44 178. 77 0. 7 0 7 0. 1 0 09 

226 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ A2 ~ 17 14 10 326 466 88.26 74.66 178. 78 1.6 0.8 0.5 0 56 

227 剥片 ー黒色安山岩 GAn-1 - A2 - 17 14 11 320 470 88.20 74. 70 178. 78 1.8 2 7 0.8 3 34 20-57 

228 剥片 ー黒色安山岩 GAn-1 - A2 0 17 14 12 276 486 87.76 74.86 178.81 4.6 3 3 1.0 13 68 28-4 

229 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A2 - 17 14 13 444 450 89 44 7 4. 50 178. 75 1. 6 1. 1 0. 4 0.60 

230 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - AZ - 17 14 14 338 490 88.38 74.90 178.76 0.5 0 3 0.1 0.01 

231 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A2 - 17 14 15 336 496 88.36 74.96 178.80 0.8 0 8 0.2 0.20 

232 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - AZ - 17 14 16 334 450 88.34 74.50 178. 77 1.5 0 7 0.3 0 42 

233 剥片 ー黒色安山岩 GAn-5 ~ A2 - 17 15 1 102 412 86.02 79.12 178.92 4.8 6.1 1.2 33. 08 18-47 

234 砕片 ー黒色安山岩 GAn4 - A2 - 17 15 2 246 436 87.46 79.36 179.09 1.0 1 0 0.4 0 39 

235 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - AZ - 17 15 3 250 368 87. 50 78. 68 179. 03 1. 5 0 8 0.1 0 13 

236 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - AZ O 17 15 4 300 346 88. 00 78. 46 178. 95 4. 1 1. 9 1. 0 9.20 28-3 
237 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 - A2 - 17 15 5 350 360 88. 50 78. 60 178. 92 2. 0 2 7 0. 5 4 14 24-92 

238 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - A2 0 17 15 6 330 27 4 88 30 77. 7 4 178. 85 2.1 3 5 0. 5 3 44 2s~3 

239 剥片 〇黒色安山岩 GAn-3 - AZ O 17 15 7 356 236 88. 56 77. 36 178. 85 5. 9 3 4 1. 3 27. 05 21-62 
240 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 ~ AZ O 17 15 8 278 256 87. 78 77. 56 178. 96 3.1 3 4 1.1 7. 81 29-2 
241 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 - A2 - 17 15 9 260 234 87. 60 77. 34 178. 94 2. 5 2 0 0. 6 2 28 23-89 

242 砕片 ー黒色安山岩 GAn-7 - A2 - 17 15 10 264 226 87.64 77.26 179.04 1. 7 1 3 0.4 0 88 

243 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A2 - 17 15 11 260 220 87.60 77.20 179.04 1.3 0.6 0.2 0.18 

244 剥片 ー黒色安山岩 GAn-1 ~ A2 0 17 15 12 292 206 87. 92 77. 06 178 96 4 4 2. 6 1. 0 13.89 29-4 

245 剥片 〇黒色安山岩 GAn-3 - A2 - 17 15 13 314 202 88.14 77.02 178 88 6 0 4.0 1.2 22.69 21-64 

246 石核 ーチャート Ch-2 AZ O 17 15 14 352 160 88.52 76.60 179 02 4 1 3.5 2.7 38.61 14-35 
247 剥片 〇黒色安山岩 GAn-3 - A2 0 17 15 15 358 128 88. 58 76. 28 178. 90 6. 0 4. 7 1 2 41.83 21-62 

248 剥片 ー黒色安山岩 GAn-3 - A2 0 17 15 16 352 120 88.52 76.20 178 90 1 6 1.3 0 3 0.74 21-62 

249 スクレイパー〇黒色安山岩 GAn-3 - A2 - 17 15 18 324 136 88.24 76.36 178 86 5 1 7.1 1 1 35.36 10-17 

250 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - A2 - 17 15 19 272 84 87. 72 75. 84 178. 80 2. 9 1. 6 0. 7 3. 46 22-72 

251 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 ~ A2 0 17 15 20 254 74 87.54 75.74 178.78 1.5 2.1 0 6 1. 79 20-55 

252 剥片 ーチャート Chｷ2 A2 0 17 15 22 204 170 87.04 76 70 178 84 3.3 2.0 0 9 4.96 46-2 

253 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - A2 0 17 15 23 250 10 87.50 75 10 178 83 1.7 1.9 0.4 1. 35 28-5 

254 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 ~ A2 - 17 15 24 278 56 87. 78 75. 56 178. 83 3. 3 2. 0 1 0 5. 67 20-56 

255 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - A2 - 17 15 25 268 70 87. 68 75 70 178. 79 1. 5 3. 4 0 8 2. 27 20-61 

256 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - A2 0 17 15 26 312 1 88 12 75 01 178.86 2.6 2.3 0 6 3. 61 20~55 
257 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A2 - 17 15 27 326 4 88 26 75. 04 178. 97 0. 5 0. 3 0. 2 0.05 

258 砕片 ー黒色安山岩 GAn-1 - A2 - 17 15 28 350 44 88 50 75 44 178.80 1.9 1.3 0. 7 1 45 

259 剥片 ー黒色安山岩 GAn-1 - A2 0 17 15 29 290 444 87 90 79 44 178. 88 4. 9 7.1 1. 2 37 56 28-6 

260 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A2周辺 0 17 15 30 20 10 85 20 75 10 178.97 3.0 2 8 1.2 6. 24 22-73 

261 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A2 ~ 17 15 31 303 8 88.03 75.08 178.86 0. 7 0 3 0.2 0 04 

262 剥片 ー黒色安山岩 GAn•4 - A6 - 17 16 1 464 163 89 64 81 63 179.21 1.5 1 7 0.5 1 22 

263 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 2 448 170 89 48 81 70 179.19 1. 9 1 6 0. 5 2 20 

264 R剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 - A6 ~ 17 16 3 460 17 4 89. 60 81 7 4 179.13 7. 3 4 9 1. 9 98 86 13-31 

265 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 4 456 184 89. 56 81. 84 179.18 1. 2 0. 8 0. 4 0.31 

266 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A6 ~ 17 16 5 474 184 89.74 81.84 179.22 3.4 2 5 0.6 5 29 21-65 

267 剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 - A6 - 17 16 8 448 244 89. 48 82. 44 179. 13 2. 9 4. 9 1. 4 16. 05 23-82 

268 R剥片 ーチャート Ch-2 A6 - 17 16 9 460 262 89.60 82 62 179.25 3.5 2 9 1.4 9 62 12-25 

269 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 10 464 270 89.64 82 70 179.22 2.4 1 6 0.8 3 51 22-78 

270 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 11 480 310 89.80 83.10 179.17 1.8 1.0 0.3 0 49 

271 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 12 460 304 89. 60 83 04 179.12 2.1 1 0 0 3 0.50 

272 台形様石器〇黒色安山岩 GAn-4 ~ A6 - 17 16 13 442 308 89.42 83 08 179.28 1.6 1 7 0 7 2.03 9-10 

273 石核 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4E A6 0 17 16 14 408 276 89.08 82 76 179.28 3.2 3 3 1.4 16.19 13-32 

274 剥片 〇黒色安山岩 GAn-3 - A6 0 17 16 15 374 444 88.74 84.44 179.10 7.5 5.7 1.5 44. 08 31-4 

275 剥片 〇黒色安山岩 GAn-6 - A6 0 17 16 16 316 364 88.16 83 64 179.13 2.8 2 6 0.9 8 27 39-6 

276 剥片 ーチャート Ch-2 A6 0 17 16 17 348 326 88.48 83.26 179.21 2.3 2 9 0 8 5.76 46-1 

277 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 18 292 308 87.92 83.08 179 17 1.8 1 0 0 3 0 58 

278 R剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 19 318 252 88.18 82. 52 179. 12 2. 3 1. 8 0. 8 4.18 13-29 

279 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 20 290 240 87. 90 82. 40 179.15 2.1 1 0 0 7 1 90 

280 台形様石器ーチャート Ch-6 A6 - 17 16 21 272 248 87 72 82.48 179 16 3 0 1.5 0 4 2.10 9-12 
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石器一覧表

第24表 白倉下原遺跡A区石器一覧表 (5)

N(l 器 種折 石 材 母岩No.個体No ；げ接合 X Y N(l N-S E-W X座標 Y座標 z座標長さ 幅厚さ 重量 挿図Na

281 剥片 〇黒色安山岩 GAn-5 - A6 - 17 16 22 262 256 87. 62 82. 56 179. 11 1. 5 3.1 0. 3 2.21 24-97 

282 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 0 17 16 24 250 206 87 50 82 06 179 05 3.0 4.2 0 9 12. 02 39-1 

283 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4E A6 0 17 16 25 320 180 88.20 81 80 179 14 2.3 1.8 0.5 1. 90 37-6 

284 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ A6 - 17 16 26 304 174 88 04 81 74 179.19 1.3 1.9 0.6 1.57 
285 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 GAn-4E A6 0 17 16 28 260 174 87.60 81.74 179 18 2.4 1.9 0 8 3.04 37-5 

286 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 30 182 168 86.82 81 68 179.20 4.7 2.4 0 9 1. 61 
287 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A6 0 17 16 31 208 258 87 08 82 58 179 08 1.8 2.5 0 7 3.59 21-66 

288 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A6 0 17 16 32 196 268 86.96 82.68 179.15 1.5 1.7 0.4 0.93 21-66 
289 剃片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 0 17 16 33 174 256 86 74 82 56 179 03 1.3 2.3 0 7 2 20 21-66 

290 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 34 158 236 86.58 82 36 179 05 2.0 2.3 0 4 2.25 
291 剥片 〇黒色安山岩 GAn•4 - A6 - 17 16 35 144 424 86 44 84 24 179 24 1.0 2.4 0.5 1 52 
292 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 37 122 376 86.22 83. 76 179.24 1.5 0 8 0 2 0 22 
293 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 38 64 336 85.64 83.36 179.15 2 2 1 3 0.5 1.00 
294 敲石 ー結晶片岩 CS-3 A6 - 17 16 39 220 196 87.20 81.96 178.95 15 3 9.9 3.2 691.00 26-111 

295 剃片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 40 16 328 85.16 83.28 179.16 2.0 2.1 0.4 1.59 
296 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ A6 - 17 16 41 20 416 85.20 84.16 179.24 0 3 0.2 0.1 0.01 
297 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 17 16 42 455 168 89.55 81.68 179.13 2 0 1.0 0.4 1.01 
298 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ A6 ~ 17 16 43 447 187 89.47 81.87 179.18 0.9 0.6 0.3 0.11 
299 局部磨製石斧ー変玄武岩 Bs-1 A5 0 17 17 1 264 464 87. 64 89. 64 179. 37 3. 4 5. 1 1. 0 26. 90 9-15 

300 剥片 ー黒色安山岩 GAn-7 - A5 0 17 17 2 276 458 87. 76 89. 58 179 38 4. 8 4. 3 1. 2 26.41 41-2 

301 石核 ー黒色安山岩 GAn-7 GAn-78 AS O 17 17 3 252 446 87. 52 89 46 179 21 6. 0 5. 8 1 5 48.79 17-44 

302 石核 〇黒色安山岩 GAn-7 GAn-7C AS O 17 17 4 240 424 87 40 89.24 179.25 3.8 5.9 1.2 46.76 17-43 

303 台形様石器ー黒色安山岩 GAn-4 - A5 ~ 17 17 5 230 398 87 30 88 98 179 23 3. 0 3 3 1 2 10 70 8-5 

304 剥片 ー黒色安山岩 GAn-7 - A5 0 17 17 6 254 270 87 54 87 70 179 32 2. 4 1. 8 1 3 8.55 41-1 

305 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A5 - 17 17 7 234 372 87. 34 88 72 179 27 1. 5 1. 3 0 5 1.04 

306 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 ~ A5 0 17 17 8 240 340 87. 40 88. 40 179. 27 1. 3 1. 6 0 6 1.08 24-99 

307 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 ~ A5 0 17 17 9 236 296 87. 36 87 96 179 38 4. 4 1. 6 1. 1 7.13 41-4 

308 石刃 〇硬質泥岩 HMs-2 - AS - 17 17 11 138 302 86.38 88.02 179 25 8 1 2.3 1.4 31. 21 12-22 

309 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 GAn-7A AS O 17 17 12 222 418 87.22 89.18 179.19 2.6 3.1 0.8 5.51 42-1 

310 敲石 ー変玄武岩 Bs-2 A5 0 17 17 13 152 37 4 86. 52 88. 7 4 179.12 9. 3 7. 0 3. 8 295. 50 26-112 
311 敲石 ー変玄武岩 Bs-2 A5 0 17 17 14 12 298 85.12 87.98 179.07 7 7 7.1 3.8 362.30 26-112 

312 礫器 ー結晶片岩 CS-2 AS - 17 17 15 62 432 85.62 89.32 179 10 6.5 7.3 3 0 195.54 25-109 
313 砕片 〇黒色安山岩 GAn-7 GAn-7B A5 0 17 17 16 40 330 85.40 88.30 179 21 1.2 1.9 0.3 0. 75 43~2 
314 剃片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A5 0 17 17 17 8 166 85 08 86.66 179.24 2.4 3 1 0 5 2 73 22-73 

315 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A5 0 17 17 18 26 184 85.26 86.84 179.14 7.2 4 8 2 5 62 52 38-1 
316 剥片 ーチャート Ch-8 A5 ~ 17 17 19 68 190 85.68 86.90 179.24 3.5 3 2 0.5 6 60 24-91 
317 剃片 〇黒色安山岩 GAn-4 ~ A5 - 17 17 21 90 288 85. 90 87. 88 179. 29 1. 5 1. 5 0. 5 0.90 
318 砕片 ー黒色安山岩 GAn-7 - A5 - 17 17 22 336 450 88 36 89.50 179.37 1.0 0 7 0 1 0 09 
319 剥片 〇黒色安山岩 GAn•4 - A5 0 17 17 23 342 432 88 42 89.32 179 35 4.8 3 1 1.5 19 51 38-6 
320 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 - A5 - 17 17 24 326 408 88.26 89.08 179.32 0.9 2.4 0.5 1.12 
321 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 ~ A5 0 17 17 26 350 360 88 50 88 60 179 25 5. 3 4 2 1 4 26 65 41-3 
322 砕片 〇黒色安山岩 GAn-7 - A5 - 17 17 27 372 374 88 72 88.74 179.38 1.0 1 2 O 3 0 43 
323 石核 ーチャート Ch-3 A5 0 17 17 28 404 366 89.04 88.66 179.26 5.5 5.9 2.5 101.36 16-42 
324 砕片 ー黒色安山岩 GAn-7 - A5 - 17 17 29 438 370 89 38 88. 70 179. 29 1. 9 0 9 0 3 0 58 
325 剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 - A5 - 17 17 30 438 298 89. 38 87. 98 179. 28 3. 6 3 9 0 9 11 66 23-86 

326 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4A A5 0 17 17 31 352 300 88.52 88.00 179.31 2.5 2 0 0.6 4 24 34-2 
327 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 GAn-7C A5 0 17 17 32 324 306 88.24 88.06 179.24 2.8 2.5 1.0 5.80 43-9 
328 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A5周辺― 17 17 33 490 190 89 90 86.90 179.36 3.5 1.5 0. 7 1. 90 23-83 

329 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A5 - 17 17 34 306 488 88 06 89.88 179 18 0 9 0.5 0.3 0.23 
330 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ AS - 17 17 35 288 480 87 88 89.80 179 25 2 2 2.5 0.4 1.84 22-76 
331 剥片 ー黒色安山岩 GAn-7 - A5 - 17 17 36 274 460 87. 74 89.60 179.28 1.1 1. 7 0.3 0.79 
332 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A5 - 17 17 37 262 500 87 62 90. 00 179.12 1 8 0. 8 0. 3 0.37 
333 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - AS - 17 17 38 222 420 87 22 89. 20 179.19 1 3 0. 6 0. 2 0.17 
334 剃片 ー黒色安山岩 GAn-7 ~ AS ~ 17 17 39 410 324 89 10 88.24 179.22 4 9 3.9 1.4 28.77 19-52 

335 剥片 ーチャート Ch-3 A5 0 17 17 40 412 464 89. 12 89. 64 179. 20 2. 2 2. 9 1. 1 5.33 46~4 
336 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 ~ A5 0 17 17 41 456 464 89.56 89.64 179.25 2.2 1.3 1.1 3.36 38-6 
337 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 GAn-7A A5 0 17 17 42 264 450 87 64 89.50 179.21 1 2 2.6 0.6 2 17 42-1 

338 剥片 ー変玄武岩 Bs-1 A5 0 17 18 1 412 124 89 12 91.24 179.29 3.5 4 8 0.8 19 07 47-5 
339 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 GAn-7C A5 0 17 18 2 344 18 88 44 90. 18 179. 28 1. 9 1. 7 0. 7 2 79 43-8 
340 剥片 ー変玄武岩 Bs-1 A5 0 17 18 3 346 30 88 46 90. 30 179. 28 2. 5 1 9 0 8 3.69 47-6 
341 砕片 ー変玄武岩 Bs-1 A5 0 17 18 4 298 32 87 98 90 32 179.30 1.2 1 2 0 5 0 72 47-3 

342 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 GAn-7B AS O 17 18 5 328 78 88 28 90 78 179.33 2.2 2 0 0 9 4 31 43-1 
343 剥片 ー変玄武岩 Bs-1 AS O 17 18 6 340 98 88. 40 90. 98 179. 39 1. 4 1 9 0. 6 1 85 24-98 
344 砕片 ー変玄武岩 Bs-1 A5 0 17 18 7 366 118 88 66 91.18 179.29 1.5 1 4 0 6 1.35 47-2 
345 砕片 ー変玄武岩 Bs-1 A5 - 17 18 8 334 134 88 34 91 34 179.37 1.4 1 9 0 3 0 88 24-103 

346 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 GAn-7C AS O 17 18 9 302 78 88 02 90 78 179 34 1.1 1 9 0 6 1.80 43-7 
347 剥片 ー変玄武岩 Bs-1 AS ~ 17 18 10 302 90 88. 02 90. 90 179. 28 1. 2 2. 3 0. 5 1.71 24-100 
348 砕片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A5 - 17 18 11 248 6 87.48 90 06 179.31 1.8 1.0 0. 7 1.26 
349 剥片 〇黒色安山岩 GAn•7 - A5 - 17 18 12 190 10 86 90 90.10 179 28 2. 0 2. 4 0 5 2. 74 23-85 

350 砕片 〇黒色安山岩 GAn-4 - AS - 17 18 13 190 40 86 90 90. 40 179 35 1. 7 0. 9 0 4 0.44 
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石器一覧表

第25表 白倉下原遺跡A区石器一覧表 (6)

NQ 器 種折 石 材 母岩No 個体No ;;接合 X Y No N-S E-W X座標 Y座標 z 座標長さ 幅厚さ 重量 挿図Nu

351 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 - A5 0 17 18 14 122 14 86 22 90.14 179.31 1.4 1.5 0.7 2 01 24-99 

352 スクレイパーー変玄武岩 Bs-1 A5周辺― 17 18 15 284 418 87.84 94.18 179.25 4.9 4.0 1.0 27 23 10-18 

353 剥片 〇黒色安山岩 GAn-5 - A5 - 17 18 16 170 170 86 70 91.70 179.15 1.7 2.4 0.9 4. 28 24-95 

354 砕片 〇黒色安山岩 GAn-7 - AS - 17 18 18 328 28 88 28 90. 28 179.15 1. 4 0. 9 0. 3 0 53 
355 剥片 ー変玄武岩 Bs-1 A5 0 17 18 19 318 2 88.18 90.02 179.24 2.2 2.7 0.8 6.30 47-4 

356 剥片 ーチャート Ch-9 A5周辺一 17 19 1 156 34 86. 56 95. 34 179. 27 5 5 4.1 1.1 24. 26 25-104 

357 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A3 - 18 15 1 270 487 92 70 79.87 179.10 1.3 1.7 0.4 1. 01 

358 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A3 - 18 15 3 226 464 92. 26 79. 64 179. 14 1. 9 3. 1 0. 6 3 66 22-77 

359 石核 〇黒色安山岩 GAn-11 - A3 ~ 18 15 4 215 450 92 15 79.50 179.12 3 5 3.5 1.3 9 95 14-33 

360 剥片 ー黒色安山岩 GAn-11 - A3 - 18 15 5 206 429 92 06 79.29 179.06 2 1 2.4 0. 7 3. 96 24-93 

361 石刃 〇硬質泥岩 HMs-3 - A3 - 18 15 6 233 424 92.33 79.24 179.03 4.5 1.9 0.6 6 74 11-20 

362 剥片 ー黒色安山岩 GAn-11 - A3 0 18 15 7 353 463 93. 53 79. 63 179.12 3 1 3. 0 1. 0 11. 76 44-3 

363 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A3 - 18 15 9 236 109 92.36 76.09 179.06 2 3 1.8 0 7 2. 82 21-68 

364 剥片 〇硬質泥岩 HMs-6 - A3 - 18 15 10 304 110 93. 04 76.10 179. 06 1. 9 2. 3 0. 7 3 30 24-101 

365 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A3 ~ 18 15 11 239 271 92.39 77. 71 178.97 4 5 2 9 0.9 11. 06 22-69 

366 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A3 - 18 15 12 245 273 92.45 77. 73 178.96 1 4 1 1 0.5 0 74 

367 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4E A3 0 18 15 13 246 295 92.46 77.95 178.98 2.0 2.0 0.4 1.95 37-6 

368 剥片 〇黒色安山岩 GAn-ll - A3 0 18 15 14 284 331 92.84 78.31 179.01 2 9 2 2 1.1 8.33 44-6 

369 石核 〇黒色安山岩 GAn-11 ~ A3 - 18 15 15 328 385 93. 28 78. 85 179. 06 3 5 3. 8 1.1 15.33 14-34 

370 台形様石器ー黒色安山岩 GAn-11 - A3 0 18 15 16 318 407 93.18 79.07 179.04 3.6 2 3 0.7 5.89 9-6 

371 台石 ー結晶片岩 A3 - 18 15 17 244 490 92.44 79.90 178.93 20.7 12 5 7.5 2710.00 27-114 

372 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 ~ A3 - 18 15 18 291 323 92. 91 78. 23 179. 01 1 4 0. 5 0. 4 0 29 
373 石刃 ーチャート Ch•7 A3 - 18 16 1 216 173 92.16 81.73 179.07 6 8 3 7 1.2 31. 75 11-21 

374 剥片 〇黒色安山岩 GAn-11 - A3 0 18 16 2 178 80 91 78 80.80 179.16 2.4 1.9 0.8 4 51 44-6 

375 石核 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4E A6 0 18 16 3 16 146 90 16 81.46 179.18 4.0 2.8 1.4 14 27 13-32 

376 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 18 16 4 56 229 90. 56 82. 29 179. 25 2. 1 1. 1 0. 3 0. 92 

377 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 18 16 5 18 228 90 18 82. 28 179.17 1. 8 1. 0 0. 2 0 50 

378 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 ~ 18 16 6 34 248 90 34 82. 48 179.14 1 8 0. 9 0. 4 0 70 
379 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A6 - 18 16 7 14 278 90 14 82. 78 179.24 0.9 0.6 0.4 0.19 

380 剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 - A4 0 18 16 8 267 399 92 67 83. 99 179.18 6. 2 3. 8 2.1 53 11 39-5 

381 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A3 - 18 16 10 128 49 91.28 80.49 179.13 1.4 0.7 0.3 0.32 
382 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 GAn-4E A6 0 18 16 12 7 60 90 07 80. 60 179.17 1. 6 1. 9 0. 6 2.24 37-4 

383 砕片 ー変玄武岩 Bsｷ l A3 - 18 16 13 279 45 92 79 80.45 179.01 1.2 0.7 0.1 0.13 

384 剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 - A3 - 18 16 14 176 44 91. 76 80.44 179.13 1.5 4.9 0 9 5.03 23-88 

385 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A3 - 18 16 15 329 10 93. 29 80.10 178 97 2. 0 1. 0 0 6 1.10 

386 敲石 ー安山岩 Anｷl A4 - 18 17 1 176 328 91.76 88.28 179 31 7.3 8 1 7 0 476.70 26-113 

387 砕片 ー黒色安山岩 GAn-7 - A4 - 18 17 2 179 292 91. 79 87. 92 179. 44 1. 0 1. 6 0. 2 0.45 
388 剥片 ーチャート Ch-4 A4 - 18 17 3 122 289 91. 22 87 89 179 39 4 3 2 7 0 7 10. 50 25-105 

389 剥片 ーチャート Ch-4 A4 - 18 17 4 118 259 91.18 87 59 179 37 2.2 1 3 0 3 0.67 22-70 

390 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A4 ~ 18 17 5 170 202 91. 70 87. 02 179. 4 7 1. 6 1. 0 0. 3 0.40 
391 局部磨製石斧ー変玄武岩 Bs-1 A4 0 18 17 6 158 186 91. 58 86 86 179. 25 11 8 7 1 3. I 334. 40 10-16 
392 剣片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A4 - 18 17 7 294 56 92. 94 85 56 179 42 1 3 2 1 0 9 3.17 
393 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A4 ~ 18 17 8 300 46 93.00 85 46 179.42 1.6 0. 7 0.2 0. 21 
394 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A4 - 18 17 9 281 102 92.81 86.02 179.27 2 0 0 7 0.5 0 66 
395 砕片 ー黒色安山岩 GAn•4 - A4 - 18 17 10 316 92 93.16 85 92 179.40 1 5 1 2 0.3 0.57 
396 砕片 ー黒色安山岩 GAn-2 - A4 - 18 17 11 333 93 93.33 85.93 179.38 1 7 0.9 0.8 1.49 
397 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A4 ~ 18 17 12 448 74 94.48 85. 74 179.30 1 3 2.3 0.5 2 24 
398 ナイフ形石器ー黒色頁岩 BSh-1 - A4 - 18 17 13 423 309 94.23 88.09 179.42 4 7 2. 7 0. 7 10 67 8-1 

399 砕片 ーチャート Ch-4 A4 - 18 17 14 288 50 92.88 85.50 179.21 1.6 1.0 0.4 0. 65 24-102 
400 剃片 ー黒色安山岩 GAn-2 - A4 - 18 17 15 282 107 92.82 86.07 179.27 2.3 1.0 0. 7 1.45 
401 石核 ー黒色安山岩 GAn-7 GAn-7A A5 0 18 18 1 79 71 90 79 90. 71 179. 40 3. 2 4. 2 1. 5 28.53 15-38 

402 R剥片 ー黒色安山岩 GAn-11 - A4周辺 0 19 16 1 32 162 95.32 81.62 179.30 4.3 3.6 0.9 20.16 13-30 
403 剥片 一硬質泥岩 HMs-5 - A4周辺ー 19 17 1 108 410 96.08 89.10 179.51 4.6 3.4 1.4 16. 42 25-107 

第26表 白倉下原遺跡A区礫一覧表

No 器 種；げ接合 X Y No N-S E-W X座標 Y座標 z座標長さ幅厚さ 重量 完形赤化付着物

1 緑色片岩 Al - 16 17 85 274 26 82 74 85 26 178.91 9.1 7.4 2.1 163.50 -
2 安山岩 Al - 16 17 86 312 56 83 12 85 56 178.92 7.5 7.3 2.3 124.80 -
3 砂岩 A5 - 16 17 91 343 466 83.43 89.66 179.00 6.8 3.2 1.8 38.65 -

゜ ゜4 安山岩 AS - 16 18 4 474 77 84 74 90.77 179.01 12.5 14.5 9.8 2530.00 -
5 砂石 AS - 17 17 25 320 380 88. 20 88 80 179. 36 4. 8 3. 5 I. 8 32 18 -
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石器一覧表

第27表 白倉下原遺跡B 区石器一覧表（ 1)

N(l 器 種折 石 材 母岩NQ個体No ：げ接合 X Y N<1 N-S E-W X座標 Y座標 z 座標長さ 幅厚さ 重星 挿図Nu

1 石核 ー黒曜石 Ob-I Bl - 28 36 1 321 79 143.21 180.79 182.88 2.1 1.9 0.8 3.14 88-46 
2 石刃 ー黒曜石 Ob-5 B4 - 28 37 1 322 390 143.22 188 90 182.90 3 8 1.7 0.6 4.64 86-32 
3 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B4 - 28 37 2 290 414 142.90 189.14 182.90 1 4 1.3 0.5 0.85 
4 剥片 ー黒曜石 Ob-5 B4 - 28 37 3 190 310 141.90 188 10 182.85 3.2 2.2 0 9 6. 51 89-62 
5 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B4 ~ 28 37 4 212 311 142.12 188.11 182.85 1.9 0.6 0.7 0 68 
6 スクレイパー〇黒曜石 Ob-5 B4 ~ 28 38 1 312 82 143.12 190 82 182.89 1 5 1.5 0.2 0 77 85-25 
7 石核 ー黒曜石 Ob-5 B4 0 28 38 2 320 228 143.20 192 28 182.84 2 9 3.5 2.3 24 66 87-49 
8 スクレイパー一黒曜石 Ob-5 B4 - 28 38 3 408 248 144 08 192.48 183.04 4.5 2.9 1.2 12.10 85-26 
9 剥片 〇黒曜石 Ob-5 B4 0 28 38 4 380 360 143.80 193.60 182.81 1 5 2.6 0.9 1 97 88-49 

10 剥片 ー黒色安山岩 GAn-7 ~ Bl - 29 35 1 192 442 146 92 179 42 183 03 4 5 6.0 2.2 29 19 91-73 
11 砕片 ー黒曜石 Obｷ5 Bl - 29 35 2 368 340 148 68 178 40 183 30 0 5 0. 3 0. 1 0 01 
12 砕片 ー黒曜石 Ob-5 Bl - 29 35 3 284 423 147.84 179.23 183.22 0.7 0 8 0.2 0.09 
13 剥片 〇黒曜石 Ob-5 Bl O 29 35 4 218 456 147 18 179.56 183.17 2.6 2 7 0 5 3. 48 89-56 
14 剥片 〇黒曜石 Ob-5 Bl O 29 35 5 229 4 73 14 7. 29 179. 73 183. 23 4. 3 3 8 1. 3 19.29 89-52 
15 砕片 〇黒曜石 Ob-5 Bl O 29 35 6 236 476 147.36 179.76 183.15 0.6 1.6 0.5 0.41 89-52 
16 R剥片 ー黒曜石 Ob-5 Bl O 29 35 7 268 450 147.68 179.50 183.12 4.5 3.2 1 3 16. 77 87-37 
17 台形様石器一黒曜石 Ob-5 Bl周辺一 29 36 1 314 404 148.14 184.04 183.04 3.4 2.1 0 6 4.13 82-8 
18 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 - Bl - 29 36 2 444 176 149 44 181.76 183.08 3.7 2.5 1.0 8. 73 91-81 
19 剥片 ー黒曜石 Ob-6 Bl ~ 29 36 3 20 28 145.20 180.28 183.01 1 8 1.9 0 3 1.06 90-65 
20 台形様石器ー黒曜石 Ob-7 Bl周辺一 29 36 4 42 470 145 42 184 70 183 03 3 2 2.2 0.6 4 48 82-7 
21 剥片 ー黒色安山岩 GAn-7 - Bl - 29 36 5 - - - 3 3 2.3 0. 7 4 82 90-72 
22 R剥片 〇黒曜石 Ob-7 B4 - 29 37 1 374 364 148 74 188.64 183.00 4.2 1.8 0. 7 5.39 87-42 
23 スクレイパー〇黒曜石 Ob-5 B4 - 29 37 2 330 384 148. 30 188 84 183 17 3. 3 2 8 0. 7 4.65 84-19 
24 台形様石器〇黒曜石 Ob-8 B4 - 29 37 3 426 442 149 26 189. 42 183 04 2 4 2.1 0. 6 2 81 83-12 
25 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B4 - 29 37 4 72 398 145 72 188 98 182 97 0 6 0. 9 0. 2 0.12 
26 石刃 ー黒色安山岩 GAn-4 - B4 - 29 37 5 44 372 145.44 188 72 182.87 6.1 2.3 1.6 22 36 86-36 
27 ナイフ形石器ー黒色安山岩 GAn-1 - B4 - 29 38 1 344 130 148 44 191 30 183.08 4 0 2.2 0. 7 6 33 s2~2 
28 スクレイパー〇黒曜石 Ob-5 B4 - 29 38 2 320 34 148 20 190 34 183.00 3 4 3.1 0.5 6 73 84-22 
29 ナイフ形石器〇黒色安山岩 GAn-3 - B4 ~ 29 38 3 488 310 149.88 193.10 183.09 3.8 2.4 0.6 6. 90 82-4 
30 剥片 ー黒色安山岩 GAn-6 - B4 - 29 38 4 408 184 149.08 191 84 183.02 5 6 5.4 1 2 41 68 90-70 
31 スクレイパー一黒曜石 Ob-5 B4 0 29 38 5 366 204 148 66 192 04 182.99 3 8 2.1 I.I 4 46 84-17 
32 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B4 - 29 38 6 362 220 148.62 192 20 183.08 0.8 0.8 0.2 0.25 
33 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B4 - 29 38 7 356 218 148.56 192.18 183.05 0.9 0 6 0.2 0.11 
34 砕片 ー黒色安山岩 GAn-8 ~ B4 - 29 38 8 380 304 148 80 193.04 182.91 1.3 0 6 0.2 0.11 
35 ナイフ形石器〇黒色安山岩 GAn-2 - B4 - 29 38 9 442 40 149 42 190.40 183.09 2.9 1 9 0.6 3.85 82-3 
36 剥片 ー黒曜石 Ob-5 B4 0 29 38 10 414 166 149 14 191.66 183.14 3.2 2.4 1.0 7.03 89-59 
37 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B4 - 29 38 11 322 228 148.22 192.28 183.04 0.9 0 7 0.2 0.10 
38 剥片 ー黒曜石 Ob-5 B4 0 29 38 12 252 258 147 52 192.58 182.91 1.9 1 2 0.6 1.12 90-69 
39 剥片 ー黒曜石 Ob-5 B4 - 29 38 13 310 168 148 10 191.68 183 01 2.9 1.3 0.3 1. 01 89-61 
40 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B4 - 29 38 14 298 162 147 98 191.62 183.05 1.0 1 0 0.2 0.09 
41 剥片 ー黒曜石 Ob•5 B4 - 29 38 15 236 34 147 36 190.34 182 92 2.8 3 0 0. 7 5.33 89-57 
42 台形様石器一黒曜石 Ob-7 B4 ~ 29 38 16 118 234 146 18 192.34 182 92 3.3 1.8 0.6 3.19 82-9 
43 石刃 ー黒曜石 Ob-5 B4 0 29 38 17 68 220 145 68 192.20 182.80 5.5 2 1 0.9 4.43 86-34 
44 砕片 ー黒曜石 Ob•6 B4 - 29 38 18 308 452 148 08 194. 52 183.13 0. 8 0 9 0.1 0.07 
45 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B4 ~ 29 38 19 310 158 148 10 191.58 183.01 1.2 1 O 0.2 0.33 
46 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B4 - 29 38 20 251 240 147.51 192.40 183.01 1.2 0.6 0.3 0.26 
47 剥片 〇黒曜石 Ob-6 B4 - 29 39 2 122 100 146.22 196.00 182.99 1.5 3.0 1.2 4. 36 90-64 
48 石刃 〇黒曜石 Ob-5 Bl O 30 35 1 8 370 150.08 178 70 183.23 3 2 2.7 1.6 12. 20 86-29 
49 石刃 〇黒曜石 Ob-5 Bl - 30 35 2 40 365 150 40 178 65 183.24 2 5 1.2 0.3 1.16 86-33 
50 石刃 〇黒曜石 Ob-5 B2周辺 0 30 35 3 366 342 153.66 178.42 183.30 3 1 1.8 0.7 3. 04 86-35 
51 砕片 ー黒曜石 Ob-6 B2凋辺ー 30 35 4 443 349 154 43 178 49 183. 21 0 5 1.1 0.1 0.10 
52 石刃 〇黒曜石 Obｷ5 Bl O 30 36 1 74 126 150 74 181.26 183.19 3.2 2.8 1.6 9.53 86-29 
53 剥片 〇黒曜石 Ob-5 B2 0 30 36 2 298 320 152. 98 183. 20 183. 22 2. 7 4. 2 1. 3 14. 94 89-51 
54 剥片 〇黒曜石 Ob-5 B2 0 30 36 3 426 160 154.26 181.60 183.20 1.7 3.2 0.8 3.16 89-51 
55 剥片 〇チャート Ch-1 B2 - 30 36 4 462 212 154 62 182.12 183. 28 2. 3 2 7 0. 6 3.48 91-83 
56 剥片 〇黒色安山岩 GAn-8 - B2 - 30 36 5 460 222 154 60 182. 22 183. 34 2.1 3 2 1. 0 5.72 91-77 
57 剥片 ー黒曜石 Ob•5 B2 0 30 36 7 150 356 151.50 183.56 183.15 2.1 2 4 0.5 1.17 89~51 
58 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B2 - 30 36 8 199 252 151.99 182.52 183.23 0.5 1 1 0.2 0.11 
59 台形様石器一黒曜石 Ob-8 B3 - 30 37 1 332 480 153. 32 189. 80 183.13 3. 0 1 4 0. 6 2.10 83-13 
60 剥片 〇硬質泥岩 HMs-1 - B4 - 30 37 2 12 480 150.12 189.80 183 25 2.4 1 6 0.4 1.89 91-82 
61 ナイフ形石器一黒色安山岩 GAn-7 - B4 - 30 37 3 7 4 422 150. 7 4 189. 22 183 23 2. 2 1 8 0. 6 2. 4 5 82 -5 
62 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 ~ B4 ~ 30 37 4 86 294 150. 86 187. 94 183. 14 5. 7 4. 6 1. 0 24.53 90-71 
63 台形様石器一黒曜石 Ob-5 83周辺一 30 37 5 392 220 153. 92 187. 20 183. 40 2 1 1. 4 0 5 1.52 83-15 
64 台形様石器ー黒曜石 Ob-5 B4 - 30 38 1 98 160 150.98 191.60 183 21 4 2 2.9 0 7 8 44 83-10 
65 R剥片 ー黒曜石 Ob-5 B3 - 30 38 2 398 36 153.98 190.36 183 44 3.4 2.8 1.0 7.48 87-41 
66 剥片 ー黒曜石 Ob-5 B3 - 30 38 3 386 94 153. 86 190. 94 183. 45 1. 9 2. 2 0. 5 1. 35 89-60 
67 台形様石器〇黒曜石 Ob-5 B3 - 30 38 4 404 146 154 04 191 46 183.23 2 1 1.0 0 3 0 87 83-14 
68 R剣片 〇黒曜石 Ob-5 B3 - 30 38 5 418 160 154 18 191 60 183.44 2 0 2.6 0 9 6 51 87-39 
69 剥片 ー黒曜石 Ob-5 B3 0 30 38 6 452 144 154 52 191 44 183.16 2 3 2.6 1 0 4 83 89-58 
70 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B3 - 30 38 7 496 136 154.96 191 36 183.25 0.9 1.2 0.3 0.24 
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石器一覧表

第28表 白倉下原遺跡B 区石器一覧表 (2)

No 器 種折 石 材 母岩N(l個体N(l ；げ接合 X Y N(lN-S E-W X座標 Y座標 Z 座標長さ 幅厚さ 重最 挿図Nu

71 R剥片 ー黒曜石 Ob-5 B3 - 30 38 8 494 208 154. 94 192. 08 183. 25 4 9 3.1 0. 6 6 33 87-40 

72 剥片 ー黒曜石 Ob-5 B3 - 30 38 9 366 358 153 66 193 58 183.17 2 3 1. 6 0. 2 0 63 89-55 

73 石刃 ー黒曜石 Ob-6 B3 - 30 38 10 326 260 153. 26 192 60 183.18 5 6 2. 4 0. 7 11 13 86-30 

74 剥片 〇硬質泥岩 HMs-2 - B4 - 30 38 11 36 34 150.36 190 34 183.30 5.8 2.2 0.9 15. 34 92-85 

75 ナイフ形石器ー黒色安山岩 GAn-7 ~ B4 - 30 38 12 68 14 150.68 190 14 183.18 5 2 2.3 0.9 9 52 82-1 

76 石刃 ー黒曜石 Ob-5 B2周辺ー 31 35 1 20 352 155.20 178 52 183 32 4 0 1.9 0.4 2. 94 86-31 

77 剥片 〇黒曜石 Ob-5 B2 - 31 36 1 2 294 155.02 182 94 183 35 2 7 1.6 0.6 2. 38 89-54 

78 剥片 ー黒曜石 Ob•2 BZ - 31 36 2 68 374 155.68 183 74 183.31 2.3 1.6 0.5 1. 89 89-53 

79 局部磨製石斧一粘板岩 SI-I B2 - 31 36 3 78 286 155. 78 182 86 183 22 8 6 4. 7 2.3 86.69 83-16 

80 剃片 ー黒色安山岩 GAn-5 - B2 - 31 36 4 162 208 156.62 182.08 183 29 2 1 2 1 1.3 7.15 91-75 

81 スクレイパー一黒曜石 Ob•6 B2 0 31 36 5 178 282 156. 78 182.82 183.46 4 3 4 0 1.3 22. 09 85~27 

82 石核 ー黒曜石 Ob-2 B2 0 31 36 6 224 360 157.24 183.60 183 33 4 4 4 6 1.9 29. 66 87-45 

83 石核素材 ー黒曜石 Obｷ3 B2 - 31 36 7 258 498 157 58 184. 98 183. 48 4. 5 4. 3 2. 9 30.18 88-50 

84 剥片 ー黒曜石 Ob-6 B2 - 31 36 8 418 478 159.18 184.78 183 26 2 8 2.3 0.9 4. 63 90-63 

85 スクレイパーー黒曜石 Ob-2 B2 0 31 36 9 338 428 158 38 184.28 183 25 6.5 3 9 1 2 23. 77 84-23 

86 スクレイパー一結晶片岩 CSｷl B2 0 31 36 10 358 398 158.58 183.98 183.21 10.0 5.8 0.8 67. 72 85-28 

87 石核 ー黒曜石 Ob-7 B2 - 31 36 11 346 354 158 46 183.54 183.40 2.8 4 9 1 5 20.14 88-47 

88 剥片 ー安山岩 An-I B2 ~ 31 36 12 364 240 158 64 182. 40 183. 26 4. 5 3. 4 2 1 37 33 92-84 

89 敲石 ー結晶片岩 CS-I B2 0 31 36 13 342 492 158 42 184.92 183.22 17.5 8.2 3 1 613.60 92-86 

90 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B2 - 31 36 14 178 280 156. 78 182.80 183.46 0.8 0.5 0 1 0 02 

91 スクレイパー〇黒曜石 Ob-I B2 - 31 37 1 7 4 66 155 7 4 185. 66 183. 35 2.1 2. 0 0 4 2.10 85-24 

92 スクレイパー〇黒曜石 Ob-8 B2 - 31 37 2 284 78 157 84 185 78 183.51 3.7 3.9 0 8 7 55 84-21 

93 剥片 〇黒曜石 Ob-6 B2 0 31 37 3 424 118 159 24 186 18 183.60 1.5 1. 7 0 5 2 17 90-66 

94 ドリル ー黒曜石 Ob•5 B3 - 31 37 4 60 398 155 60 188 98 183.14 1.9 2.2 0.5 1.66 87-43 

95 砕片 ー黒曜石 Ob-5 B3 - 31 37 5 82 492 155 82 189 92 183.36 1.0 1.2 0 3 0 26 

96 剥片 〇黒色安山岩 GAn-8 ~ B3 - 31 37 6 164 499 156.64 189 99 183.32 2.3 3.2 0.4 4 24 91-80 

97 砕片 ー黒色安山岩 GAn-8 - B3 - 31 37 7 272 490 157. 72 189 90 183. 39 1. 0 0. 8 0. 2 0 18 

98 剥片 〇黒色安山岩 GAn-8 - B3 0 31 37 8 274 472 157.74 189 72 183.53 3.5 5.6 0.9 15.10 96-5 

99 剥片 〇黒色安山岩 GAn-8 - B3 0 31 37 9 270 430 157.70 189 30 183.51 1.2 1.6 0.8 2 64 96-5 

100 剥片 〇黒色安山岩 GAn•8 - B3 0 31 37 10 340 446 158. 40 189 46 183. 29 3. 6 2. 9 1.1 13 31 96-4 

101 台形様石器ー黒曜石 Obｷ5 B3 - 31 38 1 130 338 156.30 193.38 183.36 5.9 2.8 0.8 12. 48 82-6 

102 砕片 ー黒曜石 Ob•5 B3 - 31 38 2 58 142 155.58 191 42 183.25 1.4 1.1 0.6 0 57 

103 台形様石器ー黒曜石 Ob-4 B3 - 31 38 3 44 190 155.44 191 90 183.34 3.2 2.3 0.6 3 33 83-11 

104 剥片 〇黒曜石 Ob.5 B3 0 31 38 4 38 238 155. 38 192 38 183.17 3. 4 1. 4 0 8 2 22 90-67 

105 剥片 〇黒曜石 Obｷ5 B3 0 31 38 5 38 262 155. 38 192 62 183.17 2. 9 1. 0 0. 6 0. 96 90-67 

106 石核 ー黒曜石 Ob-5 B3 0 31 38 6 72 238 155. 72 192. 38 183. 20 3. 4 3. 9 2 0 18 20 88-48 

107 R剥片 ー黒曜石 Ob•6 B3 ~ 31 38 7 22 356 155.22 193 56 183.27 3.0 3.4 0 8 7 56 87-38 

108 砕片 ー黒曜石 Obｷ5 83問辺ー 31 38 8 272 442 157.72 194.42 183.31 1.1 0.8 0.1 0 10 

109 スクレイパー〇黒曜石 Ob-8 B3 - 31 38 9 188 276 156.88 192 76 183.46 4.9 3.4 1.3 17 18 84-20 

110 ドリル ー黒曜石 Ob-5 B3 0 31 38 10 228 176 157.28 191 76 183.51 2.5 1.4 0.6 1 81 87-44 

111 スクレイパー〇黒曜石 Ob-5 B3 - 31 38 11 382 178 158. 82 191 78 183. 32 4. 6 3. 9 1.1 18 23 84-18 

112 剥片 ー黒曜石 Ob-5 B3 0 31 38 12 138 52 156. 38 190 52 183.19 2. 5 1. 5 1. 0 3. 60 90-68 

113 剥片 〇黒色安山岩 GAn-8 - B3 0 31 38 13 210 200 157.10 192 00 183. 28 1.1 2. 2 0. 3 0 88 91-74 

114 砕片 ー黒色安山岩 GAn-8 - B3 - 31 38 14 332 80 158.32 190 80 183.28 1.9 1.3 0.3 0 70 
115 剥片 ー黒色安山岩 GAn-8 - B3 0 31 38 15 340 40 158. 40 190. 40 183. 25 2. 8 2.1 0. 7 4 88 96-1 

116 剥片 ー黒色安山岩 GAn-8 - B3 0 31 38 16 304 40 158.04 190 40 183.25 3.3 2.3 1.0 7.98 91-76 

117 砕片 ー黒色安山岩 GAn-8 - B3 - 31 38 17 364 16 158.64 190 16 183.24 1.0 0.6 0 2 0 09 

ll8 剥片 ー黒色安山岩 GAn-8 - B3 - 31 38 18 300 18 158. 00 190.18 183. 56 3. 4 1. 7 0. 8 4 90 91-79 

119 剥片 ー黒色安山岩 GAn-8 - B3 0 31 38 19 27 4 8 157.74 190 08 183.29 3.0 2.2 0.7 3. 96 96-2 

120 砕片 ー黒色安山岩 GAn-8 ~ B3 0 31 38 20 244 16 157.44 190 16 183.28 2.0 0.8 0.3 0 49 91-78 

第29表 白倉下原遺跡B 区礫一覧表

No]`]□ご豆；：： ; ; N: ：五五： ::: ;:: ;:: :: :; :: l：t悶＿形：：ヒ付着物
第30表 白倉下原遺跡 c 区石器一覧表

Nol 器 種折石 材母岩NQ個体No ：げ接合 X Y No N-S E-W X座標 Y座標 z座標長さ幅厚さ 重量挿図No
1 剃片 ー黒曜石

2 台形様石器ー黒曜石

3 剥片 ー黒曜石

＿
一
―

J

2

3

 

—— 

b

b

b

 

0

0

0

 

- - 38 64 1 39 65 194.34 320.38 184.49 1.8 3. 7 1.6 
- - 40 65 1 2 70 200. 02 325. 70 184. 84 3. 4 2. 2 0. 8 

- - 40 65 2 156 382 201.56 328.82 184.95 1.7 1.7 0.6 

6. 69 120-2 
4. 86 120-1 
1. 53 120-3 
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石器一覧表

第31表 天引向原遺跡A区石器一覧表 (1)

Nu 器 種折 石 材 母岩Nu 個体N(l ；げ接合 X Y Nu N-S E-W X座標 Y座標 Z 座標長さ 幅厚さ 重虻 挿図N(l

l 剥片 一硬質泥岩 HMs-4 - A3 - 10 15 1 97 492 50. 97 79. 92 173.19 3. 9 3 0 1 2 15 11 137-43 
2 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A3 - 10 15 2 452 441 54 52 79.41 173.28 2. 7 2 2 0.8 5 57 144-94 
3 剥片 ー安山岩 An-2 A3 0 10 15 3 473 368 54 73 78.68 173.24 4.2 1 4 0.7 8. 34 162-2 
4 剥片 ー安山岩 An-2 A3 0 10 15 4 489 366 54. 89 78. 66 173. 29 5. 9 3. 7 2. 2 35. 24 162-1 
5 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 - A3 0 10 15 5 420 249 54 20 77.49 173.20 3.1 2 0 0.6 3 14 153-1 
6 剥片 ー安山岩 Anｷl A3 0 10 15 6 234 248 52 34 77. 48 173.10 4 0 2 8 1. 1 10 78 161-4 
7 剥片 ー安山岩 An-I A3 0 10 15 7 228 206 52 28 77. 06 173.16 4. 2 4. 0 1 7 24. 94 161-6 
8 剥片 ー安山岩 An-I A3 0 10 15 8 256 160 52 56 76. 60 173.13 2 6 1 5 1. 0 3.40 161-5 
9 砕片 ー黒色安山岩 GAn-10 - A4 - 11 15 1 368 486 58 68 79.86 173.41 1 4 1 8 0.3 0 82 

10 楔形石器 ー黒色安山岩 GAn-10 - A4 - 11 15 2 390 414 58 90 79.14 173.44 4.2 4 6 2.0 36 87 129-12 
11 石核 ー安山岩 An-4 A4 - 11 15 3 354 408 58. 54 79. 08 173. 33 9. 2 9. 0 5.1 539. 40 135-31 
12 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - A4 - 11 15 4 454 331 59 54 78 31 173.38 6 3 4.5 2.4 51.80 141-67 
13 台石 ー安山岩 A3 - 11 15 5 194 274 56 94 77 74 173 25 24 5 12.7 3.9 1673.90 147-114 
14 剥片 ー安山岩 An-1 A3 - 11 15 6 67 106 55.67 76.06 173.24 6.5 4.5 2.5 71. 97 145-108 
15 石核 ー黒色頁岩 BSh-9 - A4 0 11 15 7 368 392 58. 68 78 92 173 34 4. 9 5. 8 4 5 132. 83 133-26 
16 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A4 - 12 15 2 175 468 61.75 79.68 173 45 2.9 2.2 0 8 5.41 141-71 
17 砕片 ー黒曜石 Obｷ3 A4 - 12 15 3 239 342 62 39 78. 42 173 44 1.1 0. 6 1 1 0.12 
18 石核 ー安山岩 An-2 A4 0 12 15 4 76 350 60.76 78.50 173.39 10.0 9.1 7.0 855.70 134-30 
19 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A4 - 12 15 5 317 177 63 17 76. 77 173 46 2.1 2. 3 0 7 4.19 141-72 
20 R剥片 〇黒色安山岩 GAn-10 - A4 - 12 15 6 61 356 60 61 78.56 173.40 1.6 2 6 0 5 2 36 129-11 
21 剥片 〇黒色安山岩 GAn-10 - AZ O 9 16 1 373 467 48 73 84.67 172.91 3.9 3 2 0 9 9 18 161-2 
22 剥片 〇黒色頁岩 BSh-5 - A2 0 9 16 2 417 316 49.17 83.16 172.98 1.5 2.0 0.8 2. 68 138-49 
23 剥片 〇黒色頁岩 BSh-5 - A2 0 9 16 3 413 316 49 13 83.16 172.98 4 3 2 8 1.1 11 82 138-49 
24 石核 ー黒色安山岩 GAn-9 GAn-9E A2 - 9 16 4 318 383 48 18 83 83 172. 90 5 3 6 I I. 9 58 62 135-32 
25 ナイフ形石器一~珪質頁岩 HSh-3 - A2 - 9 16 5 253 403 4 7 53 84. 03 172. 82 4. 1 2 9 1. 5 17 78 126~3 
26 剥片 〇黒色安山岩 GAn-10 - A2 - 9 16 6 239 325 4 7 39 83. 25 172. 83 5. 8 3. 2 1 6 24 69 141-70 
27 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 - AZ O 9 16 7 285 278 4 7 85 82. 78 173. 00 5. 3 4 2 1. 9 23 91 152-4 
28 剥片 一硬質泥岩 HMs-2 - A2 - 9 16 8 114 332 46 14 83.32 172 76 4.9 3 6 1 1 22 70 137-42 
29 剥片 ー黒色安山岩 GAn-10 - A2 0 9 16 9 145 237 46 45 82.37 172.89 3.9 4.3 1.2 19.29 161-1 
30 石核 ー黒色安山岩 GAn-10 - AZ O 9 16 10 406 295 49 06 82.95 172 96 4.4 5.8 2 1 37. 61 131-21 
31 剥片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A3 - 10 16 2 450 32 54 50 80. 32 173 25 2. 7 2. 4 0 9 5 64 144-96 
32 剥片 〇黒色安山岩 GAn-10 ~ A4 0 11 16 1 434 140 59 34 81. 40 173. 50 2. 7 2 9 0. 8 6 70 160-1 
33 砕片 ー黒色安山岩 GAn-10 ~ A4 ~ 11 16 2 462 68 59.62 80.68 173.47 1.2 1.1 0.3 0.91 
34 剥片 〇黒色安山岩 GAn-10 - A4 0 11 16 3 342 50 58 42 80 50 173.43 3 5 2.3 1.1 8.15 160-2 
35 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A3 0 11 16 4 38 11 55 38 80 11 173. 34 3 4 3. 9 1. 3 15.45 153-3 
36 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A3 0 11 16 5 46 29 55 46 80 29 173.37 4 2 4.6 1.8 25. 29 153-6 
37 砕片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A3 0 11 16 6 55 44 55 55 80 44 173. 35 1. 9 1. 2 0. 6 0.98 153-9 
38 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A3 0 11 16 7 9 86 55 09 80 86 173. 32 2 1 1. 4 0. 6 1. 33 153-8 
39 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A3 - 11 16 8 28 94 55 28 80 94 173.31 2 2 3.5 1.3 8.55 144-95 
40 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A3 0 11 16 9 130 226 56. 30 82 26 173. 29 4. 0 3. 2 1. 6 12.47 153-7 
41 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A3 0 11 16 10 134 230 56 34 82.30 173.30 5 0 4.1 1.7 22. 29 153-4 
42 砕片 ー黒色安山岩 GAn-4 - A3 0 11 16 11 3 22 55 03 80. 22 173. 28 1 3 1. 2 0. 3 0.50 153-5 
43 スクレイパーー黒色頁岩 BSh-4 - Al3 - 11 16 12 495 412 59.95 84.12 173.58 6.1 4.7 1.6 35.38 127-7 
44 剥片 〇黒色安山岩 GAn-4 - A3 - 11 16 13 - - - 5 1 3.5 1.6 19. 41 142-75 
45 スクレイパーーチャート Ch-2 AS - 12 16 1 467 433 64 67 84 33 173. 75 4 8 3.2 2.1 26. 07 129-10 
46 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - A4 - 12 16 2 330 187 63 30 81 87 173.64 2 0 1.2 0.2 0.81 
47 剥片 ー黒色頁岩 BSh-7 - A4 ~ 12 16 3 413 67 64.13 80.67 173 55 5.3 3.5 2 2 32. 64 138-50 
48 剥片 ー黒色頁岩 BSh-9 - A4 - 12 16 4 330 80 63 30 80 80 173.59 3.0 3.9 0.8 8.93 138-52 
49 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - A4 - 12 16 5 189 135 61 89 81 35 173 58 2. 8 1. 9 0 8 3 50 142-80 
50 剥片 〇黒色安山岩 GAn-10 - A4 - 12 16 7 58 75 60. 58 80. 75 173 52 2. 7 2 2 0 7 3 58 141-69 
51 石核 ー黒色安山岩 GAn-7 - A5 - 13 16 1 297 308 67. 97 83. 08 173 58 3. 7 2 9 1 1 13 65 132-25 
52 剥片 〇黒色安山岩 GAn-7 - A5 - 13 16 2 278 177 67. 78 81 77 173 59 4. 2 1. 9 1 6 12 97 142-78 
53 石核 〇黒色安山岩 GAn-2 - A5 0 13 16 3 153 162 66 53 81 62 173 56 5 6 4. 3 2 4 60 41 131-20 
54 石核 ーチャート Ch-4 A5 - 13 16 4 184 196 66 84 81 96 173 47 14 8 10. 7 7 7 1301. 60 134-29 
55 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 - A5 - 13 16 5 257 235 67.57 82.35 173.54 4.5 2.4 1 7 14. 06 140-64 
56 砕片 ー黒色頁岩 BSh-7 ~ A5 - 13 16 6 18 475 65.18 84 75 173 69 1 4 1.5 0 4 1.02 
57 砕片 ー黒色安山岩 GAn-10 - A2 - 9 17 1 346 132 48.46 86 32 172.73 1.3 1.0 0.3 0.55 
58 砕片 ー黒色安山岩 GAn-10 - A2 - 9 17 2 348 158 48.48 86 58 172.70 2 2 1.3 0 4 0.98 
59 剥片 〇黒色頁岩 BSh-7 - A2 - 9 17 3 345 214 48.45 87 14 172.69 1 5 2.5 0.9 2.03 
60 剥片 一珪質頁岩 HSh-2 - A2 - 9 17 4 190 256 46 90 87. 56 172. 48 4. 4 2. 0 1.2 10. 21 139-58 
61 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 GAn-9A Al O 10 17 1 246 392 52 46 88 92 172. 97 1. 5 2. 2 1.1 1. 69 140~62 
62 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 2 299 378 52 99 88 78 172. 98 2 2 0. 9 0. 2 0.37 
63 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 3 302 336 53 02 88. 36 173. 02 1 5 1. 5 0. 6 1. 08 156-3 
64 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 4 365 352 53 65 88 52 173. 06 1. 7 1. 6 0. 8 2.51 
65 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 5 345 305 53 45 88 05 173. 06 6 2 4. 4 1. 3 37.58 156-3 
66 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 6 443 372 54 43 88.72 173.16 4 3 4 5 2.6 28.11 157-7 
67 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 7 430 325 54. 30 88. 25 173.17 1 2 1. 3 0. 6 0.87 
68 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 8 448 329 54 48 88. 29 173. 23 2. 2 1 6 0. 6 1 89 142-76 
69 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 9 454 324 54 54 88.24 173.22 1.8 1.8 0.4 1. 73 144-104 
70 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 ~ Al - 10 17 10 449 321 54 49 88.21 173.19 3.0 2 0 1.1 4. 29 144-101 
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石器一覧表

第32表 天引向原遺跡A区石器一覧表 (2)

Na 器 種折 石 材 母岩Na 個体Nu 摩；接合 X Y Nu N-S E-W X座標 Y座標 z 座標長さ 幅厚さ 重械 挿図Na

71 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 ~ Al - 10 17 11 472 328 54.72 88.28 173.24 1.9 0.9 0 3 0.58 

72 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 12 480 343 54.80 88.43 173 21 1.7 0.5 0.3 0.38 

73 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 13 456 307 54.56 88.07 173.18 2.1 1.0 0.2 0.53 

74 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 ~ Al O 10 17 14 241 208 52.41 87.08 172.98 1.9 3.5 0.5 2 74 156-2 
75 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al ~ 10 17 15 307 260 53 07 87.60 173.09 1.5 0.8 0.3 0 37 

76 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 16 320 219 53 20 87.19 173.11 0.8 0.9 0.3 0.13 

77 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 17 335 232 53.35 87.32 173.09 2 4 1 2 0.3 1.18 

78 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 18 340 225 53 40 87. 25 173.10 3 5 3 5 1 2 12.41 157-6 
79 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 19 348 216 53.48 87.16 173.13 1.2 1 2 0.5 0.51 
80 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 20 337 279 53.37 87 79 173 03 1 3 1 9 0.4 1. 20 156-1 
81 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 21 340 276 53.40 87 76 173 09 2.2 1 3 0 9 2. 78 156-4 
82 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 22 344 279 53.44 87.79 173.09 2.4 2.7 0 3 1.84 144-100 

83 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al ~ 10 17 23 358 251 53.58 87.51 173.07 1.5 1.3 0.2 0.50 

84 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 24 362 262 53.62 87 62 173 11 3. 7 3 2 1.2 16.24 157-6 
85 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 ~ Al O 10 17 25 364 267 53.64 87.67 173.12 3.8 3.6 1 0 5.49 143-84 
86 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 26 376 271 53. 76 87. 71 173.11 2. 8 1. 7 0 4 1. 78 144-99 

87 砕片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 27 390 298 53.90 87.98 173.14 1.5 1.0 0.4 0.51 143~84 
88 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 GAn-9A Al O 10 17 28 370 244 53.70 87.44 173.14 2.1 1.2 0.5 1 52 140-62 
89 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al ~ 10 17 29 379 245 53 79 87. 45 173.13 2. 6 1. 2 1.1 1 48 

90 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 30 412 297 54.12 87.97 173.19 1.6 0.9 0.9 1. 35 140-65 
91 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 31 414 298 54 14 87.98 173.17 1.6 1.9 0.9 2.29 140-65 
92 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 GAn-9A Al O 10 17 32 423 299 54 23 87. 99 173.15 2. 7 2. 6 0. 8 7 42 140-62 
93 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 33 423 276 54. 23 87. 76 173.13 4. 5 3. 9 2. 3 32 65 157-8 
94 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 34 417 251 54 17 87.51 173.17 1.5 1.1 0.2 0.39 

95 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 35 428 249 54 28 87.49 173.10 1.8 1.1 0.2 0 62 

96 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 GAn-9A Al O 10 17 36 448 295 54. 48 87. 95 173. 20 1 9 1. 4 0. 4 1 21 140-62 
97 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 37 474 275 54 74 87.75 173.22 1.3 1.0 0.4 0. 76 

98 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 ~ Al - 10 17 38 485 294 54 85 87. 94 173.18 1. 5 1. 9 0. 8 2 59 

99 剥片 〇黒色安山岩 GAn•9 - Al O 10 17 39 498 299 54 98 87.99 173.22 2 9 1.6 1.1 2 63 158-6 
100 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 40 491 246 54.91 87.46 173.16 1.7 1.5 0.1 0.42 

101 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 41 478 254 54 78 87.54 173.17 2.6 2.0 0.9 3 23 159-1 
102 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 42 480 250 54 80 87.50 173.18 0.8 1.1 0.4 0 45 159-3 
103 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 43 460 234 54. 60 87. 34 173.19 1 3 1. 8 0. 6 1. 40 159-2 
104 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 44 471 232 54 71 87.32 173.18 0.6 0.6 0.2 0.14 

105 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 45 453 195 54 53 86.95 173.24 5.6 3.3 1.6 31 33 159-5 
106 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 GAn-9A Al O 10 17 46 432 177 54.32 86. 77 173.24 3.0 1.8 0.9 5 93 140-62 
107 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 47 432 149 54 32 86.49 173.22 2.0 1.5 0.7 2.14 142-76 
108 敲石 一硬質泥岩 HMs-5 - Al - 10 17 48 428 142 54 28 86.42 173.17 9.9 7.0 5.5 450 10 145-109 

109 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 GAn-9A Al O 10 17 49 436 128 54 36 86.28 173.24 3.0 3.3 1.0 12 70 140-62 
llO 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 50 408 149 54.08 86.49 173.21 2.5 3.2 0.7 5 44 157-2 
111 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 51 384 173 53 84 86. 73 173.15 2. 0 1.2 0. 8 1. 74 156-4 
112 砕片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 52 366 158 53 66 86. 58 173.18 1. 4 1. 3 0. 5 1 38 

113 剥片 〇黒色安山岩 GAn•9 - Al O 10 17 53 363 159 53.63 86.59 173.17 2.1 2.6 0.6 2 36 157-3 
114 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 54 358 157 53 58 86.57 173.18 2.0 1.6 0.5 1. 01 144-102 

115 剥片 ー安山岩 An-3 Al - 10 17 55 332 156 53 32 86. 56 173.15 4. 2 2. 7 1. 4 18 21 

116 砕片 ー黒曜石 Ob-2 Al ~ 10 17 56 346 156 53 46 86. 56 173.12 1. 1 0. 8 0. 2 0 21 

117 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 57 336 178 53. 36 86. 78 173.15 1. 8 1. 8 0. 6 1.80 144-107 

118 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 ~ Al - 10 17 58 319 162 53 19 86.62 173.16 2.0 1.2 0 2 0.59 

119 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 59 304 184 53 04 86.84 173.05 3.0 1.8 0 7 2 56 141-74 

120 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 60 258 132 52. 58 86. 32 173. 07 1. 2 1. 3 0 7 0.89 

121 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 61 418 140 54 18 86.40 173.19 1.4 1.3 0.8 2.87 157-5 
122 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 62 433 156 54 33 86.56 173.20 1.2 1.0 0 4 0.56 

123 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 ~ Al O 10 17 63 441 188 54 41 86.88 173.20 1.5 2.2 0 4 1.36 157-4 
124 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 64 446 191 54.46 86.91 173.20 3.7 1 6 1 5 6.16 156-4 
125 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 65 423 262 54 23 87. 62 173.12 1. 0 0 7 0.1 0.13 

126 砕片 ー黒色安山岩 GAn.9 - Al - 10 17 66 418 300 54 18 88.00 173.15 1.6 0.8 0 2 0.29 

127 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 67 484 271 54 84 87. 71 173.16 1. 2 0. 9 0 3 0.44 

128 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 ~ Al - 10 17 68 483 282 54 83 87.82 173.17 1.9 0.8 0 4 0.66 

129 剥片 〇黒色安山岩 GAn•9 - Al O 10 17 69 486 303 54. 86 88. 03 173.19 1. 9 2 3 0 5 2.60 158-7 
130 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 70 306 34 7 53 06 88. 4 7 172. 99 7. 0 1 2 0 3 0.67 

131 砕片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al O 10 17 71 411 139 54 11 86.39 173.18 2.5 1 0 1 2 1.19 157-5 
132 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 ~ Al - 10 17 72 443 182 54 43 86.82 173.17 2.0 1 2 0 4 1.13 

133 砕片 ー黒色安山岩 GAn•9 - Al ~ 10 17 73 437 191 54.37 86.91 173.15 0 7 0 8 0.4 0.28 

134 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 74 456 189 54 56 86.89 173.13 1 6 1 6 0 5 1.32 

135 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 75 439 158 54 39 86. 58 173 20 0 7 0 7 0 2 0.18 

136 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 10 17 76 4 75 323 54 75 88. 23 173 24 1 9 1 1 0 7 1.37 

137 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al3 - 11 17 1 390 30 58 90 85. 30 173 45 1 7 1 4 0 4 0.92 

138 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al O 11 17 2 120 32 56 20 85. 32 173. 30 1.1 1 9 0 6 0. 77 159-4 
139 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 3 10 265 55 10 87. 65 173 18 1 5 1 8 0 5 1.24 

140 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 4 33 237 55 33 87.37 173.24 1 0 0 7 0 4 0.65 
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石器一覧表

第33表 天引向原遺跡A区石器一覧表 (3)

No 器 種折 石 材 母岩No 個体No 翡接合 X Y No N-S E-W X座標 Y座標 z座標長さ幅厚さ 重量 挿図N(l

141 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 5 30 236 55 30 87.36 173.25 1.4 0.7 0.3 0.23 

142 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 6 36 234 55.36 87.34 173 25 2.5 2.1 1.1 4.54 143-90 

143 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 7 112 232 56.12 87.32 173.26 1.1 1.2 0.3 0.76 

144 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 8 33 164 55.33 86.64 173 28 1.0 1.1 0.3 0.37 

145 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 9 36 162 55.36 86.62 173 26 2 8 3.5 1.5 12. 39 143-83 

146 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 10 40 160 55.40 86.60 173.28 1.0 0.6 0.1 0.13 

147 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 11 82 175 55.82 86.75 173 31 1.1 0 5 0.3 0.17 

148 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al ~ 11 17 12 96 174 55.96 86.74 173 32 1.7 3 7 1.1 5. 51 139-60 

149 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 13 8 270 55.08 87.70 173.18 1.0 1.3 0.3 0.32 

150 石核 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al3 - 11 17 14 466 151 59.66 86.51 173 50 6.4 6.5 1.6 67. 80 129-13 

151 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 15 19 343 55.19 88.43 173 16 1.3 0.4 0.3 0.25 

152 砕片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al - 11 17 16 10 273 55.10 87.73 173.18 1.8 1.6 0.4 1.11 144-106 

153 石核 ー黒色安山岩 GAn-9 GAn-9D Al3 - 12 17 1 79 50 60. 79 85. 50 173. 61 4. 8 6 8 1. 8 52. 21 131-18 

154 剥片 ー黒色頁岩 BSh-9 - A5 0 12 17 2 494 242 64.94 87.42 173.84 4.3 5.6 2.2 42.78 150-1 
155 石核 ー黒色安山岩 GAn-9 GAn-9C A5 0 12 17 3 436 196 64.36 86.96 173.82 4.2 4.6 3 1 101.80 132-22 
156 台石 ー安山岩 Al3 - 12 17 4 128 176 61 28 86.76 173.54 21.1 10.3 5.1 1775.00 147-115 

157 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - A5問辺ー 12 17 5 252 497 62 52 89. 97 173. 54 2. 6 2.1 0 5 2 40 143-88 

158 剥片 〇黒色安山岩 GAn•9 - A5 - 13 17 1 147 15 66.47 85.15 173.84 2.2 1.3 0.9 2. 72 

159 剥片 ー黒色安山岩 GAn-10 - AS - 13 17 2 82 25 65.82 85.25 173.83 4.0 4. 7 1.4 28. 28 142~77 

160 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 GAn-9C A5 0 13 17 4 21 70 65 21 85.70 173.80 4.0 1.6 0 8 4 41 159-6 
161 剥片 ー黒色頁岩 BSh-7 - A6 - 13 17 5 370 447 68.70 89 47 173.96 4.4 6.3 1 4 28.11 136-34 

162 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - A6 - 13 17 6 4 78 233 69 78 87. 33 173. 99 3. 9 2. 3 0. 6 4.81 137-45 

163 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - A6 - 13 17 7 428 217 69 28 87.17 17 4. 00 3 3 3. 2 0. 8 6. 44 143-87 

164 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - A6 - 14 17 1 44 320 70 44 88. 20 173. 94 3 3 4. 2 2. 3 23.10 143-89 

165 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al2 0 9 18 1 340 34 7 48 40 93. 4 7 172. 07 3. 1 3. 4 0. 5 6. 74 155-3 
166 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al2 - 9 18 2 398 382 48 98 93. 82 172.16 2. 7 3. 5 0 8 5 26 144-93 

167 敲石 ー安山岩 An-5 Al2 - 9 18 3 297 338 47 97 93 38 171.98 9.3 7.4 3 7 355 30 145-110 

168 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - Al2 - 10 18 1 44 384 50.44 93.84 172.38 2.8 3.5 1.2 13. 66 142-82 

169 台形様石器ー黒色安山岩 GAn-9 - Al2 0 10 18 2 85 354 50 85 93. 54 172. 43 5.1 4. 3 1. 1 18.45 127-6 
170 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al2 0 10 18 3 95 360 50 95 93.60 172.48 1.8 1.9 0.6 1.10 155-6 
171 石核 ー黒色安山岩 GAn-9 - Al2 0 10 18 4 168 284 51.68 92.84 172.55 7.1 6.1 2.0 55.13 130-16 
172 砕片 〇黒色安山岩 GAn-9 - Al2 0 10 18 5 322 471 53 22 94 71 172.58 0.9 1.3 0.4 0. 51 155-6 
173 剥片 ー黒色頁岩 BSh-9 - Al ~ 10 18 6 438 77 54 38 90 77 172. 97 5.1 4. 8 1 5 34 57 137-41 

174 剥片 〇黒色安山岩 GAn-10 - Al - 11 18 1 147 146 56.47 91 46 173.12 5.6 5.4 1 9 44 62 139-59 

175 石核 ーチャート Ch-I Al - 11 18 2 49 130 55 49 91 30 173.05 4.3 3.1 4.4 64.12 132-24 

176 砕片 ー黒色安山岩 GAn-10 ~ All O 11 18 3 448 448 59 48 94. 48 173. 28 1 9 1. 3 0 6 1.05 160-3 
177 剥片 〇黒色安山岩 GAn-10 - All O 11 18 4 423 429 59 23 94 29 173.27 1.5 2.8 0 6 2 70 160-6 
178 砕片 〇黒色安山岩 GAn-9 - All O 11 18 5 421 478 59.21 94. 78 173.28 0.9 1.8 0.2 0 40 157-1 
179 剥片 ー黒色安山岩 GAn-10 - All O 11 18 6 385 494 58 85 94 94 173.25 1.6 2.2 0.5 1.14 160-8 
180 剥片 ー黒色安山岩 GAn-10 - All O 11 18 7 347 472 58.47 94. 72 173.23 1.6 2.6 0. 7 2. 69 160-4 
181 石核 ー黒色安山岩 GAn-10 - All O 11 18 8 336 487 58. 36 94. 87 173. 22 4. 6 4. 4 1. 2 38. 38 130-15 
182 剥片 ー黒色安山岩 GAn-10 - All O 11 18 9 322 455 58 22 94 55 173. 23 1. 0 2. 3 1. 1 1.37 160-7 
183 台石 ー安山岩 Al - 11 18 10 116 132 56 16 91 32 173.09 21.5 27.6 5.3 4415.00 146-112 

184 砕片 ー黒色安山岩 GAn-10 - All - 11 18 11 418 468 59.18 94.68 173.28 0.7 0 8 0.4 0.16 

185 剥片 〇黒色頁岩 BSh-7 - All O 12 18 1 219 478 62 19 94 78 173.46 4.0 6.4 2. 7 69. 07 148~2 
186 剥片 ー硬質泥岩 HMs-1 - All ~ 12 18 2 191 450 61 91 94 50 173.42 6.5 6.3 1.8 69. 32 135-33 

187 剥片 〇黒色頁岩 BSh-7 - All O 12 18 3 125 390 61 25 93 90 173.35 3.4 1.5 1.0 3. 62 148-2 
188 台形様石器〇黒色安山岩 GAn-8 - A6 - 13 18 1 209 11 67.09 90.11 174.00 3 8 3.5 1 0 10 47 127-5 

189 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - A6 - 13 18 2 338 117 68.38 91.17 174.04 1 6 1.2 0.2 0.60 

190 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - A6 ~ 13 18 3 490 164 66.90 91.64 174.12 1 8 1.2 0 5 0 93 
191 剥片 ー黒色頁岩 BSh-8 - A6 - 13 18 4 452 208 69. 52 92. 08 17 4.13 2 2 2. 0 0 6 2 14 136-40 

192 剥片 〇黒色頁岩 BSh-8 - A6 - 13 18 5 292 290 67 92 92.90 174.05 5.2 4.2 1.5 29. 48 138-53 

193 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - A6 0 13 18 6 328 317 68 28 93 17 174.11 3.5 2.5 0.6 5.23 157-1 
194 砕片 〇黒色安山岩 GAn-9 - A6 0 13 18 7 393 284 68. 93 92 84 17 4. 09 1. 4 1. 6 0.1 0.64 157-1 
195 剥片 〇黒色安山岩 GAn-8 - A6 0 13 18 8 398 386 68.98 93.86 174.12 5.9 2.1 2.4 25. 26 154-5 
196 剥片 ー黒色安山岩 GAn-8 - A6 0 13 18 9 400 393 69 00 93 93 17 4.12 2. 2 1. 4 0. 5 1.71 154-3 
197 剥片 ー黒色安山岩 GAn-8 - A6 0 13 18 10 493 340 69 93 93. 40 17 4.11 6. 2 6. 3 2. 7 98. 44 154-4 
198 剥片 〇黒色安山岩 GAn•3 - A6 0 13 18 11 493. 405 69 93 94. 05 17 4.14 5.1 4. 2 1. 5 19. 98 139-61 
199 剥片 ー黒色安山岩 GAn-3 - A6 0 13 18 12 453 448 69.53 94.48 174 10 1.9 1.6 0.5 1. 54 139-61 
200 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 GAn-9B A6 0 14 18 1 54 358 70 54 93.58 174.22 4.4 5.3 1.5 32.70 140-66 
201 砕片 〇黒色頁岩 BSh-5 ~ A6 0 14 18 2 90 432 70 90 94. 32 17 4. 27 0. 5 0. 7 1. 0 0. 70 138-55 
202 剥片 〇黒色頁岩 BSh•5 - A6 0 14 18 3 93 430 70 93 94. 30 17 4 27 1 2 2. 2 1 1 2. 65 138-55 
203 剥片 ー黒色安山岩 GAn-8 - A6 0 14 18 4 106 425 71.06 94.25 174 23 3 8 3.5 1 4 14. 43 154-2 
204 剥片 〇黒色安山岩 GAn-3 - A6 0 14 18 5 133 426 71.33 94.26 174.20 4.2 3.0 0.9 10. 65 138-61 
205 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 GAn-9B A6 0 14 18 6 113 390 71.13 93.90 174.27 1.3 3.2 0.8 2. 80 140~66 
206 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 GAn-9B A6 0 14 18 7 168 370 71.68 93. 70 174.20 2. 7 4 6 0.8 11. 22 140-66 
207 台石 ー安山岩 A6 - 14 18 8 122 302 71.22 93.02 174.18 18.0 14.3 4.6 1968.00 146-113 

208 剥片 〇黒色安山岩 GAn-10 - Al2 ~ 10 19 1 386 162 53 86 96 62 172. 65 3. 0 4. 0 1. 7 13.89 142-79 

209 スクレイパー一黒色頁岩 BSh-2 - All~ 11 19 1 319 56 58 19 95.56 173.15 7.0 5 6 2.3 76. 26 128-8 
210 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - All - 11 19 2 450 77 59.50 95. 77 173.32 1.6 1.2 0.2 0.65 
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石器一覧表

第34表 天引向原遺跡A区石器一覧表 (4)

Na 器 種折 石 材 母岩N(l個体N(l百］接合 X Y Nu N-S E-W X座標 Y座標 Z 座標長さ 幅厚さ 重最 挿図NQ

211 剥片 〇黒色安山岩 GAn-10 - All O 11 19 3 340 117 58.40 96.17 173 13 3.1 1.5 0.8 6. 69 160-6 
212 剥片 ー黒色安山岩 GAn-10 - All O 11 19 4 308 175 58. 08 96. 75 173.16 1. 8 2. 0 0 6 1. 92 160-5 
213 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - A11 - 11 19 5 433 114 59.33 96.14 173.29 2.3 3.9 1.0 5.89 140-63 

214 剥片 ー黒色頁岩 BSh-7 - All O 12 19 1 84 90 60. 84 95. 90 173. 32 3. 2 2. 4 1. 5 8.98 128-9 
215 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - All - 12 19 2 135 90 61. 35 95 90 173. 42 3. 6 4.1 0. 9 8. 43 143-85 

216 スクレイバー一黒色頁岩 BSh-7 - All O 12 19 3 184 69 61. 84 95 69 173. 48 6. 7 4. 6 2.1 73. 36 128-9 
217 剣片 ー黒色安山岩 GAn-6 ~ A9 - 12 19 4 171 335 61.71 98.35 173.42 5.2 4.0 1.1 23.85 141-73 

218 石核 ー黒色安山岩 GAn-4 - A9 - 12 19 5 225 324 62. 25 98 24 173. 44 5. 0 6. 2 2. 7 86.58 130-17 

219 剥片 〇珪質頁岩 HSh-1 - A9 - 12 19 6 261 208 62. 61 97. 08 173. 52 2 4 2. 5 0. 9 4.44 139-57 

220 剥片 〇黒曜石 Ob-I A9 ~ 12 19 7 365 418 63.65 99.18 173.57 1 2 2.1 1.0 3.68 139-56 

221 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - A9 - 12 19 9 405 259 64.05 97.59 173.58 4.0 2.8 2.0 16.23 143-92 

222 剥片 ー黒色頁岩 BSh-5 - A9 - 12 19 10 272 467 62 72 99.67 173.54 3 3 2 6 0 9 7 66 138-51 

223 剥片 〇黒色安山岩 GAn-8 - A6彫辺 0 13 19 1 215 161 67 15 96.61 173 95 2.6 2 0 0 7 3 56 154-1 

224 剥片 〇黒色頁岩 BSh-9 - A6周辺一 13 19 2 408 170 69. 08 96. 70 173. 87 2. 7 3. 0 1 6 13. 98 136-38 

225 台形様石器〇黒色安山岩 GAn-9 - A9 0 13 19 3 84 491 65 84 99.91 173 62 4.1 3 2 1 7 29 33 127-4 
226 剥片 ー黒色安山岩 GAn-3 - AlO - 11 20 1 209 262 57 09 102.62 172 74 5.3 2 6 1.5 13. 82 143~91 
227 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 ~ AlO ~ 11 20 2 162 400 56.62 104.00 172.49 4.5 3 8 1 6 26 38 142-81 

228 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - AlO - 11 20 3 441 248 59.41 102.48 172.97 3.1 2.4 0 7 3 73 141-68 

229 ナイフ形石器ー黒色安山岩 GAn-9 - A9 - 12 20 1 480 106 64.80 101.06 173 57 6.7 3.5 2.0 39.14 126-2 

230 剥片 ー黒色頁岩 BSh-6 ~ AlO ~ 12 20 2 47 418 60.47 104.18 173.01 2.7 4.1 1.3 10. 51 136-37 

231 砕片 ー黒色安山岩 GAn-9 - A9 - 12 20 3 480 15 64. 80 100.15 173 67 1. 8 1. 4 0 5 1.46 

232 石核 ー黒色安山岩 GAn-9 GAn-9F AS - 13 20 1 186 474 66.86 104.74 173.55 5.0 3.7 2.4 40. 57 130-14 

233 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - A8 0 13 20 2 258 471 67.58 104.71 173.64 3.7 2.9 1.3 13. 75 158-1 
234 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - A8 0 13 20 3 257 467 67.57 104.67 173.63 1.5 2.4 0.6 1. 80 158-2 
235 剥片 ー黒色安山岩 GAn-1 - AS O 13 20 4 412 435 69.12 104.35 173.77 4.6 3.8 1.2 18.19 152-2 
236 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - A8 0 13 20 5 414 408 69.14 104.08 173.74 3.9 2.4 1.3 11.99 152-1 
237 剥片 ー黒色安山岩 GAn-1 - AS O 13 20 6 343 404 68.43 104.04 173. 73 3. 7 6.5 2.0 47.50 152-3 
238 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - AS O 13 20 7 389 320 68.89 103.20 173.83 1.6 3.0 0.8 3.03 143-86 
239 砕片 〇黒色安山岩 GAn-1 - A8 0 13 20 8 390 317 68. 90 103.17 173. 83 1. 5 1. 4 0. 7 1. 70 143-86 
240 剥片 〇硬質泥岩 HMs-3 - A8 - 13 20 9 320 343 68.20 103.43 173. 78 2.9 3.8 2 0 17. 30 137-44 

241 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - AS - 13 20 10 315 346 68.15 103.46 173.77 2.6 1.6 0.6 2.19 144-103 

242 剥片 〇黒色安山岩 GAn-1 - A8 - 13 20 11 260 291 67.60 102.91 173.73 2.3 4.0 1.0 9. 43 144-98 

243 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - A9 0 13 20 12 164 96 66. 64 100. 96 173. 76 3. 5 2. 6 1. 4 11. 31 156-6 
244 ナイフ形石器一黒色頁岩 BSh-3 - A9 - 13 20 13 185 18 66. 85 100.18 173 71 7. 6 4.1 1 7 64 96 126-1 

245 剥片 ー黒色安山岩 GAn-1 - AS - 14 20 1 26 304 70.26 103.04 173 98 3.0 3 5 1 2 13 43 144-97 

246 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - A7周辺 0 15 20 1 200 30 77.00 100.30 174 57 6.8 2.9 1.3 21. 00 158-4 

247 剥片 〇黒色安山岩 GAn-2 - A7周辺 0 15 20 2 433 27 79. 33 100. 27 17 4 50 4. 9 5 2 1 2 32 10 153-2 

248 砕片 ー黒色頁岩 BSh-6 - AlO - 11 21 1 163 68 56.63 105.68 172 33 1.1 1 0 0 3 0 35 

249 剥片 ー黒色頁岩 BSh-6 - AlO - 11 21 2 228 122 57. 28 106. 22 172 38 1. 5 2 5 0 6 1. 27 138-54 

250 剥片 ー黒色頁岩 BSh-8 - A8 ~ 13 21 1 336 286 68.36 107.86 173.61 2.0 3 0 0 9 7 47 136-36 

251 剥片 〇黒色安山岩 GAn-9 - AS O 13 21 2 345 277 68 45 107. 77 173 61 3. 5 4 9 1 9 21 89 158-5 
252 剥片 〇黒色頁岩 BSh-9 - AS - 13 21 3 246 49 67.46 105.49 173 63 3.9 4 5 1 4 28. 39 136-39 

253 剥片 ー黒色安山岩 GAn-9 - AS O 13 21 4 176 148 66 76 106.48 173.52 3.4 4.1 1 2 12. 85 158-3 
254 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 - A7 - 15 21 1 438 211 79.38 107.11 174 75 1.8 3.5 0.9 4 24 137-46 

255 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 - A7 - 15 21 3 395 171 78.95 106.71 174 66 2.3 1.6 0 8 2.58 144-105 

256 剥片 ー黒色頁岩 BSh-10 - A7 0 15 21 4 386 160 78.86 106.60 174 63 2.0 1 4 0.5 1. 20 151-2 
257 剥片 ー黒色頁岩 BSh-8 - A7 0 15 21 5 366 169 78.66 106.69 174.66 6.3 6 0 2.1 67.13 149-1 
258 石核 ー黒色頁岩 BSh-8 - A7 0 15 21 6 393 145 78.93 106.45 174 63 6.5 6.6 6.2 235.10 133-27 
259 剥片 ー黒色頁岩 BSh-10 - A7 0 15 21 7 359 126 78.59 106.26 174.65 5.5 4.1 1.4 31.31 151-1 
260 剥片 ー黒色頁岩 BSh-1 - A7 - 15 21 8 361 116 78 61 106.16 174.65 3.5 5.2 2.2 28.04 136-35 

261 石核 ー黒色頁岩 BSh-10 - A7 0 15 21 9 365 104 78.65 106.04 174 62 7 3 6.1 4 3 217.40 133-28 
262 剥片 ー黒色頁岩 BSh-7 - A7 - 15 21 10 431 70 79.31 105.70 174 74 5.7 3.6 1 3 20 91 138-48 

263 剥片 〇黒色頁岩 BSh-7 - A7 - 15 21 11 274 159 77.74 106.59 174 66 3 0 5.7 2.0 27.86 137-47 

264 石核 ーチャート Ch-3 A7 ~ 15 21 12 279 172 77.79 106.72 174.65 3.6 2.1 2.3 19.18 132-23 

265 砕片 ー黒色頁岩 BSh-8 ~ A7 - 15 21 14 360 100 78.60 106.00 174.62 1.0 0.9 0.3 0.27 

266 敲石 一緑色片岩 GS-1 A7 - 15 21 15 425 152 79.25 106.52 174.55 13.5 9.5 4.1 758.30 145-lll 

267 砕片 ー黒色安山岩 GAn-5 - A7 0 16 21 1 50 258 80.50 107.58 174.80 1.9 0.9 0.3 0. 55 155-1 
268 石核 ー黒色安山岩 GAn-5 - A7 0 16 21 2 131 183 81.31 106.83 174.81 5.6 3.3 2.1 44.73 131~19 

第35表天引向原遺跡A区礫一覧表

N。 1 器 種；げ接合 X Y No N-SE-W X座標 Y座標 z座標長さ幅厚さ 重量完形赤化付着物
l 安山岩 A5 - 13 17 3 56 48 65. 56 85. 48 173. 75 12. 8 11. 4 11. 8 1876. 6 - - -
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石器一覧表

第36表天引向原遺跡C 区石器一覧表

Na 器 種折 石 材 母岩No 個体No ;)接合 X Y No N-S E-W X座標 Y座標 Z座標長さ 幅厚さ 重最 挿図N(l

l 剥片 ーチャート Ch-2 
2 剥片 ー黒色安山岩 GAn-3 ~ 

3 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 -

4 剥片 ー黒色安山岩 GAnｷl -
5 剥片 ー黒色安山岩 GAn-2 -

6 砕片 ーチャート Ch-1 
7 台形様石器一黒色安山岩 GAn-1 -
8 剣片 ーチャート Ch-1 
9 台形様石器〇黒曜石 Ob-1 

10 剥片 〇黒曜石 Obｷl 

単位

m=X座標、 Y座標、 Z 座標（標高）

cm=N-S 、 E-W、長さ、幅、厚さ

g＝重量

- - 34 49 1 44 84 170.44 245.84 179.41 5.3 4.3 1.5 38 06 204-7 
- - 35 47 1 265 95 177. 65 235. 95 180.13 3. 7 3. 6 1. 5 15 75 205-9 
Cl - 42 51 1 322 262 213.22 257.62 182.00 3.2 2. 7 0.9 8 12 204-5 
Cl - 42 51 2 379 313 213. 79 258.13 181. 99 4. 9 2. 7 1. 7 13. 99 204-6 
Cl - 42 51 3 316 398 213.16 258.98 181.85 3.0 4.8 0.9 14 68 205-8 
Cl - 42 51 4 424 240 214. 24 257. 40 181. 79 0. 6 0. 6 0.1 0.02 
Cl ~ 42 51 5 394 232 213.94 257.32 181.99 2. 7 2.4 0.8 4.38 204-3 
Cl - 42 51 6 436 194 214. 36 256. 94 181. 96 4. 9 2. 7 1. 5 17.41 204-4 
- 0 43 45 1 492 116 219.92 226.16 181.49 1.5 1 6 0.5 1. 20 204-1 
- 0 43 45 2 446 324 219.46 228.24 181.50 2.0 1.8 0.4 1. 40 204-2 
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